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序　文

　夫気環境の有害物貨によう汚梁は，近年屋業，生産活勒の規模の急激な膨脹に

ょっ一（拍車をカ・けられてきた。そのま吉果汚袈によう災害の戸方止．は緊急を妻三する言果

題となっKいる。このような大短礫の特椥よ，人ロtOk’集中するu防や，産業

rsi中する産勤師に見られるごとくその汚染源訳無‡類あり，；稼地咳瓜広咳

にわたリ，単一汚梁源の風千て起きる．局所高i農、度汚梁とは異なうことである。

　諸外国毛鋤・れ少なかれ，わカく国と類似しrヨおLに置tKれてあリ．世界的に那

市壊のJS　k濃度の予測に関す郁η究八ここ4，5年前Px　1，　5vに活発になっていう・

力肺壊のX気汚丈物質には，一酸イ破素，硫黄酸妙勿，た化学k／t・’によっ珪

3”6二）幻探物質等多く数えられうD〈，叉然資源の2しい励・国巾よ，中近東て

産出さ・れろ硫黄含有羊の高い重油を主燃料に利用し1いうため早くか・ら硫貢酸化

物によう大気汚染力・重犬な向題となってきた。

　硫、黄酸化ケ刎：よる汚衆を防止する手段は，燃粁の質の改善，種類の変換，排煙

脆硫排出；の緊急時の獅・1と排出源の適正配置なビ1こ介1アられる．初うち，

獅吟日まて一般（：行励枳きた汚織P制手段I」・，犬気中のJS・・k物質縞波

度1⊂なってから初めてその主手汚梁源に制御を依頼するし・わゆう緊急時のフィード

バック毎卿が靴とな・て5ている一尻災害妹然に戸祉すると・・揃提1：

立てば，．£津方咳に互って汚梁1農度を予測し，禾然にある寒羊湶度を趣之ないよ

う（cするr：　dD　；S，令を出了いわゆるフィードブ1アード的な予1則制御の方法をとろ方

Ptより効果的てあるど考えられる．この緊急時制御を実行96には，汚梁物緋

出董ヒ汚宋濃、度との因果関係を明らか・にし，予わ最適．な制御方策を求く？）る｛芦弄力こ

あう。　ここて：最遣Lな制御方策と141、大、気、環境の汚染を人イ本，重加随物に有害てない

濃度にいカ・つ抑剃∫こよる紘会聯錆的乙項類最小にするような方策を言）・

この予測制イ卸を行意）に，9，前eっ一（次のよラな膓着項目かく満たされていなけ＋ば

ならない。
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i）　排出源分弗と排tl］強度のデータ八得られ1いbこと、

ii）　気象と犬気汚案の択熊に度1する］青季艮かミ迅速に得られること、

i工i）大気汚染濃度を予ラ則了るための数Kモデルかく確立され一ているとと，

iv）汚染の許容限界濃度と最適棚雀P政策に関了b評価関数〆θかムであクごと，

v）　ギ「一タを」巫に処iE里て’きう言ナ算微・が4U　fl］できろこと，

　犬戸反地方では項目i）9調査は言羊細に行なわれていう。∫負目ii）にっいて毛犬

気汚梁の常晴脇見網びでき，テレ♪一ターで」匹唾、に十静ぴ得られるようになった。

しび，個地恒は，こ但で…最ε角卿・て困難僻倉てあ・爾ま肋麩頁と

量の不足ヵミ和当戸余か・れたと言え．る。工負目口i）尺っいてほまだ完防VさMlいない。

そボIJ汚梁物質の犬気中拡散イ云播を忠実に表わす数式モデルを開蒼す多こと炊錐

が、しいこヒヒ，犬気のラ｝定多力び選と気象ζτ腺の予：貝ll力凄雀力・（いことに4衣る．項8iv）

にっい1J」3巨ほヒんピ珂究の手力Uすけられ1いな11。

　ブち梁；農、度予漫りの精ノ支と傷η確∫7の3呈度と4ク」幻イ釆・はFiq・1　9よう」こン蚕わ一ヲこヒ』ウ＼出

／よう。JSk物質拡散の数藁デ・レ鵡《卯1渉・田駒倒御祠能となり’

i）－i▽）のすぺて内丙r・され劇境三段階の刎御珂能となろラ．

　筆詣は上述しr／．事項のラぢi）ii）の条杵ボある握，度満たされr：ことをず景とし

て．汚一X物質イ魂」澗弾数式モテ㍉レをイ賊し戊防咳の；謙濃度をAi2・IP・・：予

測戸方法確問在め本確を／・7・」・てきた・その謄ネ雛な大賊撤播

の現象蝉一の数ぷテ・レ了表現96Cと・パわめて躍恒あ57．め．奉諭でぱ

看防の大気；弥縞つケ微て励広玖∫生と局地性の二面性珪視t’（，肋空P・e

的規模式じて顔拡散モデルとk　reVafi1　｛デ’レの二種織提れ’互のτデ’，V

の不備な面を補いノ合つた。

　を地抜放τデル）9，対象とすう広工乳全体の場戸ケ的孕τ硫6父濃度の6’7吟聞ん

まての黍蚤時変イヒを道応論的なパラメーターの処理jJよって各吋刻に対して予Jnjl　’1

るものてある。

　予測計算の帯にと・ら妓1痴広τ1拡駁モデ・レにつL＞・1・・9
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a）　対象1色咳乞i’展e．）9－一と見ttア・

b）；5梁物㌘排出痢パの地域に一様’こ分散していb．

・）対象地咳乞面積の写し‘仰こ置き換え，その直／4・Kを雇戸初夫きさとする・

局∫IZ砿敬そデルについて1工

・）獅麟脈鰯斑矛Ptl・eわ了つその味印つ・〈っ劫鯉に分

　割す5。

b）is＊物励フ拙源は点源時電叶重工業なピ飲排覇i）岨源c撫

　以夕トの汚米源）｝2Ap　7ク。

。）局を釈・にいくつ劫周・・Rで≠蝋老疏ら中ノC樋．る16個の材τぴ

　で等ノCvx薯’1し，このよ）！：（てif与らtti・たノ6フ狗形L1タヅを面巧i裟〆原とすク・

d）疏味と乃推2k・納の）e・亥の’5緑度ぽ而局の観iad49・i’イva

　される毛のとし1．そのゾ’一ンを一種の1競均一なゾニンと見なす。

上迩Lた考L方に碁つく拡紋モデ’レE刹用して行な戊大気i探の緊急時制御シ

ステムの磁〉を才すとFig・2と々・ろ。瓦線吾防1よ適り応諭旬方J去’：よる；ち梁搬予

測討し，破線は制御の言牌回路鯨す・

本論丈は2編・5章パ構昧樋．第編では榊劔の鞠瀦猷猿
わ了数云、モデルを得，その委丈式モデ・しの中に・含まれうパラノーターと気暴、τ見象を

劇係プげていう。このこヒによリ，広咳乎均の天気乃梁濃度予測を可能にしてい

う。

茅・鰯璋・は広咳励線灘鰻的’・勅う繊モデルをイ傾し，その

言†算法質して・、beこの数ぷデシ・レには1殊噸濃度の非蹄樵を勧味

め最も騨ts　1階の牢微θ茄賦を恥・て・る・

第・嚇4章ではna＄＄どt　’（　！1上天気図パ矩配置の嵯とグあゲ気

ノ三配置をいくっヵ・の糞負イ以パターンκ．分斐負し・，各ノWターンごとt；夫気の拡放浄イヒ方E

力を評イ励すること」こよって広エヲ（汚梁濃、度くヲ予測を4テな）ことを言式みている・気象

細牛き瓶配置’・よ・ていくつaのク’レ乃諭類V6ctカミ、夫鋤チ蝶を最

一3一



踊単に藪餌る麹的な手段であるtoと考之られる。

　第1編第5章K”は気象要素として胤速ノ風向．日射量．雲量，竿のθ寺間的に変

イC’する⇔量をとりあげ諸量と数式：ヒテソレ，およびパラノーター0．閲イ系を検討し，そ

の関イ系式をイ吏って第4章におけるよりも詳しい気、象手素によξ）、精度の高い汚梁濃

度の予測を行なっている。

第2編では看師域内の介割された局所での1日禍鞠汚彩雄をボめるための

数式モデノレを作成し，その数式モデル中に含まれるノ『ラメーターと気象条イ牝の

関イ系を定量的に評価し，それに基づいて濃度予測のため適穴論的方法を初め了導

入した局友セ汚梁濃度計算法を開発しKいる。ここで第1編でボめt：1広域の汚染物

質浄化を表わすパラノーターを局地汚梁予測に活用して、局地予測計算の精度を

高めている。

第2編第2章でぱこれまでに多数の石概看によっ1行なわれてき扶気の構造

に度〕寸る研究を桿更説し，っいイ箪着バ行なった大免の表面境界層内の実用を自的

とした大気ラ昆合度の定量的評価の試みを述べている。

　第2繍第3章では卸市域を対象とした局地濃度を推定すうための汚宋物質輸送

の数式モデルを開庵している。この数式モデルは風配乞考慮、した遠方か・らの水平

伝播を表わ一す殿常拡散．式と，：》農ノ支言ナ算地点イ寸近での完全；昆冶糟モテルに対す5

1階常緒紛方程式との組み合わ亡として与えらオしる。

第2編第4章1”，X・9pzaに測定された汚梁ラ鍍と嫁のテータを利肌て第3章

て提示した数司モデルに含まれるパラノーターの値を堆定し，瓦象条件との閲係

を求めている。

　第乙編第5章てぱ第1編マ求to　r：広域浄・化能力を示すパラノーターと前章て求

わr：ハρラノー一ターとの」鶏係を明らズkl：し1いb。

　第2・fk第6章て“は第4章’で4号らオしたノぐラノーターを矛il用し12，3　の方：まによ

る適応論的な濃難厳試みている．さら・：この言煤結果に基っき広tlの元靴能

力を考慮、して濃度予測を行ないその推定精度にっいての考察を行なっている。
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第2編耳て・よ輯醍示しr：局tdzi6　s£濃度予測モデ，L・t定g　zapt（公式によ

る濃麟定のパ鋤な方1却ある…q・iH（2－・）1・よる方；云疎めT・R度言t

聯果を比軟し，難の編モデ・レによる予測値の精劇：ついての実副生を評価

している。

第2鰯障・ぱ繊苛かも・ない大阪・莇媒・邸極級分布姉測

τきた毛のと仮定口緊急嚇り4助計算を試みている・

Flrst　Step：
　Uniform　contrO1　0f
　emlSS工On　SOUrCeS

APredlctlon　of　pollu七ion
level　is　nO七　accura七e　enouqh．

SecOnd　Step：
　BlOck　cOntrOl　Of
　emユSS工On　sOurces

Third　Step：
　Individual　cOn七rOlL旦・。missi。n。。urcc。

Even　］f　a　predic七iOn　Of
P・lluti・n！evel　is　accurate’
an　obゴec七ive　func七iOn　Of
・ptimal・・ntr・l　is　undefinite・

ApredictiOn　Of　P・11utiOn
level　j　s　accurat二e　and　an
Obゴective　functiOn　is　defini七e．

Fig．1 Contl’ol　Policv　and　Ac’curacv　of
Pre（ユiCtiOIユ　Of　P（）1］UtiOll　I、eVel

遁記・

あ呑。

本書は京石PXtY工学合Pの宇イ罐査論又で・召和48年7月提ぱ妊筋で’

池田　有　た“
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市域の平均大気汚染濃度予測と浄イヒ能力第1編



第1章　紡論

自然大気中に排出さ桶有害ガスの輪送伝捲過程の締と初定量ebな猷推

定を行なあフとするとき彰甚する珂題は，主iC次の4項θである．

1）実際の煙・拡散の9K態をX3簡単な数KモテJレA’・f，C。．

　　；獄物質の媒体てあbKkは地緬を唯一の境界面とし，錫緬の粗度／」

　《⊥」ノ丘，ltJ，sZ4taの存左1：よっ「〔刀こ規ダぜ’：変イヒし天気のジ充オしを磁隻’こすi5．主

　気のiFv　thは常’こその方向を変え．犬気中を漂ク物質は河〃1を∫充れる水のように

　は行き先八定まらず3次元的に流動すろ。

2）　上空の大気の流動伏態バす．介明らか、で、な・い．

　　地表から上空数石mまでφ犬気流勧の観測値を名に得ることiEr　1可能である

　たわ，ぞmらを地表面近くの観測値から推定芭ぬばならない。しPtしぴ推定

　値の釆青度は1尺｛て高くなく　，こ（η　・1’E級の干足カミ拡散イ云‡番の／力ニズ4の，介4ケに

　大さな璋害となっている。近年，各地て犬規模な野外拡散実．験八行なわれうよ

　うになり，　トし一サーの↓費ノXの濯1｜定と同θキにトレー・グーの∬克オしi5犬気ノ警の気2邑

　・分布，風伺，風齢布を観測することによフて直培犬気条件と拡散輸送の関倭

　ス天断弓的て1｛‡あるカくBAらかとなってき一てし、る（1，2，3，4）　。　L刀」L／diヵごらノを」ヒ

　1の観測値をイ更用〔て上空の犬気芽イ守をナ雌定できる」でに1よ到っていない。

3）犬気1殊濃度を予測了るたわ1・・峡な気象因子の予測邸す介てある。

　　X呈の移量ヵと拡散に直≠手作用寸る空気の；k：Sbぱxし豪条イ牛の：影響を牢に受け，そ

　’｝’tはまT：非定常にきわめて複雑な変イヒをする。犬気の混合強度は空間的な氏温

麦・ごよつ性殉ナ†流と傾鯛のシマーあ組みA。わさって沢ま鉄バのよ）

妖細杖態の予測頓の但の老の／…k＜ても，たとZは謝量など・向接

的な卓素力・ら正しく行ない得れは㌧そのような？素を正しく予漠，けうこどか、痔

霜級の予測を王腺論fi9　1・’f7k　h’）と3S場冶揃提となろ．f川鴎気象手

　黍’て肉して2っの向題ム解決ゴれねほならるい．その1っぽ天気汚栄濃度とあ
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　らゆる貝象条件と）；関一すろこれまでκ蓄稜され一ているデータを射斤することに

　よ「て，汚染物質の拡散に大ぎな作用を与之る民象享素Ptどzな種類の苫ので

　あるP、を見つけろことであワ、イ之の1っはその貝象、孝素の予級の可方ξ性↓予叛

椴・摺陸砺加・すろごとて’ある・それ頑知穣の例’；iて1まぴ搬

　にヅ專とさ・h　6瓦象字素のラ号．どの項目A何畔問乞あたり9了との程度の稗

　度で予叛可倉とであろか・をθ月らカ・にすることを意味すろ・仮’：犬気汚釆予報．’ごヅ

　要な要素のう＃予矩ナ．分κ4テ々Lない頑日〆あれは，気象研究の例江秘を

予剰能な卯であ鍍∠られな・砺かり培犬気拡散碗麟9倒・働

　き刀、け．4夢協．乏を見つけることに石」ろう．　ここてゼご〃｛）数要な貝湧乏因子であろピ

　毛μわらすその時点での壕学上の知識を脇て（1毛予敦の撒楢・・

　Ptつそれに代わる厨子・を毛見つ｝アることガ困難なときには、夫気汚梁研究秀のIAt／

　，ま　そ才tAイ手ま予幸艮可弁eとなる一tのとの前捉仁立「て乞∧理論を進めざr多を／fテな

　い場ノ合tでてくる。

　大気汚来物質の拡散希釆叉．に犬、きな作用乞ブる気、象羊素を見つける努刀は多数の

研究かよ・て行励枳きft・・a〈’，ifi・J定さ栢・ゆ短」赫’コパの種頬と・澗

的，空間的な詳しさ聞〃穀戸艮界蹄り，ぞ榔ノぽとプる嫁孕素を見つげだ

す「祭の＃PPIカとなっている場ン合・10こ多い。　このことカこ気泉の側1：j向って4丁な）ぺき

濃度言†算のため1・　1）t’iなU宴素の漠使の手望と働SPNtノ鰯わる原因となるこ

とを否定で・3ない。

　4）　入力となる気象字素の詳しせに対3る予；貝∫1糟度の関イ・5PtわAらない。

　　大気汚梁漉度を何らかの数式モデルを侠っK堆定しよ）と’するとき蜆象ru合

　った数式モデルを作収するこヒヒ同時にその数式モデノレ中’：▲3れる天気i条A

　l：よっ「（支湯乙tれる拡あヒハごラノーターの数イ直の正しい堆定ヵく，※堀ζである。1（a

　象条イ牛は種々の因一｝・t：よってゑわこれるノズ，ど’o因・手をヒの才呈ノ更3て”言デ（ぐ矢ロ

　つ2r“らばピめよ靖正確さで汚一＊濃度を推定できる・・を解珊つ・ヒ’ま・

　気象・タ件の予測の目標をぱっきハさtrる）えで非学∫：有意義なこヒである。
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　以上，砿散過程の解析時に出会）主＃な問還頁を4っあ1ブたかご，hす‘れκtよ瓦

象の問題と夫λ拡散輪送の問題をシステマティックに組み冶わせた珂究を行なって

いぐこヒが犬兵汚梁濃度の予測靖度を高め効呆fi9　i・行な）ためにぽヅ嘉である。

イ蘇行なわれてf　r・　jo域・♀均汚梁濃度の予測昧幼・よ赫法との9・・　t；，

爆の方堵〆嬢酬と汚sewtの才醐パ惣辞友基づ’・て定控的な∫授濃

度。予叛をしてきたの・：対t－（，汚丁物紗蹴強度の経酸イしU緋と浄

イヒ拡散をJi；i♪わすノぐラノーターの関as式、をイ吏って1ff源ヒ汚父濃度の関係をa月らb・

1：しな訳ら定：量99な汚・オi哀度の推定を訪尺み1いるこkて’あるo

　本論丈で第3章では数式モデ’ルとそれ1：ノ含iれづハ゜ラメーターを提示し，茅4

章てほ地緬の気踊随砺口し・予N，Jで3硫劇轍とゑてτれ鯛用し

てぱ蘇凝の予測を行勧。茅5章で∬d励碇のよ戊なε視6ヲ倒矛ξ艮でな

く，風向、風里，日射一量，雲量の経時変イヒか正しく予測できる壱のと乃えて，ぞ

れ託利周L　一（汚f濃度の予測を行なフ．こ妬φ予測ts＊は婬とヲる予測胡

度を得るにはとれだけの瓦象ほ報ぴあればよいかを明らnl：フるであう戊．
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第2章 大気汚染と気象

　　第　1　長fi　　Igj巴言克

　大気の有害球・介1こよる汚i表IJ（の形態によって2っに大男il了ることA’一できb。

その茅1は広域を覆ラ犬容量の空気A”高濃度に汚梁される♪易・合である。風／杁静穏・

てあって空気京移動しないどきや、地表面近くの大気が手安定で風の乱れが強い

が数百吐空・服の逆享魂醇在し砺戸市域を覆ラ犬気鹸体とLては伺じイ立

置に停滞し允体砿筋規瞳訳ヲ中塙く鱈ときである・このよラtubAp

にはスモールスケー’レよりt／ソスケー4／，ンノブテヂ！クスケールg気、4乏］丈態に

よつて汚梁物質《り他o）地域への継考広散こを評イ⑳することカtできる。第2はエ至源の

1蚕し丁て蕎生する疾贋し汚宋の湯、合てある。この▲ル合汚梁現象は地表面よリ数ナm上

空以下の堵地麟層内の1軋向，戊乱速，犬気字定度などのズモールスケー’レの気象、

→尺態ヒ支配される。

　大工業御市は排雌の多い臥汚梁源とと毛に中・槻膜の汚＊源バ・醐’：A布

t／いるr・・b戸授明∫搬砿♪姫の2つの動特徴を合わ醐って・1ろ．こ

のような地珍（の汚梁潴し度の面的レ分・布を予iad　’Yる戸爺にはシノプティックスケール、〆

ソスケー’レの気象条イ午・ηデータをスモー’レスケー’レの貝星条イ／iのデータとの併用

力＼冶・理旬で’ある。気、象現象のスケー1レと犬気汚hCiのスケー’レの閲係をオすとFlq・

1－1のよ）なア’ロックダ『イヤグラムとなる。気象、でいうスケー一ノレの2蒐θ月はTable

l－1に一Fえる　（5，6）　。

　シノ　ブ。ティフク　スケー）レの』し象｛見象は玄也形の景32牢乞づをけK　ある　ノ　ソズケ　ーノレの気

象1腺醐き起こ孫地をイ拷。ノソスケー・レの鰍王腺・」3た局地励ヌ購iの

地形の影」批受ワてあbス£一　，VZケー一　）レの気獅腺社ずる素地を4Zう．

　大きなスケづレの瓦象現象はその周期じ長いtめE視的ではあるが麟吏的長期

の予測を　r・　1ること承可能であb。スモー’レスij・一’レの予扱の項目は主に夫気境

％k内の風句鳳速，混合拡散能力の睦と勅凝であうが，こtl・．・4の嫁1見
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Synoptic　scale
meteoroloqy

Meso　scale
meteoroloqy

Small　scale
meteorology

Topoqraphy

Mlcro　scale
me七eoroloqy

Pollution　of
urban　scale
（weekly　or　daily
value

Pollution　of
urban　scale
（hourly　value）

Local　pollution
（hourly　value）

Buildlng，
1」ocatlon　of

emlSSIOn　SOUrCeS

Allowable
llrnit　of
emlSSIon
ln七ens1七

Fiq．1－1　　Me七eoroloqical　and　Pollution　Scales

Table 1－l　　Meteorological　and　Pollution　Scales

Me七eor．
唐モ≠撃

Horizon七al
撃?獅曹狽

Ver七ical
撃?獅巣qh

MeteOrOIOqiCal
垂??獅盾高?獅

Species　of
垂盾撃撃侮ｵants

，y。。孟∋
＞106m L－20　km siberia　anti－

byclOne，Ex七ra－
狽窒盾垂奄モ≠戟@anti－

モ凾モ撃盾獅

Urban　scale
垂盾撃撃浮狽奄盾獅

f　SO　，　　　　　XP

?盾狽潤@chemi－c

≠戟@smoqeSO� 0－100　km� －6　km� 　　　　　　　　■L盾モ≠戟@an七1－c

凾モ撃盾獅�

mall� －10　km� ，6　m2

C3　km�
ea　and　landb
窒??嘯�

ocal　pollu－t
奄盾氏@of　SO　　　　　　　　　　X

．M撃モ窒� ，600m� ，6m� 　　　■G浮唐狽撃獅?唐� OIIUtiOn　ina
@street　ofC
n，　NO
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象はその周期7ペケ豆いこと，気象観ラ則網が粗いことによる博報、の千足㌧従禾の・石サ究

禰のma・綱斑知磁，最願1品，＃い榊械業須業などの戸方雛目

的ヒ　し1の天、気の評イ西に主9＆をあ’い1きたとい）ノ蓼史●勺な爵蝿をたど1ってきてい

る，など・点・・ら高・撤の予，貝ll分てうこセ〃俳酷醗て励・そ・砺∫幽

な気象こ予測，ひい・〔ほ局地的、な汚梁予Jfi’1のヂナノ命な9戸・分を広域的々データ’：よる

多見zgi｛．の／分㌧祈てン卉き“うことメズkぐに，M弄となるσ

　B・。ss（7）はn象一1・測の方法を次の⇔1：創アて言鯛し1いる・

1）　特続法：現象のパターンカく変化しないt’のkイ反定し・現在の4k？i・b：そのま

　y1＃朱t：毛特貌する毛のと老Lる．この方：却訂犬態の変化が適Lいときに有効で

　ある。現7Eの状態とは物理的な董の場合｛あリ，物埋69に意味を明らかにでき

　ない毛のφ湯ノ合＼毛ある。

2）　傾向漬：現在まてのイ頃向をそのまン将未へ延ばす方法1ある。

3）　周期法．現象の変イヒの周ず則生を利用1ろ方法である・突亘期の予；則は一才重の

　イ頃向法とみることができるカミノlt負向；云を一ノ警完Es（さぜた毛のヒいえる。’？i“i品・の

　　夏化のような」爵素そ予漠牛するのにkぴr：ひイ吏オ）れろ・

4）関連法・あろ糠の寮斗をイ吏って他・辛9を予測妨方法で！たと加犬

　阪顕の題脅紺る飢前H・・）九1＋1吠先ぶ推定3るよラな方法であう・

　一種の数式モず’レを利肝ろ場合毛ある．

5）ま賊去・縁燗朔応関係勧1愉る方法燗連幻異な獅は，数式

　モデ，しの予測を毛って実際け†了る予測に代える恒ある．これ口よ理諭旬な

　公蓑、によって予；則一∫るき屯虜里X命的類似鋪ミと，広しη司欠弓食なとの類イ以十生によって予：則

　づる寅聯勺類似」去ボあげられろ。

　大気汚宋濃度の予｝則は上述の方i云等で得られe気象予測イ直のイ也1：いくつカ＼の物

理量を燥と寸る場合力・多い．したがってこれらの物理量の堆定’⇒上・Sil！・の1）

－3）の方法が有効であうう。
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第2節　広域気衆と定性的大気汚†測

広政を対象に高濃度汚染が生ずるかど）かを予測3る研究はいくっかあげられ

る．これらは．蜘撚ヌ購硫象f£｛Pとその組み合杭か碇性的に汚宋の程

度を判定すろ方漬てある。

。i。m。yer　L．・（8）は経勧・こT・b…－2のよう籠雑素のta“A・ht

鰯えた．そして繊纏のH…IL均厳対象’・脈赫と汚雑の解説をしてし’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　Table　1－2　　Criteria　of　a　Foundation　for　Forecastlnq
　　　　　　　　　　　　　Air　Pollu七ion　Potential　by　Niemeyer　L．E．

（1）

（2）

（3）

（4）

Surface　wind　less　than　8　knots

Wind。　at　n。1evel　b・1・w　the　500　mb・1evel　greate「

than　25　kno七s
Sub。idence，七he・1・w・inkinq・r　settlinq・f　a’「
from　aloft　below　t二he　600　mb．

Simultane。u。。ccurrence・f　the　ab・ve　wi七h七he
f。recast　c。ntinuance・f七hese　c・nditi・n・f・r　36

hOurs　or　more

る．B。ettqer　C．M．（9）は・’7・t－一ム脈束SCの鳳汚継テ’／：／・’Vtこつvぺ’

。i。m。yer。方凝々て靖・願を拡張ば行なった・R・et七qe「とSmith

（、・）1・・i・・．　。・c’・，レを壕にし蠕人み妹気汚新報の・fE」kを続言働1：示している・

予報は犬気、字定、度と地上層しの基一準を）欠のように言呈定し，3享SLP皆に分17た汚蒙の程

度を定・｝生的に予李艮していろ。

　　Table　l－3　　Cri七eria　of　Forecastinq　the　Intensity　of
　　　　　　　　　　　　　the　Air　Pollution　by　Boe七tqer　C．M．

S七ability　Index　（S工） Surface　wind　speed　　Pollution
（knot）　　　　　level

1工工ISSSS 〉〈〉〈
0000 and

and
and
and

SSSSWWWW ＜＜＞＞ 7777

｝

Hiqh
LOW

1」ittle　or　no

ここて’”eit麟数SI雄900mb　1輌婦からその日の6瞬の予測撒れを嫌

、fU、）。品を差・51いた値・ある．鑓の予；見’1囎50m噛・繊・蛙と風遭で
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補正したものを荊用し，地上風は予想天気図と気圧傾度から堆定し1いる。

　HOIzwOrth（11）　は来国⑥彦P3也方にっいて数日平均の大気汚梁L8Laの予捉を

胸ヒして，高気圧の傷れ大気汚llE　Kの蘭イ純W列訪って示し、背の高い停

滞性高気圧に関連して，弱・1腿とK気の：船寸る；殺の浅い現象・帳く符紺

れば高1農度汚梁o〈起きうので，それらを予測すれば汚梁フだテンシ？ルを予測する

ことカミて“きるヒし一ている。

　わが国で発生する大気汚染！は，本手Pが移動性高瓦圧の通路にあたり気・象の変イし

周期が短いたわ，欧米て発生すろJKL、kA汚染、ヒ比較して高｝鍍で短期聞の汚梁を特

そ敦としている。なあわが国で長期汚梁といえど¢ま国などのイ列よワ‘t’t’tうかにそ

の時間的なスケールが小さいこどを認鍋（せねばならない。

　わが国の大気汚染と氏象の一般的な特徴としては，従未その地咳が高気圧に

2，3日続けて覆われうとさ，前線の通過了ろ前，あるい舐圧瞬緋にあるとき

等の気圧配置での気象扶態が論ぜられる。

　気圧型の碁本的昧夏は〉欠のようになう．　（a）　肋高型，　（b）　廟高型、　（c）

東高型，（d）北高型、（・）移動性高気圧，（f）気圧の谷，（q）4KXE，

（h）前線，（i）高圧竿，棚胸1：は強搦，南偏，北偏，前面プ麦面等の

言葉を付加して・る源田（12）・ま高1離の印市KK汚縄気象状況と対辰鎚，

発生機構によって次のように介類していう。

　　　　　　　　　　　　　　一モi総

　　　　高濃度ゐP市大気汚梁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　膿㍍

　　　　　　　　　　　　　　帰地干連続線
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　ここで局∫｛竺高気圧，局地不運きあ線∫まその発生が地形と密接…に関連している。1旦

在網の目掲・張られ随点乳象観1則所の間隔・筋よそ200km以上一（・あるのて局

地高気圧なピをナ冷な精度を毛一って観測丁るこヒはできない。、局地干連’雛1訪戸

il5の広さの規模であリ，海風，陸風の境界がその例である．この不連続線があう

と，その地上から夕；直上方に厚い汚染尺気の層をつくリ鈴直方向への拡散希釈を

低下さ（る。中野（13）は原田と同様な気圧配置と大気汚染濃度の関係を言合じて

いう。さらに大阪市内について2地恵の豆石交酸カー一ス湛度kシ享遊紛度；曳度の日平均

イ直ノ地上100－500m　のパイDットバ’レーンによう平均」腿，あ・よb生葦句山）頁と

大阪匙隷倉の3温差との閲係を図示することによ。て気象酬と広域嫡濃

度汚染発・生の定量6勺な関連プ’アを行、なっている。　まr…気圧δζ置と高：農度汚蒙発生

の例を致日かあ1デてノ分ネ斤している。　しカ・し3だ確手論的に予i則の’f青、度を論ずう所

まで到つていない。

　　第3節風

　犬気中に排出される汚業物質ほ風によって運ばれる。その輸Xtl空気本体ijlDtt

と宇定度・・よってf3う拡散のイ鯛・・よう項t：Ank・Lて表現さ・hる．本術鯨’ま

いわゆる時間的な乎均風速ベクf’レでそのケ手・性が測ら・れる。水乎威しの齢直方向の

介布牛科生は一一‘itに上空くいく1＃ど大．きくなるカ㍉その高さによって空　yK　2M4sc‘：効

く物理1的要素が異なってくる。高度が500m程度以上の風ベクF，レは，気互傾度

とコリオリカ，遠べ』力の3っのカの平衡しτ…傾度風である。そm内気圧イ頃度はシ

ノアティックあよひプソスケー’レの気象データから推定される。このよ）に推定

される広琢風・塙い山があれば当然その局地地吻影牢綾ける。高度が500m

以下1：なると風ベクFlレは傾度∫乱と局地地形のイ也に太、｜陽の幅射によう地衰面の加

熱・はって生する倉鱈流の纏を受げる．・・よ残触風・例・：ム谷風扉

陸風があヴられる。海風は日中よく靖れた日．内陸の地承面犬気が暖められろと

海岸・ほ漣角哺㌧陸品かつて吹く・この局碩略勤拠扇地殉
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な談酬のみで暦怖であリ，広咳的な姫配丘力・雌怠柄雲昧友と

量を知ることを必雷とすう。

　大気汚梁で問題となる風伺，風速は地上500－800m以下り↓のであQ。地表

動・4Xt　rnまでの城境罧内の風t・分郁更聯ウ・・耀醐1・｛M究i　，rLて

いる．G・・d・t・i・（・4）らは・腿飾の対数；蜘纏論的1・導き・D・ac・n

（・5）破．検的、コ硬，飾のべさ；捌鱒・た．」rt　M・ni・と・b・kh・v（16）

鮒椥蜘を踊のを硬と熱的影牲舗しバに発殿恒いる・Edll†

mから上加風の．クト’レ・柿・ぽだナ・分明らかで・諏・’和地点で’の殿

破禰場合蛭について醜緬近くのノわ観測値操っぴ形去則を延長

して鞠樋を綱し，風恥控までiXし・t・O・　Lあ’・ている・）・¢上で測定さ

れる風向と2・・－400m上空の鮪との間1こど・嚴違・P“Obカ＼’あbLVPt

はそ。大きご戚・破で励かを知う・と・ズ耕上空・Jit・fqを測定・な・観

測榊1てはKK；獄物er・＃lk，u・関してき’1，’・・”て’SE＃r’b6・・4iて”行励れ

↑，野・隅・貝ll轍（・，2，3’4）砿・・ヴータ・・らtaRイ他’そ・上al°°m，

200m，300m　での｝i乱f司のノ司θi桟見：則データをまkわるヒTable　1－4となった。

データは昧気象齢が描時穫浜，櫓，麟、麟頑動娘言順の繰

であう．・順中。数値鯛・酬・測定され馳麺・の乎・楓卵’ら・香誠ご

、の卿餉・伽角臼らかっ・内・数廊偏・梧楓輌まわりの榊

雛で・ある．こ・f－　’タ・te＊i二よると一般・・珪・行・・つれて嫁棚り働

ら。剛雛㊨リボ太きくな・ておリ，37一そ・風鋤微挟きくな・（｛’る・

上空3。。m肝て・9・9、鋼の，〕・，ntg71〈・」1，・配・3・・m、層・イ直26・2°を除’1て

郎、6紗。方イ朗22．5・研で06　・　tr・・ら地上綱をそのま・鴎の鳳

伺に代用して砧れ問題を凱’ないものヒ制れる・

　風の舌し机、塙度，・’・…m　t￥・］lll・Ltメ上に妨と地緬・纏をほll・Lと受けなく

なる蜘，地麺・で・Xきく珪2・・－5・・m債大とな・てそ朗垣高度でt：

　高さヒヒ毛1こ；承、ノレ⇒－fる。
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Table　ユー4　　11eights　t－rom　the　Gro”nd　Surface　and

　　　　　　　　Deviation　of　Wind　Direction

Heigh七s　from
t二he　grOund（m

10．5
（29．5）

一一 Q2．3
（25．4）

－9．7

（10．1）

　1．9
（15．7）

16．6
（31．1）

－22．2
（38．3）

－9．0
（10．5）

　7．6
（37．5）

　26．2
（43．9）

－22．4
（34．2）

　－7．9

（13．6）

　8．3
（40．8）

　　　　　Parentheses　show　standard　deviation　from　a　mean
　　　　　wind　direction，　Unit：　deqree，　＋：　clockwise，

　風の予漠」には気圧配置ヒある地ξ．での風向，∫凪速との閲イ系を系壬験的1：求めて6

きノ気圧配置の予測か膓その地三、の風を予測つるとい）方法がよくとられる。太

阪管己気象台で行なフている4列での最夫JjkSlの予漫りには，天気図をいくつかの1重

類に、分ま頁して，その、分類に対して大P反福江間の気圧；差，大阪射セ子間の気圧差と風

速の関係を回帰曲線で図示しf・　t！　v一トを侠っていろ．福江ほ却解の西部，東

経ユ29°にあり，斜ヒ斗は東経191°にあるた8）犬願、ぽ方よ）どその中間∫：イ立置し

ている。　この予；則漬1よ関連漬であるといえる。

　高波痴珠の発生は，高気丘のバないしは／fft面が長時脚：わたって巧続すう

日に99い。そthよ）な日にぱ陸地の気混と海上m気温ヒの差が大きく・なリ海戸ξ風

の発ト生する場，合かさオ）めて99い。』島i毎看戸市てはこの］日を固期と＃る海陸ノi貝の現

U象J：よって一度多p市上空力＼らlldZの」｛1咳『・、す・なイ）て1毎上．ないしIJ内腔〈風によフて

‡甲し；たされた；ち梁大、気力ふ再ひ、茄戸市上空へ敬リして汚染1農度を高めう毛のど手崖定

される。Tabユe　l－5は人阪あ東己森の名にある大販府公害監え見センターに吻Jr

る石丘責酸イヒ物0）高i農度汚梁日と1毎腔雇しの発・生歩夏度との関イ矛こを才しているσこれ’こ

よ6ヒ；毎陸1烈の登生Hで1H乎均イ直が0．1pr）m以上（η；農度となる割！合は57％で1

あリ，こりtは．全高，’農度日19日間の63％ir当る。〉毎陸ノi貝の・を・生日i’海芹に近い
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乎尾局の日乎均風速の閉ぴぽTable　l－6］：示されう。こPtカ・らd平均風速の弱

い副まピ毎陸風が巻生しやすいこヒカ・わか託知姪z嫁台で・観測され三デー

タlrよQ　ti　Vx悟町擁風老生頻度・よTab1・1一フ1：才されう．同地、ξ、で・・辞前11

時頃が海風の始まう瞬刻であ1）．20時頃が陸風の始」ろfiM，1て1’あう。

Table　l－5 Sea　and　Land　Breeze，　and　Hiqh　PollutiOn

Frequencies　Of　a　day　Over　daily　averaqe
n．1　PPIn　at　the　Cen七er　Station

19

Frequencies　that　sea　and　land　breeze　is　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Obser▽ed　a七　the　HlraO　StatエOn，　and　a

oOIlutiOn　le▽el　is　O▽er　daily　averaqe　O．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・PPm　at　七he　Cer〕七er　Sta七10n
12

Frcquencies　wh工ch　sea　and　land　breeze　is
nbser▽ed

21
｝「T　T　一一

Dec・1　「68　－Feb．28　169（excepted　Sunday　and　hOliday　）

Table　l－6 ○⊂curence　Of
Wi　nd　Speed

Sea　and　Land　Breeze，　and

Daily　mean　wind　speed　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．at　the　HlraO　StatlOn 　　　　　　　　，erequenCles
撃≠獅п@breeze

Of　sea　and
nccurence

　　U　＼　2　m／sec

@　U≧　2．5　m／sec

12
@9
@5

Table　l－7 Switching　Time　Of　Sea　and　Land　Breeze，
and　Frequencies　（　NOv．t68　－　Feb．，69　）

Classifi－
@　　・

Land breeze
catlOn
　．sエme 1　　2 3　　4 5 6 7 8 9 10 11 12

Frequency 1 1 6 ll 13 6

Class土fi－
@　　・

Sea breeze
ca七lon
　・slme 13　14 15　16 17 18 19 20 21 22 23 24

Frequency 10　　5 4 5 9 7 5 3 1
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雛風力・・欠・〈・6・3，　IIIS　rn上空・倒．誠まて・風齢布力Kど’のよう1：な

。てubかについてはthfd一デ’一タ’がな・・で明らかてな・か，示φ戸溺嫁台

が格摩平野でel；」1・・40・／　791：　・6　／sった、観測で：X・，毎風の及・5高さtg　600－700m・

その最強誠は300mて・あ。たとし・われる．（17）．妊熱力孝，淘初学の理論

による海脚靭数働斬姫宥式みらM・るが（・8）利用で⇔とこう」で

に到っ㊨てい、ないo

　　rz　4節気温

湿の樋飾は畝の塗殖方向・乱れ混、鋤強さ・こきわめて辮・醐構梼

，．あ縫間1．頑温を／，thd　’Y　b　’＃　＄i；　2っ・分パれる．それ・よ（・）移直

、る湖硝・遠度と川幅身す、こよ。て蹟か変イける地表から彬¢動授

気八・橘駒殊．〔挿∵川勺耐ぱジフ゜テボワ　／i／Zヂ・しの緬か

t｝・特1臼あ1ノ当Uよ・一㌍パピは・’日．脅編m・焔頑温を調・

れは・馬かとなる．後赤よ。て起・る気温変化ぱ瓦象現＆の内，日変イ（をする

｛っt£顕難縣てあ1ゾ毎aaK”AthS’ki）ueの1助醐性噛櫛関係

を持つ、Fi・．1－2は地緬気：温呼匂バイしを示t・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　大民録濃度とパ設化との一一akL　tso・“f仁頁向は疎ともB晋天・のヒき｜91日の販・9i

最働温離欲きく・う捜は最イ続鋤登生初時刻より2β・キ間後演

高とts　y波高気温・発生するS・1・　IJて・低くts　6．ゴr夜間・髪天で翌助釣司に

天気かよくなうヒき叶の1投波度川目対的に低・パ間晴天で翌aae中・・

曇天、のときは高くなって・・るφ

　気温予級にわが国て一鍛i：よく利用されているの19高袷の式であう（19）。こ

砿。叶頑温，」1：タ刻・賊力・ら翌H・・D気蹴求わるX験式である・先古

屋旅台では論城珪硬：してイ乍・た服予細表をイ吏・ている・Emb（20）

は服の予測の作業と鑑拍り手法を発表していうが，それはうヒ任責の時刻か

らイ也の任意のθき刻の気温を予シ則すう表、をイ乍っている。ハ゜ラノーターはノglif！ノ雲：芝．
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雲の質，露点、で’ある。

　　第5節h戸市気象

　都市域に広がっていう市4苛地を楕成寸る建築物ば郁市咳を田園地域とぽ異なフ

た気象汰態にすう。　この規象m存在は1世紀以上前から・確認されていう（21）ρ●

世紀・べって断の諦怖で．こ・冶防内嚇現象力潰多ぐ測鮫れ45衷されて・

る。　しカ・し本格‘ウな理！諭石『づヒカ》テなわれるように刀「ったのは1950＃」’4麦て”ある・

Duckwor七hとSandberq（22）1まサンフランシスコ市の中it’　93と公園‡也帯の；温

度差の1則定でIO・Cを超えた場合を記緑している。　Krant二zer（23）は看日申のヒ

ートアイランドが発・生するのは乃β市、全体を汚れ丁空気が覆っていrうこどにようと

主5長している。

　助市咳と郊タトの気温データを比較Vると虜防咳では夜間lC高く．昼間に低p錯

果がでる。1〈rant・erは嘉肺上空の；S・・1・・　ft空気力液間の地表からの熱放射貨方

げ’る毛のヒ推定している。BOrnsteln（24），Chandler（25）らは・6β市【91じ部

での水蒸気圧の減少を手5摘してvる。　これゴでにヒートアイランドのを生する理

由にあ1φられている工夏目は次のよ）であうσ

al

h）

c）

川

着P吊填上空の大．気拡茸丈ぱ，

の大きい：とによって独特の孝・動を才すeのと、考Lらオtる

の効呆を与視して・」1珠忍度の＆測杉アなえ’ないτあう」・

1瑳2繊2韓2節で・卿坤、肋ノ鋤鎚フ・・ワn，レや第斗♀第卿の・1°　」

メーターの2；～4ウ／：よって｛ttξ「ct’）ら吋tるo

M1・：r。r・（26）は・酸○ネ叶一・’つ・・頑からゾ芭麺雛・暗イ・球φ

人工的熱源、が励白クに存在寸る。

汚梁大気ii覆われるのて太P易輻射，夜間放身丁を妨げ‘う・

獅域・鯉縮担熱客童か犬き時め田園より・朽難・、暖3’」難t・’

漸・辞面（あうか鞠旭3立体的て・あb・T：め加熱紳・ハ゜タづが『歎う・

　　　　　　　　　　　このよ　）ノ5・カP市気イ1臭と建勺勿の存在にようt也表面粗、度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　したかくっ「〔ン6】5市気象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ●fit　iS一白ク，な裏づ／↑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二江　　　　　tsケ

一25一



て・パそ妬よるピ獅わラ・・クス1瀬絆畔・溜輪積．犬貯∧助轍

フラ。クス．±ty・の熱フラ。ク・昧・禄机て・る．肴昨咳の）），・　K・i　」thpC’

あるヒき1・・1；　，正昧の輻射・項・それ梢の熱7ラ。クス耽乙てま壕cてvる．

。。

㌍

㏄已o相唱

　0　4　　　

08
一

0 4

Fig．1－2

　　　8　　　　12　　　　16　　　　20

　　　　　　　Time（o’clock）

Fluctuation　around　a　Daily　Mean
Temperature

24
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第3章 郁市スケールの大気拡散数式モテ”ル

　　第ユ節概説

lj　2章で・吐聞・パ気砕パ象条働馴紐空ノぢ働ズ！1　一一　／レと猷させて

論し・．、㌢＿：鰻動、宕坤／抹：坤一一耀；1グ・こよ弱所漂を線とば齢ぽ

堺川rい酒終／紅艮行。和よ・例碕戸ξ、碑．笥辺高矩か示磁

廓珠へ・イ畑をあ・元るrtか了・35．局2靖麺囲・叶・こ艮艇停1幹ピ

辞物質諸稜拍．け・が・て・のよラ、抵宏腺を鰍ピてネ闇白ネ礁

駐博モi－，レを開発移ll（卑力・ある．

　樟てぽ2敵蘇ン㌃殉／てき砿∫恒父卿行酸を御rし続・て

第描ては・殖抽て・、・乃把頒の1齢嫡気ウ乞定靭・・訪5㌧：裳野1贈

る1一古堵：ざ㍉・を崔ン「1＾ゴる。

　　弟2節徒ま・iit1　”’V〈．

　　　2－　IL広域嫁ζ定．を助な汚f？　ili’j

ぽ戸・ヲ漂砺量1長野例的象と戸べ気汚㍗循品漸送を定鋤
・・取握．に例・．・．⊃・．・y’・・rl（27），mli・ins（28）’阻n副29‥Jよる

、研究かミあほられる。

　Dickson，williams　は気／象現象．と弓梁のす呈．変を／ち虫牛チの方∫素で’段『イ系つ』』lrたグ）

・ゴ担て，L・cas（30），ご・・ner（31），P・・ler（321らの提六て・LO方：如

簡靴し淀常拡散試を秀師玖；凝言埠：鯛Lゴのて’ある・

　Di。k。。n（27）1辞1主ンシ・テ4，寸二・（〃・躍，塵1雛∂鮫を宿’・ft・

その方法iS　．f　F．計的解祈∫こよって求わた稗図を・書き込んた共孕由を元亭ク’ラフから堆定

・口わて・励∴ラ裸’．挫乏；える酵鐸・・i…24・酬の・射量・繭，

！風速．ぺA害定．度，雨量　をあ／ア’てい《う。　尺気の笹定，度JJ　1日の内・ク∫也表虚）と950

mb由tの瓦温差の最高痩と最イ氏・値の手均を潔周（ている。前込の哩返’な気象昇
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い之う捌酬力つから定量的垣納煤尾膿・予測をイ祓）ことかでき

飢い（．う。wi］、li・m・（28）｛　yk．　iS　xタ州・ある・、川トレークハ’・一の高1う

勅けンシAe　）レ予報・」Sfの定量的表現Ltて視程のイ・デ・クスを侯用し、嵐

圧た気般度1風速碍られれはー1到衷から一1－…イ・テ・クスを推定て・きる方

凝徽いる．・・て棚呈イ・デ’・・’ク．・　1＃24・禍・・わr・　5・・！・・よる桁躍嫡

／し’を数イ直的に衷元見する‡のと定義されている。

　大気1獄巾テンシァルとは嫁学的・・は36時間以上にわr・って丈気中’功る

大気汚※今勿質力、蓄《榎rき」5h，L　t　tう一連の天気、のイ人態であるヒ定義されていう（29）。

し乙．Ptフてそれぱ汚梁物質の県生乏原の有無ど1≠履『イ系しない。多2章第2宴li　T・ffイ「

　1－：　s’ON、em。y・・（8），Bcett・er（9）ら・ま弓廻頒の苔績厩1づ気象柔

’t’ti一つい｛’シ倉している。

　H　・〇三．日一仁三）は気」，eq．の逆転㌃い。は写∫温・位⑳」｛セ点・η，管の，写さピその月ラノ2』！変化

を妾に二了・し，㌧。：：eiburqe七（34）は逆44層を拡葺丈の、障害物Lミて初めてとリ＞v

れf、　7H・1・、の・七h（35）　1＃正1・・ユerの碑究四石起してぴ鋤．安を犬筋

・疋ケ勿賞’の．釦直方后1の；昆，合の範囲σ堆定t：Z完立てクリヴづεをそテなったρ！也上・ウ、ら雀合1亘

ゴ！・い混合一る鋼を混合｝案さと呼・s、が，伽12川にわた・て誤：訟

1采・、・ワ・’〕・珪勧てPう．・Tmer（29）・；船1深∫どその働わ鞠輸道

馳むよる汚君・テジャ・レ予報1」劉す獅完を行な・、1967輌予靱の方∫舵

・⇔完麩ぜ㌧．こ・方1培掴・天気局川アの犬筋知゜テル㍗レ予報・

恥）入れられ、1967・4　ll・fi韻局からぽ1う君’テ＞Lヤ・叶級；璃か呑表

t負れ，それ以未光旦］．全；・／　i：ノ司予叛力＼4アノまオ）れている。

　予被口掴駄混舗さかイ更わ靖パ・れ田錠ほ1日・内τ按高硬表

面姫かは桐・亭暇断鯛叉轍矧きそれが鑓フepフィルと上tEiで1わる

巴まで鵡さヒしている．ご・混θ深さ恥畑りな諸媒をle7！レて・・る・

a）　鈴直混合2増犬：夙少さでb∫凪の重断力による効果を除く，

b）　　力学99な］§きLチカ三果を除く
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c）　　夕㌻直気口量フρロフィ’レに変／，ヒを起こ一チ穆1良を脅矛見一Yる。

d）　気団○乞降効果を無視する。

　尺気局で行なっている予報、の4重類ぼ翌βの午後の混ノ合深さヒ手均輸送」鼠速．あ’

よひそ…Hの朝・・午後・齢潰と乎均継風速野報戸2鱒で．前、着の予

報の誤差’」4類の予癬難の2倍であるどいわれる（36）．

　　　2－2　広璃砿散2女式毛デ）レ

節市全域にわたる平均的；獄濃度擁定な・しi；7測竹ための数式モデ・レを

ここでぱ広工i‖汚茉董※式モデ∫レとP乎・5ここと’：する。広エヲ（汚梁を」非出　5ftノ芝を手之て定

量的に推定すづモデ，レノ9非常五少ts　i・〃・’・このよ戊万｛テルi：IJ　Millerと

Holzwor七h（37）　やHolzworth（38）　1てよって表、わざれた式！パあワられう。

彼ら1・よ・て提案されア・tt・＼モデ’・レをT・bl・1－81こ示す。・・ずれのモテ・レ随

常状態そ表わすこヒ初微として・る。記号Dm吠錫の混冶深さ暦亨及値を

イ吏ラ　，　フら辺力・フこ内の第1　1負且の猿ノ分、の下戸艮50　と｜」叱重定ノ〈らて・　1：｝i（麺、ヵミ50sec

経週しr三θラ点力・ら了ナ算をψ台め・うことを責味すろ。

　　第3節　　広‡亥拡敢の数式モデ，レ

　　　3　1　広t蓑拡散の基本モデ’レ

広城の穴気汚染の高渡度発生の可能性を定量的1・かつ臨唱評価了る方i2kの例

ヒして．大気1昆合「深さと　その層内の乎均輸ト送風速をイ束用する方法を前節にあ’デf．

しかしわか国ではその方法をそのま」の形で汚染ポテンシマiレ予測の手段として

当てはめることには問題が多い。・そホ19次のよ）な理由による。

a）　辺形1：起伏が多く気泉の局地性が’強い．

b）　　小こな列．島であソi工柔石β市ぽθえ塚地咳に菓中して方リ，∫毎岸て・発生すb

　；毎戸ξノ剰Lの景多箸えを長手星でさない　。

・）移⑳生高冠の通路にあt・うたわ気象の麦動が激ぱ周期あ短・．
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Table 1－8　　．Ma　t．　h（）p］atical　ト．10del　for　Urban　Scale

　　　　八ir　PollutiOn

（1）　by　Mエ11er，M．F．　and　UolzwOr七h’G・C・

　　　　　9x一吉「ullm∫ご厚．占・…∫1惣ポ…

　　C　Averaqe　c・ncentrati・n・ver　an　urban　area（PPm）
　　QA・Area・・urce・tren・th（m3／m2／・ec）
　　1．　：ci七y　size　（m）
　　u　　：Mean　wind　speed　in　a　mixinq　dept二h　（m／sec）
　　Dm　：　Mixinq　dep七h　（m）
　　tDm・Travelinq七im・when　l・25・・r，＝Dm（・ec）
　　七L　Tra▽elinq　time・ver　a　al・nq－wind　lenqth　L（sec）
　　σz　：　Standard　de▽iation　Of　pollutan七s　concent「atlon
　　　　　　　distribution
　　t二　　：　ヒime　（sec）

（2）　by　Yolzwor七h，G．C．

　　　　　　　　　　1．13L
　　　＜　0．471D
u　　　　　　　　　　　m

L．0．471D1・13
u　　　　　　　　　　　m

一一一一
r

A
O　C

C－3．994｛L｝
　　　　　　　　　　　u

0．ll5

一一一→ QA
　　　　　　　0．13　　工、
＝　3．613D　　　　　　　　　　　十
　　　　　　　m

　　　　　　1．
0　088uD
　　L

　2D　u
　　m
26

したがっく独自の汚梁予別のイ本余を立てうヅ事があう．

本節ては汚梁波度データと気象条件とひら広域のえβ市スケールの犬気中からの

1獄物Va拡散汐化能力を言；価yる／：　cbの9本てデ・レをSk7i一7う．

看肺全域の鞠嫡，殻波度∫エ，そ・，全蜘適当鞭離扮散した観；賑で測

定される汚梁：農ノ菱ヒ、司点、によってイ㊦，長され5±ど咳盾）季麦との手貢の系aを・全面才貢て除

した値ヒするこtができう。固定Lたt琶　tXの上空にある犬気の汚1£，寝ノ噴を決定す

う堀ぱ，そ・地・如；研物賃蹴強兜その獄：録物質・グ上乃’砿がソうる

万と刀　と汚梁犬気の・｝〈iiiオ向∧OP移動速ノ菱とす・うこ「がピきよ）。　1た，〉・　（人気
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のれ能加・嫁・坤畷）：5県勉容頑と和醐曽口心銅る空気畔

イ立時聞当りの流量を指孫1選」・トことによって表わすことカ『できる。巨視芦タノこ汚梁

物質の物質収支をヒると，広域汚梁濃度と生灰清滅の頑を・含む次式のよ）な｝中

定数矛表示をグ｝rう。

Vき…・「1（・。uビこ）・Q－kVご 3－1

　．一．こてVぱ獅・能覆う1弾げ空気・体it（m3），ごI」初夕気・㍗勺；珠

1殼（ppm），　r，ぱ但澗多グの夕気の1献ぱ，（・3／h・），C・ut・鋳劾♪

茄エ亥斗から流入一すう入気のラ5梁5農ノ蔓　（ppm）　、Q　ぽ・槽内に；非出されb元5子物質i雛

蟻度（m3／・・），・峰肺・t・よる澱物雛継灘数（hピ］）・・あう．

今C。u七一〇、r－rl／V，Sをタ橡地咳の面積ヒしS欲ぽる気勘高さをZと

一ずう　ヒ　まミ（3－1）｛ま♪欠、のよ　）　に書：き変之られう。

9／＝－rこ・争一kご 3－2

ここで・r、」鯨回数（h≡1），QA⇒幹卵納・単位面禦肋排峻

痴m3・mタ・ec），Zは醗ぱの獅厚さ1・瓶すう．

　rのピ川るイ直の犬きさはLを節市咳砿きざとし，uを嵩さzとteaと・間

の移送鳩し速t3ると

11@竺　U／L　＋　　（・含B直方向の‡広覧矢による「又4i力浄イ（効果O工夏　） 3－3

ここで・梓な向。砿散ヒ雛方角嬬さz面で・の拡散・効果による類的な嶺

の移動量1楓速Uによ3サ動量封モ・・」・ぎいであう）e

　吋象把或を覆）犬気中にあう汚オ物質の浄化能力1；・式（3－2）中にあるパラノ

ーターr，Zあよひ’kで評価することができう。

一31一



　Z／bL大きくなると　iち茉ノ≠勿質6う単イa各手責5りo）」非…こ旨5圭、月菱がノJ、さくなC）orlc子

均風速と・鉛直方角の混／合拡散イ矛i段に比イ列する。7か犬ぎな値をとって¢（r＋k）

がノ1・さい値をとPtは，汚梁物管をなかなか浄イヒしないことになる。そこで（r＋k）

とZの積が犬気汚茉物質の浄イヒ能力を定量的に表示するノ、°ラメーターであるとす

るこヒがで1きる。（たカぐって，積Z（r＋k）を太気iう梁浄イヒ指数ヒ名プワ7。この

イ直か人さいことiJJ，〈．気の浄イt曾Eカが犬きく高濃度フ5蒙が発生し難いこヒを表わし

ている．kの個工；殊物質が疏黄蜘吻眺き茅2楊茅碑で抑られ1・、う・

降雨6舷、度をw（lnm／hr）とするヒk＝0．47wである。

　　　3　2　パラメー一ターKついて

鱗拡散城を硯め淀敢された丈勉拡散数式モデ・レはパ鞍鍍川凱速

＿よってiK　3ういくっかの変動ハ゜ラメークーを含んでいる。これらのハリメータ

・一 ﾌ値は，野タト実験で豪めた濃度・SNの7・”・一クから求められそのと劫各待気

象芽’S7∠閲イ余っ”ワられる。一鈎釣：これらデ’一タの牙19脹られてLlるmでノこれらの

得ら蝉関伽まある特定川尺態をiすに過ぎ4・i2bAp〈’多い・

　x気汚釆浪度を推定な。し1♂予測したとき蝉’る誤差は利肌た紘散数式モテ

・レそのξ励欠陥・他に，式で腫ラ・・’ラメーターの値・沃定に原珂うことサ1’・

箪鋤・提示した、⇔メーターの｝9Zlユ戸操濃度分布の実測から直接堆定す

うことか、斤可能な董であう。rはK（3－－3）から∫勧以的に求められるが厳名刀値を

直‡妾推変すうことはでき㌃い。2っのハ9ヲノーターが毛つこのよ」偏・作管から，

2っのパラメーターのイ直は連．続的に得ら才しているノ云工弐活梁｝農度の貧ラ則イ直をイiξって

計宴によフてパラメーター推定するか，あるいぼ現・象論的に推定し易いノWjメー

タ～，例Zばrを沢定㊨的に直珪値ε手Z、ZのみをA°ラノーター推定する刀’の

いすれかである。

　　ハ゜ラメーターop推1定はノ欠の2乎イ西摩｜数にょって4丁なo。
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・．・．・；・C。b。（t）一言（・i）・2－－m・。imum・一・

　　　　ユ＝1

　ここてCobg．（ti）ぽ吋象地琢、全域浮均汚梁波度，　i（ti）は同じ’e3刻の計算に

よつて孝めた15※1良度，tiは時刻を示す。1農度実測／直が1時聞ごとti与iられ

るもっt’46と，ti．1・atiよ’戊1・稠たのD捌雄噺る・2変数を推鱈る

た（ダ）にぱ．ノ少なくとτm＞2rlなければならノない。

　　第4節　　数イ直実験の言†算条イ牛

　　　4－：汚呆物質蹴強皮

　対象とする大気：5染物質i・，x固定排出源から出る硫黄酸化物とすう。大阪府ては．

HBAp43写］2月手日の1石炭方よグ重油の排出量にっいて，主要L巨犬‡非土源，71．

事業所でぱ二時間ごとの，その他の宇小汚梁原についてi9日乎均の調査を行なっ

〔てい　る。　E召孝D　39匂「　iこ　1よ　中刀・：5梁；原‡d，ヒttl　5雲、度　ζつ経θ寺変イヒ　を言屑査　し　て　㌧、る　のマ∴ノ　こ

蹴B護鋤・・pg－）　｛k　HBin　43幻2助デ」タ・適用した．．全域の石蔵⑳靴物

の排X強劇よ，この二的間ごとへ石炭．重油の49用1・；それそaz手均硫黄含有半

を乗ゴ、わのSDで与之られ7・．重ジ由の乎均硫責’含有李は0．027，，石炭のそれ1よ

0．C1て’ー ?驕B，全≠非出強度｛エTable　1－10に示これる。耕三虫強度に，力・かる濃、度

へ・換箪」1鮮状態で4活）。

　汚梁物管排広強度のデー一タがθ3知43午工2，El乎θ1こ関する；vのであるので’、濃

度言埠とハρラf一ターの締杉丁な・た崎を同月とθBiD・44仁一2月上鋤和

i二戸艮定しフ「こ。

　　　4－2　二｝こ▲！ヲiうs£1農，度

計箪’源用し話梁濃亙テーグは，　H5’iD・43　91ユ2月．聯04・勺パのソて

、＜入Uと・そ7；翌［〕1；）∫1〈t7手27日．ひら与姶7日のtのを除く　りi5策；農ノ蔓lJ　L4か戸ケの固
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Table 1－9　　Monltorlng　Statlons
and　thOse　Reference　Areas

MOnltOrユnq　Sta七IOn

SUIta　st．
MOrlquchl　st・
sieiken　st．
KOnOhana　st．
YOdO　st二．

Cen七er　st．
HlraO　s七．

SetsuyO　st・
Fuse　st．
YaO　st．
Sakai　st．
FuritSU　S七．
Hamadera　st．
Kuise　st．

Reference　area
43．5（km2）

26．2
17．0
29．0
11．0
29．8
85．2
53．5
32．8
26．2
36．4
25．2
28．5
23．8

Table　1－10　　Fuel　COnsumpt二iOn　in　七he　Osaka　Dlst二rlct

　．slme 1 2 3 4 5 6

COal（ton）
g．oil（k1）

213．7
S00．0

181．6
S00．0

192．6
S00．2

194．9
S06．0

212．9
S04．6

250．5
S12．7

　・slme 7 8 9 10 11 12

Coa1（ton）
g．Oi1（kl）

266．4
S71．5

302．0
T43．8

318．4
U55．6

326．4
U59．5

331．3
U28．3

321．1
U09．5

　．slrne 13 14 15 16 17 18

　　　　　　　一一
bOal（tOn）
g．oil（kl）

．305．6

T81．8
326．4
T71．0

315．2
T70．8

310．7
T34．6

312．2
T15．9

304．4
S97．0

　．slme 19 20 21 22 23 24

Coal（七〇n）

g．oil（k1）
295．9
S35．5

294．4
S10．2

296．5
S07．8

291．3
S48．6

258．1
S23．3

251．9
S09．5

Ra七es　of　sulfur　con七aln， coal：0．01
h．oi1：0．027
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定の犬気汚染虐彫則所で1勇間乎均イ直の経蒔変イヒが得られている。欠漫り17参局で存

狂すうが　14夕芭点でノ司θ手」：壱生了るこkは、ケか・った。乎均波、度は141也点のイて表

硫托み緻ヒした鋤呼均で’チ鳥れた，i地点の・砺をSi，1梯濃度をCi

と了うと乎tクjR度jl次式で・表わさオしる。

　　　　　　14　　　　　14
c・b・（t）ニ 堰G、SiCi／il、Si 3－5

面積siは観測地点椰唇離の2写h点樋る直線で胴れた多月形の面積とし

て方リノFig．1－3でZ・分を．Table　l－oで面積を示す。

　　　4＿3　 気象蟹見ラ貝’1イ直

　・分祈に便用した気象デ㌧ターぱ，チ前6昨のE刊天気19に書XLれた気　］f　th乙置，

犬阪管Z気象台で得られた風句，胤速，日射音，雲量，雨量，久圧変イヒの定時観

測値，sw　b・’犬阪府下14の55蒙観測所で測釦嫌風向．風速のMB7＄’・v：ヒでめ

う。

　　第5節要約

め姻の広域のK気1獄濃度のi扱ill・　，その地理的緋によ・て米国百テなわ

れている広域予報の方渚を週用することはZj亙当であう．　S・　Je方で’メ虫自の定性的

な沽梁予報か・言式みら小・ているが，汚梁濃度と汚梁物質排出強ノ夏との間に蓄積現象

等を表わし）る非定常な数式モデ’レを作成しノそれにょって汚梁の予測と大気の

浄イヒ能力を言7（thしようという言式み1；まだない。

　本章でtJ式、3－2）のよ」な撒式モデ」レを提示し，式中グあうパρラノーターり俳ヲ

性ヒ秒処理法を明らか・・した．rCta」e　iで1；　，先温．風、5豫1ぴの宕直坊

伺の介布まて・常時例定ざ皐な・砺．汚梁物質排出強度ヒ地表丘ζのSS蒙iR度デー

タ枯妾わられてあリ，j司tt式モデ・レの直肝可能である・
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　提示（た数蚊モデレ、式（3－2）ヒその式午仁あるハσヲメーターが？テつケテ徴と／頁

疋をまとめると次のよ）IZkb。

1）非定常式て’あう。

2）　ラう梁今勿質（；Zな3嵩さ6P気、i主内∫z；勺鱗ノ：ザと出三され｛5。

3）　鴎P市域を覆）汚まされた大気の穴塊を仮定してわり、そつ舛積は責象芽イチ

　ドよフて変動するρイの修え婁IJハφラメーターZのKきごにナ丁応すbo

4）　気不主内の空気と気オ主外の空気はハ゜元メfiターrこよフて交i喚丁れる。

5）’・・　」メーターzと［埠副とL百哀．麟動勘線βらハつたター推建・こよ

　フて一？’（わうメズノご（エe目違ζ，虜戸申の犬きさLと須培／：乃ウ連（ている。

6）　ノぐ「・s’t一へ7－Zと（1「＋1（）　の積をilpイピヂξ数と名っ’∫ナたか／そ⑳イ直の，尺きさ

　によフて汚渠ホρテンシァルを評イ面了る。
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第4章 気圧配置と浄イL↑ε力

　　第1節概説

　大気活梁濃度を適確に予；則しノ1う梁にょって生了“る災害を未然にP方止づうとcl

）目孫達域の第一歩は，葛濃度汚梁になりそうな天気をその4き4致に応じて’分類し’

正確1ス気の予測詞なうことてある．そ・場合e7ttよく行な柚る作業

は，tcl・天気図，鴫類図などから44られる・K　E配置の・°クーンと；獄の微

の馴紅その捌蛯ナ介θ担伽：3ることである・

　基本的に分ま頁されている気圧型の性1質を示ザすヒ次のようになる。

a）　低気圧：　北芋珠でlit反時計廻リ1：内イ頁リにfvlかって風か欧さ込み，中｝×付

　丘で、千の，集っだ空気〉鳥か上・昇一する。冬季，《秩気圧の中バカV而日本を通過一すう

　ことIS　i」．、　k　tな、前線をイ￥。　osi　ike上力・昨高鯨遥行．冬知移動達

度晦・拘よそ40km－（，夏期のPt動達度・碑・秘よそ30kmで励〆＠ぷ天

　気か悪く、風が強い。大気シう染り高’農度ぱ誉伎Lt：くい。

b）踊前線・前線の北側で・工前線のほ・300kmから近・ぽ’地雨陛・雨

　となり頑董静・㌧南東の風か吹く．前乗靭南側て’一綱の風が強ま　ス知

　比較的よい。

c）　寒冷前線：　雨の降うlz域ぽ温暖前線に比べてte壕sg　1：狭し、が．雷Ab’ひ

　よ），賓風鮒川こt　D・’あリパ勉高波度；鎌が解消行・通遁殉踊よ

　りの弱い風加欠き，通週後S」・iヒよりの風7t・“’強くなる・

d）甑痴恥から時言†廻リに蜘ミ崎1：吹き出している．わ網の鱗

　の頬、こ主影響臼茄高短ほ寒稿短と移劒生款圧であう・寒篇

　矩の典型的な桝・，シベパ高気圧である。それはシ刈ヤ大陸中知寸近で

　発達し，H本列島にまで張リだすことがよくあリ，日本・こ寒気ど強力な季節風

　をもたらす。

　欧蝋比して獅の誠度澱の痔続・欄が短⑭ぱ移勃性9；NEの亘路に
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あたるためてあるが，移動性高気圧圏内では一般に風が弱く天気も良いので，夜

間に地表面が放射♪令却され，朝に逆転層を形灰し，早朝スモッグを発生さぜ易い。

同圏内ではまr：風が弱し⑳で，高気圧がr賠間にわたって停；靭れぽJSX物貨か

誉積されて高濃度汚采を生ずる。高気圧の中尺よリ」ヒ東イ則は俵晴となll，ty　lv’よ

リ南束は晴から薄曇リ，中1〈’よリ⑰イ剴では上層雲ができて薄曇リから本曽リとな

る。中ハこから南励では前Skb〈あヒに続いてttるとき云均になリ．易い。大きい4多動控

SfiEのft　di〕に⑰8本が位E3るヒき，ヒ〈K瀕餉海をt？　jt・　lr局地幼也万坐高

気圧力＼B3々発生し，nv．　f’内1毎沿岸は戊…霧とスモッグ’の塞・生をみう。

　気圧配置は広域的な風向，風速，久温分布，雲量，日射量，過去の気象状態に

よ・て起きる大気の剰先姑硯的宿崖定珂能rtいヨた局所的な’臼れた気

象妻＄によるよリ毛≦廷括的、な犬気の条イ午kその変動の言手イ励を可●邑にするo　した刀｛’

って広咳的な穴短弱…濃測㌧気圧配」肋4テ徴を把握すれは’，その衰鋤のβ澗ス

ケー’レに対応して、手日あるい191日間の手均汲度の推定に適しτいるであうラ。

　本葦では以上の観点から気圧♂乙透を気象聾i泰に運ひ，気圧ψ乙置をいぐつかのま頁

イ以しτ：グ｝L一フ゜’こ類別し，その、分業貝ごとに犬気汚架物質の浄4ヒ能力の定せ的、な評

価を行なった。

　　第2節気圧配置のa類

　予測でれう気象条イ牛が気圧配置のみである｛のとして大気汚釆と気釆の関イ系を

老える。

；謙物9の漸ヒカとその日わ嬬秀イ牡の関連を確すると埴面す引笥蜘コ，

臓条伸滴渓イヒし．tb・fそ…ρターンに厳究な意味での・flリXしX「i・t・い・と

である。気圧配di　Kよる気象表示は　’気象現象の特性瓜定量性を欠くといラ性質

をキ寺　っ　て　L、　る　ノ三め　　，　ifZEiフ弓ヒ　の／石サt男〔「〔・1；　L1一ヲ’才しrし　i　5三裟r濃ノ蔓ニ　ヒ　の　r要『イ乗フ”ノ　∫：　ノコニ定量授　を

欠いていた。そ：て類似した気圧配置のハ゜ターンをいぐつかのグ・L一フθに離駁旬

に㊧ピ各プ’いプt・　s－fして平工勺的な浄傭切の評価を加えた．この気踊遷の
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θ類は、4走来研究さ才tてさた気彦配」置のハρターンを基礎としているが，ヒ〈に高

；農、度汚茉になる典型的なハσクーンを重i見して4テ1ない，Table　1－111て示してい

る。

　K阪te方は1］吐瞬34・7°，東経135・5°1こatEしている・そこで和すう

気圧勇乙置の？メこ態の考察の範囲を，高気丘の場ノ合・1ま］ヒ緯30－400，鰹120－1500と

している。データは冬季に関する毛のである。気圧配置の状態によってノ分類を明

9に考すない易い場㊨・と，きわめて／分斐負し難い場、合がある。／分i類し糞雀い場、合と｛1

’9，例えは’工型気圧配置励るみレ鋤こいわれていう杖網先冬型気厨ζ置の

強いときヒ何1：よフて己別1可べきか，8た句を葛気圧、またはイ自気圧の勢力範囲

の限）芹とすべきカ・ノ気圧の鞍剖3と判定する戸艮扉Lは，｛等P艮リメκないが，このように

気象を分類するこヒは気象現象の連続性と相入れな、’とこうであリ，気象専門家

の判定に・季ねう他に方法ほなLl。

　　第3節　気象の・分］頃作業と・分肩「

前節t1よる気圧配置のθ類法”　isMってX阪tie方の叉気のth類殉なった“デー

タ19　HBi・　43　S　l2月ヒ，Bgip・4411－2月の大阪管庄気象台の気象原簿1・よる嫁

＃素，毎日午前6晴に蕎表される日干”天気図，および午後3時の・未発・表の日刊天

｛穴図ヒ同ヌ見4莫の図をイ夷用した。1日｝間単イ立で’気圧配置を推定し、各、Ba｝の気象を

分類しr：のでその疏U」数日稠の誤差がある場合毛あう）．

　Table　1－12－1，2）は毎日の気．、匠面己置をTable　l－llによって・分斐員しア三チ音

果を示す。寒冷前線が犬願上空を通」邑する蒔刻は気象原簿1：よリノ犯延が急itti　c強

くなリ4台める晴刻から推定した。、分類で目立った気象の特径丈を次にあげるヒ・（i）

弓自ミ、・冬型気丘面こ置のとさ1こ12方イ立の風f司が▲イ牢の72竃を占め，他の風】危IJ713

ヒ14方イ立とて・あ・た。（ii）冬理気圧配置のゆるみのとき、主風向の特徴i“星a＄

に認められなか・った。（iii）イ自、気圧のあとに高気圧が桔近．するときは13方位の風

伺が609を占め，他o風向1ユ12ないしは14方イ立ヒなっている．（iv）高気圧の
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Table 1－11　ACIassificatiOn　Of　an　A七mospheric
　　　　　　Pressure　Distribu七iOn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　．P．　An　anticyc10n　approaching　七he　Osaka　dls七rlr⊃t
@　　　（i）　The　cen七eエ　is　wit二hin　the　limits　of　l1　nq．
@　　　　　　　　120°－　130°E　and　la七．　30°－　40°N

@　　　（ii）　The　Osaka　distric七　is　within　t二he　limi七s　Of
@　　　　　　　　－2－　－4　mb　frOm　七he　cent二er　pressure

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　．Q．　An　anticyclOn　over　the　Osaka　dls七rlct二
@　　　（i）　The　cent二er　is　wi七hin　the　limi七s　Of　10nq．
@　　　　　　　　1300－　140°E　and　la七．　300－　400N
@　　　（ii）　The　Osaka　dis七ric七　is　within　－2　mb　from　七he

@　　　　　　　　cen七er　pressure

3．　The　Osaka　dist二ric七　10cated　behind　an　ant二icylOn
@　　　（i）　The　eent二er　is　within　t二he　limit二s　of　10nq．
@　　　　　　　　140°－　150°E　and　la七．　30°－　40°N

@　　　（ii）　The　Osaka　district　is　wi七hin　七he　limits　Of
@　　　　　　　　－2－　－4　mb　from　t二he　center　pressure

4．　A　cold　frOn七　〇ver　the　Japan　Sea
@　　　A　cOld　fron七　reaches　t二he　limi七s　Of　lonq．　130°－

@　　　1400E　and　la七．　30°－　400N，　and　does　nO七　crOss
@　　　Over　七he　Japan　islands

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　・T．　A　cold　frOn七　apprOachinq　七he　Osaka　dエstrlc七
@　　A　cold　fron七　is　wi七hin　t二he　limi七s　of　lonq．
@　　　1300－　140°E　and　lat．　30°－　40°N，　and　crOsses　over

@　　　七he　Japan　islands

6．　The　OSaka　diS七riC七　10Cated　behind　a　COld　frOnt
@　　and　wi七hin　the　limits　of　10nq．　130°－　140°E　and

@　　lat．　300－　400N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．V．　A　surface　weather　map　of　a　wln七er　七ype
@　　　（　i　）　S七ronq

@　　　（ii）Weak

8．　A　cyclon　wi七hin　t二he　limits　of　lat・　30°N　and　1二he　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　Osaka　dlstrlc七

@　　　（i）　A　cyclon　is　within　七he　westside　七han　lonq．
@　　　　　　　　1300E　and　approaches　七he　Osaka　dis七ric七
@　　　（ii）　A　cyclon　is　within　t二he　limits　of　lOnq．
@　　　　　　　　1300－　1380E
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Acol　Of
dエstrlc七

An　anticyclon　belt　Over　the　Osaka

Acyclon　apProachinq七he
passlnq　of　an　anticyclon

An　anticyclon　apPrOachinq
after　passlnq　Of　a　cyclon

あヒ，イ緑圧蹄問るヒきは2方住の」郵命28例中15イ死他・餉1≠16

方輌・7例，醐L15柳が・2J一椥姫な・て・、る・（・）爾励“瀦上蹄近

通過栢と担、・－3方鋤風励＼あ・よそ8・ge占め，他の風恥日中の靖⑭

）1に噛風ある・は聯尼とな・て・る．垣滴気励中cのときは16’1・2

方麟．…9，10，H方イ互醗体のイ碑72酩湖て・・　b・渇戸至風・粍行

日は、2月6，7，20，24，25・各…　恥0・で・・ずれ・・晶気］f・E内・kし

くいる。

そ。他。碑負N・．13にK36x気は，雛線か糠から輌に走　，東南・こ高

麺があるとき，面・イ顛臥射寒桐線訪るヒ㌔加・は面・前線ρめ

り東に伯気圧がある，いわゆる気rL　a＃9Pと19見なeないが’低気圧が続いて通」且

3る場合，騎くの協倉が倉3靖。

　第4節　　豹〔式モデ”レの」互用ヒバPラメーターの推定

広域拡散の岩丈式モデ’レIS司（3－2）で示された。

㏄証
　　＿　　　QA　　　＿
　　　＋　　　　－　kC－1”C
　　　　　　Z

3－2
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ωEH白Φ山㊦QΦ∈叶PΦ山㊦QΦ巨叶臼①山㊦QΦ已叶臼Φ山可Q
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ハ・ 奄?黹Nーzとr1：．本未大気鋼天庭・浪して刻々変動’e’る量で’あるカ｛一，こ

、てぱ嫁劇牡して気圧齪置のθ稠変動のみ培パれているので，次にあ1デ

る方法によって推定する。

1． 　バ。ラノーター⇒崖定i亥一l

Z・24β綱一定，r・1θ澗ご’とに変動

　Zを1日間変動しr。一いtのと仮定乙，ユ．N　1・1個の値を酸アる，「1“　1

日澗ごと・漣統3時醐・樺るテ㌧タを4問ば1日硬動量を推定1る．

　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

・ゴ・，）－
猿O、｛こ（・，＋（’－1）△t’「・）－C・b・（tゴ＋（エー’）△七）｝

、（、）．i∵，．，二惣1パ4－’
　　　　ゴ＝11

Ct　（」－4）で・勧さ柾評価関数・，1・．賦（D・－1）のような離散若ド書辞

えてSZられる．・・で工蛎闇パ・」・捌を，εゴぽ3・鋼を言碑碑位とし

て1・調ごヒ時汕る言薙の2舟訂。ε（Z）・ま1哨の誤差嚇和をオず・

こ・・ゴ・（・一・）・t’・う｝煽麦，1・ゴ・（’一］・）△t・き・式（3－2）によ・確定される

濃度計髄であう。C。b。itj・（・一・）・臼坤キ刻・実・貝’1され時均繍額

で’ある。

2．　　バ。ラメーター推定」亥一2

　　　r：24蜻間一定，Z：ユ時閏ごと1：疲動

　　　rを1卿鋤時・t　OPヒ仮定ら⊥日’二伽値田杜す5・zは1

　　H｝間ごとに連統3Hfl間1：イハたるデータを剰用して1日の変動量を堆定一すう・

　　評イ⑰閉数la　rt　（4　－1）の　7　ヒ　r　を　入れ替」しアヒ　t　の∫こ・なう，

、。ような2つの｝絞方靖ど。た理由1卍（・）1糠デ’一タ’」粘5ぴデ」

タほと毛に誤差をもつのて，こ」れら2，3吋間のデータから同崎に2つのハ’ラノ
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一e一を顧、、t，和殻値が子越・1動lb，（b）H…｝；均濃度・予

測を曝／・は・6・て一、“］f一ターを恒澗鞠値ヒほ勘れほ’よい・し

かい湛度“・鋼的鋤・推定飾な叩い，（・）2つ・・⇔メーターの4微

が祐明芦て一なMで2つの推定法を／司as’歌ラ・こと’・よ5・

　ハ。ラメーター・堆寅⑳ため‘7e女　i里　i　fX“に1丁最天イ頃斜；まはビわいぐっカ・の方ジま方｛あ

5　。　　こ　れ　らの　ジ手段l」言乎イ匝5関菱女が｝’きフ4弓｝有のガ多イメこヤ　，　髄イ直探査m　ノ三め’こ　ノxO　ヲ　ノ　ー

ター1：与えう初期値のヒリ方∫：よって速やかに収束するこどtあるが，非拳i；　k

9き間を＃する揚、合もあう。多数回’二わ1って短時周に評価関数からパラメーター

を推定するthAp，舗数か類伽畷・伺物微口持たずロ・⇔メーターの

値碑回だく聯研、r・xイ鏑：加よ功砿1適±加・式（4－1）I」只

L〈そのよ戊方ケ手f敦を持っている。・そこ“で，ここで”」あらかビわハつノーターの

と時る値・鋼麺当な格子．垣分・戊一・ir　d＞　ig・’謝醐雑芒・ほ7紐する

ような値・租誕鯛とは醐ア・バr算楯一・1・よるz・とID雄囲’コ’そ

の最小イ直を100m　とし、最犬イ直を1500mと　Lた。　そq　LY聞で’IOO－400m　ぽそ

の路チ邑ノi）・　E50mヒし，　400－700mのそれを100m，700－1500m〃そψしそ200

mとtr．r。蜘、下限を・．・h∫1ヒし・．・4・i芽．（i・・，・・）蜘’た値蹄

3、ξ、ヒした。

　2Y方法一21・よる・⇔メーターのヒ・哺る値¢Sii－1と1聯である・P：’　．と

くにZiJ40m　を千P艮ヒして1．1のi乗．（i＝1，30）の積Y格チ点ヒした。

　ハ・ラメーターZとrのヒリ）る妻域’コ，それら9拝つ物才・クなま味を孝∠3と

100　〈　Z　＜　1500　m

ら7
十

U

L
〈r＜0

max

＝20m／・ec＋10m／sec．7hr－1
　23640m　　　　　 1002　m2

硫軸靴物は20－30m以上のる度から誉生する場拾ぴ多く・少なくとt・ぐ〃
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一ター　ZIJ　lOOm）メ上⑳値をとるで’あう戊。　またE大、なメ至突によう多董のJS梁物

質の穀位置1時実上そ・煙a時わ果・よ，て数石m仁達する・9tcで行なカ

オして∨・ζui禎蒙」農ノ蔓麗r直二〆分布の1実漢1」1結果を毛考・乙／合わてtると1500mカこ’ZのとうfL亙

の｝限であうフ。

　rの云咳1；式（3－3）カ・らそφ千　P＆i9当祭0より差天、きぐ，上限ほ，脅’！之’ゴU＝

2・m／・，L。23．64km，D－・・m2／。，Z－…mとして摘・7h。　”　1　i・ある。

　　第5’石　ハ9ラノーターの准つ（手舌果磯》よびノ考察

計算1ニイRMしたテ’㌧タ1碑θ‡1輌広W珠波度捜惟と排ぱ£度である。2矛重

の推定14の評∫∂1剴数を：’均足一プるパ゜」メーター　Z　とrの推定陥亙をll・録のTable　l

－A－2’3・あ，t’b・髄毛一・ヒ堆定法一2・・らf4・妊’pl　v’　Hll’1・・ゴ樋枇

車知ると、推定法一1がよソ・／・さな値を踊場合が多く，糊た308回の内

203回がそれ1（あたる。したが’って2をltEl聞一定とアる推定法一1のオ　ZN’rを

1N月F］一定イ直’∵するよりtよいま吉果を得た芒のど／考，1・，堆ぽ法一1ドよフて夫わ

た値に重点をあいて考穿を加えた。

　気圧あ乙置によるノ・eラメーターZの今テ徴をイ宇うたオ）ノ各日を気．｛9．カテゴ’グーtC万ミ

じてiSY妻liしそのロのZの推笈fL）を書く　とTable　1－13ヒなったo言†箪［はカよそ　2

か月間1：ip　1；って行なったカ㍉et算　t：よ。て得たデータの個数か少なく，イ’の結

果各橡区分臓するzの値・個数が少加所め、疏こ”と　1・z呼均イ直勘

る　こヒIJ困萸隻であった。　（Pt↓天気ヒZの値の頒向を知bこと1ま可能であうので

気象1、fi・ご’ヒにイ㊦lk、　fi9なZの看亘を定dうた。

　rのづ直tコZかご定￥）られるヒ1日き間ご’と1（推莚さvれ．る。／分一：斐負さオした気象季イ午ごtヒ

にrの推変イ直のぴ目加平均を求のうとTable　1－14のイ直をイ号た，　したカミって各気、

象カテコ“リーに有して浄イピ指数か得られる。

　以上の結果．からZのイ直は，高気圧のs｝’　t・ご，矢牟前線が近ザくヒきlog丈きぐ，

《、気かご更ぐ風vc　5数いヒき19ノ」、：EいイL；2　fOjかぐ言遷オ）ら才しるoif4ヒニチts数の‡フとt大きい
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Table 1－13　Me七eorOlOgical　Ca七eqories
　　　　　Values　Z　Of　Daily　Averaqe

and　Fs七ima七ed

　　　　　　　．ba七eqorles Pattern　dura七iOn　of　a　day（hrs） Reference
@　　Z　（m）

τ＞15＝ 15＞τ＞10　　　　＝ 10＞τ

1 Dec．24（600） 600

2 Dec．7　　（700）

cec．20（1300）
cec．25（llOO）
ian．18（700）
eeb．12（1100）

Dec．6　　（900）

ian．10（900）

llOO

3 （Dec．2　（1100）llOO

4 Dec．10（900） llOO
5 Dec．3　（300）

cec．12（100）

500

6 Dec．21（500）
ian．28（1300）

Dec．13（500） 500

7－i Jan．7　（100）
ian．8　　（llOO）

700

7－ii Dec．11（700）
cec．17（700）

Jan．9　（900） 700

8－i Jan．25（250） Dec．18（400）
ian．11（100）

300

8－ii Dec．5　　（100）

ian．21（300）
ian．29（250）
ian．30（400）
ian．31（250）

Dec．14（100）
cec．19（300）
cec．26（700）
ia11．ll（100）

300

9 Jan．17（500）
ian．22（900）

ll Dec．4　　（700）
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萌は／分類一6　のとさて，次t、で、・分額一7－iである。両気象杖kZlgと¢に風か’強く

遊魂が発住しにく＜入気が稔定である．級指救β㌔とt・1・㍉、壕芽件

はθ類づら・て…fif・E－5であソ…神堰リな・し・」翼りで’，風楊く

犬気力確定ぱうH・あたる．・横一6…」ディピ≠撒値’」650（m／h・）で磯一3

功そ如234（m／h．）であ5φてiれ勧1：3倍の開さがある・

Fig．1－4・ま各・酬・壕耕が縁繊、－1，2’7’8に耐と㍉膓Pイ・≠eWx

の畦イヒeirし1t。である。β散て・・う場合川痢6βテ頃から9醐まで矛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リイヒ指数・排常に・トさな値をヒる．これ1工夜脚・できた放捌物逆輔の擁て”空

気がr勤きにくく　なるためであうラ。

　石責二黄蓼安イヒ●勿｜1　その空気　中への　材ξ出イ立置og芭表力、ら敬十m，　と　く　’こE　大、7ラxn源tl

敬石mであるたわ，丈至のノェミゲー三ヨンi星象力ぐ地表面近くの汚i看∫農ノ｛を左ンちし．

それか浄イピ指数’・SE・影奮プるtのと．考○れる。揃10時頃からユ畷酬捌

について1913時頃を頂点として大きな値をとう。これIJノひかり上空i［到うタで’

大気か待定となうこと・こet’るt…）ヒ推定される．一方天気が悪・気紅分・功

丁う例Lぱ∧類一8のときはi？イ（指数か1’1日中ほヒんとtL変イヒとていなn。こ4tU

日射量．夜間の放射量が敦の存右によって少なくなグ，渥度八層的笹定度D〈’・e手刻

によフて麦1助｛ないこと’こよる一IS・のと推定されう。

　、か類耐で分類一9，10，ll，12KEI’　6期間は短か・たT・め平均的瀦ヂ∬数を

Table　1－14　　Es七ima七ed　Values　Of　Z　and　r　for
　　each　Ca七egorY　of　Pressure　Distribu七iOn

　　　　　　　．ba七egorエes Z（m） r（1／hr） Z・r（m／hr）

1 600 0．65 387
2 1100 0．31 346
3 1100 0．21 234
4 llOO 0．29 326
5 500 0．58 290
6 500 1．3 650

7－i） 700 0．70 490
一ii） 700 0．61 427

8 300 1．7 510
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求わうことノ入不遁当宥たわ求（ぞ）ていない。

　Fig．1－5，6は12月20日と25目のデータ1：よって推1定tれた「のイ直を示寸・

両助録条イ特丁・bl・1－15にi寸．これ・こようと楡8B寺頃・1・諸イ疑と

つていたrがP身ti：よっτ大気が不字定と・なうとと老に増加するが，jE午こうカ、

ら15＿16時頃にかけて小さなイ直をとっている。これはTable　l－15からわか

るよ）に，正午頃まで吹いていた陸風がその後海風となリ、海上1：でていた汚

梁ぱカ〈・），t・・t・　b”大阪上空くs・・a’　，tl　一（く6：とによう・すr・hs却3－1）で表

nsれうit象地咳外から運ば’れてくるX気の汚2：＊Ul　C。utが0て・1坊・「iう・

しかる・そ，イ直醐らかでな・ためc。ut・・とhMし杜わr磁離1・影紗

szr：こヒ1：ようわと，考之ら桶．このよラ瀦輝例かジ海風と陸風の交イN

が教醐1・肪。て臨勘怖の類の高凝；探の発生にXtなイ鯛をしてL’る

こヒ刀＼θ月目穿ξとなうσ

800

006

004

〔』三∈二・N

200

0

．．．．．一一：：：’＼ミ＼

　　　　　　　㍉

　／／

　／ノ／／

㍑／

！ノ，

　　　　　　　　　　　Time　（o，clock）

　　Fig．1－4　Diurnal　Variation　of　a　Claritlcatlon
　　　　　　　lndex

一一
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Table　l－15　　NeteOroloqical　Condi七ions　of　Dec．20，25　t68

一　rn工

C

●

加
W，　rn1

20

亭

●

S

C

●

恥
W

D

T

　気圧配置1こよる気象のθ噸ほそのヒきの天気の4Mta，すなわ七風速，風f・1，天

6i更を巨ネ見的に一5一えている。／分饗頁の矛田かさに毛よるかたと」し∫司じハ゜ターンにノ属して

いて毛気圧傾度が異なると犬気汚蒙K¢っと‘t重妻」な作用をする鳳達が異なって

くる。tヒ較的データの数力、多いパターンで・ある高気圧の前面，高気圧の中ハご，寒

’今’前線♂径iCf，寒冷前線り」亙」置後，につ、’て風達．と「のノ劉係屯アロソトするk，

Fiq・1－7，10となう．そ垣1：よ3と凪速か増れ「の値畝きぐなる傾向八

言R．V）ら小」る。　天気．ヵミ良いノ・ごター　ンに属一チる／分・萎真で・はFiq・1－4で’示さオしたよう1こ

iタイヒ指散は犬、きく日変動する。高気圧の中心ヒして分類される気象ノぐターンぼ日青
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れる1易、合一の」典型的気象パ゜ター　ンで’あり　，　この　ときに　fエL・〕－8　のこヒく夜1司22

時か・ら翌朝4時3で，朝7；8Bi乳10－14時3て、タ方17－20時3ての△っの

・酬靭r剖・姻・示・た…　Fig・・－8から「曜上，醍砿きざにあ

い影響そ妥げないこヒ醐か・た．・・°ラ‥ターrが特フ願から．犬気が地

表から上空数百mに到るまでの層で’待定になればU扶きぐなるであう）・し

右八って，昼間のrの値膨夜間⑳それよリ毛犬さくなフて当然とい之る。〔nう

にFiq．1－7で推定できうよう1ミ，夜聞と忍間のrを比較すると，夜間の「ZN’犬

き〈なフている。この一見矛疽すう黍き果か疋ζこう原因Jコ，次のよ）にま兎朗づ’ける

こと炉できるで・あう）。　300mあたリ以高の犬気、は夜聞，昼＼間と毛地表面気温の

軌の影紗あれ受けないたφ銭度に」K9な妻イヒ韓じな・・。しZN　c　te　at

くのX気腋脚〉脚さ樋・でhe定ヒf・Y戸方昼間1・1調射で畷められぴ

械ヒなる．酸かパた硫韓イヒ物eat排ガスは，碑坤・紗と運雛

，，よ．て煙突から○に高・所∧4鋤行が’地麺くのA，kの嫡錠度の差

が，この一度上空へmr・ie・2mag．¢tekの7獄に寄詞う程度を変える・夜醐ま

地泰近くの犬気か・・を定であbので地表面丘ぐを汚衆Lにく＜，・昼瑚1こほ干安定に

なるのて汚染し易〈Vる．それかrか・し両秋指数を大きく1る理由て’あ5P・．

結局立体旬にθ柏るβ糠酸イ吻の排m源のイ岨・特抱・起因了るといえよラ・

　天気ぱ．い惣酬・ptl・S。・1・1」　Fiq．1－4・斥坤て・るよう1：1タ備数・所

刻によ。（あgvg動しない．そ・でθ類一5と冷類一61坤刻・垣関伽「と

ntiZの喘蝸一・IZ・・zフ・・。トした．　F　iq・・1－9，10・ぼれぞれの壕・汐

一ンのrと風速の関イ糸を示一す。　この図からrのf直帰風速にノ1ジ仁とイ列tていること

カミオ）か・う。　Zの才雀定イ直ヒその日の平‡勺凄し速をフρ［？・ノト『了るとFiq・1－llヒなった。

・風犬）、イ蛍いときにZはノ∫・さくな3イ頃向ズベ言忍ゼ）らbliLる。　こオしほ雇しカミ強いとき汚’＞El’フ【気

刀べ地看面」匡しく　を這）　」見泉　と　元寸，たさせ　る　こ　とが　て’き・よ　う　。

　以上の結果からZは風速。逆数・・正醐あ’鋤らPt，丈気穿鍍・rS」9Lを和

る．一∋r／颯達ヒ・正矛咽が認めら・t一しう。硯S2　s9　，2ta　zを1日間一定イ直’・弼
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と3ど，rを口噺定に15と桓…場舗矢…由て・る・し硯翻†

間。靖．てそ妬，fラ‥ター・b；とる鋤大きさを鞠弾とき・…Yコジ’㌢

．値睦る．Z。牡法一2・よ．て勧た1艀・施・瑳2’芝一1κよ3珠

ヒ．合肺てT・b…－16・蜘てあ・．・柄・2・・オ1亥・・よ　」　＊言　」R’g12月

、3‥初鍛、とヒ磁雛・一蜘て・・る・こ・醐はSe…　変躯・・°ラ

・ナ，。鋤・醐て非挙弓一な・、髄の硬・コ噸斜聯芦て’あ・た

ため，zヒrの硲拓とリ方力・纏時ぞ批殻さ踊’

第櫛願；獄一綴の推定，およb”re察

着β市、全・域の穴気が・高波度■梁されるか《ξかY前日にラKl　6ことjEt・：最一近多く

T。ble　l－16　C。mpari・・n・f　Estimated　Z　by　Tw°
　　　　　　　　　　Methods

Z　（m） Z　（m）

Da七e
MethOd－1 Method－2 ．Method－1 Me七hod－2

Dec．4曹68 700 700 25 1100 1110

5 100 26 700 660

6 900 1010 Jan．7’69 100

7 700 710 8 1100

10 900 850 9 900

ll 700 670 10 900

12 100 130 11 100

13 500 940 17 500

14 100 210 18 700

17 700 810 21 300

18 400 530 22 900

19 300 240 25 250

20 1300 900 29 250

21 500 560 30 400

24 600 530 31 250
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■

ゴ，bてぞぶれう“）にな。た．し川・垣・方法・共迂して・うことは・

その子；則か定性的ないしは’ξ夕椎句な方法に停3っているこどであう。

．繍て睡ぽる1筑殼の予、柚あはて鑓的に行初ユて’ある・濃度

計鞄麟・な磁案テ㌦式（3－2）て”踊か・こパ鞭・て波鯉融

するとき’，・卓なハeラノーターZと王のイ直／よ1天企論ψクに一与二えらホーた。　この2つのノ7

ラ、メーター　∫；言宇イ励関数式（4－1）　「よってヰi‘t’）らオ17三ぎのをイ吏用しプ三。

　パラメ　ー　でy　　7のイe一，－19Table　1－13　のA直をイ更用しノ　T’ぽ気象6ウノ・・ター　ンカ；ノ分

類一L2，7－ii，ll，・ヒ部θ璃的・・鋤す狩と｛てT・b1・1－17の値を’

そ。』θ類・動う壕・ヲーン・・テtしてtl・T・ble　1－14・ぽげた値乞i’1・di

した。微凝粧計串行な・た卿穗ハ゜ラメーターと熊・剛純θ祈し

了，踊剛じ・日8如3恥2助乎Bで・fi・b．‡eeし方糠の計勅彦果耐録T・b1・

1．A．4，こ言、して・、る．日］間ご1ヒの渓度堆定値t横de　・・　，観漠’臓度を縦軸zとリ洞

Table　1－17　Varia七ion　Of　r

　・嚶Hme Ca仁eqOries
（o’clOck） 1 2 　　・　　　・

V－11 12

1　－5 0．58 0．36 0．65 0．69

6 0．54 0．31 0．52 0．40

7．8 0．3C 0，076 0．32 0．22

9 0．38 0．12 0．63 0．36

10 0．80 0．31 0．97 0．73

11 0．80 0．34 0．97 0．73

12 0．80 0．34 0．97 0．73

13 0．80 0．39 0．97 0．73

14 0．80 0．39 0．97 0．73

15 0．77 0．23 0．66 0．76

17．18 0．67 0．32 0．66 0．76

19　－21 0．67 0．39 0．66 0．76

22　－24 0．67 0．36 0．66 0．76
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■

表のデ，一タをフσa　ソ　トヲpる　どFiq．1－12　1：な7た。　K　（3－2）　）て宴ブいてJRrt

言慣措めるとき・初期値時両1時畦測テ”－7をイ餉した・

　Fiq・1・12（’‘言噂が鯛値よv£他・｛mと比較して村離れて・1・±・で’てい

う　5のの中で・，実糸皐て囲aれ2テータlg，12月　21日の79｝から12リテまて』’の芒のて

∂う5。　日刊天、気図によフ「：1↑なった同日の貝象ハρタ；ンJUTable　1－12－1）　∫こ

肩よ〉　・1，4・舅τW■麹一・4－6fi5カ・’∧頬一5，7時・畷檀一6’・名

一すう｛のと　していた。　1．か・乙なノび」ら．」（販／li・　；．（の手t’ヲ戊鋼！．ノ穗イ丁♪斧Table　1－A－5

に矛して、・うよう・こ12向恒て・1m／sec鞭の非常・溺・IMであり，15染；繧

はIO－11卑夏i・I」0．13ppm以上，・な・て・h’り、12日］亡跡ら風力・強くな”合

わ；鯛研。て・る．し鰹・て紛前線が」腿ほ正し・βき却畦P祭・：t・lrL　12

θき頃て・1＞ク，　この日ヲ闇的な気象ハoターンの区∠分の誤リカミメこきノコ諺し度堆定イ直の誤差

を生じた原困と房Lられう．言†9値註｝則値よリィe・データヒ比較してカ・∫坤馳

て尺きくでている毛のの中で！石蹄で・囲∂れたデータ’912月6日り10時肪ら14

e寺5で・　t・でh6．・の場合・・T・bl・1－・2からsif・1・6よ」　・：　tt　tgr・・障・て推

定LたU・、・たン〆ICθテから、分類一21為していろの・こ飢て実際には・纐

一1が14日⇔で1寺統し，14日寺↓液に，分類一2が現われたヒみbべきて‘、堆定

値力・尺な言nそもっ原恥，鴻楊冶揃声と睡気象・・°タ⇒耐聞変イヒの

区ノ分・の言妾リによるt〃）と、考之ら才しる0　12月　6e⑳データの⊥症くに　ある1点・6蛛

て・匿1＃れr：テ1Lタlil　l2月12日　の11－15Hiの芒mで・あるが’これt前，看と／b71・f

／分雀負の誤リによるものであう　）。

　1　e？間ごとに推定ごれる波度φ観1皇1｝値との誤差ぽ次式て得られるσの値の犬き

さて’言手イ莇’∫る。

σ
｛

　　1や乙＝　　・工

4－3
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・こ一⊂N・］デーク・個数・C。b。iヒδi・抽・酬・；微i鍍名E雌・言†算値

を間パ，∴L－12・あ1乃デ‘づ・こ明tて・練妹とこうσ＝0・43蹄・r・

デー7。椥、281葡る．こ。σ・御実測値を1．0とY5とき言ナ算継0・564

ヒL436のff　m　，・　Xう擁季が0．68て・あることをrtして゜る・

　Fiσ．1－13は言†算イ直と室漫’1イ直の～ヨ手　；9」農度のノ娼イ余「を・表｝わしている。ノ司図て’と

く，，鯛値と言輝値との闇の雛力・ぷな印12月21・．次1・で’12月18・で’あ

。］c．、。よう1：2…データ猷き乃言呉差24・砺腿Fi…一・2の説明

で述ぺているのでここては，宅略するρ

　18　rl。時均濃度堆剋動工4日のtet＃Lいとした．一｛’c？・ttg両日とex

F細耽崩陀鮪ぴ通遁した日て1あ。た晒，x9・°ターンONI」tんヒノ司しー

であ，f、eZtこよう。14酌実測イ直I」・O．0518PPmてノ推髄ヒのiはαOO4

PPmであ．た．14日は〔・b・・1－A－5・・よると8日5　bら13・弓綱・・わた・て風

LMが2m・ec糠でかL：，9E　il　O．08PFm玩リであ・たの・て対して・18日

！こI」　T。b1。1－A－5［こ玲M・・るよラ・調し’醐計’醍があよそ1・3m／

。ec．1簸…．・2ppm・LCt辺であった．しぴ・X・8肋齪値紅戸4・値

にでf：の12そ。昧鳩z励繊一8・庖て・なぶその・頒で呼均的な

）《し速よリ‡風ヵ9多るく；7イヒ手旨哲〔かノ」、さかったこと1こよる。

　以上の濃度推定辞果から，穴気シち梁濃度を正L〈予測了るためには時間ご’との

気弦ターン鉦し・判断16こと］ptl　tyt・專であること励かう・とく・不画売繰

が・靴穆醜随過3る揚合，その硬・捌・早・遅・ぴそφ・の高濃麟

靭発生EES1う．矩蝿・卿ヒそ・ハVf一ン・横・獅杁卸ぐ殖

えれば’ C汚梁濃度の堆定力こ’Fiq．1－－12，13　の曲線で・囲ま小たア㌧ク琢斗のはら

つきσt矛；度で可富もヒなう」。

第7節要約
、毛防舗。乎峡気翻膿持漠・116たの・こイ鯛する嫁ア㌧タとして・　B・f
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間助に変動一∫る五彦配置のみそ採用↓た。・分準。手順は，」1す’気圧酉乙置を類イ以パ

グ㌧1ぴ頬しそ・、樋ごL　il・▽・一ター7ビ持れ．・k・てそ甲の2変数

の積で酸ぽれ撒を細た．’，…　J7t一ターZkl・」言te・・よ・て推定汕

る値であo，評価蘭数却4－1）、杁ら輔㌔・の評価関数で19パ゜ラ1一ターz

ヒ酩垣欄のラ5＊　f’　一・㌧個々・二推生て・tな・たわ．ノxv　i　l一タ　．の一7を

老θ5聞一笈値乞と⊃夏数とし他をβキ闇的に麦動V∂故であttのt4k定（た・

7を1日闇．．一左に鍵う方ZX’を一定1こする・lrりt評砺関数をよりよく満足了ジこと

がわかっ斥。

　輪・緒はθ柿・イ鯛tt期1恥・f’タか抽欝前線樋週後Akex

きく，高気肋後触ら1寒揃線・通5醐まて’ひ最・1・と万づこゆ認わ；れた・

こ。緋…川ぴ援的’泊鋤て・妨微．れ敏雑醐待定殉・・

よく表わ1ていう£のピ考，乙らイしる。

　、ノv・ラメ．々一一／／／と1、η了テつ・tt　Lt　f？／を｛印う㌧〆め仁・7ラメー．タを堆定（二と∫司（Hti　5

の鞠風速・ハ・戸一・一唖ヒ司劉イ恥・・て2，3の．騨を殖・た・そ砺

〕ギこ）プ（⑳こ　とかご明らズ入どなフた。

a）　Zl引乱遠京犬きいi7ど／｝・±なイ直をとづ傾向Pt’あう。

b）：・」戊唖ガ担く・掃‥れて短く’コう値向か認のら媒．祈揚誤

　気か鷺、い　ヒきjJl畝逓に比イ列マるイ頃101PtE月白に現われ，　天気が戻い　どきに∫」ノ蛭

　よ・パ天気枝度1・関婬〔担ことかわ㌧た。

　短必ぽ。カテ列一、頚イ（tそ・・　tl…つメータ．輔純イ吏・て嫌を

／分チ斤了ろ方法の欠．e＿　1；気象一秦Lイ午A『連続的に変イ（ダ《うときても・ハeラメ　ターを戸

髄川てb’・・xね、ぱ話・・とで・ある。・夘7磁論助κい・て．短θ鋼・ノ5

繊度・予：躯解うとき・：1臼て☆勤4磁で砺・t」　・、LY’・？測値礪

殼都るであ力。．かし1β栂’寝度パ培ヤ醐解・戸予恥哨纈と

ならないであう）。

　司じ刀アプソー一磯Lて・ても，狂㌘ケー」レぴ別頃夙殉万・ぜい／ヌ．
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苓ilあリ，それによってハクラノーターの径！t丈きぐ．；E’ノ「gうこヒtあう？。　（たメズ’

って　ヒ＜’：助問乎均雀度の」づig圧的間ごヒの予1則i：1コ．気圧画乙置のパ’ターンE

、分麺ピ峠テータS’／e．ヨわの細妬少ρ〈㍑垣咳ら蜘瑚’・味る戸ヲ夙

並が気象手秦と（てイi乏用でき多こと・グ予渇ク㌧ノiξあける上で夢d乙Ll。

茅5章印壕蔀・：ノ醍．風向，嚇量，蛭，鱈鞭別てくeラメー

4一の’合祈と方蒙霞度の推定をfアrvフτいろ・

一64一



第5章 気象零素と浄化能力

　　第1節　オ既説

　sinσerとSmith（41）は津国フ’『・レソクヘブンの，農度推定を目sgとした犬気宇

猷・θ類衷を作。た．これ1堰伺・鋤巾と流跡の捌紅よってa類ざれて・

る。そ紗ケt柚象的であ。r・1・　O，その後P・・qui11（42）・ま大気拡芳矢1・酬

する気象因チとして日射量，風速、雲音をとりあげ，拡散ハ’ラメーターをそれら

囚チ6り組み、合わtこて・表オ）した。4皮力V完成したこの気、象L拡散ノNeラメーターi；閲一す

う関・係ほこれ3て・1：礼っとe．広く実用されていうが．その理由J3この表の気，象囚

｝カV一幻貝的で・だ才しにて’毛比較ψウ忽易に扱いや一可いことによる。

　茅4章で19気象条イLil：気圧ゐ乙置のみをヂ1たときの司散式モデ’レのくσラメーター

を気象の関んトゐよぴ濃、度堆定の精度について辛｛めたの／一タ才してソ干章で，tJ気象釆

＃tしてノ艇，θ射量，雲童の飽稜イヒをピ1あヴハPラメーターzレ気劉チ⑳

閏係を明らか・しパれら・閉イ緕・・S．て，輯∫∫瀦、庖齪を〃口戊・

　　第2節教やテ・レ殖用と・°）f一タづ牡

　、・ラ／一ターrは式（3－3）　の関イ奈t：よって与えられたか・．　ここでIJrを∪堪

堆定可穿亡・な量ピー」ろ。　ii〈（3－3）の石辺＿第2膓莫を丘視してノ醍のみの閑数とみな

し，斯三にrを玄：（5－1）Icよって定義L．たσ

エ　　　z

　　∫u（・）d・
LZ　　O

5－1

こ・でLは主風伺の方f・1の汚把丁彩叫・．K！ざτ』u（・）は地上からの高寸

での水手プ風向ノ醍を表わす。

Zパ（5－1）をi（3－2）畝入ほ細ナ㍉：繧計算値刀ミ次式（5－2）鏑
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・cすように歯よれた値として定義される。

・一；｛・。b。（・・（i－・）・・）　－6（・・（i－・）△t，・ゴ）｝2

　　i＝1
　　　　　　　　　　　　　　　＿→　　minimum　　　　　　　5－2

　ここでm＝3，∴t＝1時間と寸る。Zは定性的に対象とする地哨（面積Sの上

空でララ宋物質力ぐ拡散しイ与る高度と1裳ネ妾な関イ系を符っ量とみなすことができる．　L

たがってzは犬気の安定、度，とくに鉛直方向の混、合力の大きさの支配を受けう・

、f刀一クーrは対紐する地域の平均的な風速の鈴齢布が榊ば却5－1

）から得られうが，風向，風速の鈴已分布1瞬しく測定されていか、ので式（

5－1）中のu（z）1よ日月確ではない。そこで式（5－1）からrノを来iわるたオ）に次”）

ような仮定を行なった。

。）　上空！km並辺ユての風速はf旨数分砺去則でRわCる・その才旨歓を0・4と

　する。

b）　　風の測定也点、の平均高度は15m　とする。

川　　風は大阪・全域て．“t時間の間一司一与向に吹〈．

d）　郁市の代短・、を簡靴するノ・わに大阪地方の裸地域を肝うと見なし．

　Lはその直4蚤23．64kmに等しいLのと一すb。

風速は平均汚梁i鍍を求わる場合と同じ方；去によって14かrtの監視点で測定

されr：値を手均化した。式（5－1）は上述．したイ反定にょって次・式となる。　ここて

Z＞！kmのとさはZ．1km　r・の1fi1．達が当ては」う｛のヒした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．4
・≦・…m－r・・…86・（・5）（、Z T）

Z　＞　1000m F　＝　0．152u（15）
　　　O．41000　　　　　　　　286、0
（15）　（1・0－Z　）

5－－3

　　第3節浄イ喉力の推惣課あよ乙考察

　　　3－1　　ノ’ぐラノーター　Zに関す5考察

　1誠は穴気汚梁物質の希釈に老っと毛大きな作用を寸る孝素であう。そ和彰5

染物質を移送すると同時に大気害定度に影薯1を与えξ1。大気笹定度1；気温の劣直

・分布と風の・鈴直、分布から評価される。あるθき点の気温・分布ぽその碕点までのD射

量，雲量，∫i嵯等の孝素’：よって濃定されるので，混θ砿散力を求めよ）とすれ

ば，その日奇点のリチャードソン数や知且θ布．凧速の値を侠って↓フ程度推定す

うこヒ7・バ可能であ・う・しか↓犬気の混合才広散力を地衰面で観測Lた風速，｝ヨ射重

雲量’ミよフて推定しよ）ヒするならば，それぽ過去数巧間にわア、る諸気象二現象の

履歴の結果として与えられるので，逼去数時間の諸データを同時に採用ぜぬばな

らない。

　以上の観点力＼らハσラノーターZぱ次のよ戊な気象因千と重回帰方4呈式によって

関イ，5つ”ナ　ら　れた　。

（a）　その8奇点、て・のヌ寸象地坤（のtt9，上平プ勺風速　（m／sec）

（b）　4時間前からその時点までの雲量の平均値

（c）そのβ拒ばてのそのde　a＊乎面助憧（cal／cm2）

　12月3日かじ26日3での期間にわたってK（3－2）、式（4－2）から推定し

たZは皐均戊蚕U衷とk‡にイ寸グilのTable　l－A－5　1（示されろ。Fi∴1－14／Fiq．
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］－1二はタ方　⊥7虜『・カ＼ら午前5時にカ、けてのハ。ラメーター　Zと平タヲ盾し速の関イ菜を

示してLlるが，　Fig・1－141a　l5，16，1－3方イ劫・鴻が吹き．NEtTるtEA・の

と平均∫蚕し速の関イ系を示し，Fiq．1－15は　7－14方イ立から風がo欠いていう」場冶・の

モのを示す。」郵向か異なっT：　t易／合にZの値と辰し速の蘭係が少し異、なグノ元敏イカ、ζ

風が吹く場合1こ‡ラー方のsth　Av　c：比してZが小さくなる、そ⑳理由ほ大阪のナ≠象

地咳・ぴ散する；探源飾嵐度〃吠ア反湾寄リに高いこヒ・zXう｛aとMLられる。

したかつて仮に排出源力澗地咳・・均一に飾して・・る椥と仮定すれば，それら

2つの異なるZのイ直の闇にZのイ匹がぐう毛のと見なしてよい。

　各畔刻ごヒ1；推定したハ’ラメークーZとそのときm気象宴素を：示すとイ惇承の

Tab↓e　l－A－6　ヒ〃る。こaデータk，基づ11てZと気，Sl　IN手を組みノ合わせて作

った変数との重線叉回帰方程式を前進遅淀手順の方法’てよって；？’わ　1；。151｝碩は

尺答zにtっとtXきい1fi関をAつ1つの予測変数を選定し，チ鱈回帰筋ξ式を

イ乍る。　欠にイ也の予；則変老炎との偏オ目閉イ糸数を見つけZ　ヒの間1：tっと毛高いつ㊧ろ9劒

イ系数を；ITつ予；則変数を見っけ，　これを回ソ∂方孝ξ式仁組み込む。　この4り頁をくリ．返一

し逐次予測夏数を回帰方程式ノ：刀0之る。

　Fig．1－14　，　FiO．1－15の閉係か；夜間のZは風速の逆数のみを予測変数

とした。それそ」れの湘関係1敗は0．805あよZ7・0．901で’あった。朝6時から午

後にかけてのZを推定する重線型回犀方程式の予測変数には，前述した（a），

（b），（c）　の］尺態衷数を次のように変換し，壬泉形オ莫・聖の予1則変老「※と（た。

（a）‘風速の逆数（1／U）

（L），　戊輌乏つ逆数と雲董二の矛責　（Cd／U）

（C），　’風遠の逆婁文ヒ日射量の4貢（q／P）

　各時刻にヌ†一すうZと上の3っの予測変数との間の回帰ノ分祈の手吉果をイ丁雀孝の

［［已ble｝rA－7　i　C‡’す。楕軸にθき刻そ　ビリ縦軸ノ：2　と　3っの予fgt／変萎丈τのチβ屋9務i敬

をとうど　Fiq．1－16と／trう。この結果によると夜間力、ら7時頃3でZl3風遮の

逆数ヒ励欄が高い。8昧靖うと了ぺてφ予測変数との相関傍数ノ」’10ぐ．0　）、
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9tl苛1こなbヒB二身『「量’こカ、かξ）予fN’1変数との1「目関イゑ萎1女〔が高く／d’リ1♂し’めノ　10－ll

日奇に最大となる。　1方厘し速の逆ま※とのオ目閲イ矛数はlou5ヒ負から増刀P｛IIPビ4）る。

　このよう乃7t／6予；則夏数ピの≠目関イ矛数の日き聞的な変動は1日を周期と“する大

気宇定度の変化を明らかに特徴づITている．すなわτ早享肋大気安定庚≠その碕

点までの雲口量ヒ1蚕し速の」乏西ζを受ける。　このことは与L李月の放』け逆享Kと関係する．　日

中の穴気安定度はθ身†圭と風速の支必乙を受1アる。　このことtGt気温の上昇にょる不

守定性に作用すう，夜間の醐守定度1∂風達の支配を受ける。

　Fiq．1－19で（Cd／U）と7の相関係数が8時ろよび12－13時芦’けイ也の時亥1∬

のイ直ヒかけ離れている。　8時の値のか1丁嵩色れた理由1まその時刻にIJ地表面近くで’

それユで・安定で層あった穴気か不宰定に、なリ始わる時期∫てあたり、その時期は何ら

ヵ＼の外4し1：よってその変動力くザ＜εなリ」星くδかるのでデ’一タのばらっさが他

の8禍軒リ毛大きくなるこt’こよるのて・I」なカ・ううかと推定される・12－13

時の相関係数が前時刻までの値ヒかけ離れて犬きい理由は，ヤはハ海風の発生と

関連している毛のと老えられう．ゴなわ’ぢ雲量の増加はよく晴れているとき11

碕頃から発生する海風を発生さtないように働く。

　Table　l－18；；Zヒ気、象要医1の重手泉ヲ「多回リ季方才呈式と重ネ目関イ系数，　Foイ直．あ’よ

びR2 瘤ｦす．・。…賦待Lられる（43）・

　　　SR／φR

Foニ @　　　ー
　　　SE／φE

5－4

・：でSRは回帰・よる離和和，φRぱ回卿絞中の予測変数のイ噛’

SE剛恥リの残辞方和，φ。　1・データ・個数・・ら・と予測9Xの個数を差

し61いrこ自由度を示了「。

SRとSE　tS　）ftiで41られる・
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SR＝

SEニ

N

Σ（・ii　－2）2－SE

ii＝l

N

Σ（・ii－2ii）2

ii＝1

5－5

5－6

　ここてZはデータZの平均値であリ，Nはデータの個数を示＝丁。

　Table　l－18　で示さ」れた回り争方4呈式の回帰の有意性の検定を行なうと，Fイ分

fi　kカ・ら上部1ピ肝・舳度15，14，あよbi”樋・弛度が2の齢．

　　　F（2，15，0．99）一＝6．36

　　　F（2，14，0．99）　＝　6．51

であリ，T・bl・1－18・・勅て・るFo伽・FよリfKき・’・で”帰剰反説

回帰式のイ矛数二〇は棄云Pされ重回帰式に意味力くあるヒいえる・

　R2は次式で与Lられ　垣】帰によって了叉H月される元よりの変重力q・全変動’：i†す

・2－｛・一Σ（・i－2i）2／Σ（・i ＿2
Z）▲×100　？ 5－7

る割合を村．R2。値が…馴・近・ほど回助微嫡足すべきイ聴・あう

といえる。

　14　0gn・ら　16巧3でのθiテ間芋で　Z仁閲〔する回ハ弔方4呈iis（1，をξR’tbていなL・カく，そ

の理由はFig．1－17からth・・るよ）tlそ・P3問晦風が杜し一度海上へ

出た汚宗犬気爪再ひ地壊上空に戻ってくる場ノ㌃が多いため，それが堆定したZの

イ乱に影響を手∠．そのよ戊な影確を・埼たない採用可能なデータ‘，7個数が夕なかフ

たことによる。

　129奇と13時のZの値・凋禄1・r毎¶楓の柔換の影宰を受・ア〃・デ’一タがナタ
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万、．7㌍わ2時閉OPデータをよとめて1っの回帰方程式で表わした。海f6風の交

換砿。e…デづぽほっtyて・あっ砂’耐したこど・嫁麺ヒ哨

関イ徽。値から￥・断してそれらOP　1il・・碑腔風疲換・・よ鵠響槻わ躰てい

るテLタ総抽て・る・と矧・た．・2－・3・テの剛訂獄・予頂懐数碑

一一i日身丁童はその日のチ急日射・量を手えてわり，・他の93刻の式，：元寸一∫る4え方と異な

っている。

概して日中の回帰餌蹟の重相関イ系数力液間のぞ垣よゾ・トさい鯛の1っ

に，毎β寺刻に回帰方程訳そ辛め天ためデLタの個数が夜間のそれらよリt少なく

なリ穴を海風，陸風の場合の2・fO・1頁t：分けて作らな・・った・とが』あ1デら樋・

　弓7の内とご1：8昨と9時の回り季方ltE式の重相閲イ系救は／∫・きンなイ直をどっている

かそ、，月因とL（・肋よ）言ことか㌶え詞した。茅山：，複雑な汚£拡敦の現

紐鞭徽式・7，Ltハ・〃一クー・：わて観した・ヒ’第2・1．8－9噸

．ほ桐も蹟贈ψク・乱れて・㌦か巧頬が不故にkV乱枇参袖・瑚

に当うカ＼，ヒくに在定な」丈延にあった夫気か温度βk層的に干宇定となリ・その系舌

果飢れが生じ始め嚇刻ig・fiらかの1耳バよ・てE・h　2，J￥3・rリするこ

ヒによる．そ抑，7e。一トツン数か・ノ・Y14iは・トさ・／れ大㌘舌しれり起きう

可能性がKきいこヒを表わすが，ノyずしtその値かその時の一乱れの尺度とはなら

ノないこととア寸応する。

　・か樟で戯けコの値と、9a章て鞭峠zの値・比較そ行錫てみ

る。前章でrそ変‡矢とあいて椎定したZのイ直1よTable　l－16に示さ｝れているカ＼

そい・値と才幸粧ほzの値歓車支すると、赫・方が和鋤幅がx3

く．900mよりXtくなろ日か’ア・び1三ひ登生している．一方6章の・tl；＆lt，イ寸録

Table　二．ム＿5から、分ろよ）1こ900m　を産虫之る時間はき1わcV）て少ノコ’い。その原因

には次の多柄をあげるこピかできる。

い1　）貧違．の4；直ノθDフィ・レに指数法則を仮定し，地上平均∫風速を七方　1000m

　3で延長しているか　 ミれ・O、賓P祭のフ゜ロフィルと異なっ〔ていうのて実｝竿よリ6
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　大、1！’な・イ直をrlこ4Lえている。

（b）　風句の鈴直方向高さによる変勃，あういぱ風φ循壕∴収、束，轍を煮視す

　るので，推定したrが実戸祭にとるべき値ど累σう。

（c）計器による風速の測定値ilh6方伺くのみ流れる風以外の域θ毛含むので

　rは単に測定イ直に比イ列するとは限らない。

　風違」②鉛直フ゜Pフィル∫」気圧配置によって各各4手徴を醤っ毛のと思われノより

合理的にrのイ直を推定寸るためには上空の風の言手］卜田なi則定を4丁なラ’必妻二がある。

120∩

（∈）

800

　400i
N

0

681220

PARAMETER　Z

PAMMETER　「

1．2

0．8
（おぶ＼ご

0。4
　　仁．寸

0

r）　　　　　　4　　　　　　　8　　　　　　　12　　　　　　］6　　　　　　つC

　　　　　　　　　　　Ti］me　（01clock♪

Fig．1・17　　Estimated　Z　and　r　by　Eq　5－3

　　　3－2　海腔風交イ㊦による汚：1｝入気、の《移流

犬阪地加地形的に唖1味F夏湾に面し，北19六甲山痴rk　’・生駒ム・il5・・：　on・9

まれ，津北オ面ll淀りを中ICに京るP盆庭3で乎地が蘭けている。犬腹管区気象40

で測定t　・t・・bte上風向は励風と，dt　de　2の風が高頻度・こ記録さ拍。高気圧ろ

軟に同地方唖われうときなど海7蝋唖特みるぼ障の上空か叫・Utた

1獄大気の塊の濃度Ai伽澗にと”砺鍍希釈され，さらにその塊の何秘ムた
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た1八上空∧戻ってきて、もP市域の汚梁に寄与一了るPy　1コきわ（わてネ夏泉崖で，これか・ら解

θ恥れ伽ずならない課題である。シカユにZ6．　1・て，ミシ刀㌧湖の上へ出たンS2K

”Aの挙動にっいてg研究がなされていうが（44），そのi現象ほ3だナ冷定量的に

解明±れていない．日夏始裏度を堆定1うた伽こはバのよハ　1－　i5＊夫気り逆流

入を無ネ見するこヒほ元鍍予｝則に天きな言呉差を准する．原因となる。

　Fiqs．1－5，6，17は12月20日と25日のZkいしll　rの推定値のθテノ珂変イζを

示して・うが，・す桐図ε12醇から15　tli’・かけてzな・・U灯・値が減少

していう。両回q気8（芽件i“Table　l－15にあ1プτいろように，午前中北ゴt東

の房しが吹いてL）るか　12　日寺ヒ夏をt童に西よリ9戊しがσ突きだし　16時頃iて・S売いて

vb．　zな・い；rの減ケの誉動がこの風旬の変動と非挙1：よく一致して・る．

このような風向のほジ180°にStt．　t・変娯はい・た砺防上勤’ら他ρ地咳’A・ttlた

汚梁太気をふたたび犬阪上空へ逆ジ克さぜう。上空へ戻うjSfN気の量’ヲ鳳向のわ

「「・かの変動によっても微4ナな孝多牢を1受けう。Table　l－19　は，式（5－－3）　ヒ

Table　1－18　にあ’プたiX，i：よって求くりたZをイ1更って実濯り乎工勺濃ノ蔓デ’一タカ、ら推

定Lア・タ蹄か疏汀る汚梁大気の；農度（式（3－1）のC。ut）を並算t捧舌果

を示寸。14か所の犬気汚梁監視局の風向のデLタによって」典型的に風向が陸風

から一海風へ短時間のうTlこ180°変換した毛のと推定さ水た日は12月7，20，

25日であった。Table　l－12に示すよ1に3日間と毛大阪あ’高気亙の中’Cに

位置寸る日で天気が良く二典聖的な海陸風が発・生する条件をそ、な、むていプヒ。Fiq．

1－18はそのC。utのデ’一一・71海風の飴⇔・き411をOtcて楕軸・βテ間、縦軸

・・C。ut頃・摘前1・着肺餓・て・たC。bsの元・i雄ど・比をと・て・・う・

同図から気▲鬼『Pの汚梁物質（η弗釈1こよる浄イピ尾度は求式（5－8）の閉係が灰り五

つ拘と仮定し，A技・］・22法lcよ・て推定フるとA＝0・121（1／hr）ヒ「Jっ

た。

dC
　　＝　－AC
dt二

5－8
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Table　1－19 POllut二an七　Concen七ration　Of　Aエr　Mass
Flowing　Backward　On　an　Urban　Area

Da七e，七ユme

7　－　14

15

16

1フ

20　－　12

13

14

18

25　－　14

一5

15

16

C
　Out

C 　　　　／CC
　OU七

Tra▽elinq
t二ime　（hrs）

0．101

0．077

0．067

0．030

0．104

0．083

0．094

0．077

0．97

0．93

0．71

0．38

1

3

5

7

0．021

0．005

0．050

0．064

0．070

0．085

0．061

0．077

0．29

0．60

0．81

0．83

1

3

5

7

22

23

0．052

0

■

（∪0

0．077 0．68
1

052

O10

0，078

O，091

0．57

O．11

35

Ol6

03g　　io．052

@　　　0．055

0．76

O，29・

13

（ー）

①山

1．0

5飢

一U

0

Fig．1－18

Time　（hrs）

Elapased　Time　Of　POllu七ant　Aエr　FlOw・ng
Backward　and　Clarifica七iOn　Ra七e　Of
POl！utant

．「「



ri：’　・，　；．［　L‥X？ぐ個撫擁t・一・・て上式・排牢’・精度を欠・・て・、う・し

かし鋤第御で’行巧汚蒙；麟‡齪言博・・ほ海睦煎励果授視するよりも，た

とえ誤差を含んでいて拷膚し訪かよいと・湧Lから上式を利用した・

　　第4節7搬濃度推定結果，あよひ’老察

　汚梁；餓の推定に利用する気象字素1ま広政の場所的に平均イヒした地上風速，日

射量，雲重，風珂，ゐよひ’雨量の1碕間ごヒ・り値である。　これら気象♀素t；あら

・eN，じわ’オ，て・るt　・・として推定彩テめ・計単城（3－2）EU・e式ヒLてい

うかご　，ノ司式中のノ、°ラメー・ター　rJ；］民　（5－3）　を，　Z　lまTable　l－18の回ソ3」「｝呈

ざ！7、らJi2め7：イ直を須／用Lた。　14　e弓から　16piに、ひ1アての3H号iUt」こわたるZの値

sg　gyi　ts　lt　｛で9to・r・13　H手・Z・殿17時のZ・伍を輪行こと・二よ・て

求めアこ。

tigfto　43午12月38殉綱2C　g　Sτ・の・3・B9・・、月曜・を除く糠推定値を

付、録Table　L・－A・81：示す。そのう一t　8ロ間の実1則値と計算イ直の経碕妻化を図示

一すうヒ　Fiσ◆1－19　2f／9一ったっ

　F土σ．1－20は1日S間イ直の実う則；農ノ度を縦軸に言†算；農度をオ黄章由にLて2つのイ直の

汀応を示しr：圭のてあう。この図によるとフ’ロソトld、原点を通．る勾湧乙1グ直余泉の

1到リにぱらつ・＼ているか＼，そenl工らつきの犬きさを言手イ⑳すうたわに式（4－1）を

使．て徹σを鋤た乙こうσ＝0．290を4号た。ここでテ’一タの数’；395個

である。このθ散・値は第4Sで行な。た気踊磧を分類した方法で糊7こ言懐

イ直の結果（0．436）よ・）も安：則イ直の囲リρ）ばらつきかく！Kごく，よい精、度毛4与てい

る。

　Table　1－2011ある濃度を基準ヒしてその波度2蔵之うみとうかを正しぐ判

定行沼畔鎌わう・と1は。て2つの1麟雌方法によ．てesた1醐波度計

算値の精戯評価した結果9示しτ・・るい、すれの；膿を9，￥にt・てt　fasの

‡色定法Kよる方が高い，確字を得ていろ。
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　　12　　乱（丘ぽα）

　　　8　　　0　　　O

U　

　　　　4　　　　0　　　　0

0
0

Fig．1－20
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Table　1－20 Accuracy　Of　Estimated
by　Two　MethOds

Values　Of　SO
　　　　　　　　　　　　X

SO　（ppm）　　　Method－l
@　X　　　　　　i　　（Data：281）

Met二hOd－2
iDat二a：395）

0．05

O．06

O．07

O．08

1　　0．646

@　　　0．735

@　　　0．840

@　　　0．862

0，790

O，763

O，884

O，896

　　8　　0　　江（已Q3

X
○の

　6　0　0巳○

のOづ一㊦

0
0

Fig．1－21

0．02　　　　0．04　　　　0．06

　　Estimated　Values　of

　　0．08

SO　（ppm）
　　X

RelatiOnship　between　Obser▽ed　and
Fs七imated　Values　Of
9．O　（ppm）
　　X

Daily　A▽eraqed

．R］



　Fiq．1－21　Cd　1口重均iXノ皇の・実測イ直とご†算イ直の関イ歪を示している。気圧」5乙置

を刀テコ“リーにノ分類了る：矛法で’薯皇定した値レ仁上較するたオ）’こ’賓履’1値ど2つ●方法

lrよる言慣底T・bl・1－211こ表示する．時均濃曳やi・・y惣辞ヒして

鳳達，eini等t仮フて堆定了5後弄の結果が気互動置のみから菜わた猪呆≠ク

毛精度〆高い。

　こ・tt　1τ・　Jコ　；k＄した；農、度推定⑳たわθ教衣モデルを使って，5禁物貨の非定常イ丈

聾・舟ケと堆定を扱・てきたパ次・定学イll　11　・r　’7　tT　’（　H。1・w・r七h（39）のe

デ’レヒヒヒ車交檜言すし7三。

　定常イメミ態のとさ芸、（3－2）　に‡次式のようJてiきカ」Lら‘れう。

＿9＝
QA

　1
（r＋k）Z

5－9

　C／QAはいわ吻る汚梁ポテンシreルを表わL．汚学物㌘9排広鍾度に聞禄Lな1・

量としてC／QAがノ1・さければ　大気の浄イピ能カメバ高く。犬きけれぼ”夫気の汐イヒ

能力が低いことをr琶味する。

　汚梁ホ゜テンシv’レにつ1・てはHolzworth　tま第3章のTable　l－81（あけ

たよ♪研搬式を得て・・るパ防の丈きさをL＝23・64km，嫡混合層高月〔を

高く見4貢って3・Okm，ノyUZを4m／sec　とおいて老

⊥．0．471D1・13
u　　　　　　　　　　　m

となるため、却迦方に同式を9Tt7めた場合には彼の2・の定式の内茅2式

1．26

÷－3…3・m°”3・2；u－
　’A　　　　　　　　　　　　　　　　　m

0．088uDm
　　L

5－10
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が当てll　3る。　入気混、合ノe高、度をノ烈吏の月訂数とLて一5・えていなnので．し｝〈っカ、

の値を仮AJtすることによってこの式から侍られう汚蒙ホ・テン三ア’レを図示すると

Fig．1－22　となった。

・紅雛・提fしたttKモデ’・から4㍉妊欝嬬式（5－9）t：香HfA’1・P・Z

と女（5－3）で与LられるrをイiX了るとFiq．1－23となった．　ここで　zの値

は，天気が快晴で雲量が0．日射量が同図gbに示され壬値をとう毛のとLて回写

祷扶（Tab！e　1－18）カ・ら求めた。

　この2つの図を比較了ると，髄が　1－2m／secのヒきll　曲系泉か重なつg）S／f＞か’

あり，C／ΩAの値／こ差をあ河認め寳皇いが，風．iSEkL’　am／secの近辺’・／・ると、式

（5－9）1；・Sる＄Si・，i　，式（5－10）の曲碑か41g当1・ア旭・式（5－9）／3風9の

吻・・机てC／QA・測が犬き・，ノ醍の鋤がラ弦才〃テンシャ・レの薮に

たきな影卑を与之ることをrtして・・る。一方H・1・w・・thの」N　・9風壊ム：茸ポ

テンシY｝レにあ3り桃Lを与え庁いことを示している。

　定常状態、でHolzwort二hの七デ’Jレと季論で提案しプ…数式てデ’ノレ1：よる緒果を比

較したが　狙のモデルの作庚さ小た遁才呈か明らかでないこと，そ⑳モデ’しを米国

のあろ把点でi利用された緒果．杁’ど’）であるかをケロろこと1く’でき・ないeヒ，本論の

王デ’1しが犬阪以外の痴β申でイiξ用を言式みてい・なt・こε．竿によってど’考ら9数値飴

果がよリ正い・かを判断了ることaできない，

　本言倫で推定（たノぐラメーターZやrかご房戸ザ／9J6（　t：ノ了〃ミす5ノ＼°ラメーターて・あつ

て主、その；〔？域のケま任（気，象的にt．汚梁物覚の排凄源の学虚グ・ヲ扮ラ；≠」～高度，

有鋤鉄高度）の影響を少方からす倒ノ，ヅアし杉助地咳・・lt・tて一般性珂

っ「言いτ刀れなt、。　この　こヒtg　HOIzworthのモテ㍉レにっtlて｛言Lるのでは

なかう）かと思われる。

　第5節要約

郁市の平均頬：微濃度を推定づろたわに式（3－2）柏勅れた。1賦1び壕条
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1牡よ。て夏動v52つのハヲメーターzビを才1・・てt・　1｛。4章て／9これらノe

ラノーターを風速なと・ぐっかの気象観膓剴軽から求’わ得うtaヒX2　f・。

　気象券件と引こ犬気笹定度」コ短θき問OP間κ変動し易いがノ1時瑚を単位とすi

ラk，度をよリ正確に推定するに11，気象現象の短時聞φま動IJ釦！重できるよラなパ

ラメーターtをカ｝用でva’プノ7らなの。　したがって2っのパラメーターの珪定ノコ，短

萌間のデータρtらf7ηい，それをそ⑳剤間の気象・特俊と関イゑづける鱗手がある。

　汚梁；農度デー一タと＃　ut　s壱、度データ191βヲノ習を単位と↓了いbので’2’3β亨間⑳

デ’一タか・ら　2フの妻数を／司θテt（推定ρヲ5　こ　と9ポS，度iウ　t［雇］難7dうう・　そこで季章

一《151’を戊蛭とノWラメーター2の閏数どして式（5－3）でヂ／し，Zを才知数とおい

て3萌間にrわたうデー一一タがら式（5－2）　を満足フるよノ、を値k乙て推定乙／c。

　その結果推定でれたz〃働励よ戊万香種の＃の影專を乏けていう．

　　

　　

　　

ラ

abCd

　Zは〕腿，風向

た。

ぶ・き励絆偏差A2／3／：剖，気象姻を詳しく工之掴汚彩嫉巧汐り

那肴度毛高くなるこヒが∫分つた。

　香章によ・う方法で毛15梁濃度推定値の矯度バあゴソ浸くカいときの条件1穗次り

2っの工易ノ合・であることか言†算イ直を検言す了ることによフて言忍められた。

i）　風向がKきく変動するとき

ii）　P奇勇のあるとき

　（たかって夫阪湾上の犬気の汚業1農度の測・定と、犬気の牙多動ハ゜ターン，そθと

き⑳気圧ψ乙呈や気象条イ午の特性をf巴握すること，あよぴ気象台で得られた降蔚量

，O“1　NP攻　Je方のイ」C表イ直と　して困し　て　いb，V、ど’うか　を野gF実浸’｜’：　よフて・彼言寸するダ」垂

　大気安定度，とくに鉛直方向の空気の混合ヤ汁流効果

1殻物質の殼溜雄，煙の浮力や運動重・よる上弄．

定却巴れたr・・p値のシステマティックな誤差

　風Kよる汚梁大気の吹き更しイ乍用

　　　　　　，E射昔，雲董を予測変数とする重線形回帰方2呈式で，う（わこれ

15＊灘こ励霞精度か気圧配置のみを気象ーイ＃tする場冷と比較して，その
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第6章 結論

　大気汚梁波度の予測を高い精度て行な）たわにはノ汚梁物質のイ云播ノカニズム

とそれに寄与する気象因子を見つけ出し，その因＄との関イ糸を解明することか1＞6

要である。　とくに実用的撒1彰烏裳度予報二その関係を役立てうrめには・気象因

子は常時測定tれデー句ウ・豊富〔あリ、また予租を正確に行ない得る毛ので乙け

れはノならない。

類現象の予測は，予測しようヒすう項肪持っ空間スケー一・L・・t”，’人きいとき，

その、尺きさに≠†※して長Sラ間先まで比4安的正確な予測を4アなラこヒかて’きるとい

卿徴蛸つて・る。し静・’て広⑳乎均風速や姫配置の予頂恒ある1姫

での屠し向，｝縫⑳予漫りよ〇三予1則イ直をイ言茅頁（4子るβう間的7艮肝か・長＼・なる・

輪…2・獅な㌦ヂ坤間垣麟蜘物・よる綱坪均1蜘麟⑳
鞠ほ定鋤所，めこと四・夕として・・うカ・、前述は壕鞘予測獅徴を

搬しなカ・ら気象〉・・V・詳し5カ・予測嫌・・担励果抱明らひ訂行め稜

蘇。入か・2・。場合を設定・rt・。第・・‡和，気E・in6置・・…tを芦2峰

ill，潅防全項の午均風連風向，日射量、雲量，雨量の日手間幼κてあう・

　気、〕匡動己〕］［｜コ 3っ1：＝＜／司じハρターンを用王⊆Lすうこヒ｝」ないカ＼，　L）〈つか・9斐夏イし戊ノ了

s、一一・に繊拍こヒ繭能であうパ諭丈てi」・：．Eblv」ハ〃テ写1頭目・頒

した．r．．r分類を○・細別・了ること｛珂能であうか・天姻・宇茸度訪よ乙’

’予1ヅの樟度9考又rrとき　あ＃7そ吻効呆を期待できない。

　n；．丘配置の会類され㌃ハ9ターンごヒJ［浄イヒ指数か推定された・杁，次のよう・なこ

ヒか、θ月”力・と，1、った。

1）頬刀靖れなク・分類1漏行ヒきt9，1時蝦れし獣気錠度咳

　タカに応じて」？化指数毛変動するe

2）天気埠リ’1－　．コし・珂・．s・fe　）こ．駒るとti？　i　l，浄化儲女碑刻触・て

　13ヒんど変動し，な‘、。
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WG－一



3）　　浄イヒ指数は寒ノ今前≠泉のユ柾L後のノ分秦貞akき最Kイ直をヒツ，　1高気亙のisfi面に

属Y5とき最低値をヒb。前声は後勇のみよそ2・8倍である・

　気圧配置を・ぐつかの類和・’ターンごヒに分類したヒき，高気圧．fq気丘，前

線なピの強5う，気圧イ頃度の違いが十茸拳及としてイ夷用さ山Lない。風速ぱ．このよう・な

気圧傾度ヤ気団の5鰯をt・パよく表わす気象字素であづ。そのよブか意味

から毛第1の予元則法に使った気象精轍別磁，H勿す量．雲量など9気象因手の’組

は，尺気のIK態を気圧配．置のカテゴ’リー尺、分類ヲる方法によるよリ毛詩L〈表わ

している。

個々。鵠辞をほ縦として・ぐラメーターr班瞳・関数ヒして一；　Lて勅

たZはTable　1－18・こあワ’たよラ∫こ風ユ皇，　H身f量．イ愛㊨量，のfDみ．Ap　jわせとして

表叔蛭，餓班数とレ頃的島昧β関闇健毛＃．zとそれらの諸昔セの間・・重

線形回瞬獄鰯た．L勧短扉碓のか類法司社呼瑚直と【て推起
中」たZのf直と比べるど，　」（気ρ”選く雇Rの多髪いとき19∫勾声’1写しいイ直をヒる刀一’ノ叉

気随・、ときにぽ，第2・方it　r．よる方か第1・方法1・よ妨よク・」・は廼をと

う．このこヒから第2の方法でイ吏。f・7の賦を改まフ珍地赫砺で・；・／・・　t・

かとノ考えられる。

　2つq別。ア・嫁精報・・よb方itでの艀濃度予測の線〃ら・畑亭項あ明

らカ・となった。

　気圧配置のノCターンノ瀕1ミよウ第1の方i2∬71HヂZヲ盾蒙濃、度の予測κ／コ初用

できる。　Lか・し1日き間濃ノ更の一予iR，1’こIJ適了、ない　。　こck〈　11　あるハσターン／介萎身から貨う

の、分類く衷動フるとき　，パラメ　ーターZギ・「バ子連■痘に妻ヂヒーヲうた4りて’ある．n

方像・嫁醗乞㊥夢2碕‘わ』t9・，1艀均凝・ラ測と1β澗王広ヲ綴

・預備度は9tに第　1・Sza　ky　t9・・とグ認め油た。しか乙lNR92k

度の2っの方法での孝竃ノまの産い19．　1βヲ問手句，寝ノ窒のポオノ安の違い／？ど’▲舅著で／ンな

いo

・° 宴aヂづ鋤嫁・腺と・．舞から，：獄嫡の灘厳イt’・よ多逆
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流〉が，臨海工璽坪申φ15梁；妥度を高めていうeとを明白にした・ざら’こアナ象地

域タ巨出た汚梁犬気の挙動をを曇的・ご評fdi・9うチ懸ノをf5た。
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言己号　表

b　：定数

C　　．大気汚梁濃度

竺， @：汚筆濃度のz均値からのす・れ

ご　：計算τ・求わた広域乎均天気汚梁波

c（・i）・言碑で細たti・和繊乎均煩溺凝

C。b。（t－）笥の広咳舛均蹟1弾濃度実測値

Cd

mXYz
DDDDi

・〕k

L

　A　　iQQqRS

t

tDm

七L

△七

：雲量（日本式10進法によう．分類）

・Miller・てよ．て定表された混錦高度

：主）飢向方危］の4し流拡葺知矛数

：主風向方向に重直水司…方向の乱流拡散帰数

：主履L向市向に重直上方向の乱流拡散像数

：碕間そ表わす添字，場所乞表わす添字

：時刻を表oす添字

：乃梁物質のヲぢ源速度定数

：　対象と一ヲる力竺ヱ訳のイt表毛ざ　（，多防径）

：天気汚梁物質の全排出強度

：単位面積当リの大気汚染物質の排di　5虫度

：日均擾

・75※物質の発生あよひ消減速度

：大気汚オ観測地点iによって・代表されう地咳面積

：日奇間

　（一）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

　　　（m）

（m2／sec）

（m2／sec）

（m2／・ec）

：Holzworthらの数aモデル中に3見われるP手聞のパラ，メークー

：茄市の風上端からでた汚梁物質が風下端に到達する1：垂了る時間

：碕間の微ノト己間

　　（1／hr）

　　　　（m）

　　（m3／hr）

（m3／m2／h。）

（cal／。m2）

　（ppm／hr）

　　　　（m2）

　　　　（hr）

　　　　（hr）

　　　　（hr）

　　　　（hr）
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u

U一11

u，

V

▽一▽

V，

W

X

y

Z

Z

㌍鎚方句・えれて勘的時」勺イUた風速

：　フド平ま〕ELSq醍

・火乎主層し向∫観速のP手問的乎均随

：uの這からのすれ

，獅上控勧納騨灘2e・犬気・綴
：　）腿べづト　，t

・風壊ペウい‥輔値

：▽⑳▽からaY”La”L

・P剤3ε度

，靖・k君繭を正とヲ護樗軸

坪均・時主風向r・垂直・ぽ方角’こピた・卵…動

・x方向・鈴直上滴を正ヒヲ鍍標軸

（m／sec）

（m／sec）

（m／sec）

（m／sec）

　　（m3）

（m）

（m）

（m）

，v輔繊で紬抽う；齢勘殿から痛培翻了・・ラメーター（m）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

・（z）・澱‘糠・計箪値と額1働誤葬方和パ（4”1）

e」（恥；冴麟・計算値陵測fL9・誤辞方丸蚊（4－1）

rl、：齢槽▽内の全気と・曄空気の交換量

r　　：r’／▽

π　・祠牢

σX・x醐・煙・劇・鮮偏差

・y・・方向・煙・劇・群傷差

。　，z方向・煙の広別・楳準編差
　z

σ　，賦1弦灘の実測偵を　とぽときの］齪働ぽら・きの

　　　　標専偏差

　（ppm）

　（ppm2）

（m3／hr）

　（1／hr）

（radian）

　　　（m）

））

mm
（（

（ppm）
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第ユ章 続論

　地上を1多動寸る夫気，は太陽によう直接加熱，地面との間の熱交換、放射、等に

よる熱的千安定から生す’る自然オ劣たと気圧差等によう強制吋流の組み、合わて1二よ

っ13）欠元的、な葭雑、な；亮れをしている。数百mから数γmのスケー’レに着目すれば

，犬八中汚ま物質の輸送は巨硯的にいって水平方伺には主として空瓦の本棒流れ

の丈配を受け，上下方向仁ほ主とLて属し速、気温、分布によってきまる大気奢定度

の丈配を受ける。

　生活環境内の大気汚yt漉度の予測を4テなうとさ，その浅度推定にまず嵯要な条

4牛は）欠の4っの項目となる）。

　（i）大気の乱流縫の解明，（ii）犬気の択態に作用する気象字因の予測，

（i・LL）犬筋構造を肩・⇔ノーターと気泉条イチの関ぴ（iv）汚梁衆度推定の

r＝め・う数弐モデノレの作《と犬気構造そ・示すパラメーターの適．円法，

　この4っ・1負助内・すれ〆欠け商封微源と姻果駒純明らか1：した譲度

の予測は実4丁不可能となる。

　大気の楕造の万枕は理論と経験の両面から行なわれているが，理論σヒ＜1・N

上数ナm以下の犬気の稜戊也酬ン層に胡して1目イ以享望言倫を碁4楚として”t，etしてきたθ

それらt；MoninとObukhov（1），Ba七chelOr（2），KolmoqOro▽（3），

TaylOr（4，5），　EllisOn（6），　Pries七ley（7），　そ　LてGifford（8，9）

らの研究頑うとこうウい。しか［煙突Aら1・’　r・　X2による文瓦汚茉濃度の堆足

や予測を行な）ときに相似王里諭を利用づろことは」だ不適．当て”あう。その理由は

（a）理論が主に痔地層内の犬気の舌し流4髄に関すう老のであるので敬百mの上

空の大気に利用できう、碓証かない．（b）気象条件ヒ理論ヒの間がシステマティソ

ク1：オ且、みノ合・オ）ぐ！れていないo

　そこで利用されるe11孝経験的，1　if　3一られていう9Sくの救衷モデルである（10’

ll．12）．ヒくにPa・quill（12）が提示した濃舵推定寸るたわの数式⇔’・レ
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［a　tっとt一般的に利用されているポ，これはそのモデルが一般的な気象・多件か

ら穴気の構造宅椎定できる伏態変数を持ち、それを侠って簡単に濃度を推定でき

るXいううS（1用1生1：よる。　これらの数式J‡気、象秦イ午やi看う£物質の彬出量力ぐ定常なと

きには平ら加也表面で行なわれる野タ｝拡散実験の観測結果から毛その式中の係数

を週当に定めれぱ窺象と比較鈎よく－i衷すうことか認められ1いる。これらの数

Kモデ”レは単一4非出源と壁戸艮」里緋θド富三原にナ才して適用さ1れるカミノ　Turner（13）

が初めて米国すシュビノレ市θ楕β市」欧の面的汚染濃度φ推定に適用した。ヤれ以朱

これらの角4を基にした式が乃β市均（の乃梁ラ農度の言†算1：も斥眉されるようになったo

　廟β市域内の汚梁物質の伝播t9イ足呆からある定常：拡散、毛テノレをそのまま適用せず

，種々の改良力・カ0えられているかこ，　こイしtJ，EPi｝5ti5（がチ手つ次のよ）ノま犬気汚梁の今ξ

殊・性によるρ

a）　4非出源の才丈かご非常にSg〈ノ広、・地工執にわたってJf　1昆則にノ分牢〉してあ’リ、3た

　排虫強度か時間によって更なる。

b）　建物力K’　tし立し地表頑）粗度が犬き〈，　また日夏房やB身丁によフーて局戸｝「白クな気ラ畠L

　の差が大きくなることがある／cめ，卯市上空の空気の流勧1≠田劇地帯のそれと

　ぽ翼なる。

　1960茸代の後半になっ「〔那市拡散モデ∫レがさかんに研究されうようになっ

た。　シカゴ’市に適用されていうノfフモデ’レ（14），ニユーヨーク申に適用されて

vるモテ，し（15），P　trンセ・・レス市’・」醐されて・う適応予測モデ’，レ（16）かそ

のイ列にあ’アられる。

　数式モデ，レの作灰と平行して大気汚蒙濃度の推定と予1則の方法もいういろ試み

られているか，（れらは∠っに犬別して説明了ることができる。

（i）沢定論的方法：　結果とその原因が関イ系式で極めてよく表わtるたわノそ

の1taイホを、確定看〉’こ矛∫用するヱ易・合・て，王里論式（拡散方4呈式の角4），4し膓荒毛広救、のk充言†

理諭による公式，，fi験式方よb日月白な1劉数関イゑを持たないが，刀テコ“ワー・分午斤

判別解祈などの統計的な方法によって見つけられた法則を常に信用し．その関僚
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を子変ヒみなしイ吏用する方法であう．Pasquill（17）による大気ψz定度の》額

を1よ1’め，　シカコ’弔（14）　＝ユーヨーク市　（15）　ワシントンD．C．（18）なと）9f＜

のゐ防で行なわれ⊃た4沌蝋よ）ヒ［て・1う灘予測・ための計97t　eこの

カテコ“り一に入う。

（ii）適庇論的方法：　理言命ψ撒，毛f写余的に因一果関係が9θ月らかになっノ…ときで・6実

際には4虫立変数を定量6ク1：タ・ロづことかできス｝い揚／合・や，　定量白ク／二知rうごヒか（’でき

（£その因子を構灰する因手にLl〈つかの子確定ル能含む場、合があう。そのよ

ラなレさ決定論的な方法で現象を推定すると，堆定値と実燦の値との間iC誤差を

生する危険があるため，現在ぎで続Pた不確定な部、分の傾向を重視してイ聯柔を推

定すう方法である。これぽ第1編第2章概説で述べた傾向法，拝続法，周期法を

大気汚梁波度推定のための故Kモデノレ自身やモデノし式中のパラメーターの推定に

適用することに1目当する。適応論的方法を犬気汚栄濃度フ崖定にとリ入れた言命丈は

本諭丈ヒ・サンで・レス市の数式モデ’レに隈られていう。

　ノソスケーノレの気象とスモー1レスケーノレの気象現象と犬気汚※のスケーノしにつ

・て1境1編第1章てその関連性を論じ1…09”，rg　2編でぽえ防内の場姉9な〉球

濃度を推定すうたわの数式モデ1レを完成し，第1編で得た広域の汚梁物質浄イヒノC

ラメーターを利用してン局》を的・な汚梁濃、度≠産定i去を確立了ることにある。
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第2章 大気拡散と安定度

　　第1節　概説

大短媛体とすう輸送拡散理諭は．こn9てに多くの研究乃・：よってiJE　ftでe

らMきた．Tayl・r（4）1翻めて天気の舌しれ・影響を含の　拡散の問題を≠k・

た．基礎と行式1疏体中での物免運動噺工わ・ギーの輸送を表靖方微

である。

　　　物須の；荒束：　　D・＝ρ古1

　　　摩擦庇力・τ＝一ρ｛万’　　　　　　　　　　2－1

　　　套禎ワ玩束　　　　：　　H＝C　　pw一T’

　　　　　　　　　　　P
・・で・は額の額であリ・～婬気の定麟煕叩臓・’v・w　1“直

角　ffliS　／？r．で・，y，・方伺のノ麺分ぽわし，Xは・煙な主風向、Y1言・煙面に

手けでx睡瓦印鉛直上方f・1であう・この約勅拡放麟ど以後・・で5ゲ

ての闇題に適用する．ダゥシュは風速揚か定常とみなされう靭問での風の度楳軸

各《》の平ナ勺イ直から6ウ偏りをli：す。　乎戊勺イ遣／てぱ又字上に　（一）をイ寸∫ナる。

．・s・・7i〈…］lf方向に，1物理現象が一様てあるヒ⑳犬前提の下磁随方向の7ラソクス

のみを取リ上げるならj9，呑物埋才り勾9tをセって

　　　　　∂5
D＝ @　KD∂z

　　　　　∂u
τ　ニ　ρKM

　　　　　∂z

　　　　　　∂θHrC帥ﾏK

2－2

で勧⇔・・は疏で・D’㌦・，，醜々棟とすう願運動量顕熱硫

流拡敬イポ数であソ，舌し流犬気の混ノ合強度を特定づける非常に重手な量であう。

　気層内の流体・素》の舌いれの発達するノく度としてRichardsOn（19）ぱレ・fノ［レ
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、〈斥力のなす仕薯と重力にテ寸してなすit　5と⑳大小を比較才ることで表わした。

高さ・で碑イ醗積当助彩％じ売zわバーをpE（・，七）とY6と，7K手方向

に物理理象が一様な場・合

∂亘 o…’・）一　・，1（∂百∂7）2－・H号（豊）

2－3

　ここでqは重ヵ⑳nD速度，Tぽ絶タナ温度であう。声」ユかごjEな4は乱れを起こす

よう1：　iDき，輪らぱ御を・蜘うよう1詐嗣勃で・・蹄詰して石鰯

1フ頁と第2工頁の比によフて乱れ⑳発建を表ノわせるtのと（ノた。

Richardson　No．　＝

＆（∂θ∂Z）

∂u　2
（砺）

2－4

　実ア爺にぽ風のプPフィルぴナノ分・」曝∫弓則定されな1、た4り．式（2－4）のイて’1に

垂次元宇定度比B力可更われることがよぐある．

　　　　　2
　　　q　z　　De
B＝ sU2（ ﾃ） 2－5

　Moninと　ObukhOv（1）は地表．面、aら数ナmの祷蛇気層を対象としたオイラ

ー3目イLスによる拡オ丈夕望論を・誉表した。この中で4K－9ぽMonin－Obukhovの長さセ

醐頃層の停定度を詞尺度を示した。

　　　　　3
　　　　▽　　　　　★
L　＝一一・
　　　Kq　　q
　　　－　　　－　　　To　CpP

2－6

・こて・d斑髄さ．v・ig　VM・P慣手髄度、q・」上方・・熱蘇．　T・は
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Z・での題・Cp・・雄・ヒ熱．

ラ貝∫｜cil！　さ　オtな　い　の　て　　　　Lの　イ㊦　リ　1こ

Ll。』旦L．

　　　KM

　　∂u
V★（∂Z）T

Kは刀」しマン定数で、ある　。熱；虎束q　’ヌぼと∠ど’

・q（∂θ
b噤j

2－7

をイ更）ことか多い。熟流束．ぴ下方∧向いていクならは㌧q〈0でL＞0ヒなソ安

定域層を意味すう・q・0（ほL・0ヒk．rり待定踊の場、合で別，q＝0，し

たかってL＝°°なら’ゴ中立域層の場／Avとなるρ

　大気汚架物貿か空気中を伝播する場・合，煙けその流路であう地表励から麹〔百m

上麹ての艶囲の境界剰助犬気の縫に支配さ・t・・b．こcp・X気のPttlEは主。風

速・鑓パ気嫌拡灘数み垣ラ伽肋一レを描パこいの；確’・，

Moninらの租イ以理論でも明らかなよ）t（〕曜表面から上空50mあたリ」て勿］書

ナピ境卑ノ髪とロ乎∫コβしう範囲内て’とくに地表鹿）が乎らノ『草原・なと’co　t多．合に戸艮らJれてみ

リ，上空数百mの表面境禰’こ関する．．Fil究IJあ3り行なわれていないといってよ

い・Lたわて緬塀層内の犬気の礎9沃定は鯉助層励殊をそ耐・
上空∧延長して豹1用yる場ノ飴’多’い。

　大気古定度の評価ρ，気温・分布，風齢布を求めk＜て¢行ない得う。

　Pa・qu工二1（12）咋鞭θ類方1去1：⇔と地上IOml：あ／1るet遠と雪重，日

射董の予測で混合拡敢パラメーターが沢定され、汚梁浅度の定劣核数式1：よる推

鉢可能ヒ鱒・伽・多撞ノ鑓力・ら大気族度雄類うこヒヒは，チ麺1k

付近の乎均的蹄定度を評価フることを意味している．

　Islit・er（20）やSinqerとFrizz・1a（21）1こよると、気温》布加貝牢で

あるカ・逆転であクみを判定了ること，ゐよび雇し速⑳予測か濃度計算に’）必要な入力

となrう。　Martin｝　Berber（22）　の安定ノ更言乎イ面にようと　3つ9区｝間’：Z亡刀っ　た

字均的な錨直気温勾配の予測を行な）ことが世薯である。

乱流混創広蜘繊のメ雄は敗の全境栃助平均的な値鯨わう場A（23，

一IO4一



24，25）と，地表虚アカ、らノ鈴（頁方危］’こ言デ鵬IDに・asT，［〉を求di）クt多／合　（26，27，28，29，

30，31，32）gの2つの方向の研究がなされてt、ク。4藁，fの場ノ合地表面から±空

50mあたりまでの接姑》倉．禰内をラ寸慕とtてあソ＃地1耕ノ曽より範囲が広い表面

境昂層〃珂究はソ塵τの実，験例を除ぐヒこ班ノでにあ」リ行彦われて・・ないと‘）

フてよい。〔たバフて夫気汚父濃、度の推定」：繕地層内⑳理言倉を応用する／こノゴ膿・塀

があうラ．

　　X2節魏相的とした風速介布と天気；昆冷度

　　　2－1　1魅合葎ヒ気温冷布

　Deac・n（33）は経験助1諏速介布の才搬法則を導び・た．一方M・ninら（1）

ぱ井数．分布法則を理諭S9　lc誘牛した。＃数法則ttre表面近く怪地境果層のノ領域に

当てはゴうかノ指数法則1コ薙地境埠層よリ毛広い、領1ぽ1こ適用される．指参ヒ・分布；ま

夏りlg式（2－8）　　て’一表イ）さイしう。

　　　　　　　　z　β
・（・）＝u（・0）（－7’）

　　　　　　　　　0
2－8

　ここでU（Z）はtVk　mbからの高さ八Zの点の風違である。風遅・鹿直分布σ気

温ノ分布ど超表面粗度の影黎を受けるが，楕数・分彬則の式では係数β樋当に変化

一するρMunn　と　Richard（34）の研究て’tr　カナダのダ’グラノくホ9インAて・・．fe7膓ぽし

た観漠’1デLタによ・フ　て夏期にJgl日の間に　βズ×0．2　カーら0．7　の間を変動すうt

tlラi吉果をイ与ている。

　わが国でぽ翅上数百mの・－1　Tの鳳じ分布ぴ毎時観測されてし1る所はIJとえど無

く、1968耳頃iで東京タワーが唯一の観ラ則地点であった，そこて3戸市域での風

速鈴直●布と気；品、分布の戌tF，kを見つJナるア：め，東京タフー4）1967＃1月力、ら3

月までの観測データを利用して槍祈を行なった。●祈の方法ほ気温勾配をTebln

2－1のように［Z．分し，各Z分内に地i裂から250mの高度までの気」蚤7クPフづILの
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go亀肚加含卸うどきの！醍フ叩フ・1レを1醜を嚇い戊世からの高度を．fliEgtl

にして爾鋸臼ア゜・パした・各グ’レプごと・讃似した勾配殖嚇戸Fiq．

2－1の　よ　づ　にイ3ら　れノと。　・各グノし一フρの・勾西乙の　乎まヲ？＊’〈め　乎t9勾助乙ど気湯・勾勇ζの関

・舵勘うどFi・・2－2ど／Y・／・・ノ司図で・印1」F…七（35）溺斗実験で・徽

値であ乞F・・st　i（よづ値1碑看碑課L比べて・1・ざ・・値五ク傾向Wみ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
「彼の緒果J；乎ら刀草原’：よ・たtaであソ．箪声・う桔※’」夏物の宏菓（たえρ茄域

の七のであリ．場戸ケのifi曼がフ’Pフィールσ）乏皇いを生ビたtのと．iiliわれう。　Fi　g，2

－2カ・ら指数βは温ノ度勾西ことn間に式（2－9）のよ撒な蘭数E48た。

　　　β一・・7－・・52exp卜・．23（2・．・…；・・．・）6］　、－9

　　　2－2　鉛直方向混合拡散係数

汚梁源が醐1：飾していると｛lf，W方向よ戊毛鈴莇向の拡散が繋・こ関

して二重要な要素と、なる。そこ’て・錯直方向のラ齢拡散イ糸老女のみを考える。　こ⑳イ系数

は・式（2－・’2）’・P・i・・…y（36），・・ack・dar（27Bの式匂ゆると，

　　　・D－・2・2（・一αRi）m書　　　　2－・・

’〔与之られζ）・ム’本（37）はlil　」1・lc　i：KDを攻式て’表わぜうとしている。

Table　2－l　　ClassificatiOn　Of　「pernDerature　Gradient

0．0065　≦dT／dz

O．0　　　　≦　dT／dz　＜　0．0065

－0．0065　＜　dT／dz　＜　0．0

－0．0098　’dT／dz　　　－0．0065

　　　　　　dT／dz　＜　－0．OOgR
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KD－・2・2 i・一・一・Ri）1／2（器） 2－11

そこで・1まK・rman碇数，α，m，σ12それそ中定数であう・

　叉際の那市上空の混合核散孫数を求のうために，物笈の混，合拡駁佑数か’温・麿伝

与イ緻と醐刷生を磁・て凍京タワー硝泌斑齢棒ら知よ5／・

方法によフて温ノ芝イ云・暑イ矛数を求めfc・

・H莇う訟の醐肉で変川な1・t・・）ヒ識L欠元碩縛方麟／’次

のように，差ノ分形式にノ分角乎される。

≡Ti・・，m－・Ti，m＋’i－・，m

∂zZ

∂T　　　△T’

＿＝　　　m
∂七　　　△t

　　△z2

＝Td2

＝Tdl

　　　　　　　Td2
＿＿→　　u　　＝
　　　－F　　　Tdl

2－12

夫気の麟鱒イ轍闇；緑倉・よ鑓度僧微KMど噺・・よる激鱒

イ綴KRのlnとなう・

　　　KHニKR＋KM

輻射1てよう顕鱒イ徽KR・・つ1・てはBruntこ’8）・ておて理鋸開訊・

樵気圧5mb，275・k噛㊨．　KR－・el3n2／・樋値⇒られて・・る・錫

拡散1、よう蹟鱒イ繊’燐品．離でts・．2・r・，・2．一であり舌・；虎拡灘数・

大き1に比して缶、視できる。

蕗タフーの気1齢和・ら式（2－・2）1・よ・てKH醜定・・そ，1・・P一らKR

を美し引いた値をT・b1。2－A－ll弍す．風速の鑓》輸（2－8）とK（2－9）

から各・Mを勅爾点頑速飾持めると・M／（・2d・／d・）繊ら口・

一IO8一



Z

t＋△t

　Ti＋1，m

Ti－1，m－1

T．

　1，m

T

　　　　O｛Nミ弓NN

｝＼N

Fig．2－3　　Grid　Point
of　Temperature　Profile

　　　2

Z

〉硲

一4．0

Fig．2r4

・輪L。

　　　　　　0　　　　　　　4．0

鷲㍑謡：＆。よ）K、、｛、・聖▲

and　Richardson　Number

K／（zdu／dz）の値を縦軸にリ4ヤードソン数を横軸にとってフ゜oットしたのか1’

Fiq．2－4である．同図ではデータの数がケな【・た4う，その戊刻係の信頼性は高く

なし、 カζ　）欠式力く／s弓　られた　
ρ

　　　　　　　　　2du
～＝（・1－・2Ri）Z　dz

｛α・＝°・°1°4ct・2＝°’°at　R’≧°

・、・・・…4・2＝0・°162at　Ri＜0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2－13

　　第3節字約

才軸境界層よリ範囲が広・上空焔mまで媛面境稲と呼ば樋層内の概

に関す殉究はパ断なわ叔・、ない。この研究樋．9「x・原劇工，そ砺の

犬気の状態の実測rs　簡単にできす層，デLタ八得難いことピ気象学上　そのよ

ラな葛ノ更の、石ゲ究に」阜弓しが’＃eノ；才し／sp、ったことによる∂犬気0ラ染二凝のチ崖定／ごはこ

のような層の杖態を知るこヒが墳要なため，季章てとくに束京タ7一で地上から

300mのE間で実測された気温と1縫のデータをイ更って従未得られて、・る氏果’

（35）を雛に輌鐙輪布酷イ導傍数・飾を行砺た．そのSE果・

（i）斑市の上竺200－300m汗の醍フ゜・フ・・レ’・指数飾法則が当てt9

　ま2）ことカく認わられた。　とくに草原での地上丘くの風速プロフィ’レの実7fi∫1　Jこよ

一IO9一



　・℃これまて1こ記めら恒きた指数の値ぱ天気笹定度が口のとき，みよそ

　0・25であ・松，鯨”一の観；則‘課ては，izゾ0．3Sを　・6て制．7ft

　なとき　上．含dり’て　／〕ヨ≠了らth勺｝こフ〈さなイ直を　ヒ6）こ　とかオ）カ、ったo　　こク）よ　）　76「多吉募当コ

　牢京のよ）に建物による地表偏・粗，度の大きな聾あでの特徴でIJ方かうラあとえ

　えらオtる。

（ii）気遥レ分布⑳蒔間的夏イヒから．そのときの，鈴直方向の4己流；～L合拡散係｛数をま’

　め，Jmaとニリ47一ドソン数との関偉を三だめた。混ノ合｝刀オ丈イ矛数のf互∫ま　1－10

m2／・ecであり，・・f・t　gて・に多・・人緋めて・ろ戯酬して。う．たアご・し

　テ≡タ⑳解リサ∫コ次の’仮定と方法’こ4迄った。

　a）温麿伝導係数と物貨の拡散縁教に調似則八灰り立っ

　b）り｝ヤードソシ数を求める1：めの風速と気渥の錯直勾面乙は，ポφう高．麿の

　±50mの高さでの鍵と気温デークから求めた乎均勾助ど⑳値を使戊．　なあ気渥

　・分布ほ移1允による空八才仰a）NtftかわリズN・ないよ戊なときを」選んだ。

　大阪地方では・鈴直方危1の気温と風速妹測定されてい・ない。Lたがってこip　9て・

に碍られて・、う天気の状態を求めク耗験式の権正をイテTJ．5ことびでぎなo。
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Se号　表、

B：・｝チマ．・ドソン談欠のイ㊦リの一毎「○欠元審定ノ音とヒ（才』－1：bL）

c　：ガスの安圧比熱
　P

D　：物質の流束

E（z，t）：．単イ立『頁’量ひミ毛っ乎均舌し1克工ネ1レキ’一

9H

DHM　－

KKKLL

9一SST

㌍TOしU

　’　★一U川V

Wソ

■S

S●

重力のカ0速．度

熟克束

鈴直力向の物質の乱流拡散係歎

6蹟方1・中賜熱のtL流拡散イ余数

㊨垣面の運動貫の疏硫散・（，k教．

主二ニ　オプクホフの長さ

Lを笥略／ヒけL－　’e’・フi度ゲ元づ天度

け’〈⑳熱流束

物質の乎均波度

物質のア均浪度力・らのQ動呈

気温

気温の7灼値．からの変動蔓’

・∩点（－’・硫品・

時聞

x軸ゐ’向の；聯蛭．1¶のある，ゴ1き〆問・1：　t’ノ，19

x軸5ゆ・，句↓才、lr…H）1］打げ順

　llか・，・グ9勃峯’

庸擦速度

i’v，「？J’1〃iの耐4・の流速

　w・パ・印助6

　　　　　　　　（一）

（kca1／°C／kq）

（q2／m／・ec）

（qm2／。ec2）

　　　（m／sec2）

（cal／m2／。ec）

　　　　（m2／sec）

　　　　（m2／sec）

　　　　（m2／。ec）

　　　　　　　　（m）

　　　　　　　　（m）

（cal／m2／sec）

　　　　　　（q／m3）

　　　　　　（q／m3）

　　　　　　　（°C）

　　　　　　　（°C）

　　　　　　　　（°C）

　　　　　　　（sec）

　　　　　（m／sec）

　　　　　（m／E　（iC）

　　　　　（m／sec）

　　　　　（n｜，’SいC）

　　　　　（m「sec）

　　　　　（m／s（・べ）



z　：SFE方向の、座樗軸

・。・鵬長さ

α1　　二　式（2－13）　の係数

α2　 ：　式（2－13）　の傷卜数

β　　：風速『分布のへさ法則Kの指鼓で気温フ⇔Pフィルによって変動する。

θ　：地表からの高さz了の温位

θ〇一糠からの高さ・0で’の温佐

K　：加レマシの定数

π　　：円周牽
　　　　　　　’

ρ　・空気の宏度

　ソσU，σ▽，σw風速⑳乱れ（U，，vl，W，）の標準備差

τ　：廓柞刀

（radian）

　　（m）

　　（m）

　　（一）

　　（一）

　　（一）

　（°C）

　（°C）

．　　　　　　　　べ

　　（－l

q／m3）

　　（m／sec）

（q／m／。ec2）

一112一



第3章 大気汚梁物質輸送モデル

　　第1節概説

　大気汚茉物質のJS（気ヰの伝播を表わ寸数式モデ’∫レは次のよ）な研究に立脚して

いる。

煙流モデ・レについては　（i）輸送理論によ。て拡散方程式の解辞めう．こ

れは1く理言翁とロ手1まオし．Monin（1）　やPanofsky（40）　ノBosanpuet　and

Pearson（10）なとの汚矛’究刀ミこれにあたる。　（ii）乱；克拡散をま充計理論によって

公式イ6すう方法て　KOImogOrov（41）やSutton（11）なビ⑳拡散理言倉がこれに

あたる。

煙の有劫煙突高度の推定’・ついては（皿）理論的に導ひ’・市排出壊度’てよる

ものと，浮力による毛のの和ないLtgそぬらの2フの規象を突．験によって1っに

まヒぞ）7…実．験iiや’辛4りらJsl’tてし・る。　Bosanquetら（42）Priestley（43）の

式嫡声1：属し，H・lland（44），Luca・’M・・re（45）の式が役秀’掲す・

i’ZfiL　tデ・レ1：つ・ての．珂究の？E移i4　Fiq・2－．5　tこ示寸．拡鮫聖論1：よう解ぽ

Roberts（46）か初めて解いたか，そ1れ以未BOsanquet．1涙上（49）ノ

Pan・f・ky（40）ら多・の研究声餌寺定の犬気例康の下で拡散公iを誘導して

いう．ま蹄市琢の短時間②：う繊度の椎定にTurner（13）A”初わて拡散公式

を適用した。

　排歩源から歩、た犬気汚in物質の伝緒媒体である天気は壇養以斗ノこ境累を符たな

、・千フ「一アン三λテ4であり，またその混冶・拡散を支配する気象現象∫コ非定牢で

あうたあ．イ云緒過程⑳舗現象を1つの数1式モデルで表aj　Yるこセぽ子可能であう。

L・r・・ZN．てモデ’レのあり方いてf（式　｛デ1レ舖弾である；ど．現星をう3〈

叢現了ることのために　ヅすL｛数式主デルを1つに限定ぜア、君象とすう時闇

的，空間的スケー’レノ52は魂，象に庇じた段つZZの敬式｛デルを作り，それらを

組み／合わてうこヒぴ4†なわれる。煙突みら出た煙の流れを排広直後φ化まの上昇と
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　しはbく　し

例て・ある。
　び

てぷ映紡角⑭づ梧1試乞．分・）て言輝了るこt…」そ碑㌢聯

樟・縦殺触坤て・る拡狡イ旙過擬表靖猷・デ・パへ・続・

て虜ぽの局・願冴膿～輝・働描章テ1〃を顧妨・

　　　　　　　　　　　　　　　　Tav10r（1915）（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥　　　　　一一

　　　　　　「一

匡蕊：；○聯蕊顯

　　一二二berts（1923）（46）

　　KichardsOn（1926）　（19）

↓

↓

BOsanquet　and
PearsOn（1939）（10）

Sakaqami（1953）（49）

　　　．一一一1

PrODaqatl（）n
wit二h　a　limite（『

ve10Clty
　．r・〈10nin（1955）

　（48）

　　　　　　　ヴ

　　　S七a七土stical

　　　Theory

Monin（1959）（50）

Fig．2　5　　Transition　of

↓

　　　　　↓．

認蒜七『］

　　Taylor（1920）（4）

｝《01mOqorov（1941）
　（41）

i

　　　　Patchelor
　　　　　（1949）　’47）
　　　－」．一一」

H㌧terO「t’∵「｝OUS

Turbulent
Diffuslon

　EllisOn（1959）（5エノ
　Gifford（1959）（52）

Diffusion　Theory

　　　ユ

　Sutton
　（1932）（11）

Pasσuill
（1959）（］2）

　　　　↓

　　’Tiurner

　（1964）（13）

（79）

　第2節　4疋禾の訂ヌ。

　　　2－1拡敢丁4iiの解

　　　2一亡1煙の戸・ソLカクノ方咋をイ庭けづ、

4赫の謁臓以に・i・kの第2・矧ぱ礎と・て解力・m・／・　f・のCあづ・

　　　　’）C．、．Fワ2C　　　　　　　　　　　　3ヨ
　　　　∂t　　　　　　　　　　D



こパ乞直⊆産二『1：，y，z）系て乏力すど2ぺ’3・－2）となう。

　　　　∂C　∂2C　∂2C　∂2C
　　　　∂七＝KD∂。2＋K・∂y2＋KD∂。2　　　　3－2

こ・でL・D・」繍撤（m2／・ec）で・あリ，Cl磁勧う嫡・凝，七・コ醐

を表わす。

静止ifi，Fi」4　［Pの物体の拡散J－」R・ber七・（46）克欠のよう’：角警・た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾈ癒：1；：；iえ）一ぽ

ここで，（×’，y’，・’ね単粧量の物質の放訟源の位置である。

であう．／kl：C　D（1っ・ヵ，摩標xりみの関数であうものヒdbと，yあよひ’z・fこっ

いて芸、（3－－3）を積，pk亨うことxlX’できう。

・（・’・）－

Q÷／：（xt）一｛一（晴｛2｝dx，3－・

tl－0でかっx－0のとき備物質戎農度t；CO（0）＝M×δ（×），ここでM’ま一定

値，δ（・）ILIクfl　．7．，カーのデ’・レタτ・あう．衣（3”’4）乞x’で積・分しx‘を0で

あさ・0・えうと

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　X2
　　　C（x，t）　＝　cons七×　　　　一　×exp（一　　　　　）　　　　　　　　　　　3－5
　　　　　　　　　　　　　　　2v’fiK　t　　　　　　　　4KDt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　とfalじ’｝※イkを｝’　z ∬こフいン（t／f「な戊こと・σぐて；’さう。

　坑蜘余数ぴ方卸こよ。て異なづとき（・，y，・）方向のそれらを（Kx’Ky’K・）

と乃ヒ，直角彦標て瞬問津イ立童の雰物励ミ1点なら排旗さ身t斑き，t時
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間後のその煙の、分布IJ

・（・’y’・’・） G毒・p（一念一毒言）3－6

Qは単但調助の微量として、一定・風速・でラ殊願か動くヒき．原点

ヵ・ら測定↓た風下《”の’切手間鋤煙のAif　i9，その点源樋続源のtき∂C／∂。〒O

　　　　x＝しr・七として
　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　uy2　　　uz2
　　　　C（x，y，z）＝　　　　　　　　　exp（一　　　　　一　　　　　）　　　　3－7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4KyX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4K乞x　　　　　　　　　　　　4rrx／商一
　　　　　　　　　　　　　　　y　z

ヒなう。TaylOr（4）の提示した混合核雄数ど犬気中粒子・の・分散の禄弓t⑯差と

の聞イ，lis　ll♪欠式て・才される。

　　　　二・・3。K，二・・多。K－－tLd・妾．K　3．8

　　　　2dt　X　2　dt　y　2　dt　Z

　式　（3－7）　［c式（3－8）　をイ＼〉」寸ると〉欠のような関イま式を4旱る。

?Ep（　　　　2　　2　　2　　　x　　y　　zの　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ロ2・そ2・多2・i）3－9

連一源・r）・楡・p（－2…i－21i・3－・・

風ta　ic9直X平な軒硬続線ラ獄1原・吋し一一（ぱ

　　　　　C（苦旦一衙i。、exp（一ゴ）　　3－・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－116一



　地液面上に排出源バあリ．地表で気・全t9乃羊物質が反射了る毛nヒ「財tば．式

（3－9，10，ll）をそれそ’ホ2倍〔ごφぽならな∩。

凝飾ぽ殉影磐揚慮し賦・・淀掌拡散方繊の解陵殉ぶと’こ

よフて与之られる。＃2排出源．尺気の条件か特殊夕場！合吉変形して簡単化ざホう。

（a）谷間

　σyが㊨♂）中J：比べてす7S犬きくなったとき，濃度ぽ谷の間て均一と、なうtのと

仮定される。そこで谷の巾をLと寸るとそつ．谷間の濃度は

・（・，・，・，h）一！Z☆・p（－h；）

　　　　　　　　　　z　　　　　　　2σz
3－12

（b）線源

無f鯉繕鯨力滅句埴角にあうヒ5、ある距離・’・での1鍍t・y方rq・澗

イ，F　しなく　ノ：」る　。

　　　　
r≠（　　y2一云7　　　y）dy・・　　3－・3

　　　J　－oo

したかごプて

・（・，y，・，h）㍉係。鑑exp（一差）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　z

3－14

ヒなう．　ここて　QLぱ単位日キ間単イ立長さ当リのネ非出董である。

逆転層の底がDmm上空に有在しノ砿散物質を十れから上へ輸送せす’その層内で

犬気がよく混θする場創コ（・）と1司オ4の房之方を・方向の濃度ド毛あて’geう

こヒnミ可fi’もとなる。

・（・’・’・）－ `y、卍巴Φ（一毒）　3－・5
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　Fi。kの方櫛、・塊・確々・境腸イ午，関師をイait3・6こと’：よ・補手か

M・、φ．C・lder（53），Deac。・（54）畑解Mボ・：数L帥る・

　　　　2－1－2Sutt・nの拡散公式

　Su七七〇n（55）はラグ’ランジ相関閲数R（ξ）力近！似式とtて次式を示しf。

　　　・（つ・（V．zllZi12ξ）n　　　3－・6

　犬気中fl〔斗・分散の亭票準偏差σxとR（ξ）の関∬卜tr式（3－17）Tあう。

÷2|（ξ）dξdt　　3－・7

†θ尺かtLの値1こSt　Lて’9弐（3－16）を式（3－17）’・ぺUると

・隻・（・：v．Zo）nA．n）（、．n）。，2（－u’七・）2’－n

　　　・…一÷（U・。）2－nc；　　　　3・一一・9

　　　　　2
ここて’Cxは

　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　l－r1

　　　・そ一櫟「（÷；）　　3－2・

式（3－・9）ピ聯昧が・。．・y・こつ・て毛別立つ・お』拡鰯を

仮臼る・σx一σy一σ、tcx－Cv－C。となう・式・3－・9）は粧授力v原勧’らの

距離のあるへき棄て璃加することを示している。

フ・つウ、運酬よう疏崎搬・2，鞠微を・mとす6t，

　　　　♂．．2z－・　　　　　　　　　　　　　3“21
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こ。理論を煙の允充拡散1こ拡張すると去（3－19）ぽ（3－21）が等い、ので

　　　2・D・一÷（li・。）2－nc・2　　　　3－22

ここてC。は一鍬された拡散イ轍て・風違と閲厘している・・はあう童・u㌦1エ

‡非出源よりの風下距離を示亨．竿方性乱流で、ないときにla，

　　　・。t－÷・2－nc。2

　　　・y・一÷・2－nCy2　　　　　　3－23

　　　　　　　　1　2－n　2
　　　K・t＝TxC・

　Rober七s《の式　　（3－7）IC式（3－23）　をイK＞・’ずると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　　y　　　　z

こ柏S・tt・nの試である．　Sutt。nはnが駒速度フσD　7イ’レから沃定

されξ）毛のとイ反定しプ…。　一了彦わ方

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・（・）－U、（i、）2－n

砲臓的平ら姪生の上て・気温が中立イ犬態でn，Cy，・。の値は・・÷．

Cy－0・21／c・－0・12であうとしてし’る・
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2－　2　　相イ以王里論を縦ヒ　tノ…i周拡β欠

2－2－1オイラー痢射以によう渦砿散

類わ茅跨の；船拡散イ棋KDぽT・yl・・（4）は・て式（3－8）て表恰

れた．　Batchelor（2）は∧　（3－25

　　　　　　　　！

　　KD＝戸2Zz

）でこれを手えた．

　　　　　　　　　　　　　3－25

ここて■「一’ @（＃ノ鈴直方向の雇し速のイ敗小坦動から菜めア：風速の舌しれを表わす、分敬℃

・w2ヒ掻叶・Z・｛」乱れ・スケー，レを勧す・i（3－8）と式（3－25），σ。－Z

から

　　　ldZ2
　　了aτ二乙。σw　　　　　　　　　　　3－26

Monin（48）il苫勇の上靖｝｛こあう　X堂の粒チのイ立丘（X，Z）　とその運動ノ〆式（3－27，

28）で・表tフせう毛のとした．

dX
ざC＝u（z）

dZ
－　＝　W★dt

3－27

3－28

ここでw叫」煙粒手か上方∧拡散すう最犬速度を意味し，w★＝λV★φw（「，）

「〔表オつfれうo　ζ＝z／1・　　であう●

　式（3－27）と式（3－26）から

dz　　　Zzσw
dX　　　　U（Z）xZ

3－29
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　lzはKZφ（ζ）に写しいのでw★はσwに比例する。　w★＝σwKφのとごMonin

の公式ヒ　Tay10rの公式が一致すう．エネルギー．逸敢宰はそのエネ’レギーの乎循f

をノ9ノ慮した次式で豪わごれる．

　　　・ニーπ嘉・荒アー；。（wrE・÷酊）　　3－31

捉茅1蜘掴流工わレで一の9動・2，・t’一一か畑イ輪臓机，第2頃・巧力

による乱流工わレk”一のイ共給を，第3頂／塩砺れやの拡甘短表わす。
V．2－K，、1・・／∂・，・≒w・：“r・・3／2／Z。とK（3－3・）の第3項9・とし↑・式おぱ

（3－25）カ＼ら

　　　W★　　　　　　Ct　1一αRi
　　　V★

　　　φw（ζ）・（・一・Ri）1／±［・一｛・・（ζ）｝－1］1／4　　3－32

　才イラー相似1：ようMoninらの1広敢理諭式から

　　　　芸一芸ごφM（ζ）・・U一三“｛f（ζ）－f（芸）｝　3－33

・こて・0・胤賎ざ・itK（3－32）とw・一λV・φw（ζ）あ’よひ’i）〈（3－33）から

　　　器一三命｛・（・－f（・・）｝÷癬「3－34

これかオイラー、ヂθ・似による煙の形を．SLる式である。次’：式（3－34）　を簡単な

形・V6・蚊（3－33）からφM（ζ）・ζf’（ζ）であ鋤d（3－26）・ま次・よ

うに書き変之るこヒができう。

　　　　、dZ2　　V：　V三　・zV★
　　　丁証＝KD°r　KM＝91「＝巻φ訴）＝ζfl（ζ）
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したか’ ﾁ（

　　　坐．　KV・　　　　　　　　　　　3．35
　　　dt　　　ζf‘（ζ）

蓑（3－27）／K（3－35）から

　　　皇］〔＝　　Uζfl（ζ）

　　　dZ　　　　KV★

参．（3－33）と上∂（カ・ら「ゾ旨をilj著舗ヲ芦5と，

　　　dX　tv｛f（ζ）－f（ζ。）｝ζf’（ζ）　　　　　　　3．36
　　　砺一一一一一7－一一一一一一

したがフて

　　　　　　　ζ
司ζlfl（ζ）｛f（ζ）－f（ζ・）｝dζ　　3－37

　矛安定夙層にあける守定度己ノ分りf（ζ）1≠Table　2－2で事え膓4tてあハ，こ

のf（ζ）を式（3－37）に当てほめるど，

　　　…3≧1ζ1≧｝ζ・1－－n・t・岳・1ζ1－1ζ・l　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・≧rζ巨…3　・南ζ1・／・一…3’／3！・一・8

　　　　　　1ζ1三5　・舟5－’－1・r’1

したがって煙の拡がノの標準備差σ。t’1；

　　　強嫡流頒劇　　　 ・。・x

　　　混飾徹域；　　・。・x3
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自由汁；ん亭憂域’； 激t〈上方へ3さ’tらごれる，

一方乍定房1層にゐワるX望の拡散∫」

苧（2κXL）1－°’7

一ピ（2κXL）°°5

三・・（　2κ　X　L）°’3

　　　κ2×

2　＞
　　　1、

　　　K2×

30＞－s－＞2

K2X
　　　＞　30
L

3－39

　？一：。ni引塙靴と毛に変イヒ初拡敢鵬の灘飾を沢餌うため’放vat・？

形働紛方牙試の利用を麟した・

旦⊆＋旦旦＝o
　　　　∂Z∂七

3－40

芸…F－一・…∂（；iCLw：芸

ここでFは一KDbC／∂・であり，・はV・／・φM（・）で・勧舗鋤れの願でth　b・

本（3－40）の解礪をy方伺く・拡散か’なく，境・粋件として・＝0で’

1・DbC／∂・一・とあいて鰍と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε一1
　　　　　　　　　　Q（・－XKtft｛t）

　　　C－　t7，　，七）ニ・V．（・・SV．七）・＋・　　　3－4’

ここでO　2・≒λV．t，・・λ／2／・≧1て”・／L－Oのとき、λ一w★／V．であう・

風向に垂直鯛定の連続線源であれ・痴y方向の混合と高さlcよう風遼の歎

とを蕪、ネ見し）k氏をis　gるo
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一三ポ＞N・二一弔＞N×m

uQユ＋Hぎ‘

マ

マ＼パ

否＼叶二

m

人P

Qa

＋叶

N】＼NN

H　e

（m）

H－um。

一

⌒N）

m＼TuN。

　（ごど＋

一三ミ

（心）〕

吟
〈

人∫

一「24一



　　　　　　　Q
C（x，z）　＝　　　　　×

　　　　　KV★x

（・一、f．t）ε一’

（・・λi5．t）ε＋1

・≦・≦、：．x　3－42

　　　2－2－2　ラグランジ相准スによる渦‡宏散

　Monin（1）は才イラー相視～によう鍾乞命を繊としてvたか＼，　Batchelor

（47）はMoninの理論を　ラク“ランジ相イ以1：よるi理諦へ格ノ援さぜた。ロ手亥’I　t＝0

｛こ放出点を離れた流体姐子が放出点を原点ヒして平均イ立置X（t）’Y（七）’Z（t）

へ穿多動した毛のとする。

d評一而研一警［f、（m　I．））一・、（争）］

di吾）・⌒）－bV．f2（zTモ）L）

3－43

3－44

bはB・t・h・1・・の鰍と・柚う．fl方；　9m’　f2　t9　一？，遍閲数であう・

和糖からの個々の紛の微磁動をX’（t）－X（t）－X（t），Y’（t）＝y（七）一

司τ），Z’（t）－Z（t）一訂τ）とすうヒ，棚の僻θ布1わグフンジ相側反説

によフて

　　　　　　　　　l　　　Xt　　Y’　　Z‘　　7（－E）
P（X’ty’・Z’t七） 怩?R（π）’市）’π）’L） 3－45

ここにf3ぽ鍵関数，ただし・1ま煙・鮎離峠拡醍動に劔を4z／・

いイ直，1なわ亡t＞H／V★　であう。

あ魏1刻tlこ（X，Y，Z）点近く⑳拡散粒初濃度θ和≠，8澗0－・・の己間で

上の式をタ責ノ分し，点ラ原の単イ庄βテ間当りの排出量をQと了ると，
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Cp（・’・’z）・Q

^。　z（1）3f3（÷÷÷）dt

　≒択　（3－35）カーら

Cp（・’・’・）

?p1；・（・讐））・f3（÷亨÷）㌢）

綱輔であb　tsら1礁衆QipどVbピ

　　　Cip（・’・’・）・酷f3（ロ　’　ロXYZ＿’＿’＿2ZZ）

毘続点；原であ赫ら・ず点源をQ。Pヒ16ど

・。p（・’・’・） V3塔÷）f2－’睾

　ノ今4t勺イ立置Xl工流体粒千が集中していれは“ノxt　ft・Oとなり．

近くで鋭い最犬値を符っi雀牢・分布となる。

　　　dヌ　fl（ζ）－f1（e・・）

　　　dZ　b・f2（・・）

ヒカリ，XllZに仁ヒイ列一アつのて’式（3－45）

kら小う。

　　　　　　　　　　QK　　　　　　X
　　　C・p（X’°’°）τ〆｛・、（ξ）－f、（、。）｝23

　　　　　　　　　　　　　　　　　QK
　　　　　　　　　oc　　　　　　　　　　　22V．｛・、（E）－f、（・・）｝

　　　　　　　　　・Ω／｛22u（三）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　－126一

3・－46

3－47

3－48

3－49

　　　　　　　　弧（3－37）　igXの

XとZの1劉イ扉1づ式（3－34，35）カ、ら

　　　　　　　　　　　　　3－50

　から泥上濃度ほ次のよラに宅二き変

3－51

3－52



　こ，｝vが又IJる1責しつ：で’のre上（蕨．ノ蔓をフ『一『。　衣（　3－29）　1こ衣（3－33）　　あ’よ乙N令

Monin　が示し芦氷氏　（3－53）　をイt入し　矛覆ノ分すクどi）〈．（3－54）　と／Xクe

　　　　　　　　　　　　1／4　　＿曳二｛1．　1　｝
　　v・　　f1（2／L）

苧・
^ll漂旨し4叱

才立棚｝のときは

・cp（・’・’・）・

R一
焉izηz　－1　　ZO）

3－53

3－54

3－55

3－56

　Batche10rはb＝0．1－0．2であるとし　Ellison　ぽb＝0．4で’あうどo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

っていう。

　　　2－3　拡散公式と拡散ノx°ラメークー

穴気和蛎ヤ気鋤拡敢に関すう理論的な公式の誘導揃・1・節で述・’但．

その他に毛多〈の万サ究，看によフて訪公式び示されていう。これらの公式中には大

気．安定度によって決ゴるイま数ズT；1、含9れている，Singer　kSmith（57）は大気安

定度を風向計の針の・3・れる角度を基．準に5つの刀テゴクーに、分け，定性的にそれ

らが発生する日時と・傾向を論じた。1966年だタ皮らはブ’レックヘプ’ンーガ’、～テンネス

ークラスと呼ばれる拡散式に代〉＼すう定董的な拡散ハつメーターの関径式を繁表し

t：．Pasquill（12）t　SingerとSmith粥アな・た旋度θ類とt∫S，1に，簡

単で，崔董的な拡散公式にイやxできうるよ戊な一般的な形でを定度評価法を具体

イヒした04度かく評値）の，基羊ヒし，T，パヲメーター’」ズ至の広がり・ウぐi天見・分ザすク老のと
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仮定して勅ら妊K（3－・2）の中・冶醐るσyと・。τ’あリ・そ垣・、’フノ

ーター　とbJ身†：量，」髄あ・よZバ放出点から〃）IA丁ff巨離の関イ歪を示した。膓着拡敬公ヨこ

と拡放ノVラノーターを3どめて示すどTable　2－3とTable　2－4となう。

　定常拡散公式の計算値の信頬性1∫煙；原からの風丁距離によって変うことカご．一

般に認められている。〔たがって公式を剥用亨う　i（当フてtJ．そ9点をナ今矛慮

醜σ・ならない。OECD犬描斑！究グ・レーフ・1ごようと信頼性厩ξ離との関イ52

次のように表わ（ていtう（58　）．　a）250m以丁て’の有用柊ぽ疑問てあう，b）0・25

－2kmは銭ノ分有用て’あう。c）2－IOkm　tgt．とそ有用7’ある，　d）10－20km

ほ幾／分・有用であう．e）20km以上でt7あ＃リ有用でな1、。

煙源から並い距離での備姪式の適用f∫2km雌が1っ昧靴なる．

　　　2－4郁市咳への拡散公式の応用

　ip市域の犬気汚梁の特4致ぽ汚角ξ源が圧数にかつ不規則に立イネ・介布L．さらに

Hlr　ansg　i　c　t　f筋的1・毛；珠物質の排蹟が鋤すうことである・鉄地表面細

園地域のよ）に滑らひてなく，郁市気象といわれう榔物気温飾や犬気の琉れ

を生ずう．このよ戊な⑪声域の汚乗濃度推定‘rlJこれ3でプそ＾城散王デ・レの侠

用が言式みら’1’している。

　Pooler（59）は米国テえシー川ナシュビ，レの，看戸市域の煙の拡敢の万ア究で緋

出源から⑳猷麗直方向に19．正規、分布をし，木乎方向にぱ風伺方イ立の凶分寡準て

ある16θ劉の｛Z介角n，8　ラL・アン内て・均一に／分・布する・もAレ4民定して1か月の房し

配データによって月乎均：う梁濃．度を計算している．ノ司じ方法をClarke（39）は

才ハィフ丁ナ月シンシナテで応用していう。

　Turner（13）は艇tたPoolerと1司じデ～タをイ吏って4皮かミィ乍つた毎定ノ蔓

．分類と拡散公式によって2時間と24時間♀均のλ鹸藪イヒ物濃度を言†算している。

　Fortark（60）1；　ドイツo）ブL一ノン市を対象に　面i原を100イ固の点源とし

（　正規・分布を仮定した拡散式に某づ’いて拡散モデルを開1答していう。
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Table　2－3　　Dispersion　Formula

1．　Roberts’s　Formula　（Classical　Solution）（46）

2．

Point　source：

Line　source　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　2
　　　　　Q　　　　　　　　　　　　　　　　uy　　　uz

C＝一ユL－exp（一　一　）
　　　4πx，／i（Ni（　　　　　4K　x　　4　K　x

　　　　　　　　y　z　　　　　y　　　　z
　　　　　　　　　　　　　　　　　2

C＝Q・exp（．　uz j

　　　　Z

BOsanque七　and　Pearson‘s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q

　POint　source：　C＝

Lユne

4K　x
　　Z

Formula （10）

　　2
　y h

痂pq。2　exp（一 Aq2。2－ o。）

　　source　：　C＝

　　　　　　　　　　　　　pux

　　　Stability

I・arge　disturbance
Neu七ral　disturb．
Small　disturbance

ΩL

exp（一

P
100∩VOO

h）

px
q

0．16
0．08
0．04

3．　Suttonls　Formula　（ll）

POInt　SOUrce：

Llne　source　：

∈念で［－xn－・（cy；

　　　　　y　z

　　　　　2QL

c＝

　　　　　z

　　　St二abili七y

Larqe　lapse　ra七e
Zero　or　small
Moderate　lnverslon
Large　lnverSion

h
2

　　　　　　n－2
exp（－X　　　　　　　　　C2

　　　　　　　　　　z

2

yh

＋　2）］

　C
　　Z

temperature　gradien七

）

n
　　3　ロ」3223に」

・　

■　

■　

●

0000

4．　Calder°s　Formula　（53）

Point　Gource：　C＝
Qp

　　2　2　2
2kau★x

exp［一Cd。（÷－Z・h）］
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a＝▽

u．ニku／ln（

QL
　　　　　eXP［

ku★x

u（z－h）

ku★x

k：VOn　k∂1man，s　constant
　h－z
　　　　　　　　h　　a　effec七ive　source　heiqht

Clarkels　FOrmula

・・

D，411i 。。IIIdl9。　exp（芸

　　　　　　　　　　　　　　　　　QL

source
　　　　　　　　　　　　ン〒　　uσz

θ＝2π／16　radian

The　most二probable　relati▽e　one－hour－a▽eraqed
cOncentratlOn　a七　a　pcln七　10ca七ed　wエthln　a　22　5°
deqree　sect二〇r　down－wind　frOm　a　con七lnuous　polnt
source　ls　obtained　by　assumng　a　uniform　lateral
dlstrlbuしlon　of　cOncentratlon　O▽er　the　sector

Slade，s　Formula　（56）

σyO

Pasσuill

Line

0．69ヒ

』exp卜2（・；。＋σ；・、／2

七he　standard　devlatlon　of　eoncentratlon
エn　the　horizontal　at　a　half　of　the　radius
of　the　circle　equal　to　a　county　area，
七he　st二andard　devlatlon　Of　concentratlon
ln　the　hOrlzontal　qlven　bv　Glfford　s　formul

C＝⊥exp（

c－q exp（一

　　2
2σ
　　Z

っ）

2y

σ2

一130一



Table　2－4　　Parameters　ln　Dlsperslon
　　　　　　　　　　　Formulas

　　Pasquill　s　Stability　Ca七eqories（12）

　Surface　　　　　　　　InsolatiOn　　　　　　　　　　　　　　　Niqht

w漂；号e胃St…qM・dera・・S・iqh・。漂y、部e：宝蒜…i≦：

　　　　＜2　　　　　　A　　　　　A－B　　　　　B
　　　2－3　　　　　　A－B　　　　　B　　　　　　C　　　　　　　　　　　E　　　　　　　　　F

　　　　　6　　　　　　C　　　　　D　　　　　D　　　　　　　　　D　　　　　　　D

　　　　　　　　For　A－B　taken　averaqe　of　fiqures　for　A　and　B’　et

　　　　The　parameters　are　determined　by　七he　Pasquill　s
　　　fiqures　for　each　stablllty　cateqory・

2　　1slitzerls　Stability　Cateqories（20）

　　　　L・p・erat・・σy（・・）°ユ2・°88・。（λ・）°41・°59

　　　　・・vers・・n・v（・・）°°6・°94・。（λ・）°37・°63

Slnqer　and　Smithls　Stab11エty　Cateqories（57）

Prookhaven
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ
（IUStlneSS　CIaSS　　　　　　　　　　　　　　　　　V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　91
　1，iqht　wind（stronq　insolation）　　0　4x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　86
　Moderaヒe　to　stron（コwind　　　　　　　O　36x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　78
　Moderate　overcast　skies　　　　　　　　O　32x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　71
　Stable　condltlon　　　　　　　　　　　　　O　31x

σZ

O41xO　91

033xO　86

022xO　78

006xO　71

Slnqer　　Frlzzora　and　Smithls　Stability　Cateqories（21）

　　　　Stab’1’ty　　　　　　σy　　　σ。
　LaPse　rate　showinq　an　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　71
　ユncr（’d9．　（）　】n　actual　　　　　　　　　　O　15σ　x　　　　　　O　l5σ　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　P
　tcmいeraturイ・with　heコqht

L・p・・r・t・i・・th・・rm・1・・　0045。　xO　860045。　xO　86
　　　　　　　　　　　　　　　　hei（lht　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　with　dいcreaSln（1

　　〈）　（dいq）　　standard　devlatlOn　r）f　t，he　azimuth　anqle
　　　　　　　　　　　cit．　s∩urce　heiqht

・131－一



σe（d・g）・tandard　dev・・ti・n・f　the　e1・v・ti。n　angl・
　　　　　　　　at　sOurce　heiqht

。100（23／u）＋475　・tlOO　m・ヒer・h・iqht

Martin　and　Barber‘s

　　　Stabillty

　　dT　　　O　4
dz

O　4
100

　⊥00

dT
　　　＜dz

（°C／m）

0　4

Stablllty　CateqOries（22）

C＝2C　Z　　　V

C　＝C
　Z　　V

＝c2
　12

Cz

O　22x

03x
Ol7x
O28x

OO8x

tttt
aaa　a ×＝　1km

x　cr　30km

x，・，5　5km

x　・・　28km
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　〇七七1’Clarkeら（18）は1967年ワシントンD・C・の自動」手排〃スアー面2化炭素

力“スに対して、午間乎】勺濃度を求わう］氏を．Pooler　の方法を参ソ考’：tτイ乍声（L，

言†算を4テなフ　て　いる⇔

　Ulbrich（16）けDサンセ“ルス市を」す象に，これ9て’の定4芦拡オ女女9（どぽまフ

たぐ異なフ7集中定数桑モデルを提案している。Hilst（62）’ユコ？チカット州

にっいて煙0流跡をノ考慮、した拡敢モデルを提案していう。

　Robert（14）らけ　ニカコ”｝｝ラをlt↓2象2　，：瞬1珂、撒源からの丈堂のハρフOiJliVltノ分布を

求わク3次え方向に正規、分布を復定（た式を電子計算磯で解くことを提案↓てい

る、

　これらφ拡賃欠王テー一’レ∫：よクラ5梁蓑ン曹の推笈ノ才現在冴究中であク．　」だ十の蓑奏

的な灰果八明らかICされていない。これらの殼式モデルとその4｝調丈を」とわるピ

ilt）Yge　Table　2－A－2と1なる。

　　第3節秒市域桝象とした；探傷輪送数式モデ’レの定却ヒ

　着P市のスケー’レで天気の流れを見ると大気は舌し流であうといえう。・乱流フ゜［7セ

スを扱）すっきりした」近似解法1才いわゆる有効輸遂イ1卜数の定義から得られる概

・念に基づいていう。この勇之によるとその流体の持つ量はあう時間中の平均値

▽i（Xi）とそ励綱内のPtStvt（Xi，t）ヒの和

　　▽i（Xi’・）・　Vi（Xi）・V…（・i’・）

でaわされる。そこでこのよ）な表現式を4故視的徽式に4t入して多重勾配表示

によう収支式を言秀導すう。

芸・div（V・）－div（・6grad号）－R 3－57

ここで添字（一）は時間平均を，（～）t；有劫偲数を示す。Cは汚梁物賃の濃度．
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V　（」風速ヘク戸し，川魂度，Dは；齢祓散イ轍．　R昧介Cのas生力・t’」涛

ラ凪を示す速虐頑てある。非圧縮性流イ本て宏度一定の場・合にlg式（3－57）　は次

のよう1こ簡単な形をとる。

di・V－・t芸・V・grad　C－　di・（fi・qrad　C）一・ S　「）8

　ノ（間が日牢生活している空間て（」建物か不規則’こ、介布し，地表面．近く50－－IOO

m以下のいイ）ゆる接地境界，層内の風速の外4しか上空のそれより毛大きく，空気の

；施れは異なった特性を持つ。そこて煙の拡散週程は接地層とその上層と2っ♂数

式モテ1レの組み．合わゼで表わす方法かとられた。上空の煙の伝播週程ぱ多重勾

配表示によって式が誘導一さノれる。　これ｜」イた禾の定常拡葺※公i氏にあたる。地税近く

の伝髄程は最大ノ勾廟乙表示か適用された。

　　　3・－1大知耕層内輸送数式モデ’レ

　上空てfGr拡敢玄、　（3－58）　19次ク）よ）ンζb簡一単hCが／dtな）1つれるo

／．，乎均風は定常で1次元助流れてあリ，風ベクいレVのx’y’z方向の原・分を

　（u，v，w）　ヒ了ると　▼．・一．　w二　〇t　u　≠　0

ほi）主，和。1の方倒（の汚梁物質輸送ぱえ†流によb毛のカ・乏配的τ拡散による輸

　送1ユ】侵τfう。

∂　～　∂C　　　　　　　∂C
t－ff　Dx荻ぐu阪

（iゴ」）定常伏態を仮定了う．

bC
－＝　01）t
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（iv）宏度は変イヒ1’t：rtい．

　　　迦＋旦、巴＝0
　　　　　　∂y　　　　　　　　　∂ソ　　　）X

（v））S　s£物質の消滅IJない

　　　R　＝　0

赫冬的に式に・58）ほ次式のよう1こ簡単化される。

　　　ヨC　　　（）　　　　　　　　　bC　　　　　　　　　　　　　∂　　bC
　　　u言＝可Dy可＋TS－2－D・㌃　　　　　　　　3－59

　煙か正規分布すう毛のLイ反定すると衣（3－59）は

・・
g一｛一（；lil2－、li・F・exp｛一（lft？，1）2揚・］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－60

・こて・。，・yぽ拠向・こ水珪直方向と鎚方向の煙の介散桔禰酬差，

hia　1’至の排広鳶さ，Qは1非出量，汚染物質の地表腫）吸着は無く．完全に反身丁’する

tのとしていう。ノi軋は∠θラジアンて囲まれた方向力＼ら土勺等／こワ欠．さiそのメ裏クx7it下

で　「fラジアンの外へ拡散しない芒めとするとσyは湾去されう．

　　　　　　　　Cl

　　　　　　　　・；1　　／ノ

　　　　　　　　㌧女／（二二

　　　　　　　　計源

　　　　　　　　　　　　　　　　べ　sL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　y

　　　　　　　　　　　　　　　　－L35一



　　Smi七hら（66）1赴迩砺え方t2よ。て・試を誘導している。

C÷xθ［exp｛一（；：h11）i・2｝＋exp｛－S／＋》）2｝］3－6・

　　　　　　　　　Z　　　　　　　　　　　　　　　　Z　　　　　　　　　　　　　　Z

面1鎌痢こ対してはh＝0，z＝0とみく。軒蝿」続線源から刎三、下、壱、xの所のiva

・。噸源の排宏5鍍を・。（・）．σ。一・xv，θ一・・／・6とVbと．

・・一

式（3－6・）9・1・つき・、から・2まで権介％とqA”面源’こよう濃度は

・A・

ここでqA（・）＝qL（・）／d・で／仮・qA（・）が・1≦・≦・2の醐て’一定であ酷

ら・ゴ試（3－63）1欲のよ戊・こ面源QAどそ・糠繊CAの関イieSZうよう1こ

積分でれう。

・A・ dθαxi§・・u　　　3－64

ここでQAはFiq・2－6の扇形区割ABCD内の全排出量であり

QA・ 轣F1・A（・）・・d・　　　3－65

・Eは次式で示！，h・う均等距離である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　x2　－Xl

　　　　v＝1－txE＝2Zn（・、／・2）　　　3－66（a）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－136一



2　1

X一

2　2

X

）V一
－占－占

X一

V一
－⊥2

X
（2

）V一
1（

＝
V十

lE

X

一
1≠V

3－66（b）

　風速と風伺は晴間とと毛に変化すう。　このこどを．考慮して空気サンア，レ期間τ

の内に4提の方イitjか魂槌ぐθ季△・ゴ／・eti（3－64）・：鱈る・と肪L

られう。ゴは以前に注べた獅枢》で合け池う16方伺鰭’対う・

面源1てよう∫競CAゴは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－67・Aゴ・

奄X、F・念（当τ）

　　E

Nゴはゴ方位にある面励数であう・

点瀦源はう蔽己ゴほ式（3－61）から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Cpゴー

??i△τ．　　　　　　h．τ一一）exp（一＝古　τ　　　　　2αx　．．　　　　　　　　　　　　　　1コ）

3－68

すぺての排出滅糠いた澱CBは式（3－67）と式（3－68）OP・’4’　”一ての方

イi［をカ0え／合オつてζたイ直となう。

　　　16

CB＝ S1、（CAゴ＋Cpゴ） 3－69

　　　3－2　接地境界層内継数式モデル

　地表面近くノく間の生活圏では高層建繁物や地形ピよう粗度，人工的な熱源が存

E9うた掴齪帯に比してさわめてよくmoさytう・式（3－58）は次のよ）な

頃目によ。て簡靴が行なわれう．v・楓ベクいし，v噂間容4れ灯・

（i）u＝u＝0，肺巾ぢV・（Ux，　o，o）
　　　　y　　z
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（ii）D＝D＝O
　　　　　　　　y　　　　　X

（ti－iiL）R＝Q－kC：Qi賜叶日酬1こよ．てit　3う1螺物野拙強度．　k｛」；鰍

速度定数．

K（3－58）行視幼頒収斌て・勧了．

∫V［芸・－V－IV［R・di・（・gr・dC）］・V　・一・・

’匡口乙茅1〕項は

lV芸・V・昔同V（・・C）dv

　　　　　　　　　司VCdV－／。・（・。C）…　　－7・

上劫両辺・一＾ u∵（VC）dVを加之bど

ピ・▽（VC）］・⇒VCd▽・／。・（V－v・）Cd・・－72

・ピ容積vを飽緬・での速度τ’，nは緬のタ閥に餉鎚・クルて

ある・㌘跡流入’1触行面・1と・2　II　・1’）た・た栃ど，」h・・X’流姫描面

の積θに分1プるピ後蛋はoとなる．

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

レ（V－V・）Cd・－」。、．。2・（V－・V・）Cd・一（・in－C・u・）a　3－7・

Ci口え入〃£鱒殻；糠，　C。utは：紘空気の凝，・・」1鍾てあう・C・こ

っいて容季責Vの緩何乎均をとる。

　　　6・÷∫▽Cd▽　　　　　　3－74’

一・ P38一



）＼（3－70）に二式（3－72t73，74）乞イK＼し．3つの項1ヨの簡単イヒを4丁なラと

dl‡e）一（・in－C。u，）・図▽吉・・拾V・∫VQdV－∫VkCdV　3－75

額Vの秤方輌イiRkさをL。，高さを・とV5・ここでL。tEP稜とV

る・Ci。・CB，・。u七一εであリ，i昆舗Vの上臓舵C。pけると

釜＝藷・fU（CB－e）・㌻（・。，－6）÷kε

　　　　　　　　e

3－76

　Zぽパラノーター推定によつて得られるが，物理的にぱ了べての汚染物質が地

緬近くから放出し逆転層鮫き掲丁て上方∧移敵才かつ逆転層の底が存

在するよ）な協、合にIJ混合稽Vが明確となリ．高tr　z妖逆転層の尽の高さにあた

る。そのようなヒき1CjgzえX正の変イヒ速ノ麦を持てぱ’その変イヒぴ汚梁シ鍍に影響！

を与之う．Lかレそのよ」．な4き定の場、合を除くと子掌時のzぽハつメーター推定

によって得られる呈であり、）欠のよ戊な理由によフてzの変イヒ　　　マ争波度の

変動（K（3－76）の趣第1項）を勲旦するこどA’できる・

a）排出源が立体的に》布して方リ並転層を突き抜けてエ方へ汚索物質か放

出坤う毛の毛あリ，逆転層昧か崎1葡的・：変イヒLて毛糠1こそ輌みでlkrtの

変イヒを起こ　すと／37受らない。

b）・嘘化速度が頁のどきその容積変動’てよる澱観劇7起こらkい．

式（3－76）は・賦（3－78）のよう・こさら・・簡靴さ踊．調摘Wヒ了る

r・め．5。－D，Ux－・・d－C・あき・・、1P－CBを碇すると’

　　　Y一竜・づ　　　　　　　3－77

　　　器一・（CB－C）・㍗一kC　　　　　3－78
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　　　3－3　‡広散継モテ”レのまとめ

前・，2櫛てIEt局地殉殻濃麟定式臓（3－67）一・（3－69）と虫（3－78）

の鋤合的薦のとt　一（表・h　tた．坤を孝鯉図でtvとFiq・2－6と／・5・

灘勧鱒か遷距離・排in源から・ラ獄物質のイ云髄荘1斌（3－67－69）て液

わ・れ、局噸・瀞空気とほ・ジノーターyで頬さ栢・⑳単伽aテ周の

逆数であう。

　堤示した拡葺嫌式モデルの4彰致乏卵アクと次⑳ように・な｛う・

　i腱飼遮にお・て毛濃廊埠が輸εてあう・

　ii）汚梁物質の久気中苔積を表わせる，

血）定牢拡XZaはS・tt・・のぽ，　P・・q・ill・方法・・“’　・・3’21”tt点放th　iED．

　ら）ilLT数百m畑で，随肘る・　r．　」f適当てあ5・nL－，2・の提示は撤び

　’レの組み．合IP　ttで，イの欠点を取リ除くこヒZN’できう・

　　第4VP要約

嫡舷類い・ら畦微た勧が多・の・15戸滅の働拡放に醐されうよ

ラになフたが．これらの拡散公却」その特徴から．煙流モデノレ．煙源モデ’レ．混

冶・槽モデル1：／Ap　116こどがで’きる。煙流モデ・レs」　Su七tonや　Pasquill4の

⑭靖錺嫌臓定した遣の拡散タ式であリ，煙源げ’レ1工麟中・こ銅

1点にあか脈単縫の物勘3次元旬に轍了る週概享めたR・bert・g式

（3－7）はプ・て・うが，これらI」訪コ”市・遁用trmr・⑰げ・レ／こ多う・

肪稽モデ’・・控間に・っ励・・咋・かの：船臼・す梛醐裁そのn

内で物質の蓄渡を考えたロサンゼルスのモデルや本論丈で提才したモデルを・り。

最tよく侮れて・物は煙流デ’・レであう．・パデ加鮮て’ある〆

微風加しI」鰐U礁の離庖5梁に／・V易・とき1・濃度を言牌弾こと帰可

能になるという最天の欠ξ、を｝ヲフている．煙源モデルσ煙φ移動を煙流モデノレよ

リ毛忠歎勧し，無風礁，非麟鳳の敵乃とき’・毛言牌珂能にヲる．
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混舗fデルぼ寡守定数承で・ゑわでれ簡｝靭ヒtれ了ぎう傾向を巧っが，非定牢択

態で・言埠掴能・しし培言†算量繊澱テルと比較して姉・て：莉ピ’

う利点、を持っr〔いう。

提栗し碑彬艇デル’」2　7a式の・fE・hAin・（で勧せれう・1なわt・人

間の生湖で・あうte上パ50－100mの高さ以下OPゾ’一ン，C　7t　Lては、犬気；獄モ

ニタリニグ’ステーションを中八ご～こ．ある警4釜内で一名董φづし全㌃昆ノ合ソ『一ンを形戸ぐ了

うヒ贈し、非鱒1・短㌘紛方程式抱て，そのソ’」ン4でltP・・ler（59）

K’℃lark・（39）など・・：よ。てφ隔油た麟備斌が劇立つe・Pど・考えた・そ

して混合ソ’Lン内の犬気と，混合ソ’Lン外吠鋤間では混創轍1：よ・て；5

染物質精耐党批肪した．この移動童・球勉乱癒齢の強さとpmiこ

よ．て定3う毛のし考えた。
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記号表

b

C一C

B・工

CCD

m

DD

：　Batchelor　　の｛定‡女

：拡散すう物質の濃度

：混冶・オ曹内の乎均汚梁；農度

：雀し舗の外｝P　V一らイ云播してくう汚梁：農度

・Sutt。nの拡散4，f数，；鰺i’ま方向を示了

・乱流i齢拡蜘撒，i方恥Diで＊す

：乱流混合拡散tl，5数のz方向1こ聞寸う空間的な乎均値

：混白層の深さ．

　　（ppm）

　　（ppm）

　　（ppm）

　　n／2
　　　　）　（m

（m2／。ec）

（m2／。ec）

　　（m）

f（　）：二誓jj1関数

h　・煙の撚高度　　　　　　　　　　　　　（m）

・D・繍数，i硫・i耐　　　　
（m2／・ec）

・m・分繍撒　　　　　　
（m2／sec）

k　，汚料頒のKIK中からの赤腿度定数　　　　　　　（1／hr）

L　　：煙がy方向1：拡芳文しラる幅，Monin　lenqth　　　　　　　　　　（m　）

Le・混舗昧緬疏　　　　　　　　　（m）
zz、z方向の鋤スケー・レ　　　　　　　　（m）
　　　：物質の縦量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

n　・Su七t・nの拡散公式鞠係数

P　　　：Bosanquet－Pearqon（10ノの拡散公式中の拡敢ノNeラノーター

q　：Bosanquet，Pearson（10）の拡散公式中の拡散パラノーター

QA，qA前締排蹴　　　　　　　
（m3／h・）

Q。，q。魚P噸皐襯㈱度　　　　　（m3／h・）
Q’Qp・点・醐排出強度　　　　　　（m3／h・）
Q、・混舗肉の鞭醐当りの瀦癖F出厳　　　（m3／h・）
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t

R　・；殊物質の発生消滅’乞示す速度

R（　）：　ラク”ランジュZ日関闇岩（

r　：原点からの距離

Ri　　：　りjO一ヤードソン数

t　：時間

丁　：温度

U（Z）：　‡至の上∂あにあi粒チOP／1＜乎移重ヶ壊ノ更

u　：x方向の風達X

v　：空間容積

V　　：　流体の移動速度ベクいレ

V★　：流体φ摩税度

w★ @・煙の粒子が上方∧拡散する最犬速度

w， @：鈴直方旬風速の乎均・値からの変動量

X，Z・M。nin　：煙の上鰯にある煙の孝好のイit置

X，Y，Z：　Ba七chelor：ま聖の粗子・の七日llのイ立迂，　（一）IJ・gztt］位置

（ppm／hr）

（m）

　　（hr）

　　（C°）

（m／sec）

（m／sec）

　　（m3）

（m／sec）

tm／sec）

（m／sec）

　　（m）

　　（m）

X，y，Z：斗（！）i主風向セX軸，＊、羊かつXに垂直な方向をy、軸ノ套直上方向

　　　　をz軸ピ丁る。

XE

Xiゴ

zO

面汚梁源を線15梁源になあしたときの均等距離，

ゴ方位1こあう第　 点・汚》£源ヒ；】良度観ラ則点との距嵩隻

地表面の粗度高さ

イkX・ニαxv
　　　z
風速アロフ・ルφ指数鞭松訳り指数

0昆ノ合ソwラノーター

係数，式（3－3Dではエネ・しキ’一逸散竿

2π／16　ラニアン（．扇形角）

カ1レマ　ンの定数

mmm

（1／hr）
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λ

v

ξ

・1

σ

Wθφ

σσσ

：　i羨（3－41）　のイ，f数

：僚数

：　X至のノト・乎伝播式の拡散パヲメーター

・i方向の煙m，ij＞tt　J二間する樟準偏差．

・z方向の風速の乎均値の3例の分散・・闇了る樗学偏E

・y方向のJffLlaの変勤’二関す助稗偏差

・zE向⑳風向咳動に関する標準備差

φw◎：　XJ　（3－32）　で一5Zえられクノ浄遁関救

・　・円周牢

ζ　　：z／L

（m）

（m）

（°）

（°）
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第4章 数式モデルの適用

　　第1節概説

　第3章で提案した虜P市咳O）：5乗物質伝播を表わ寸数式モデルは．頚つかのノ、つ

メーターを！含Kでいう。定f的存げ染濃度・予測をそ9モテルを利用して行な戊fc

めには　これらパラf一ターの数値をθ月ζかにして各種の気象条件ヒの関・ぼを見

つけることが1ぽである。イ媒べのよラな汚；2物質の拡散弗叙に関連yう・・つメ

ーターと気象条件の閲保を見つけうこヒが，数i式モテルの周定とノnn　EEII王見象の解

才斤の主、な部Zかを占　thてきノ…。そiてハ゜ラメーター・があらゆる芽イ午を故素的にア・分

よく表現し得るか．あうい19気象条4午との才目関ぴ高t）か否かぴ、芒どの教式モデ

，レの適不適をi尺定すう獲．と老方っていう。

　常時観測さ小う気象妻羨は，質的’二t一量fig　i：　t限られておリ，得られたノぐラメ

ーターを定量イヒすう1め遠手妻βη葛tすう気象テ旬一タノ〆存石C／3い場ノ合が多い．そこ

で間持的’：関連性を持っていそうな他の実測気象字素を代用づることになう。こ

のよ）な場．合．実測されているデータの中から最そ相関の高い＃羨を見つけ出さ

ざるを得かい．そ1て定ii大イヒされれは各ノぐラメーターカぐヂ『｝つ物理的タチ控と関係

式の精度は数式モテ’ルをイ吏7た麺な汚筆混度の推定とづ」演」’の方ジ去の子懸クを与

える。

　本章では犬阪廻方にこの数式モテ）レを適用しノ同地方の汚梁波度実測但．気象

観測値を侠つて！⇔メーターを援定し，気豪勧牡パラメーターの値θ閉促醐

ら劇て1るe茅2節では・fラメーターを才錠行とBのtt算の前捉緋鯨し．

第3節でtJ茅2節で示これた芽イチ’て・従って，実7則漉度データ，排出強度データを

敬式モデルに代入し．ハ・ラメーター推定を4テかい，そ加らハ’ラメーターかがつ4｝

イ牧をノ碇討し，気、象169　i：照じtて数式モデ’レを麹tした跨点で・タえた香ハPラノー

ターが‡わ特徴の合理・la　2　B恥か・こし，秒ち曝づ・パ気象条椎の関イ狂録

化了る。
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　　第2節濃度言障の条儒足

　　　2－l　　iう案1原データ｝：つ1ピて

対象と行天気ラ殊噸・掴定蹴源から踊石蔵酸イヒ物と禰・

犬獅でi9・H9・9・　43Z・2肝・の辞66工場．3業所の重油の・・稠ごと・・9h

ms言睦緋飾桔．そ・伽中・1・汚耕・・つ・てt9’4丁灘咳ごと’こHBt°39

年・2恒鋤棚量雛碑勅れておリ，劫繰郁ライドf　ttて且胸43

4、2肋重油棚量とした。言碑・・イ受用・た継源1浦獄源66個・そ・他

励綿袖罧滅（て・うが、・欠・・これら殻澱実際のitsal・ct，1M15

場倉のイ反褒「ヴよび計算i条イ牛をあ∫ブるク

ー）ラ2A。7”一ン酵俄綴言牌地点を恥に2kmと1る。こ⑳底設定・た

根拠1訓ar。h、，　F・・七er（67）醐究繰’：碁づ’・て・う・

ii）面：殻源の噛鹸はFi・・2－6鞠言乙号で・b＝3・5km・xc＝5・5km

ヒし、5．・km山砥方にある面源・・よる汚矩無刷う・放躯加言埠

鰭恥と9S・6風fq　S位疏拷えう。した」・L’・て言博点の剛の酷梁

源。継1っのモ・タリングステーシ・ンの半径方向tc　19　2フとkV’計32と

　なる。

．ii）1腺源の湘5鍍鳩ll々変イσ勃で，言†算聴の澱は蠣日寺間遅純

雄する．そこでCBを拗嚇合緬よ）樹算方瀞とう・排出ぽ鵬

方博地鰭での1緒日澗を・hと乃と・

　　　3・稠≦・h　　・その榊卿纏礁視
　　　・・綱≦・h・3・稠・2酬前d・　；4Etltifiの蹴5娠棚

　　　・・禍≦・h・2醐・・β澗輌蹴源の排出麟を棚

　　　　　　　　・h・璃間：斑の継励蹴強賠イ鯛

iv）疎獺の排出編度唖原・ついて脱緬巨思源につ‘1て破際

　の戯離癬肝る．・っの欲で複数本・峡梼・ていう砿麺で’あ

　bが，創酸の排出鱈で・扮調査V6こ四祠能である．したPk’・て．有
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効煙突高度を細うこともできないのて’〉，各繰．磐所が祈うイ係的雄

突の高：さを才非二出葛ノ芝とみな・寸。

v）点1醗励燃孝捜，蝉硫黄・含有和宕排出源・労して調4s－dれて・・う底

イ更うo　面5原6ηそ未JJ，　9工勺1値2．7亀をイ1乏ハ．

知妨は繊センターに御るCBを物升めの元弦源テ’Lタσ，イ寸蘇の

Table　2－A－3　に一括tてノ拳∫プ’ておく。

　　　　2－2　　気象デークについて

　大戸賄刊こ劇廻らされた頬1辣監ネ餉はFiq．1－3て・・㌍姉が，この15

カ・和局て’締観測これ返速・遮られる揖蜘」Table　2－51こあ・アる．気象デ

ータの4重類は地上の気象字素ヒtて，風伺．厩し速，気温．相オ湿度であ6．こLi’z．ら

のデLタIJ10／分・ご’と1こ1日守周につき　6個，得られう。　履U匂1才16オ’イ立己／分・によっ

ている。監視局以外で測伐ぞれる気象データノとくに日射量．降爾董一3犬阪管

匠気象台によ6毛のをイ更用すう。

　　　　　Table　2－5　1七ems　Measured　at　l5　MOni七〇rinq　Stations

工tems　measured Performance

sox　（・・nductivi七y）

翌奄獅п@speed

vind　direction
semperature

　0－1．0　（ppm），　60min．　a▽eraqe

n．4－10　（m／sec），10min．　averaqe

@l6　directions，10min．　averaqe
|10．0－50．0　　（OC）

　　　　2－3　　汚蒙濃度デー一タにつva画て

　主f象ヒ9b汚梁物質ノ」允黄φξイピ物であリ．その濃度∫7電気イ云与度iz　j：ようて自

動ラ則定ゼぬている。　10／分ご’とに1θテ1芳ヲ乎均必亙ム’凌ワ定言砂鍵ごれる。その他の測定

されている5ラ撃物質は浮遊粉塵であるカ㍉孝研究で’訪利用Lな1？。

2－4多＋算の橡地点につ、1て
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　敦式モデ’レを適用して計算解挿Lた地点1穗．犬鯖公害監視センクー局であつ

が，パラプーターの・分才ケぽ一部乎、尾局について毛4ア、なっていう。

　乎尾局’コ犬販湾滑岸にあグ犬阪茄の旧工場地域のip　N’にあリ．周囲に犬工場．

中・厚場が点在していう・海（近1・繊癖風昧融・胎でt・・P．毛繭・」強い。

センター局’；フく・灰乎野の中へこ，大灰湾の東　8－10km・生駒山のilラ　10－12km∠ク砂

にあり，ピiし街の東物訪たハ，東側’ノ中〃・工場サい．地形殉・ぽ犬獅内で

最、‡標高の高い犬阪城プ上町■地の廟東にあリ，やレ低く厘し建力ぐ他の∫也轍と比較

して一Xいイ頃向を巧つ。

　　　2－5　数式モデル中oパラメーター堆定法

　次のような数式モデルが茅3章＄3節で提示さ〃れた．

〈　大気中伝播過オ呈方1程式〉

CB＝

・exp（．一画　2c（2x2レ）］　　　　4－・

　ムdC　　　　　　〈

＝ニ（CピC）＋
ε・Q・n2．kG

　　Z
4－2

ここで・、とつは重油鯛量Z／h・から重1由・瞳が11・等し1・⇔として

標鞘聴で唖疏蜘スの客櫛爬度（ppm）を求めるための鯉保数であ5．と

く1：・2はQ、を単位面禰物排出弦度1：す死あ譲桧ノ”一ンの面稜で・寄1。

・・る・緑御・、一・94・・…－6m3q－’sec－1・2－・・89…－6q－1sec－’

イ’ ?驕E・。ぽαxvであリ・と…多麦・ほ矯的1・叔鋤る・・、・・…27で・

あ｛う。式（4－1’2）　の中」こ含3れる未知ハ゜ラメーターIJξ，Y，z．k．て’あrう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aこ‘r・・Sの・N°ラノーターは汚瀦度実i・P・j6E・c。b。（ti）ヒ言輝値C（七i）の偏差46
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触最柾なうように推虻峠・謝醐数は嫡で寂鋤る・

〔㎝ほ裕

一
2

｝）

　・工　七　　S　b　　O　C　一　　・ユ　七
∧C

　｛　　lmΣニ　　・工　＝　I　P

4－3

膚メーター．　¢内，kは和よ。も多イ・油砺物飾醒既表情ので

t24一雨のないヒきICIコ0　となう。

最適イ直麟。方紗∵勧勾面・∫嫡うか’縛遁勧噺っ緬う変X

CD　）1］。・，を除。て鹸してあき、あ珪数たワ註れそ紅対す撮適点を

勅る．、欠。そ。徹屹・ぽきlft・変蜘噸定せ・品行その麦数

に。。て麺廊劾う．・の劇乍玲変蜘つ・て剰返Lこ‘t・」2上と嬢

糖鋤してモ評⑯関数の働批ぴ尼ら妨・な箒を㌔で麺値鴎・

，の才齢樹直糠・イ・XIRfig・・S・　CAのわであう猷イ蹴亥1・et　tて醐君のと

は2Lな。が．・・で吟回助た・て短醐・・物麺値を勅う燵助る

こと　Lかt毎回評価閲教が条力す媛何学的形択ハ非学’ミ契なクことで売局〕羨犬

鵬法・…て願ぽ醜をイ号多・ど刀聴る・・才淋糊さ嫌・

　いすれの方沽一rajと値探ホを1る，C　tて毛，その値が示寸形状”ム”か・各変数の

値つ頑輯で伽とき1・1潮・鋤激あ絡繰・働鯉角留佛う
，ど赫る一か・各…ラ‥ター／・嫁k禰連lil・t・襯摸野梓糠駒

繰1こよ硯繍的嬬察にお⇔の了からある治舗戌域卵・ていう

こヒか聯る．覗・微にようとその鯛内硝油た値’・”LTは」iE・J4－flD“

認められた。

　箏3節・・°ラメーター　・P　re察

　　3－1パガーターσ。
式（4－・，・）岬・創れクパ・メーター願齪麟ビ気象雄楊磐を

），Tて短醐のts…　Nき・鋤し得る黄であり違’劒る触摘のX＊デ’一タと
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バ9ヲメーターの値とを対応させクことが怯手である。そこでパラf一ターの推定

は評イ∂関数式（4－3）のmを3とし，汚梁；裏、度データの連チ亮3e手周にわたるイ直を刹

用tr：．（麟’。て神なパ〃一ターの個数στ・t62”’ひな1・こと鍾求ざ

れう．そ・τ式（4－・）⇒で煙唖遮方向櫨肋辮縦σ〆・xv侯わ

せる老のどし．αみよびVにはじ’（わからあク定数を与えた，それらの値t♂．次の

よ）な方法によって一tE　toている．7’）レックヘプンの寄定度のグ類ととてsinger

とSmith（57）tよTable　2－4，3）の，t－）、な廼2事えてoる。テこでこの｝劉倭を

劫・して，殿訪が0，50，100，150’200mで勲恒1m／secの場合，

風下20k町納のときのθ類B2，B1，C．のときIP・ての1糠を劫，それら

a3・・（の値ヒの差の物和畷・」・と＃多よ按厄わ⑳描定tた・

v　ニ　0．84

　こ　の　fe　tJ茅6葦第2？1）で・言式みノミ濃度う5済」と．r夢4章のノW　ラ　メ　ータ　ー　　z　，　Y　’　ξ’

の繰を4テP＞とき1・・腰在CB唖の殻・・鯛さ娠が’後∫こFi・・2－7

1：よる風下距敵船直拡敢イ繊の関俄示了丁・bl・2－6から推定した値を利

用している。これによると

v＝　0．811， α＝　0．123

。，。を酸することによ．て瀦願の水乎伝髄教砿鍛嚴・：tってf7

用をうける二拡散効果はノぐラメーターξの値1：よつて評価されb身このよ5・な操作

で・。・・x“の・ヤ・・値歓短鍍・・応じぼ松せ場射比べてCBの

言t釣がどの糠誤差狂了る純調べ5f：め、　Pasq・i・・嘘額櫨・’

C’D’・咋場合にっ・てCB欄算Lた・枝雄で利肌たσ。はPasqui11

の風下距離と錨直拡散佳数の関係を示すFiq．2－7から2km・x・10kmの間

樋斜うような近イ・埴線持めそ・式を孝欄した．T・bl・2－6ぱ物近似

関錬示9・ここでD、は天気酷…ト’プ・⑭けさe’t・f・　・“式矯雑
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度D、1（別する・芦る．D2ぱ国式横のDt・la5すう・

・瀬ゴで’の凝CBゴヒ暢D・での雄CBD了ぱ・リ’そ・剛働」わりの

錨史を求’〈セ）た。

6bゴー
?l、（㌃）i

％一

�o　　　　　　　　，62，一（二旦L　B〕　　C　　　　　　　BDl）｝2

（ゴ＝B’C’D2’E’F）

ここて’C ｮ順旋度分類ゴの・。をイ吏・て勅たCB噸・i閲ンフ”L・cD

個数’（ピゴ扮椥傭玩量のie力呼均値σcは鞠働勃リ艀票學雛

を河・T・bl・2－7は“惣雄冷鋤・て計靴たCBD、の鮭…と

c・t：cときの平均煮奴濃度と標鞠差鯨す・Lk上の結果からσzにD1の場合

1こ相当すζ）関係式を与之てCBを予の求めておき，その値に適当なイ直を乗ずるこ

とによって得た値を税の越度にネ目射るCBの徹して毛微的’・犬きな誤差

を生t’ない毛のと考えた。Table　2－6にあげ’た式によって求めた各犬気字定度

》類でのCBの値鮒録のT・b1・2－A－41こ示してあく．

T・bl・2－6　R・1・ti・n　b・tweenσ。　and　D・wnwind　x（km）

2　km　〈　X　〈　10　km　　　　＝

Stability

@　　　　　●bateqorles
σ　Z

B
　　　　　1．090．583X

C
　　　　　0．9180．108X

Dl
　　　　　0．8110．123X

D2
　　　　　0．6710．446X

E
　　　　　0．5290．515X

F
　　　　　0．4880．523X
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Table　2－7　　Concentration　Ratio　and　St二andard　Devia七ions
　　　　　　　around　the　Normalized　Values

Stabili七y
cateヨor工es

－↓（∠

DD

Normalized
Concentration

　　O．22

　　0．503

　　1．O

　　l．302

　　1．880

S七andard
Deviation

＋0．0197

＋0．0256

士0．0645

＋0．210

　　　3－2　ハごラメーケーz

　犬気汚梁て混・合高度とい）言葉ほ一般に次の2っの概・念で特携（づけられう．

二、鳳ラ齢1綴；把緬から気温逆転fuKlでの高さ桔・パ気研を

　定なソ㌧ンにあたう。その間の気温tg乾燥芦斤熱ラ域牢ノないしほ超夢ケ熱ン癖4）扶態

にあう．この定薮によるピ並輔力渉在ぽいときや’地緬から3く”逆転

　、か始まっているとき，この1果さ1‡孝実上定められなt1。Miller（69，70）

が提唱した概念かこれ1訪たノ，気象学的な大気のak態をさして・b・

2）詮混合域；JK気の混Aha　it弱より毛汚克頗か均一な卸介としての領

　域てあう。汚梁三農度の・分布力＼ら推定される。

　本論にあけるパラノーター2の推質をこれらの概4きと関」皇づ’けて日月らかに了う。

　汚茉物質の排出源の中で中小煙突ほ面ラ原とみなされていう。　しかしこれらぴ’

混合ン領域に排出さ」れr：と｛てぞ一書｝5の気塊は、」非出速度と浮力を持つたギ）’その

上昇力は穴気の混、合力を上iわうことがよくあう．ヤのような場・合1）の概イ念に
　’
よるどS－nc物質の一部1暗合ゾ一ンのタ｝へ紗すうことがある・A・・．　iS　－k物質の移

流擁赫・で面源搬と1餓の関係を混θ椥敢勧すならば次のよ）銭と

なう。

dc　　　QA

dt　　　z
4－4
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・こて・“欲咳の糠凝，QA　・4面｝3飾5蛾であう・；昆・舗・！・QA・－9P

がナ・分混冶・し切ら了に流出1うヒいうこセはQAの乃梁∧の寄手キか’1よグ毛小さ

いことを意味すう、したがってZは突P祭によく混合Lていう、層の高さカ・濃度ぴ

疋均一であって毛その層を／含わたよリ高い値をどる。したカこってzけか布tた汚

梁人気の厚さと関保した代表高度であるeイ痴こzを常に一定値をとる童と了うと

QAで排mした；殊物質の一部内論せ了｝・獅・：拙乃ことtlr－，去（3－78）

て・示されている毛）1つcVハeラメーターYの値を変動させうよ戊に働く．

　衣（4－3）が最ノJ・値をとるように式（4－1）と式（4－2）からzを椎定したとこ

う　Fiq．2－8　と　Fiq．2－9　　をイキプ…e　この推定はi（．温6り鉛直／SKrpが中立な｛、し

ぱ宰定であるそのと推定されたときのみにっいて行なった。同図でぼ麺な混／合

ゾ㌧ンの高さを縦軸に、～ヒのヒきの雌を棟軸にどっている。これらの図によう

と風速が小さいときIE；風達が犬きいときに比べてパラ／一ターZが高くなう傾珂

が認のられる。これぱ風が弱いときにぽゾ’一ン内で排出された汚梁物質の有効排

出高度が高くEl；E上方∂でノ介布すうようになうので．単位偉積当リの排出5曳度が

小さくなリ，結果的に混合ソ㌧ンの高さが穴きくなうよ戊κ現われうこヒt；よる。

平尾局ヒ公害！Ei．iEセンター局の最適な・の値1コ川牝∠ど周じよ戊なθ和傾

1向を毛フてt、う．乎均li臥速が2m／sec以下のときにとξ）2の手均値をfセのB）1こ

っいてそれぞ時めるとT・ble　2－8ヒな・た。これによるど，扱賜局t　L7・0

局・）　2　m（［；・トさい値乞とるのは’他の地咳とtt　一．：Lt　．（この地域の排出源のイ立置砿

く，このre；q的な地勢の4き徴が討算結呆に現われたtのと見なせる。

　　　3－3　パラメーターξ

　パラメーターξは監視局を中心とする　X蚤　2kmより違方の面汚茉源みよびすぺ

ての巨犬点汚梁源からでる煙が1水乎イ云播寸るときの拡散弗釈の程度を表、わ了。　し

たがってξの値は広咳の犬気汚梁ポテンシャルと関運する。

　ξはz＝150mとイ原．定しノYヒ同日サ’こ式（4－1），ノ（4－2）．と式（4－3）から手崖定
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30

　520
N

　　lOO

0

300

　S200
N

100

0

　　　　0
　　　　　0

Fig．　2－8，9

Table　2－8

　　　　2．O

Wind　speed （m／sec）

4．0

　　　　　　　2・0　　　　　　　　4．O

　　　Wind　speed　（m／sec）

　Relation　between　z　and　Wind　Speed　u

Optimal　Values　of　the　Heiqht　of　Well
Mixed　Zone　z　（m）　in　uく2　（m／sec）

　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　C40nitorlnq　S七atlon
　　7

Moriσuchi　Health　Center　St．
　　　　J

SetsuyO　J．　Hiqh　School　St．

Cen七er　St．

Osaka　City　工nstitu七e　of　Hyqine　St．

Hirao　Primary　School　S七．

z　（m）

llO

llO

l50

200

170
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した．ここでCBの値・・式（4－・）でi3Z…ξ一・とあ・・惚際・こフ日’1定されてt・うat

向，戊髄，場ヒ出強度のデータをイ庚っていう。　この言埠のフρρグ’ラムほイ拶皐／こ・7tア・

　ξの推萱値はそのどき4瓦定了うzをノ∫・さい値に了る’こっれてある値に近づ’＜．

とくtこξの変動’まzが200m以アのときに涌施ゴすク値の5％の範匿〕内’こあさゴ

る。平尾、局どセンター、局のデ’一タrsら　ξを求めたカこ，周地点の幾つかの気多…字季

との｝珂’こ／」　あ6tグ初”が認めら靖かった。　Table　2－9　　1こそa手舌栗を元し

ておく．　ξと気象‡秦の相関イ承数ぽ0にきわわて近い値をヒる。　姥表励で観測

さオしb－，点て’の醍、気言品の麦動なと’一とチθ関刀こ’13とLど言遮められなハこと19．　ξ

が上空0）在定度によって変イピアる量であうことを表わ（ていうとP戊ように解tt

う。tかし一虎重回帰方程式を棄わ7㍉

……64・一…54u－…35：書’ 4－5

ここでサンフ。，レ数ほ158　、重凋関イ）卜数iGrO．176となった。　ここで地表面気i」監

のデータt7　rk　eよ戊な方法で求めた値を便っていう．茅1編茅2圭で1日を眉期

とすうユ也表」面気温のH平均値のゴわり〃）支4（P〈’Fiq・1－1で『示ざれたズド．こ4－t‘

1：ようと1pal均気温’」9β手あ・よ〃’21θ獺の気温’こ糊すう・Fiq・10’

（A），（B）・嶽温の日哀イヒ砿項’1例であるか’、／破線’揃日の21碕ヒ当助2璋

の気温を栢んでt、る．こり鑓の勾配ll・．’司酬’C　850mb面の高さで測鰹れ

諏鳥県粁ヒ和歌岬潮岬の高層気此観測値の平均値の24時聞の麦イヒときわ

めてよく一致すう．そこで．この気温の麦化ロ気団の移流によるK気才体の気温

城動を示9tの順な⇔．その値を碁ギとぽ服城動報dTンd・と

昇気温からの偏2T’e　　　T・mperature　Difference

ポめ　これをパラノーター

ヒの相月tlを求める因子とi

した。

YOnago
Shionomisaki

Dec．　3t4168　Dec．　12，13’68

　0．4　　　　　　－4．4

　0．2　　　　　　－3．4
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Fig．2－11
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Relation　between　Y　and　Wind　Speed　at

Stab］e　AtTnospheric　（：onditions
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　　　3－4　 ハσ 宴＝[ターY

　　　3－4－1　気、温玖層力ご中立あういは守定な場ノ合

　Fiq．2－11はzの値が’布変ど仮定し気温鴎か中」［あう1、はzQz・定であると

才雀定されたときのハ’ラノーターY乞力働に，そのとき6り戊闇L運をプ蒙軸にとリ両」す数

1紙に7クoットしたtのてある．異なった言己号は混冶・槽の高さzを50m，100m．

300mと仮定したどきのそれぞれのYの値を示してL、る．倖用した気家ヒ1解の

豪；則データぽθ8：和43＃12月7，13θ，44午2月⊥4，15H・Ptのて’あう。

　風速かlm／secのときの届混合槽の高さでのYを堆定Vクとz＝300mで

Y＝0．55　，　z＝100m　でY＝1．47！ス＝50m　でYr3．3が得ら珈う。　このデ

ータに基づくどYと1醍あよひ’高さの閣イ矛は　次i式のよ」、な実験式で近イ以さ才し

た。

・・｛…35・2ｾ…3｝讐 ｛1’hr，　　　4－6

ここでdu／d・はK（2－8）から勅られう．　Y　fgMru｛’C　la　s　tt例Vる．却4

－6）はzが一・定イ直を・学にとるto）どイ反定しだどきに堆定｛？－yのthを表ijつtてみ

り　，それぱ最ユ産Lなzのイ直に」寸了「るず女イ直てII彦い。

　　　3－4－2　　あらゆう笹定度の工易倉

冷ハ・ヲケター・が乎均値150mを掌’こと5tのとtて雄け・パラノーター

Yと日身才量，膚し速とoワea4，fを求∂フプ三ク

　大抜廻方でI」気遥L〃鉛直・分布が常日手測度されな‘1．この気温イ分布のデータが蕪、

いことji上空の族度靖2轄2節式（2－13）lrよる；胎拡散イ轍で言緬7

うことをゲヲ方εに了る。　Pasquill　の欠気π定度表で・示されているご’どく，

負温⑳鉛直／分布1：イベる気象データ／：θ身撞かあ／ナられる。〔ミヒ1e　2－10’（A）’

（P）ロ祥と定〔たハ9ラメーター　Yピそのeテの平均醍，日身ナ量をあ’グていク⇔
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　・・rb1。2－10（A）は　R－13葺の期聞のデ’一タで・あリ，（B）け14－17畔a期

間の弍のであう。ここてqぽ日射量であφ．周データから次のような画帰方矛呈氏

乞あて1コ（わた。

・－a、qua2q＋a3

　式（rp形IJ属し速を綬っかのランクにθ・け．　qとYを．またqを級フ刀のヲニクに

諭r「，風速とYを2次元のグラフに7°　PソFLて推定ぎれた法剛1全からイ孚た。同

式！了非線・形であうので両辺のタす数をとリ　ZnYを4走ノ昆変数ノ　Znq、qZnu，　Znu

を変ま丈としノ（線i形イヒしてBl　V4　T＃式を辛わた。

　　　　　　　　　　　　　　　一〇．lq＋1．6
8－13　0’clcck，　　Y　＝　0．44qu

二4－17。，。1。ck、　Y－0．644qゴ゜・lq＋LO6

corr．＝0．591

　　　　　4－8

corr．＝0．772

　日．射量以外（η気象要素とYの相関閲イ〉卜　fg　Table　2・－9　にξとヒ毛に示Lてv

う、　この素によOと　 Yほξよリ‘t地表面で漠rl定され7三気象手素と高い・狗E　nd　t（あ

る。重回帰方程式を求わうと次式となう。

Y＝－7・9…96u＋°・ c34T，・・・…exp（・・2i91）　4－9

　　　　　　　　　　　　　　　　　multi．　corr．＝0．446

　　　3－5　　ノぐラノー・ターk

Xft中に髄すうラ5f物質ぽ建物．草木およぴ魅面への吸着と雨水中・の洛

解によって犬気中から殊去されう。

　降雨によう汐イヒ効果は、硫責酸イヒ物が漆解性物質であること，雨滴の空気中で

の石た黄」酸イヒ物との糊虫面積が大きいことによフて建物．戊也虎1や草木ノ：よう吸着，

吸」収、よリ叱JJるかにKき、、ことが推萱される。降1勇にょる犬気中にある物質の洗
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Table　2－9　　Correla七ion　between　Parameters　Y，ξ　and
　Met二eoroloqical　Data　　（Numbers　of　Data　＝　158　）

u
　2u 　一lu

Tl T’／u dT’／dτ／u

Y 0，ll8 0，106 一〇．165 0，132 0，146 0，265

ξ
一〇．145
≠唐戟^ξ 0，003

0，095
≠刀@1／ξ

一〇．051
一〇．099

≠塔塔ﾌ

一∩．1∩9

≠唐戟^ξ

dT’／dτ T’dT’／dτ udT’／dτ uT， exp（αdT　l／dτ）／u

Y 0，361 一〇．081 0，308 0，143 0．332　a七　α＝0．2

ξ 0，Oll 一〇．037 一〇．031 0，008 0．040　at　α＝0．6

　　　u：Wind　Speed　（m／sec），　T「：　TemFerature　Difference　（oC）
dT’／dτ：　Temperature　Gradient　（oC／hr）

Table　2－10　　Da七a　of　Wind　Speed，
　　　　　　　　　　　　and　Parameter　Y

　　　　　　　　　　（A）8－130，clock

Insolation

Y u q Y u q Y u q

2．3 0．8 10．0 15．5 0．9 19．0 2．8 3．3 1．0

5．4 0．7 16．0 1．1 0．9 7．0 3．4 2．0 21．0

14．1 0．8 19．0 2．8 0．9 13．0 2．3 2．0 23．0

12．8 1．1 17．0 3．7 1．0 20．0 12．7 1．8 19．0

2．5 2．8 3．0 3．7 1．2 23．0 17．0 1．5 25．0

4．5 2．3 ll．0 2．8 1．8 3．0 0．89 1．1 7．0

7．9 2．4 13．0 3．4 1．0 1．0 2．8 2．7 29．0

17．0 2．6 15．0 6．0 1．1 4．0

ll．6 2．4 13．0 6．6 1．1 7．0

（　B　）　14－17　01clock

Y u q Y u q Y u q

フ．9 1．2 17．0 L4 1．9 2．0 10．6 1．1 18．0

6．0 3．2 2．0 7．2 2．4 9．0 6．6 1．2 12．0

5．4 3．4 9．0 8．7 2．2 4．0 3．7 L5 5．0

7．9 3．6 7．0 2．5 1．4 18．0 2．8 1．4 2．0

6．0 2．8 4．0 2．5 1．1 12．0 2．5 3．3 30．0

1．7 2．4 9．0 3．1 0．7 3．0

Y：　Parameter（1／hr）　　u：　Wind
q・エn・。1・七i。n（ca1／・m2／h・）

Speed（m／sec）
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?ﾌ理諭的な取手艮いIJ　Chambeエlain（71）　iこよって初めてなさオしT：．4皮ぽ犬

気中にある糖と。＋d。醐踊粒子昧餓M（・）d・（q・／m3）で’、紛

数tEI　N（s）dsとして次のよラな〕弐を表｝仁）したo

｝1（s）ds
　3
τ亭M（s）ds 4－10

　E（・，・）は擁・の触終疏速度V（・）で新7れきの物鋤癖効李で

あクeのと寸ると，

　　・（・）V（・）・・一石き・（・）V（・）・・　　　4－・・

したがフて

λ（。rs）d。一。s2・・（。）V（・）F（・，・）d・

そこで汐イぽ劇磁A七h。。1ま

A司㌻・）d・・／：P・itl）V（・）・（・’・）奈

4－12

4－13

“1。y（72）はヨート131を∫禿加したワ・Pteジンを野タAで扇碑るとき3・3mの

高さパ粧鵠そdi　1ア・ゾ・レ中を通過して落下行翻にようラ艀韓未’

めた．一一般に式（4－13）trBtし・えるが翻醜庚ユその所⑳の濃度に仁ヒ例L・’（“

Vb．　B。ilk。とG。。．qii（73）1⇔われ献きさの分粧符つK・OsEi：よ

う亜石砲酸ガスの洗浄の室内実．験を4テ．なっている。そψしによると亟疏酸ガヌの洗

汐がその水の水素イ才ン濃度ヤ氷質に犬きく影igeを受けることか／∂’う・このメエ

、鋤嫌鮒はlm3の容器内で・15㎜／h・砿降雨搬で棚雨滴坪均半径

か0．85mmの場合て1ある。ここて，二Pイ噂g度ノ」ノび次式で表わせるこどPt’言勘

られていう．
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巡＝－AC
dt

4－14

A醜縁勘耐の洛解ル分，輌勃子径拳劇数である・

微ら城蕨鮒で祠滴が落下中’・袖・洛解脅灰分のteittSが少な・のて・

溶解庚、分・の葱気圧’：よる補’集効李くのゼ方・害rユ∫3どんど無い七のと互なぜる。（か

しながら実際の雨～｝＜は数十m一敬百ma）厚ご⑳活蒙夫気中を通過ずるので、その

間に翻嫉励鞭圧によ。て；れ効果を妨穀れう。れ一鋤こ確は数㎜／

h。の強さで捌垣実験緋とI」梢難る．以上槻点から醐て’の秋速

度定数を4皮らcp　．5吉：果久ら推タ匠ヲうことtg　ヅァし毛適当であうとはいえ・な｛1．L

たがフて／1．XH　3で，li鮫酸イヒ物の降南1こよるラ靴’こ関すう定量的万形明ななされ

ていない。

　　　　　Table　2－ll　　Washout－veloci七y　in　Rela七ion　七〇
　　　　　　　　　　　　　　pH－value　of　Artificial　Rain

　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　．

bhemical　Composエtlons
@　of　Artificial　Rain

　　　　　　　　　　　　　　A
垂g－v・lue　（10－3。ec－1）

Dis七illed　Water＋NaOH
10．9　　　　　　　　　　　　　　2．68

Dis七illed　Wa七er 6．4　　　　　　　　1．83

Distilled　Water＋H3PO辱 2．6　　　　　　　　1．70

Natural　Rain 5．5　　　　　　　　2．50

Distilled　Water＋H202 一　　　　　　　　3．50

野タトにあ・て秋醐朽麹・1がなされて・・ない原因にぽ次のような・と莇

げられる．雨疏線樋過行とさ，ある、・唖くに停新うとき酵うが’前

勧ときば螂弥吹く励Mp多い．－ir・P・tSXptRによって焔中の蘇物yが

靴さ踊のか，そ枇楓に」。て拡醐釈油う跡捌断朽こ以邸崖

ヒなう。煽のときは類が耕1写定な」雄が持続し，風はパリ強く吹くこ

とはな口。その緒果〕峰雨の；タ化作明に才増して高濃度汚染が続くので浄化さ才し

て、、るか舌かの判断梱難とな5。これら唖象1∂1968年12月から196942

月までの期間の犬阪地方の汚梁と気象のデ’一クの比較によって毛談められう。

　降爾o）な、、ときzを定数，k＝0とあいてξとYの2フのノWラノーターを～睡定し
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たbL　．　）欠に降輌あ純きk≠oとなる．k稜数どするt　at（4－3）で堆定

妨，、・ラ7一ター・・澗と樋。変数サ・な靴解が得／・〈ぐ／・・5・1；め・Yを

式（4－6、，・を150mとして；旋諭的1⇒えた．　kとξaみ2・tSit・t・1：・ここて

問題どrx5　o＞は，；砿諭的・こ与2r・Yの閲願煽議で拍かとづかてあみ・

このこヒを朗らかにしておくた（めに障雨がなくノ安定な日時でのξとkを二推定し，

k砿均働0，、岳似てさb・O・ビ戊かを調ぺlc。物媒29個・k碗麟を

抽たとこう．祈初呼∫知一〇．0788とな帰常にOt・近いことが認め城

式（4－3・は・砒較班しく蹴し！・4・5こと醜醐鋤た・浄雌麟凝

1，比肺る初と雄してA　（4－2）を示してい赫・和場合秤イ譜さ楓

くる汚糊創その；鞠中に常に蔽力・変イヒ妨ので7靴さ妹励脇ケ解c・

llr　」Piめら崎い．そこて・問題を騨1こ乃醐に水乎イ云劇う：珠猶の：麹θ手

聞か・跨間助の酸頒劫醐類さ・t’L・b・CBの場合腸醍ひ麟言t9

に綱・r・．Lぴ・て漸ヒ作用を受けうCBの働’靴綱を受σないとき

の巳Bに・よ　毛・・さ励引直を粟じたeのになL繰伽椴さ妹ノけ

一ターξが艀更より老犬きなイ直をとうことになう。

　Fig．2－12　は．降雨貴とそのヒきに推定さ↓れたk〈OP値を示Lていう。ここで

鯛輌デー知販観気象台の垣をカ1刷て・う・口‥ダzの屯
変．え・て・も　ξとkのづ直’U1ヲどK．と’麦イヒしない。　F　iq・2－13σ）fi・．uro・5mm／hrの雨量

単イ立幅でグルーフσ・分けとた侵場（内に・含」れう推定値の4均値であう。これらのフ・

・。トにつけ畝て・う縛1評均され蝕姻敬を示しかう・」・・Pプ゜・・7ト

カ、ら　kと降雨S雲、度の関イ矛をξ孝打ラ丘イ以ノす多と

k　ニ　 0．47w

ここでwはP輔6鍍（㎜／h・）であう．隔量ぽ働言瞬hて0・5mm単イ立で’言碗

さ鵡。1　rcがってθ欄豹w〈0・5㎜のとき19　O・Omm／hrどし信瞬さ旭・

t、てテづの分祈・は千い働敦の較イ能和領WイK表値としてt、う・
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鞠ぱ醗琳物擁・を・・て・ぽ視ぽ謂られ礪南によう；予纏厳

数2イi災用してf力氷のpHをξ香算したイ列Eイ丁4，f，：示してEく。

　　第4節要約

　大気汚梁濃度を算出了7たのの萎女式モテルを援示（た。　同敬式モテ㍉レは，ξ

Y，k，z有るハごラメーターを・含’んでいる⇔そ才しらil実∬聚φ元ラ梁物質＃r出蹟ノ芝a月

変イヒテータ，覧視局で実｝則fれていう風危1，Eし速，石Mnvイヒ物濃度の連続的な碕

間変化のテータをイ吏って推定された。そして得られたパヲノーターと気衆妻董と

の関イ系を定性的，定量后今にθ月らカ・∫：Lた。

　各パラメーターとその値に作用する気象因子と閲イ糸因チを」雲約すると，

i）　バクラ／一ターξ

　a）上空の気温・分布のづ犬葵．

　b）広域の場所的乎均風速

　c）排出源有i切排出高度の変化

⊥i）　／wラノーターz

　a）　気元星フ゜pフィノレ

　ト）風速

　c）排出〉原イ立置

　　混、合ネ曹の高度IJそのゾーン内t［あう面：ラ梁源と見看された排出源の1f＞f9ク／di

　介布，旭工家・牛手性の影1警Zを受’ナて場fijl一的r．異なったイ直をとうことカく言疋・められた。

iii）／ぐラプークーY

　a）　気温フeDフィ1レ

　b）風遠

　c）地表面坦度

　　穴気力v在定な揚合のYと房し速の関イ手かCeAらかと・なフた．」1…十れはヌ京タフ

　づデ汐から得た温劇云」鞭の関係式と比較助よく対応ていう・CB・t・
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　が犬きい瘍，合／鉛直方向と同時に水平方向の流入流出を垂ノ垣てきない．

iv）パラメーターk

　a）雨一呈

　b）　雨のメi立4壬

　c）雨水中の；容解貝ノ分

　　パラメーター一一kど扉憧の関イ矛sカく定量イピできたeこれほ一功9ψタな降雨によるλ充

　黄Ut麦ift孕勿の元争イピカを定1量θウノ：7ど握したこと　をう！＿pi　lク’　しか・しb）’c）！こフttて

　r才膨窪言忍（ていなし1。

　犬、気；5梁に最ぞ強く作用する要素の1フであう上空20－30m　から400－500m

の温度フ・ロフィ’レll実測されていなかフたので上空の温ノ菱＃素を入れた犬気の宇

定度を定量的に求めbことかできなかった。
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記　号表

CB・1論槽のタ陪Pカ・ら伝播し綜るフ貿物質｝鮫　　　　　（ppm）

C　　：汚梁濃度の言†算イ直　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ppm）

C。b。・混舗内耐架鍍実漫｜値　　　　　　　　（ppm）
E（r，s）・半径sの南滴によるク勿質の補菓桝…

h　．．：　ゴ方イrt　iこある排出源iの煙⑳才非出高度二　　　　　　　　　　　　　　　　（m）

P巧
i　　　：弱ト出i原の裟号

ゴ　：風句方位

k　　：雨による浄，化亜度定数　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1／hr）

L　：混合槽の直径　　　　　　　　　　　　　　　　（m）
　e

M（s）：半径sの雨粒子の渡度

N（s）：孝佳50雨の勃子数

・、・才蝉イ撒，討・ヒ頃を…とし’榊イ堪で鞭腫硫酸ガ’ス

　　　　・空紳激ppm・の麟．　　　　　（m3／q／h・）

・2・・論槽内で蹴される：ラ昇微の空姉麟ppm・・換鱗数

QA・面才拙鑛　　　　　　　　　　　
（乙／h「）

QAiゴ：ゴ方肛踊i翻傭蹴5鍍　　　　　（Z／h「）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙／m2／h。）

Id　　

l

QCSTT

t

UU

・；齢槽内の郭立面積剴の排出多虫度

：日身擾

：　1菊⑳孝立｝芋4麦

：気温

：あう崎刻・η気：量をその日の」＃均気温から差L引いた値．

・貝寺間

：　　　ゴ　　方イjiニ　ズト　ら　　吹く　　，垂‖Lθ）　三iξ　」と！≡アノ輌iし速

：｜更連．

　　　（m）

　　（°C）

　　（°C）

　　（hr）

（m／sec）

（m／sec）
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・。・舗・。て・鍵　　　　　　　　　（m／sec）
V（・）・半径・励滴の終聯速度　　　　　　　　　（m／sec）

w　・戸師強度　　　　　　　　　　　　　（㎜／h・）

x　・排聯からの固下距離　　　　　　　　　　　（m）
・Eiゴ・瀬・励蜘・臓季£源・なあしたときの；聯勺獅（m）

x．．　：　ゴ方イ立にある　工番・目の点源ヒ観∫副点の屡ξ彦生　　　　　　　　　　　　　　（m）

　エコ

z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’”一　　　　　　　　　（m）

Z

cし

β

Y

ε1

にiゴ

〉

し　　　　

λ¢，・）、繊s礪ヲ輌物質ぼP帰蘇婦．

、飽表から麗直上方、伺の距殼て’局物：昆・合獅局さ

：広域の混、合槽の地表力・らの高さを表わすハPラメーター

・吻鉛莇向砿別縁珂樗事磁・。一αxvのイ轍

：1亘iしの指おし分布：去則を表わす式叩の指数

：局地混合糟内空気と槽4㌘気の受喚量’を稽停積τ害りった値

：面考亮原の重油中疏黄・含有手．

・ゴ方住にあるi点源の重油中硫黄含有率

：　2π／16ラ三ノ’アン

；　　理壱命的／な南～：よ　る・＃勿質Oワ；ティヒ’nノ度イ矛まタ1

、・　：オ辞イ滋式に釣れ硫．叡呈彦・・よ．て39うハρラY－9－

・　・円周午

・、・煙〃鉛肪向の広がリ縁殉樗準偏差

。。・P・・q・i・・の宇鍍醐；ま・よる凝言†鞭を纈・・の濃度

　　　　を絆・こして正規化・たkf而彩勺値・P・9hVのθ散

・hiゴ・：ラ酬からでた煙櫛夏僻空に堰初でに暫る酬

τ　：風配を求めるときの期間

△τゴ：ゴ方位から吹く風の頻度

（m）

（m）

（hr）

（hr）
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茅5章 広域と局力立拡欝女ノN°ラノーター

　　第1節概説

　気象の空間的ヌケールと犬気汚梁（Zそオ1との1柵’3すで1こ第1繍のFiq・1－1

て示した。こ0）Lx］てアロックを結乙つけう直線の矢印tl作用の方向を示プが’犬

規模な気象現象f9／J・租摂夕気豪現象を生ずる素地を享える。ぱp市でぼ広1・地域

にわたって汚梁源が広がフているた（わ、局地的な丈気汚梁li巌度を推定すbどきには，

波度推定点イr随6ηみ．ならす遮いte点1こあb／非ut源の影多禦をt大tli：・受けう。　Lた

がって局地汚※波度a推定を行看ラに｛て毛局地気象条件のみ／」らず広域⑳気象

鮒，嫡砺獅戸坤吻」矛舵鋼碑ば灘予測働願を高めう
ことかできうであうラ。このこtr・」」こ相て／こ諭〔’てきた広緋散τデ・レと局姪

r辞澱計算モテルの剛禾現つJ・7b　・ど’・te／diら“－ti，4章τ・σこOP・“・？・「・aliL

点か磁試モデル中・・°ラノーターrこフ11ス綾臣。

　　第2節　 パ’フノーターZとξの関・係

fa　ie；S剰REを縦乃た物教肴τテルI」波度言ナ算地わ’ら2km以遍にあ

う汚梁源ρ・らの汚茉物須イξ播式と．局地域の波度推定を行な戊ための宇イ酪方宕式

から獅（舗て・、b．和れ解イ云願1封拠m擁嫌：錬源からの煙漉

表桐たan　，イの働拡散ぱ段スケー・レの気斑働影響き動う。K（4－1）

中）［i）るハeラメーターξかイク）ヌケーノレcっ犬夕ての：艮／合βεカを示ヲ7E　一一（ZTハρラメー

ターヒな乞このξが広域で・μつ上空の大鋤扶態と究靖：関連ヲろこt・tg，

Table　2－9　1：，7さ小／：よ　）／て　ξ　と」也，表貢で’のノ醍や気湿とク）チ月関か循v季課

から主推察される。

　才諭丈茅1‘扇てげゐP市スケールの犬気浄化縦力を評価了る方7去ど1て2っのパ

ラ．メーターZとrを定羨した。どくノこ茅⊥婦・茅5章で1♂rを定式と～て扱ラこと

によ。て，舘凄方匂②混合方E刀2kip　3量ヒ｛てのzの特性をβ罐にした。（た

一！71一



がってこの数イLg　i　s同U’ぐ広　tl’のtafi女方εカを表4フすξの値どノを接な蘭イ手を≠5っこと

か推笈されう。　Fig．2－14はξとz〈の関倭を示乙ていう。　この》司力・ら

　　ξ・a、・a2　　　　　　　　　　5－・

・城・辞線形であうので直才鱗を変貌す醐肺桝を就う」t・♂τ苗

t、．干こて式の両辺に吋数をとり二欠のよフ．な妻数変埠をイテノ7フた。哀（5－1）は

　　x2＝乙ηξ

　　　　　　．　｝　　・2＝乙・a1＋a2・1　　　5－2
　　Xl＝LklZ

のようにオ泉形化される。　この関…数の回帰方才呈式を柔くy）たところ．ノ司式の重・祖ノ野探

数13・・690を得，a、＝・・000276’・2－1・4とおち

　を常状態㌢考之た蜴．合，ノZ填’⑳平均元5梁渚度ど汐イピ益参tの間にほ　第1編のa

（3－2）　から　：欠のノ」k］5，“か，Ei（り立つノ

　　　1＝　1　　　　　　　　　　　　　　　　　5．3
　　　QA（「＋k）z

ここでrほ茅1鍋φ式（5－3）でL」「えられうので’．Z＜1000mのとき，t式ぽ

　　　e　cti三3－、．4　　　　　　5－4
　　　　　　uZ

一方．パ4－・）と劇5－］）からCB・」次劫の・こ／・b・

　　　　　　　Q　　　　　Q

　　　CB　ct。ξ～u、・・4　　　　　5－5

ぼか。て噺遁馴た混合モテ’レt・4　／sY　4i　5　A（5－4）ど拡綱刀’らesら

れ砿（5－・）とt」いす”・tt・maと・’・2斑戯例”。
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　以上の関佑からハつメーターξt広、域角な夫気混㊧度をきわ・わてよぐ表わして

いうことか・分った。　｛たかってCB’9ハρラノーター援定の痴ξ果か6．広填’怯を葺す

広、域的洩度eとヌ恢・していることが．分った。

　　第3ξP　／WラメーターZとzのβθrL乗

　これ」ての考察ではハρラメーターZの値ぽ天気力ぐ温度Pt’　IB上を定なP（1穗φ

立であると．考之られたどきに推定乙7…値の孕均鍾150mを侯用（た。（かd丈気

安定、度か変動するときzを雷，（－1をにしτあぐことぽ」理象論的に矛ン合理であうσ

tこうて髄ヤ；弦；綴⑳鉛あ飾ラが測定さ右な峡め．zをこれ嫉測値から

堆萱すうこと1ゴゲ可能であう。そこで広咳〃・つノーターzの閲救とrてzをヂ

えうことがヲ能か委かを残討Lた。

　Fig．2－8　／9　　1さ　キ藍定1たz　と風」褒〆）関イ余を才していう。　これによると，デ

ータのぱらつきぽ戊醍か小さぐ・なる1コど犬さく看フていうか㌧こa2っop　）図とも

Zか風速に反比イ列する傾向を持フてあり，次のよラな」氏で表わヲことぴできる。

　　　　a2

z＝a P＋－

　　　　u

5－6

　お〉よそのイ直ヒ1てal＝3・5，’a2＝170に近・・復をどrう・一方ノWラメーター

Zl9第1，編のFig．1－14，15中’こ示されて、、クよう’こ∠f定な｛・とfJlデ：立のとき

　　　　　685Z　～130＋
　　　　　　u

5－7

式（5－6）とX・（5－7）から風速を1肖去了れ近似Pt・：i（5－8）と／9う。

z～　0．25Z 5－8

ここて式（5・－7）の厚し速．iコ広工吻（乎方勺イ直てttあうが式（5－6）の屈し速1コセンター局
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の｛のであうのてノ度窟にほ竿乙くなく．湧去もできないか・．zとZの巨視的夕値

cη顧向をfど握ヲる7三わに．と式を求わた。

煙砺疏向のθ鮎拡嫉の・。でよわ踊．ぱの鎚方向の鋤が高さ

に関して一定であるモのと仮定し．火更の有劫4非出源イ立置が’地表に近P弍enとする

と．zとz　i，lr・Cfと友のよo　k　caff　A　T；irさmう。

　　　　　　Z

　　　Z～⊥　Lσ　dx

　　　　　I・　oz
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－9

　　　　　　　∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

・～
S∫leσ。　d・

しぴ。て・。一・X“がXのK3さ’・鰍す頗乃初どす，，h．llt’L

V

上
　竺

・丁

ヒなる。こ

ヒなるので

　　Z　＝

5－10

こて・P・・quillの・、と・の1琳図Fiq・2’7からv＝0・7－0・9

0．2Z－一一〇．3Z 5－－11

したがデて式（5－8）とK（5－ll）の係数かオーヂ的’・よく　”一致3b・

　犬気が矛安定なとき　zをパヲメーター亨雄定するこtlコでき・C2Tっ7…ためZどの

剛経推定して・ないみ’，あら」クる密定度に対して前述した関保か斑すう芒の

と2えて始安定度Dlのとga・。をPt．1こ・とZの離雄式イヒした・

　　　。．0．1690・8二・Z　　　　　　　　　　5－12

ぶ（5－12）は第6章第3ffで7錬7濃度の予測計算を4描ルき勝グ肝う・
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　　第4節要約

　広域拡散数式モテ，レIJ　2フのパヲメーターを醤って、1た，ハρラメーグーの推笈

け，方防域の乎均イヒされた1弦デてタ，ノ気速デニタを使用Lたので堆定働7β媛り

の衷イヒに押して比孕交的宴伐で〔鋤っ夫。

一方局恋ラ梁凝堆定編巧・しP・パラメーター⑳主雄値夙S4章9　r’e

ハ8ラメーターのノ分・チ斤から完li7　」O一る♂うに，　1か所の汚fia‘“ノき　気象7’一タを侯っ

・一i、115　／tめ（データゑ説と㌶饒な楓桔。て・・乞垣り待定励。，r；。

このよ♪な堆定値を、さらに該差をプζ念∠た’一点、での実ご則気象因子と閲休づゲ

1高い相関を／弓うことt9囲麓崖である。そこてパラメーターZas5ハ’クメーターξ

とZを推三ヲク：方，ξを検言すしたθイの桔来．ξとzをZのイ直から求オフク式をイヲ／：o

ξllとくにこれ311・　on・分3ケて粁駿Lなかフt：，S　L，　4S関徐数τ¢つてZどノ習佐づ’t7

らPt　f：・3　ri　tれら、広咳パラメーターZを導Xtた関es　S（の・合理性亦推定〔たパ

ラメーターの今㌢徴と比孝吏ヲうことによフて確かわら・れた。

　ベヲノーター”Y　tJ局辺醍刀乙局地気象芽仰やナ芭形秦件／：乏碗されう偵向が蹟

いので「やZと鯖びつけること八できなカ、った。
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記号　表

・1’・2・武（5－1）1・S“lpm・r（イ余数

B
C一CL

e　

A

L？QU

UZ

V

Zα

1

ξ

σ

Z

：　ラ昆／合袴の外寄Pからイ云播してく　う汚梁物質O）」鍍

：広咳の乎均汚亮農度

：δで表わされる広咳の代表長さ　（那市蜴くの直径）

：局地混、合槽のづ㊦姦《乏

：汚㌢物質彬出多圭、度

　汚案物甘の広咳の面排出弦戻

：地表ユ丘くの1碇

：］セ表近くの広t弓（手均嵐速

：Vなる停積で表・わざ才Vう、広工教のil4稀のナ也ykからのイ㊦表高さ

：局超IR、合槽の高さ

、σ。αxv ﾉ働れ川余数
　　　

：広坤〈混、合・稲v内の空気と斗部空気の交換量．r’を槽停積で管』rrイ直、

　rl／V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1／hr）

：ンう梁物質の水乎伝梧式（4－1）～こ冶」れアこ犬気混冷度によって要動

　3るパラメーター

・煙の波度oSE＞直方向への》散　　　　　　　　　　（m）

　　　（ppm）

　　　（ppm）

　　　　（m）

　　　　（m）

　　（m3／hr）

（m3／r，　2／h。）

　　（m／sec）

　　（m／sec）

　　　　（m）

　　　　（m）
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第6章　局地汚梁濃度予測の方法と結果

　　第1節概説

　ラS染濃度予漫リィ直に・含9れる誤差ほ多〈の妻ご秦から襯される。

（i）気象の予測ぴ外れうことから生すうtの

（ii）ljPX　2原データの不2乙確さから生了：・うtの

　a）時周的に夏イヒする排di　5GAか正確でなし・

　b）排tt源の6立蛋が詳｛ぐ／Bられない

　c）有効煙突高度かイ葺られない．

（i且）数式モデルの現豪表現力の・欠如から生ヲ“うぎの

　a）水≒Fニイ1擢≒式の現豪と〃う子一致

　b）1艮ノ合牙曹tir”）レの現象との不一致

　あうβき点て㍉吋象ヒヲる孕柄の状態をP艮られ／4重類の因5と，イ（の測定，予浸リの

詳しさのみで表わすこヒは，不可能な場ノ合か多い。そのよ戊・な干・確定な要素を持

っ現象を．そのθ寺点以後に推定ヲる場合、イの時点・揃の杖態縛重して将，iRの

推定を4了な）こどかノ鍵塑助である。　大気汚梁農度の予｝則計二算’こ欠かすことのでき

ない気象テLタIJ前述したようなケ芋性を≠手方，か・つ実ラ貝り値1：tノ少∵なカ＼らすタ悟Lを

・含むたの、このよう・なフク［フセスでの現象のr予演りや堆定．に対して適応諭的な方済は

非常に有効な・チ薯∫之となる。

　気象学てtGt適j疋諭均方法がヂi｝続法4t夏向法とい戊㊧称て呼ほれ，これ＃でに気

象予扱に実用されてきた。し剤犬短斑濃度②推定と予測の計算過程で、こ②

概飴ピ1入帖緑ことほなかっ乱本章では卿難予鯖る場A．式中の拡

蜘／°ラメーターの推定t（決定諭旬方法と周時にこの祁L念を応用した。

　血応諭均な方法を実際の汚梁濃度推定言ナ算に応用了るとき，その方法は式中の

特定のパ・ラf一ターmみを対象とする場合．式身体を対象とすう場合など幾つ

かあげられるか，適応性をどo）ような形で計算過程に導〉＼すうかは非常に難ゑし
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し・問題どな・う。

本章で象つか試社適バ論的肪法1：よう願言†算繰からそ垣の問題点

が明らか1てな。た．Fiq．2－151ゴ」献論励赫による：課濃度予漠樋程の概

念脈す．妨類シ獄1鍍の数式モデ・レ1こよう予測は伝緒作用を支灰ずう気象

蘇の予測を殖わ丁’して胴能である，言）＃で柘・恒嫁縣と’glC上

から1－2km　th　rリョて・の気温．雇し向，ノ醍であう。このよ）・な夫気境界、看内で’

の空気の状態の予測噸象学上最毛蓮れた研究θ野でav

測精庚予測の可能推の問題を醐していう・

　一応ノ季・諭でσ一そ」の予
，

Prediction
盾?@Me七eorOlogical
eactors

Observa七ion　of
Meteorological
Factors

1

Adap七ive

［蓋i竃』

Prediction‘
of　Concen七ratlon
a七　a　Monltorlng
Statエon

Horizontal
Transportatlo
　　　　　　CB

Emlsslon
l工ntenslty
QA　　Qp’Q工

m　　　　　　　　　2
Σ（Cha七一Cobs

l今Minimum

No

Dlsperslon
Parameter

at

Yes

Prediction
process

Observed
Concentratlon
　　　　Cobs

stimation　of
　　　　　　　　　．盾獅モ?獅狽窒≠狽撃盾

t 　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　・

＝@Monltorln
tation，　Chat

Modification
〉

of　Relation
between
Parame七ers
and　Meteor．
Factors

Monltor工nq
　　　　コStatlon

Fig．2－15 Procedure　o　f　a　Prediction　for
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Air　POIluヒiOn　COncen七rat10n
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　　第2節適応論的な方法による言†算結果あよひ考察

　　　2－1　 パラノーター才崖定に元虚度妻イヒをジξノ爵．しな1ハ揚ン合・

汚染”慎度言†算∬こ脳要な条イ午を次のように設定すう．

a）　z＝：150m，

b）　1縫》布の‡旨数法則の指数βを0．4とすう．

c）　k＝0．47w，

d）　Yは式（4－6）P・らz＝150mでのイ直とし痴辺第1項のイ系数λを適応ハ゜ラメーター

　ピする。

　　Y＝λu　＋　0．208　　1／hr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6－l

e）　ξはYのよ）に醍とo）関数関イ奈が明白でないので杏β手刻に推1定した値を将

　未に拝続さぜる。

f）　八゜ラノーター推定に利用すう時間a間lgr過去3H寺間とする．　この爵間L7問の

　設」定19尺気の状態7T’刻々変動することを考えて定めた．

q）　1裂」重，雇iし向の日変イヒが正しく予漠’1されう：εのとすう．

：謙濃度予測計釦欲の3つの式力’ら行な）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　h2．，
　　　　　　　　　　・exp（＿一」ユ＿　　＿　2　2V）｝　　　　　6－2

　　　　　　　　　　　　　　　2αx

　　　バ
　　　器・（望．eξ）・Q芸2－・・47we　　　6－3

・…＝
奄戟A｛e（・i）－C。b。（・i）｝2・mi・i－m　6－4

ここでα＝0．123，v＝0．84であう。

　濃度の推定を4テなった地点1コeンター局τ・あり，日θ寺／9郎和43与12月4日と13
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日である．13日碗豪条イ牝硫輌麦イヒ物の；5’＊’」WEの観測値をT・bl・2－12

1：祠．di（6－2）によるCTの討算に際しては，風速、風旬の1・Hli間ng値を便

。て・、う．この・。を式（6－3）・イK入L．1？Sl　（6’“4）・・よ・て・とξを端た・

YはFiq．2－16に，　t；t1Fig・2－17に二示されう。　これらの2つのハ∂ラノーター

の値ll図でアロットしてuる点を中’＼に±1．5蒔間．計3爵間の平均値として得

られる．い飾毛午前6－8時頃から増加し，ロ中は大きな値となリ・17－18

晴頃刀・らフ威少了うイ頃向がある．ただしξの午前3時と22θキδ）値tg前後の値とか

け鰍て・うか，こ姻式（6－4）でISI・Hli・に2つの／x°ラ／一ターを推定プ妊り

得られう膚‥ターの値が待定・こなリ易・こ猷おて生し’／・tのてある・

Yとξの推定値の例外的な変動を除いたチ壱呆から日中の天気の乱れと混、合か、夜間

のそれ1；仁ヒして大きいことが手監定される．適戻ノCラメーターλ　を推定3クどFig・

2－18となった。　このλ〃）値は気温の鈴直》布によって定3う犬気笹定度の影

躯強く受lrb・．λ砿イびら揃lo時頃が最毛天気が疏囎上梼定t：な

う・襯℃酬4－6・秒蜘雑な・糊であうこど劫かる・漁蝿象微

見た場｝、合IH中θ青れた日の犬気庄定度の！般的・な麦tiヒハ’ターンとよく’致すう。

　以上a　tEX’：よ。て勅た6酬問てのi膿予測ごt算tfi果を示すと・Fig・

2．19となっ㌔一方；碇論的辞法によ。て勅た6卿群3での1額予測st

算繰を祠ど・ig．2－2・とf・・　1：。こ・で：妓論多繊済’・おて言t算％

場θλ・1．0ズ托去（6－・）でξを次式（6－5）で5L・fc。式（6－5）｜；一“ど

li且遠の関係を景小二乗法によって本のたものであうかご」工’らつきはきわめて犬きC）e

ξ＝0．828u　＋　0．406 6－5

これら2つの牛法によう計算のtS果をZると、温度婿破鋤：よう大気字定度

に急激な麦イヒが現われる午前中から正午にかけては，決定論的な計算ifi　i：よる結

果が実測値に近．値を予m’1　’yろ傾向をet．13日額瑠劫大気錠度があav

変化しないヒきは，逆に適応諭的な方法による結果か’実漫’1値に近い値をヒう。
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Estimated　Values　of　Parameter　Y

Fig．2－17

　　　　　　　　　　　　　12　　　　　16

　　　　　　　　　T工me　（o’clock）

Estimated　Values　of　Parame七er　ξ
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Es七imated　Values　of　Adaptive　Parameter　λ
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いす畑手法ヒ毛言†算値醸※・1値にθわない鋤ぱ主にハeヲメーターの推定に

それらハeラプーターの値・η変動に犬きな作用をする要因であう温度玖層の変イヒを

加えなかったことによる。次定論的な手法ではその専素かごYや9の沃定衣に存在

する誤差として作用するが，跡・諭的な方法では，その要素ほ7トン確定手素として

逐次λの椎定童に作用する。したがフて午前中にあけうように温度夙層の麦イヒが

激しい場合，丁度犬気安定度か逆のときのλの推定値を硬）ことにな戊そのた

め汚梁1膿の予測値戒1貝ll値と’詞樋のであう．しかし午後のよ派犬気錠

度の麹が日禍的に緩ヤかなときのYの推定，卯靖波舟測・・ノ欲定諭的な

方法よve効果がvao・eiて・う．　Fiq・2－21は12・El・4・H・こ・・、て97・ts・たラ嫉

予ラ則イ直を示す。　い了才Lの図t石皮系泉春予漫りf直で㌧　・印fコ：う㌧漫リ言た算の出発’ξ・を示一了。

9tgkF，1P・ら，9・す細方法槌・・か，その優批判断行こと1灘力’↓い〆

温度夙層の狐態によフて決まう大気字定度をYとξの推定を行な）とき活用了る

ようにな鵡風速ヤ順安定度などで｛ほ机切れない確饅素拷紅う

といハ観点から適応論的な方法IJ有効な予測手段となう）。

　　　2－2　 ハ。 宴mーター才昆定∫：」」温ノ蔓＃素「を勇ノ寅、した場／合’

　貝温の上昇や冷去Pの現象19　K気の混合力を沢めうLA子となリ，犬気汚※に手之

う影響は大．きい。　このこヒに［前小節の汚梁濃度予元則縮呆から毛明らかである。第

2章9　2fiでは風速と気温のプ・フィル劫かって・、嚇合の実用的鉄気の混

合坑散イ轍鯨めう先辞諭しT：が、大阪では気温アロフィ・しが1貝1陵されて・な

いのて侠用了うこヒかできない。そこで地表面気温のデータを便用してハ゜うメー

タ＿を推定し，汚宋の予；則を言式みた。ラ農度計算に’必要な条イ午を次のように設定す

る。

a）　z＝　150m，

b）　｝醒ノ分：布の手旨数法員llをイ吏いφ旨数を3＝0・4と1「る’

c）　　k＝0．47w　　l／hr，
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d）　Yの・定式厚式（4－9）を豹1用する。

Y＝一・．79・・．96u＋°・ c34　Tl・・・…exp（…器’） 6－6

蹟全伽こλ1嫁じ・物λ、樋醐・、ρラノナと妨・

e）　ξの値1コ杁（4－5）から来ある。

y－・・64・一…5・u－…35÷書1 6－7

上鋲イ紅λ2醜じ’物λ2遁“勺ハ9ラノーターとヲる・

f）　八・ラメーターヰ臣定にty，1爾了る日4周区間IJ岨去3時間とかξi。

三）　・憩速，煽し向，戊也表気．温の日妾イヒスブ正し〈一予）1，1されうtのとすう。

以垣緋を仮。一“（前岬で肺・た・・1司し’・2月・3・1ご・・て：ラ織度の予

；則言博桁な。仁Fiq．2－22は祈繰を肩．Fiq・2－22をFiq・2－19

Z　agftVbと、　Fig．2－22の予7更」値岐測f直1湘対的’こ丘・・イeeと・てしゆこ

ヒM＞る。Fig．2－23は12月4日の予測値を示Vが，この日の鎌を同じH・cp

Fiq．2－21　ヒヒヒ孕叉すると　］－iq・2－23の予；貝リイ直が実漫／イ直1：≠戸挙’こ近いイ直をとる

こと劫かう。このよ）な2醐につ・て吋測イ直か揃小節で気温の影亭嫌

視して；糠嫁わた線よリ毛気渥の影42誘慮しr：　fS2の方〆は6Z・’・実｝ロ’随

．逝い値を予測するこヒがθう．LかL式（6－7），A（6－6）の動目関イま数・フぼ

い値をヒうので式の改良なしに予｝則の精度を高めることll矛可自ξであう・

　第3節　 広1弓σ1広散パラノーター導Xl：よう：農度予演’1

　これ」て扱ってきた」亙辰論的方法による汚梁；鍍言†算法では，2つoハρラノー

ターを1司Hli　t　C推定し，ンrの値をイ束って言t算を4テ・なったのであるノov・この方法’こよ

D最大o）欠．点、19チ庄定乙たパPラノータ～かご日手4，li」よってランダ‘Aに変季力し易oこと
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である。　したかフて何らかの方法でハ・ラノーターぎ瘍’・＃度で推定できづ定式を

閲発すうことが予測討算にtフセぞよい結呆をEたら3。

抑市域の汚来でt9多くの排出源の重ねθわせにようことを特徴と1てPクため，

局地汚架渡度どいえどtその活架に寄享乙ている汚梁物質の伝播適程ぼ節茄の幅

に匹敵づる広域的ノ「」スケーノレの犬気の混ノ合i度っ影垂こE／i｝2ける．米国の疏6p市で採

用して・うように（74）パ気局村了なハ糊、4ti・わたう広頃1殻水ナン諏

，レ予報の値を郡串の局地汚梁ラ叛の計算～こ加之う方法は含埋的であるとnえる．

そのよ泌継から櫛では鯛1繰凝予測丁デルの・fヲメーターをぱ

抗散パラメ～ターど関イAErプけた茅5章の結果を利用してタ5梁波度の推定を4テ方っ

た。

　　　3－1　汚染濃度推定言†算法

　濃、度予｝則訂耳乞すbピあたって吹のよラ・な気象」字蕉7Pt’プン分正ぴノ：一汽亙りで5うそ

のと勇えう。

a）

ラ　

ラ　

　

bCd

e）

地表面の風向（ヵ1β手聞字均値ど月変4ヒ　’…・セニター、局♂値

地表虚近くの厘し塵o）IPξ厨…弄．均値どH，麦イヒ・・…　　広壇’乎ノ勾遁ノセニターノ局位

地表面の日身撞の1θテ周値ど∂変化一合一’一広域手均値

富丑♂畦化

南士のH変イ（

上記項etn連t（風向，風速にほ）欠のような仮定を4テな・た・

・．風⑪」埋液から上空散百mにZ411て周一方位であb。

わ．ノ醍フρ0フィル1こrま　才8齢そ戸7云貝リズ〆兄（り立っ，　ヂ方教βを　0・4とダるo

ラ農度≠建定言†算1こ19式（6－2）とi氏（6－3）　をネ1〃fi了る・

A（2－13）式（3－77）から

Y－・・…4器・幸∫：・（・）d・　　　6－8

一191一



虫（5－12）よ1）

　　　　　0．811z　＝　0．169　　　　　　　　Z 6－9

去　（　5－1）　　より

　　　　　　　　1．4
ξ　＝　0．000276Z 6－10

式（2－8）よリ　戊縫の鉛直ノ》布

　　　　　　　　　　　z　O．4
　　u（・）－u（15）（π） 6－ll

・、・ラメーターZl境1嚇5章丁・b…一・8けした回肺麟パ搬す

う．式（6－3）はハ・ラメーターY’ξ’wみよひ’Qエ’C［r　D・9醐・澗△tの間一定

値をとづ毛のと考えうならば次のように変形されう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1C（t＋△t）ニC（七）exp［一（Y＋0．47w）△t］　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y＋0．aフw

・［・－exp｛一（・…47w）△t｝］（ε’ 宴Gn＋Y÷）6－・2

今△七＝1晴問である。麺論的ハつメーターを導〉・すう揚冶・，そのハρクメーター

☆・澗・騨・糊帥る・とグ騨油る。獅で／パ（6－・2）励辺Y2

項にパヲメーターηを重す・5こと’こよフて，ηをハρクノーターzとξを／司ビ剰冷

で補正了う適応パ戊メーターと1た。

貝脚43担胡の日曜財27剛《麦矯く1コ・▲・捌ごとOP・n（七）を1額実

測値から推定し，その全日の値をHi刻こい乎批すると，Fi・・2－24　cp　e°＜

品間衆ぽ岬ヒ／・er・。この・助変動は醐概ヂ羨フ・こ抑多・

にシステマ7イック刀数司τデルか持フ誤差乙第2に排冶i量OPデータク誤リXX’一

，若畝るが，その原因が何・・よう碗θ恥砿乃こどがで猪か・た・
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　ノ各Eラ釦1での　ηの乎均値をη0（七）とするど，夜間のぞ」れら’9日中のぞ，1’i・らよリ　弍

2－3イ吾丈きなイ直をとフう。　yた夜闇6り乎均・値の周囲の麦動：量1；E中のそれよリ

扶きく06。例之ばη（3）のno（3）の劫吻ロ層’らフきφ標羊偏差／；1・08

1－tl’　：’プル董女　16イ固）ノ　H中12H手での標享偏差tg　O．253（サンフ診ル数20個）

2嘩て・のぞbl’・・tg　O・458（tt・・フP・厳20梱）で各・捌のη0（t）て・桝僻を

味すうと3β争」0．356，12日¶70．316，20θチ／PtO．358と、なるので新たノこ

　　　パ（・）一帯　　　　　　6－・3

kbき適戻・⇔グターを物値ηo（t）とパ（t）・こ〆蜘，パ（七）で示

f’ttうような各θき刻によフて異なてう変影ケ量の591ffLEOP犬きさぎ除いた形〃ハ’ラメ

ーターを設定乙た。このよ）万方之κ」一う適応予凌イ⑳言壕／コー孝重の周期法にあた

る。

　η，（七）は：欠式を満足すクよ　ラノロ：量で・づ二之られたθ

　　　・・…、；i・（・－ti）一・・（t－ti）パ（・）｝2W・（・－ti）6－・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　m工nlmum

c：で単イ麟間醐∫」1β澗τあヅm＝6と1たe　Wt（七一ti）は重み闇粧示

0　ロ4

O⊂

　　む　　乞

0
0　　　　　　4　　　　　　 8　　　　　　12　　　　　　16　　　　　　20　　　　　24

　　　　　　　　　　　丁工ME　　　（olclock）

Fig．2－24　　Periodic　▽ariation　of　Parameter　n（t）
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了かtを現荘七iをi瞬聞前のβチ刻と9うど

　　W，（七一七i）一・七一七i 6－15

・一…である・と’」6・き嚇から・脚での・（・）／・。（・）の値○勺輪重

みをかけてパ（t）を式（6－14）から推定％ことκ凋当乙、s⇒O．0てt’あること

ぽ最樋二・週去爾点で得られたn（t－1）⑳み冴慮行ことをkeiすう．

　　　3－2　計算」活果方よb’房察

　濃度を計算するた4りに’」重み関救式（6－15）て’sを適…b’　tr定φうヅ妻jzK’あう。

§eo．0，0．5，0．9，1．0の4段fgtこ設定してそれそ・れの波度計算値を勅

次式で示ごれるよハな言ナ草イ連の突N，1値の3わりの撫次元樗孝偏差を菜助た。

σ　＝　　一　Σ　｛C－Cobs｝
6－16

Fig．2－25破線は祈測8稜1でのσの値を示Lて・・う．1梱中の肪￥？・こfす

1プら靖数値1ま重み閲数衣（6－15）て”設定したsの値で’ある。

　Fig．2－25　にようと　sカこ’ノ1、さい∫コと’　現β4点か・らご’〈一近いイ乎元表の；足度予渇∫lfi亘

の言呉差を小さくVるか㍉．遂に長β手間えのr3・iNリを考テ、な）と予漫・1イ直φ言呉差が天きく／

ることを示していう．s＝1．0のとき1コ誤差1才予測時間ぴ翼なって｛あゴソ麦動

tなくなるこどを示して、）る。

　このような計算括呆から　短同間先0予測’こ1砒最近の短碕問’こ推定（だ適応ノW

ラノーター6η値を重視L．濠、度予測をする碕聞か長ぐノ7るほど週宏長碕間にわた

って推笈1た適バハ゜ラメーター⑳値を重視Lてイ4た／合灰dれた適丈ハρラメークー

脈∠ノズ才測値桝競縞めるこどが・袖う．とぐに5θ澗え」峻の予測／こn

を；丸定諭白クに三チえてtよいこどを示すo

；se〈、わ醐ノ汀8θ間灼で〃テケ・たパ式（6－16）て’定歎旅擦竿雛を
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八さく了bため，sの値を弓づ副時闇に応ビて褒tl々変動〔させて来めた∫舌果をFiq．

2－26の太・1夕緑で示1。こ・τ・のfLg　la予測畔間・：応じて次のよ力こ4Lた。

　　（t）　一一一一→　C（七＋1）Cobs

C（t＋1）

C（七＋2）

　

C（七＋3）

ハ

C（七＋4）

C（t＋5）

C（t＋6）

C（t＋7）

一→C（七＋2）

　　　A
－一?（t＋3）

一一一ｨC（乞↓4）

一一ｨC（t＋5）

一一ｨC（t＋6）

一→C（七＋7）

一一ｨC（t＋8）

：　　s＝0．0

s＝0．5

．　　s＝0．9

s＝1．O

nLl．0

n°＝1．0

　ロ
n　＝1．0

パ＝1．0

　このs）lcして毎θ1刻’こ8θ澗生3で言埠乙たぴのうす6fi手聞katのを

鋼濃庖比較移ため図示す多とFiq・2－26と行。6β手蹴の；ぴ預グfi

は5日彌先の濃度予測trt算値勃刀期値とぽ適応・⇔メづ一ηを渓定論的

（η’＝1・o）に5之て計算したtのであるので・，初期値の影孕を少レ受けう以升

は決定諭幼な社拳踪に近い値乞とク毛のど推定ざれう〃そMIJ　9時間え⑳濃度

予測言埠値’誕・値をtbことから擁物られた調図ぱ4アな・た棚’閨勤）

τ　12月4－7日．ll＿14日⑦毛〃）て：・あrう．12月5日の；農、度一予70W直とく芙漫り値1：）

d〈一致1て、・ないか’7ts．12eの予測4亙ノ7更測値と比較助」＜一致1てuる’

　Fig．2－271」2時間先り濃度予凌1値2実測値を示した芒のであグ、7’ロット

は，iE点乞逓る勾画乙1の直線のぎわり1：無次ん標享偏差0・46でばらつ・・丁いる。

　Fig．2－28　ぽ　4　Hll間欠の；展度予漫1イ直と実漫’1値を示レた宅ので’あグ．、原点を通

う勾画乙1の直影艮6η3わりの無次元オ標準⑯差0・54で、ある。

〆ラケター。は12肋2・・間・・嫌・て擬した・の値をHテ9’／・”ど’こ鞠

した肋てあ5ノ⇒かかわらす飢月月の濃度予測討幼こイ吏。で⇔．しrt－・A’

って本節で行な。t，7測ご埠砿課’壕輪童昧て・の濃度予測の結呆で17加兵

寸づ則を4テ万）ヒきにそのとき以前，イ列えノゴ遁麦孝女ナ】ヨにわたるi）・矛叛から求《わたパ
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　　ほ〔∈5

　　　　　　　　飢

　　　　　　　　0．

芝

／・

SOx　〔ppm）

Fig．2－27 Relation　between　Observed　and
Estimated　Values　of　Hourly　Average
S・。（PPm）・f　2　h・u・・in　Advance
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：／．
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／

　　　　　　　　0　　　　　　　　0

0bserved　Values，　SO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Pでm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
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Estimated　Values　of　Hourly　Average
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ラノーターnoそ4ft用して予測計算をして毛その4Je／ヒLたデータa数か多vのて・

前勇の宕果とほどんど亥リ、か在い・ものと〆考えて差しつかえないと見なした。

　　第4節零約

　適庇6与にi変動するじのと見なしア三ノ・8ラノーター・が，あう簡」㌢／br　i2ifi’H・生　たと之

ば靖続性．頑向性を持たな’Tれば同パラノーターを便フて行なう将禾の濃度推定

に適．応的な方法による効果を上1ナ“るこtロ期行できない。その；亥則性を持たt亡う

2わに19短．晴聞のラちに麦動しパラメーター1こ多夫な号3薯を与之ると．考えられ

る‡素を，それがたと之不適当な辞分を多くもっていて毛，で？るだけ茨定言念的

な定式に，f，且み込むことによって・確定的な量として扱う二とが嵯要となる。

第2節2－1の計癖課Fiq．2－19“21は大賊厳八天気：齢1・天きなイ鯛

E一ヲう　t：　t　zxD・わら了1そ小を～F、石窪定妻素とtて適応ハρラノーターに含くDて4Tlなった伊］

であるが，この結果力、らb日月らかなご’とく　　午前中の’Xラ則イ直と一テ∫則イ直との間の言呉

差m，大気宙鹸楠視して4丁な。た決定諭的紡法による差…課Fiq・2－20

よリEかえフて穴さ〈でて1ヨフていう。一方躯2節2－2の言煤5吉果ぼ2也表面気

温を天気笹厳を評価Yb間罐的な天度であう確煙泰れて扱・勧℃Fiq・

2－22，23tコ　Fiq．2－19，21の推タΣイ直よリニも精ノ芝ズパ高くなつていうθ

　P／・tの枯果から適応論的々方ノ去で活蒙濃度をEit　1るとき，沃定諭的’汲・て

k、るハ9ラメーター一を求ギ）る麺な気豪婁素4）孝重類が推ク芝値の言呉差Eli最ノ1、1こ了る

と、、う目的の芒．ヒに存在することがわかう．　こ｝れを］嘆型図で才すと　Fiq・2－－29

とフ巨る。　また　前に　あノブた幾つかOP　方？数1こようiララ£：雄てP濯り4吉果力」ら　〉欠のよ〉　なご

じが言えよ）。

i）　　1『βき間乎エ勺濃度を連靭…的に非定挙で言T算すr5　ことズN可宕εになフた。

ii）　犬気宇定度，気象要素でし・うならば’気温，風遠の釣直ノ分布双測定されうよ

　うになれぱ．汚梁波度の予測はその精度を高めるこヒができよ）。

　iii，）　データ記録の関休でこれ3でに利用L穴風伺、）磁のデ1一タ1［［1時問薯均
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　値であフた。　し斥かって式（6－2）て層贋しψ乙乞泰わす△τゴ／τの工負の劫果ムCT

　の計算結果にす／分現われていな1・ので推食し1－CTの値双滑らかに変イヒしない

　場・合があり、ハρラメーターの推定にその影暑が硯われていう。そこて1畔間に

　10、分ごど6個のデータを便用できうよラになれは，ξヤYの推定値の刻々の

　変化毛！を笈するようになうであうう。

第2節て4祷。破度予測言t＃の拳課と比較して，茅3節で勘た波度予測値

はその糟度碕めう：とびできた．その理由としては

i）　ノでラメーターξとzを広zi家弦散ノぐラノーターzのイ直から」夫定ま命●づ’：よえた。

ii）　バ゜ラメーターYを1勲墓の関数と1て沃定諭的’：参之た。

iii－）新1〈適夫ハρ？メータnを導λL．そrh1τ8フてハρブノーターξとzを周

　L割、合で適応的に修正↓た。

iV」推笈したパラメーターηの値ぴ持っケ升全からηをnotパ’こ・分解とた，そ

　の）すnoを安式ズ）こ持っ誤差とi≠非出源データの誤差によってで’きア…であう）1

　H乞周期と了う変動董と考え：叉定論角に敬値を与えたσそ（Tni／こ適淀性を

　琶たぜた。

　短時聞の汚・i£濃度ヤ気象のデータを使フて」亙万ミノwラノーターを推定ヲるとき注

意⑭ばならな・ことV，その難11値壕差を舵こどτ・bD．そ砺謀雄定

（たノ10ラメーターの値か前e5　？‘，／の　ft亙と比較tτ秘聯1こ芙1身う2亙をと多こtXN’diう。

こめよ〉なノNeラメーターの異常・ζr値のネリ用IJ濃、度一チ浸，1値に翼牢な誤差を生3’る。

したZズフて過去に推定1た幾フかのハ゜ラメーターを乎均化了bことえダ有元力であう

う。

　予測値の靖度をあげうに～」数式そデル中o）諸ノ、°ラノーターを決定了る定式を

気願素と最辞醐の高い式に改間る1煙〆あう）。物他に次のようなこと

を解沢せ巾1工㌧ならない．

ユ　）15盾i曙i’する穴気によう再75茉の言乎　fth

エi）局地気象4i件．例之ば渇陸風の交換時のノカニズ4の解明
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i五）巨犬点源の有劫煙突高度の計算

なお．ラsyeme，錨．6・“び醍の・S）EhG力測定できろように方れほノでフ

メ＿ターzやY，ξの詳細な按討バ可舵ドなク．数式モデルの改良κ非牢に4支立

っtのヒ鷺・）。

　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　．

Op七imal　Classificatlon
for　Factors　of　Certainty
and　Uncertainty

Factors　Act工nq　to
Transport　Phenomena’

Certaエn
　factors

Uncer七aln
　factors

Estimation　due　to
Deterministically
工denitified　Models

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Expression　of　Uncertaln
　　　　　　　　　　　　　　　Parts　by　Adaptエve
Parameters

Estimation　of　Atmospheric
Pollution　Concentration　by
Mathematical　Disperslon
Models

Fig．2－29 Procedure　of　the　Optimal　Adaptlve
Prediction　of　Pollution　Level
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言ζ号　表

　
C（七i）　：8t『2，1七iの；う；k戊蔓度言†∠li！二値

C。6gi）B蜘七i・；ラ微猷漫」値

CB・；論槽・トか・・K￥イ鴻・て・る1労凝，ξ＝1のときCTで’表卿

hpi］・1方伽：肪i灘源・煙の≠非出献

K　・晦り

・1’・2・輌鱒イ繊

Qエ・齢獅碑イ立面群リの排ぱ媛
Q．．：〕方イ立にあ多i点；禎梁塀『の排出3鍍
Pl〕

QAi　fi・二方伽・励i碗編・排繊度
　　J
S　　：適☆パラメーターを推定了多とまの重みを表わフ係数

　　　．　ノb　：口T　　　・　AIM

T’　：あう時刻の気温をその日の乎均気温刀ら差し引いた値

Uゴ　　：　ゴ方イ立力’らpk＜ノ頚Lの9均ノ醍

Wt・脈・ぐラf一ターη描垣ほめの重欄救

・Eiゴ・ゴ方伽・肪i肺辮を矛繊1こし勧き醐鞭離

x．，　：ゴ方位に功うi点ラう梁源と観浸リ局との距鳶匡
　1〕’

z　・広域の混㊨・稽誠

　　　：局把混、合槽高度Z

・JV、イ棋1・、一αxv

Y　　：∫昆、合ハPラメーター

ε1　：面汚葉源の燃料中の石克黄／含有手

εiゴ　：　］方イゴエの第iε汚葉り享の鷺〔科中の乃良董・含有手

η（七）：　亡日寺に求dわた適応ハρラメーター

nO（t）：　推定　t　たn（t）　　をe寺ま，1こ一一と　1こ　♀均イヒ　〔　7ミ値

　　（ppm）

　　（ppm）

　　（ppm）

　　　　（m）

（olclock）

（m3／m2／h。）

　　（m3／hr）

　　（m3／hr）

　　（°C）

　　（°C）

（m／sec）

（m）

（m）

（m）

（m）

（1／hr）
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θ　　：　2π／16ラ’ジアンノ扇形角

λ　　：　パラメーター〆Yを推庄フクときの適庭ハ゜ラメーター

ξ　　：　＊K手イ云播ハ”7フ（一ター

τ　　：）n面乙を三だζグ）るヒきの期聞

・hiゴ瀦獅らでた恒噸測ね空・縫了る打に＄1う・稠

△τ」：　方イ立から吹く風の頻度

σ　・1良度・言輝値の実測個・メ丁了う無次元孫鞠5差

σz　：煙の夕食直方向の広がクを示す樗準傷差．

（hr）

（hr）

（m）
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第7章 他の数式モデルとの比軟，検討

　　第1節　祁1説

力肺琢の局地1獄濃度の討算ぽ4疋禾Sut七・M獄ヤ．　PasqUillがイ束。

た公式を変形した毛のをイ吏フて4丁・なわれう場㊨Sズ天多い。そのうす最宅よぐイ夷わ1れ

ている定齢旗4却ユPa・quillの大短碇度扮類i：9プ〈正規飾を仮定し

た式であう．

　定常砿放公式を便うとき　茸伏態を表わすとvi公式が葺っオ長本的なク撤に

よって，長時聞にわたってiit’わた厘し配，腐Uま，穴気名こ定度，；5梁物9．　Wk出量のナ育

級を便い，数時聞1’eなし・しぽ1川間の乎均汚梁濃度を求める場合，あるい

i」風向風速排出丑が急激に変イヒせ姥綱の排出源から数km風下の濃持求

Ob場合が多い。

樟て・∫コ獅咳の1∂調鞠濃度をPasquillの式を修正tたP・・ler（59）

醐じ方法によ．てE定L，それを実測底虻較する。そtて才諭丈で提案Lた

．局勉汚梁波度推楚そデルの，緒※と比較すう。

　　第2節煙の広がグ’こ正規か布を仮定Lた笈孝拡散公式の適用．

　欠販賛～方で’コIF’S－tuと1’てTable　2－5にあけたように．16方位区・分による風

危1データ，　0．4m／sec以上の風速テニタ．イ擢のTable　2－A－3　／こ示とノ…」閾と

出源データかある。このよ）な虜叛を利用了るaでr次のよう彦簡．単イヒと孝イ午言気

定あよ乙パタき常拡欝文公訳o）変形を4〒なった。

a）　文至ラ原の主風危D気下軸を参む2π／16ラジアンの扇形内丁は，丈至源からの距漣

　の地点で濃度爪均一であう。

b）風向の短時間の変動を考慮して風向頻度を訂算に入れう。

c）　煙源からの風下距離Xによって定ゴう拡散ペラノーターσzは図から求め

　るのではな〈，定式イヒしたものを侠用する。したがってx＞2kmopときFig・2－7
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　に〕『プ’x・て定式イヒ　したTable　2－－6　の｝剰イ矛式を，　xえド0．5km＜x＜2km

のとき1才　Table　2－13　の関係］美を矛〕用する。

d）　　点i5「疋源と濃、度計算点からの半fXt　2　km以上離れた彦）》ラ“f！G．　，ユ第4章2多2節と

　周じ叛、・とする。それらのデータiJ　6tz6＃kのTable　2－A－3にあ｝ナていう・

e）　濃、度計箪地点力・ら｝靭壬2km以内の面汚梁；原はノ封止出こ強、度が均一であう毛の

として3－t＃1・　i9　￥／壬　500m以違のみを櫃と9う。

f）動醗源の排出高剖30ヒ了る

9）；糠計算工｛賠から半径2km⊥畑にあう排出源についてI」煙のs健時髄れ

　を考え了，kH奇刻の7農ノ芝tlその日寺刻に享非出した汚采●勿質による宅のとする。

h）風向は濃度言煤地点て・実渤1された値風厘」砿咳の♀均値書ξ救扮布凄

則の式に代ぶ時めた地上80mでの値を拡散4式の．分母の風砲画こ5R）．

i）k9“k度の判砲畝咳の乎均ノ憂睡の値と，犬阪、髪気象台における雲

童，日射量のデータをイ吏用する．

ゴ）硫麺銚物濃度への換算ほ樗￥aX態ig仮笈し重油の比Ea　l・oヒアる。

濃度計阜也点から2km・雌，艀ヲ融源・こ対してイ束肝る拡散4式／曙3章／ミあけ

f：式（3－66，67，68）　であう。

弓膓認提還鼻・xp←毒）｝
7－1

凝言働也肋・ら2km助の面：3梁源に机てイRM’yる備嫁ぺσ

　　　　　　　　　oo　

7－2

纈濃鮎式（7－1）と由7－2）の枇なる。
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　　93rp言tXtsmと擁脳随応モテ・レt・…tt較

式（7－2）1：みいて定積鋤個3各犬気宇定度’・閉して一笈値をピる・

　Table　2－14は式（7－2）のit　4重ノ分⑳値を示していう。　このよ）な値をfRフ

て雇随がlm／・ecのteに（haHXイヒを求めるとT・bl・2－15と句・

　Fiq．2－301；　12月3－7H，10－14日・期剛・iP・1・　51刃鋼の麺1麟

とP・・S・：・・11の般度扮類にit。て初た計算働フ’・・…　Fしたe¢であう・

オ藁軸1こ）1実渇」〈直を，縦軸に19言†箪イ直を才す。拡散こゴ公式に二孝7f用tた雇しiiE．1；犬気汚衆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ｝eた値で’あう。　この脇踊て測定された値辞均イヒ｛た広咳鞠顧…を4

ようr一値触肌ぽ論解根椥抱、パ煙・平均助なx平イ柵高ごが50　

60mの高こである劫との仮定によ。て・、る。この図からフ゜D・汁1絢σζ1

の直線からかな戌蜘倫散して・うこヒが伽・り，計草働嘆測値とよく一致

（ていなれことを示していう。　とくに計算値が実測値よプ¢／」うカ・’く葛ぐ右うと

㌔多・・。Fig・2－3・t［言†聯ヒ蜘砲日変／・をれた初で碗・こ姻

か膓次のような4ヨ性を知うことができう。

a）夜間にヒ〈に言†二きfイ▲亙か『実漫’〃直よグt高くノksう。

b）ぱ字麟の分類が1段戸賠桶とSUI・冴連’鮒’・大きく麦化する．

。）A－Fの6継肋》類の・1ずれ1・編さ舟・場合緋牢’こ多・・．

・）砺因にほ獅が田園蝉剖毛獅の特聡わて：齢轍力妖きく・

ヒく1ミ元乏間にはそのイ頃向が3虫いことがあげ’られう。　’分ハ頃タ去ないt～；σzヒ風下1距離

の関イ純獅咳用・改めう・ぽかあう．・）cc・‘iog例Lli’12」1　3H　cp　23Hi

から4El・，）8β行で⑳間，6H・OP　I瞬パ7Hの2廓て1の聞が、分鋤・ワ仇

・：靖さk、靖冶・疏う．こ・よ戊乃田手はとくi・　K気の綾醐合で司実

上Pasq。il　IO）　．Gi・tfi　iZτ・　i1　iEl．を亨錠了うこヒが矛砺εである・：…ような多

・実と4巨風弓犬態で定常拡放公式かご4呈K立たないこヒかご，　この公式の：最毛大きな欠点

であうといえう．蝉轍試で・9と＠排蛎高度有纏突離狂履時

めうこt・D・’f＃で肪パ獅咳のよう・こ排醜癬数・・碗眞，個々の峡
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Table　2－13
0．5　km　＜　X　＜　2　km　　　　　　＝

Stability
@　　　　　　・bateqorles

σ　Z

B
　　　　　　　1．090．0587X

C
　　　　　　0．9240．103X

D
　　　　　　0．7120．180X

E
　　　　　　0．6800．193X

F
　　　　　　0．6760．130X

Table　2－15

Table　2－14

S七abili七y　　　　　　　・
，2000

P　1d・Cateqorles ノ500　σz
　　　　w一一a 12．6

C 27．5

D 56．5

E 66．4

F 77．8

Es七imated　COncentra七ions　for　EaOh　Ca七eqory

Tlme
　　olclock

B C D E F

0．0209
0．OIO8
0．0088
0．Ol23
0．0134
0．Ol40
0．Ol84
0．0411
0．0805
0．ll38
0．1099
0．1007
0．09L’
0．08i．9

0．0964
0．0928
0．0875
0．0725
0．0580
0．039
0．033
0．031
0．028
0．024

0．0457
0．0237
0．Ol9
0．027
0．0292
0．0309
0．0402
0．0897
0．1757
0．248
0．2399
0．2197
0．2034
0．1788
0．2105
0．2026
0．191
0．158
0．127
0．086
0．073
0．067
0．061
0．053

0．0938
0．0486
0．0395
0．055
0．0601
0．0634
0．0825
0．1844
0．361
0．560
0．493
0．451
0．418
0．367
0．433
0．406
0．393
0．325
0．261
0．176
0．150
0．138
0．125
0．109

0．110
0．057
0．046
0．065
0．0706
0．0745
0．0970
0．217

0．301
0．208
0．176
0．162
0．147
0．128

0．129
0．067
0．054
0．076
0．0827
0．0873
0．1136
0．254

0．359
0．243
0．207
0．190
0．173
0．150

Wind　speed：　lm／sec
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　ξ，

ε0．4

×
○∪勺

（

　3　0

　　　2　　　飢

0．1

κ00

　8●P
t’　　．・’6

　　・ζ．L

0．1 　　　0．2　　　　0．3

0bserved　Values，
　　　　0．4

SO。（ppm）

Fig．2－30 Relation　between　Observed　and　Estimated
V・1・…　fH・u・1y　Averag・SO。（PP・）
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からの煙・拙速氏排ガス・；鍍のテ’一タを鰐ことJi・17　t　4ど珂能て’あう・

しぴって獺源の高度は1つの＋新斤に対して代表的な煙知高さ告えt’

5e・Gない。キこに破常拡散賦で一？’めた蔽ぱ測値と一　Sk（　k一い原因の1

っがあうtのと考えられう。本論・丈にあ1プた．適応モデ’，レと定タξ拡窮〔会式のイ㊦表的

・な存iき徴をあiプうと　Table　2－16　ヒ、なうラ。

Table 2．16Feature。・f　D・termini・七i・Plume　M・d・ls
　　　　　　and　the　Adaptive　Model

De七ermln工s七工c
　p！ume　model

Proposed　model

1

2

つ」

When　calm　or　not　belonqエnq
　any　stability　cateqo「les’
　i七　is　impossible　to
eStima七e　a　cOnCentratlOn・

The　model　can　not　express
　an　accumula七ion　phenomena
of　pollu七ants・

The　model　has　no　adap七lv1七y
　for　the　七〇poqraph，　sources
　and　local　meteoroloqical
　condi七ions．

ta一⊥ is－Ossible七〇estima
COnCentratlOn・

　　　　　　As　belnq　quas工一
　uns七eady，　七he　model

　can　express　an　accumu
　la七ion　phenomena　of

pollutants・

　The　model　has
　　　　　　　．　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

　　adap七エVltles・
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記号　表

C、・2km以遠・訪う‡拙源はう；鷲粧

C2・2km以Pt・1・あうチ椎源・よう；獄凝

hi」・」方伽・あう第i点継源・X9・排出高さ

QAiゴ・li方伽：th・）Xi面解源・排醜度

Qpiゴ・ゴ方イ立にある多i鱈柳の継醗

u　：　乎均風速

・E・面殻源を楊獄源になあし1・　tきの均等距離

・i」・ゴ方位，・あ5；i点酵卿3晦

　（ppm）

　（ppm）

　　（m）

（m3／hr）

（m3／hr）

（m／sec）

））

mm
（（

α，v：煙の錨直方向の広がりを表わ了樗準傷差σzを距離の閲救で表わ

　　　　したヒきのイゑ数

τ　　：犀し西こを未めるときの期間

△τ，　：　ゴ　方イ立からロ欠く風の，嫉

　コ

（hr）

（hr）
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第8章 緊急時佑［1it卸

　　第1節概説

夫気辞麟捌値嫡容凝を趣橘・tt　5ときには排雌を才‘剛Lて未

然に高凝澱硝止了筋雛とう腰励う．犬矯梁励砿めの緊急・e

制御tl9このめ卿賠・うパ制娠齢し’－tれ2｝／Krlceす，；Zi・て

種物問頗を解決肋ばならな・・これら1欲のよう加餌である’

i）　撮境汚梁濃度の言午容」艮界の確・立

ii）髄剃御政策の確立

且i）ラ繰凝昧測、排tt・Stj御量の算出と榊齢イ逓、実行の所駒鋼

制緋錦そ砺鱈測・醐スケー・・Vと・禍スケー・レみよび徹さe・　1c　’」

剃御畷ラ泣・こ燵な謝醐数の設笈におて鞠味きく変・て・る・こ‘｝’t　9

の関御脚こ肪・i…（’it，rLうが冷鴎で輪蜘てきた倒御方ラt　ll

同帥の第・鮪である．樟で1境2衡皆の剃御物句ア」レゴリx”4を示了・

　　第2節　儒i］4卸言†算のア｝レゴ’リズム

　　　2－1許容濃度のP瞬の設定

微の破が鮒れば⑳1了と碗いこヒは言）まて苗い・し硯ながら

；培硝鰍乃ことは祠能であう．そ・で人切顧をイzeできる・とを絶

鋤雌とL踊にその地昴土紅と。て不歌畝知鋤生乱蝶’商
業その他の活動の損害を・最小に」とめるとい）妥協点を見つ’プ汚梁抑刷方策を立て

誉’b�撃唐Sない。

S｝lt、ぺ、レの獅伽・め碗1昧準には瀦願排雌捌限する蜴力’らの

継耕，競汚糠度酬翻了ω肋・嫡料があ狐緊急酬4卸で’

対魁・和昧㌍競のそれてあう・競群は・和み肪描・掴でt

設顧M、、弥，こ鵬設鰹れ味準は石鹸酸イ・物・対してT・bl・2一
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17に示されう。こ二で示された例から毛わかうよ）に　i暖境碁孝は

a）　1碕間♀均値かある連続時闇にわたって濃度のあう限界値をメ該えな【‥

b）　　ある宴月閤中の；う梁濃，度の積》乎‡句値が言午容麟長・昇イ匹を頗えない。

c）　ある期間中に1時間平均値かあろ回救以上許忽浪度限界但を越之ない．

与の基準灘方；跡垣れていb。ここで一般にa）とb）［；0－24時間の・、わ

ゆう短期の752をYi＊として・、るが，引t9特・時のい砂る長期間の；獄

が惨いている．・，b）・蜘ラ染デーseフ・一ドパ・舛せ気象靴“のe

粒除・と，そ・麟1は本的縞叢度汚染斑計画の指針となる・

輪文で15・a）醐御樹象tt・（・P）御料と輔縛耕を・短ように52r；・

　　　　　　　　　　　C。（T）’C。（T＋1）＜Ccrit　　　8－1

ここでC。1；・時間平均1鍍玩す。・禰社o蜘＼ら・0・6E奇・間・こ凝C。

か許容搬Ccritを醜・澗以上・iE・て販ると予測舗れき1・°1御・指

■を出す。

　　　2－2　　傷，！ぴPの㎡方フ云

イ固々のラ5う£物質排と1ミ源に一様て・ない45）卜f卸を4丁な）こど’」　現在次のよ戊ノk理由

にょフて実p祭に／fTri）こ　ヒが不可倉εであう。

i）夫郁市で（979数の排出源があるので倒御の楕冷伝達の方法で剃限がある，

且）髄創御の評価関数が不明・確である．

iii）予測ほ脾す誤差を群うので　制御：量を詳細に言埠↓て毛意味があうかどう

　か疑わい・．

iv）障られた地点の予測値た’けから求のた制御最適イ直ぴ予測点以外の所で1コ満

　T：これない。

　そこで対象としている大　PRie方i3tして次のよ）な制御方策を設笈した。

　a）　制御の対象と寸う地域を幾つかの｝Σ割の規倒己にイ困ナる。このIZ割内の面
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排出弦度と点排出強度ク）驚和量を規制の汁衆とすう．　（規制↓x割図を付録の

　Fiq．2－A－l　lこ示す．）

b）：獄濃度予測地点から糀2．OkmなるJga内部地蜘綱一L9＄’1　t・入b壱

のとすう。

c）　水午イ云播してくう汚蒙＃勿質の時間遅れをン考慮、する。1三だし3β…チ間」以内の吟

間遅れまでを対象とし，それ以上の遅れをもつ汚梁物質にオLてほ　無視すう。

d）　汚梁物質⑳才非出辛tJ　才cp多’1しない場・合を1．0どLて・0・8，0・6・0・4の

　3段P皆のヌi見ra，1をイ丁な戊。

e）　汚蒙濃度ラ測は6畔間生3で可能で　2時間化以後の排出規制ができう

毛のとすう。

濃度の言†算は次式による。

　　　・。i（・）－C。i（T－・）exp｛一・i（・）－k（・）｝・ローexp｛－Yi（T）－k（T）｝］

　　　　・［Yi；llii（。）｛・ii（・）＋C》i（・）＋CSi（T）｝・｛，il蒜il）｝。i（T）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8－2
　　　　　　　　　
　　　・ii（・）ニΣcゴi（T－2）×R」

　　　cii（T）＝　Σ　cゴi（T－1）×Rゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　8－3

　　　Csi（T）＝ゴ1、Cゴi（T）×Rゴ

cii（T）は凝言働庶iの：5梁崎与禰3θ摘前から2日綱前にかけて

キ非出ごれた汚来物質による．M．勉Zカ・らの汚梁総和量，C》i（T）ぽ濃度言†二算地点

i〔フ）ラ舌梁に寄与する　2H｝間前から　1日寺問前にカ、けて排出された：うう責ぴ勿質による］M

tdi・aからの；ラ酬娃，C…i（T）は競計範庶iの汚梁・崎4マる1日稠荊

から硯在までに排出された汚梁今勿質にようM地Zからの汚宋糸和量’Cゴi（T）

は凝計靴点の殻⇒与すうゴ地己からの汚梁波度で規tw｜綬1アて・加
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taの値で励・Rゴは畔輪願でゴ）eaa排出率てあう・

f）1回の訂算では同づ齪戸寸して規制とそ⑳解㈱コ1回しか4テなわない・

傷リ∂P方法の檀類を表て示すと　Table　2－18のよラになう。　ここで　M＝7〔あ

う。T　ば2－6　の整数、，排出制4卸手のi聖Nの散を3と了う．

g）　言†算β寺儲可を受豆くすうた（D，）diZ工ど工工tVZ－［，挺！己工工1，工▽，　Jf」ZV工の3っの組

にθけ杏組に独立な倒御指ノ令を出す毛のとし　地ZVに倒御を行なわない・

最適剃御方策の次定に嵯暑な言乎価闇数は制御によ。て圧す1る損失と利益から

成リ立つが，これ乞定量的に評価すること19きわめて困難であう。そこて式（8

－1ぽ1つの辮鮒としてs，1御・こよる結輔知制御は。て減ら油う燃料

のiに比例すう初と仮定し．犬叛全頃の総燃料減少量か最小となうよ」）・tこ7フ

の地己単位で剃御量の助ζ・分を行な）ことにLた。

　　　　7　　6
P・エ・ニ C三、。1、Q・ゴ（T）×Rゴー→max　hnurn． 8－4

・こでQ。ゴ（・）・○地助・。＋丁融｝の鯉W鯛童’七・は現在循亥↓’を

示す。

　第3霞S　＄，1御言†算ラ去と言ナ算黍6r呆

麺制御言†算のフ・一チャート跡すとFig・2－32となう・計算手順／9次のよ

フになう⇔

1）7　rVt9（につ・て搬イ秩（8－1）を∫高庄ないirm測値がth　b　P・t’づか

　を調べう。

　　　あう場ン合言†草手’順一一一→2）

　　　ない場・合計算手順一一→6）

2）制御IJsp在から2蒔間IE．の間の排出11E　tC対して4†な）こヒができないので

摘間紗ら6”綱類での制《畔，，継爾間、鰍崎間を仮定一vう．
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Table 2－17　Environmental　S七andards　of
　　　　　Each　Country　（78）

SO　for　　2

　Coun七ry

Callfornla

Czechoslovakia

Japan

New　YOrk

New　YOrk

OntariO（工ndustrlal

Ontarlo（工ndus七rlal

On七ario（Residen七ial，Rural）

On七arエo（Residen七lal，Rural）

Pennsylvania

POland

Poland

U　S　S　R

（1）：

（3）：

（4）：

（5）：

　　　　　　　　　　　Le▽el

　　　　　　　　　　　　O　3

　　　　　　　　　　　　0　06

　　　　　　　　　　　　0　2

　　　　　　　　　　　　0　1

　　　　　　　　　　　　0　15

Commercia1）005
，Commercial）04

02

25

05

13

03

058

Tlme　averaqe
　8　hours（1）

24

3222

year
hour

yea「

hour

days

（2）

（3）

（4）

hours（5）

hours（6）

hours

Adverse　le▽el，　　（2）：　Urqent　warnlnq，
It　should　no七　be　over　a　peroid　of　lg　per　year
excep七　a　industrial　area．
工七　shOuld　not　be　over　a　period　of　1竃　per　year
in　a　indus七rial　area．
COnservation　area，　　（6）：　Special　conserva七ion　area，

Table　2－18 Species　of　Order　for　Emission　Contro1

・o

Species

一217一



　　Predict　　of　7　Polnts－

　　　　ConcentrationsSO
　　X
【｛C　　　　　（T），T＝1　6｝i＝1，7］
　　　el

C。、（T）’C。。（T＋1）≧Ccr、t

［｛C　　　　　（T），T＝1

　　el

Assume　a

Method，

｛C°ntr°l

　Control

5｝iニ1，7］

YFS

COntrol

duration
rate

simulate

Maximum　P

Output

STOP

Fig．2－32 Flowchart
Algorism

of　Optimal　Contro1
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3）1麟を2）の仮定を用い’〔新たに言埠しなb’　9．

4）3）の言†算値が辮・耕式（8－1）を満討3で3）’4）の作業を・fS？リ

返了．満たさ柚ば5）OP作業・進む．

5）評価関救氏（8－4）を満足3クような制御方法のPtみAわで槻つかる

ヨて2），3》，4），を剰返了，評価関数式（8－4）ig・illlたす組み勧せが見

　つかれ1ゴ6）　∧追む．

　6）　εナ」享ニィ亭止ρ

Fig．2－3　ia　l2月7月・：測定された7地点の凝実測値と風向．風速あ」

　ひ・排訟強度デニタから推定したCB，Yを候フてい了”れの髪視局の汚蒙∫農度

e・2日癖漣続して0．2ppmを畝えな1・よラU蘇彬’脚言埠を4元な・た系課

7rtす．　Fiq．2－33－1）1碑・手間・・粧↓た68獅え」での：獄凝の日澗麦

動鱈す．Fiq．2－33－3）1ぱ適佑・脚量を示し，Fig・2－33－2）t；最麟　御

を行なった結果現われた波ノ変言t算値を示している。

凝予測言†輪実際・：σ預弓フう・手刻樋・蜘茄う）7t’る測の撤塙

くなうので制御の指冷I」2・手間牡1・0剖排辞が・∫・ご・な・たβ輔で／4テな

うtのと了れ・9”よ・．Fig．2－33－3）の茅課W・ら7時1・9θ籟の排辞の剃御

キ5ノ含を出すことになり．　9θテのV工；ゼZの排出千が0・8／：≠（）9傷i1ごr∠れうρ　8β…｝て゜’

の言t；g　feg　，：よbピ…奇別麦の規制鮪句煙肪・始・t2！7xし9輌

Vエエe・aの排畔17‡§、樋リ0・8のVである・12fig　l：なうと14吻工’1エ

V・1　tdi　aの排畔を0．4・こ声齢を鰐・と・：なう・15時々肋≠δ冷ほ

エ3β弓　）ス4麦L⑳ノアラ身り言t］琴1と帯リ／5戊P　iナ算にイ≒差されう。

　ntg．2－34、ぱ最終的1こ実4丁これう緊乏聯’1御を示了・

　　第4節要系勺

　本章では物理現象にっいての理論や経験式から離れて，緊急時制御言†算の方

法の・確立と言†算磯つρDゲラムの作域が言茅題であフた。
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計算法の手点をあげうと次のよう［こなう。

i）　3萌間以内の汚梁物質の到達時問遅れは疹11御討草で．考虜ずう．

ii）　　tS］1《itP　＃’170．8，0・6，0●4　の3種媛L了う。

且i）堰度予那埠と剃御言埠・♂1θ澗ごと1・・／fアな・，6　ti5ra’7re　9で琴測▲猷

を酬御訂草の糠どヲう・

iv）7嬬の嵯度βら3鰹に介ナた排出天捌Zの排群を一鋤う．

v）　吊‘，t　！S3P‡ξ冷1コ2βき周ヴ萄にタテノ5一ラ∂

vi）1回⑳計算でぽ2種勘μのネδ冷を出さない物とブ乱

v］ユ）　叢ノ度1ヨ0．2ppm以上か’2刃ラ声ア以上運続乙な1、ごとを扉扉韓プチとヲ；う。
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記号　表

Ccri，・縮蹄鍍
c．（［1］）、i観測点の日寺刻Tの；培波度

　エ

c＿（T）・ゴ地点にあう排tts源からTθ寺に出f…」S・’M物質がi地点tcg与
　］1

　　　　　すう波度

cii

c：i

cii

k（［1］）

（T），（T－2）日奇に出た∫獄物賃が’［e　Biの昧1こ寄与すう1額

（T）：（T－1）時に出た乃梁物質がr時の汚梁’こ寄与すう1膿

（T）、唖に出た1蝶物質がT・手の汚茉に寄与すう：凝

R．
コ

z．（T）
1

Y．（T）
工

：降雨1こよる汚梁物質浄化歯度定数

：ヰ非出鳥，1貧P率

，i観測点での丁時の局地児合槽葛度

：　i；観；則点でのTB手　o）空気換気回救

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（ppm）

（1／hr）

　　（一）

　　（m）

（ユ／hr）
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第9章　結論

常に燗の健康に有害とならないよう’C大気7獄を防止し，し7）　tそれによ・

て干｛）ψ要な示t’会う舌動の低下をきたさ石・oよ）に了うためには、ラす象ナ也ユ4⑳汚蒙濃

度を予測するこどか1）r字であう。・そのため：ラ染濃度を定量●ξに求わうため9教

式モデ，レを完灰させた。踊肺域は高層建築物，ノ（工的熱源が存在アbたの　田

園1也帯とLt章支して犬気Jlきわめて・複牽筐なう克」れをし，5らに多重汚梁源を特つか㍉

そ微武モデルは計算機によ。て短θ綱1こ予測言埠をdi　tsえう実用‘拾鮮な芒

のてある。

　散式そデルに対するオ委言†，考察は　戊こ阪・有公害監ネ貝センター1：η媒され一（　vう

言着デニタを剃用し、局地汚宋濃度，cフロて19同セニターを重点的に聯ケのナ7r衆

ヒした。数式王テ・レゆに・含3れるノx°ラノーターと気象ノ条件の∫菊6・f・ZX’／与られ．それ

を便。て灘言埠鮪な。た，物結果数章デ’IL・ll主・次のよ）な午微硝

っこヒぴ明らかとなフた。

1）麟砿散試て・♂得畑な・風同．ノ腿穴気桟度咳動が激い叱む

　・無雇しないLl9イ敏辰しにユ丘二、・イメミ態のとき1：t：iラ梁；農ノ妻の言†Liijカぐ可ffEとなフた。

2）拡散式の適用にあたって風配みよひ煙φ至健の時／醍れを考慮乙たため，到

　達点濃周ユ風匂，風速の麦動に追暖できるt　）　icな・た．

3）猷論角な方iまを予測言t算にとリXれたため．第7章のPasquillの方広

　による研ぬべてt」うかに予測精度をあゲることができた．

4）’73　e5間IE．（4－5時闇生）ヨで・の濃彦脅測了飢きにig，教時聞過秘ら

　王旦在の間に堆定とた適応lx・ラ、メーターをノー方5－6　θi打芦］以上乞，1）濃ノ蔓を一テ田’1

　すうときに19一毛〔剴闇ユ豊去く並の13㌧r二日手点から現在にかけて推定｛樋∬ミパ

　ラプーターを使用すれぼ’ラ測糟度が高くな・うこヒカミ明らかとなった。　このこと

　から　長時間先の一予測1コ迦・論的な方1まよリ毛紘計論角な方法がよリ有効であ

　ることが椎定された。
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5）広蕨的に汚架現象を把擾して得られた広域の汚梁勺勿質浄イヒ弁とカを示了パラノ

　ーターを・局地濃度の予測言t算に役．立てうことができた。すなわぢ第1編で示し

　1；パラノーターZと定常拡駕〔式を修正してイ4た水平イ云播式中のハ’ラノ・一ターξ

　とを高い相関で関傍プけうことがでさた。

6）1膿の予測言埠I」短時1罰’・行敏うこと八わか。た．々み9急E鞠蹴障ぽ

　制御に関する評価関数がナ分耐らかでないこと，方よび犬阪・全咳の面的な；鍍

予測を行なっていないことによって，言氏算に止めた。

　言†算戸斥羊厚¶司を一措し一て表：示1「うヒ　Table　2一ユ7　ヒなζ）．

　　　　　Table　2－17　0peration　Time　by　FACOト4　230－60

Proqram　Name Operation　Time（CPU）

Air　　Ollu七ion　C 12　sec

Es七imatiOn　of　hourly　average
モ盾獅モ?獅狽窒℃ｵion　at　the　Cen七er　St．

盾?@8　hOurs　in　ad▽ance
0．5　sec

EmissiOn　cOn七rol 42　sec
　本石丹究で行なった汚梁濃度め推定fltあぐ＃て∵常β槻測されていう気象字素で表

わされう気象条偉が正↓ぐ予報亡れた毛のkして行なってし1う．　1たかラて実障

の課予測の言埠に際しては現在気象台で4テな。ていう7Xよリ毛きめの細か

い局立也風，P射「量，雪量．広玖⑳年均風向，広∫亥の平均り縫写のθ手間的な変ψか

に1綱る予報か茂專どなう。L純なが㌶赫の研究よリi測の精度を高めう点

にあいtて〆歩声］進したものとノ考えう。
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結　　ひ’

　本論丈てぽ犬気汚茉濃度予測計算法ヒ絃β紗脚凝論乙”てきたバ．r禾の

ような人間の徒康や自然環境の砥裏へのb＆a1．を欠いた経絨え主義ヤ，8動車鉾

ガス娃に見られるようなイ更剥さ∧の1励・て5Jきフ池犬気tiS　7ことをSto4一

瓜ら錬ぽ卿こと厭膚しttい限り，a・1・．」ヲ1，卯殉ぼ1保物舵大気

中1：排as　3るat旦止でさうひと‘づ原点へ立ち」返らな‘・腋リ，犬気75梁芝防止

すろことは醗てある・eうの輪から努鯖物叩耕’誹醐な方：去てあ

る・thtなムら現実に物質丈明の下’こ生活～ているノ〈聞’ことって人為助な汚梁

刎靭犬鱒∧の排出を管尺す多ことll矛rr方ξと．叡ざうを得加．しr・．O“’フτ

＼間例癖保牢鰺堪境保護雄抽靭午ヒぽ設定油う瑳境碁幹基づき，

汚染波、度予測結果を侠つて擦出源に対して肇』忍β衿ヅ御を4テなっτ少1で老天気汚

梁の卯多1に努めうこと本’．hフの時イ㊦にむ戊專てある1のど思）。そのため，：！手

功確飴獅・ささn－”（r・f42立てば幸いである。

　奉言命文を上梓するlc当って筆看が本万ゲ究／：）・う」｝励膓看を4之られt冬θθ4ρヂ穿導ノ
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郁大学防災研究所の中鵬暢太郎救授，挙’：身近かで親切か御助言を賜わった内藤

正明助教‡受、ま1…ヒ〈に宵ま『卜使用κ便宜をtlt　P・って下さフた大阪府公筈監視セン

ターの溝D次夫主査嚇援助吋して’）柏謝意臓ほ了．

　なろ　本論文の言t算tg京看戸夫学犬聖電子言揮手費センターのFACOM－230＿60

を矛1用し，重’＿pi　Y易力「程式を＊めうの’こt9．束大ライフt’ラ〃一フ’tフグ’ラ430　を

イ受用　したこと　を　　ここに言乙了θ
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Table　l－A－l　　Frequency　of　an　Occurence　of　Maximum
　　　　　　　　　　　Wind　Speed　for　Each　Height
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S　J
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■

－占21⊥21

aeS

T・b1・．⊥－A－1の説明・2‡鯨、の風の高層観測結果・：よbt　9・tia・2か月間

の1延が最穴となう嘉度19900mて・あり，中央イ直ば900－1000mの間となる。

犬簡⑰て測定された風速の鈴直分脳幸均値～gFig・1＋1でぴされる・近似

された直線の勾thC　ls・o．4とみなすことカ9　一（・・きう．晴天助」鞭風の起きるとき，

上皇300m以上m高度で風危1が’下層と」主方向をヒリノその変換高度で’」醒ぴ0

に近く4bL｛・胸て・うが，31i’扮明らひでな・。茅2梯・節τ示す」’

う1・，縛タワー繊聯内の風速のa直h布はge・aaが中立な川1培定な

とキ　0．35－0．4であるこどに留1きし，およそ　1000mの高度∂で指救法貝’1メ天灰
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Table　1－A－4　　Estimated　Values　of　Air　Pollution　Concentation
　　　　　　　　　　　　by　Atmospheric　Pressure　Pattern　Cateqory

　Da七e　　　　Time　　Cobs．　　　　Chat　　　　　　　r　　　　Rain　Re・　　　Z

　19681205　1　　　＿q．1－Q3・39＿一＿一＿Q，・－033Q＿一．一，一＿1二きユP旦＿＿．－q⊥」q－＿．＿、　390・0

　　　　　　　　　”7『rrr”．　0．0290　　　　0●0376　　　　t．4700　　　　0・0　　　　　300・0

　　　　　　　　　　3　　　　0・0260　　　　0竺．．Q皇80＿＿＿ユ，三E77．gt　 ．＿＿＿O．0　　　＿＿300．0

　　　　　　　一一一4　 ”　6一冠｝6一てi一一一”＾6．0383　　　　1．4700　　　　0．0　　　　 300・U
　　　　　　　　　5　　　　0．Q26P－、　＿．0．Q3＿蔓8．．，，，、．．ユー≡坐ヱP－（L＿．＿＿＿q旦」P＿一＿＿＿　 300・0
　　　　　　　　　6　　　　0．0240　　　　0．0393　　　　1．4700　　　　0．1175　　300・0

　　　　　　　　　7　　　　0．0240　　　　0竺Q40二7－　　．1，，470Ω一＿　＿，Ω．！．，1う25＿＿3」ユQ±」Q

　　　　　　　　　8　　　　0．0370　　　　0．0451　　　　1．4700　　　　0●3525　　300・0

　　　　　　　＿9　　　＿QL2一Ω、芝2ΩL．，＿．、一＿Q⊥Ω皇ユ」Σ　　　＿］L±．き姻＿＿＿＿ぷ＿＿3ptユ2≦≧

　　　　　　　　10　　　　0．0380　　　　0・0604　　　　］．．4700　　　　1．2925　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300．0

　　　　　　　　11　　　　0．0410　　　　0・0628　　　　1・4700　　 ・＿1⊇一三う．8＿ヱー5．．一＿3＿QO＿三＿q

　　　　　　　　12　　　　0．0380　　　　0．061円　　　　1．傷700　　　　0．3525　　300．0

　　　　　　　　13　　　　0．0480　　　　0．0599　　　　1・47旦．q．＿＿＿＿0」．352う＿＿．⊇）」LΩ
　　　　　　　　14　　　　　』．6－：065亘‘一　’『一一6：－b－5’7’2「一一一一一　i；一z「：700　　　　　　　0，0　　　　　　　　300．o

　　　　　　　ユ」5＿．．＿＿＿．、．q±」⊇、r…」｝∫⊇＿＿＿＿＿QLQt5＿6！隻L．＿＿一＿＿ユ＿L‘ヱ旦Ω＿＿＿＿＿．＿q±」9L　　　＿＿＿皇」9Ω二］ユ

　　　　　　　　16　　　　0．0540　　　　0．0561　　　　1．4700　　　　0．0　　　　　300．0

　　　　　　　　17　　　　0．Q570　　　　0・053ヱ　　、一．o・76．40－　．＿q，・－Q・．＿＿－7　qΩ三P

　　　　　　　　18　　　　0．0600　　　　0．0477　　　　0．7640　　　　0．0　　　　　700・0

　　　　　　　　19　　　 0．0460　　　 0．0441　　　 0竺76皇0　＿＿．．．O旦；1ヱー5．　＿ヱ．QQ．竺．Ω

　　　　　　　　20　　　　0．0570　　　　0．0437　　　　り・7640　　　　0．t）　　　　　700．0
　　　　　　　．．2二L＿＿一．q三Ω至2Ω．．＿．＿＿Q－．．一，Q．ユ旦⊆L、一＿，＿＿．＿qLヱ隻40．＿　　　　ΩL2」⊇一．＿　一一＿ヱ00・0

　　　　　　　　22　　　　0．0490　　　　0．0367　　　　0・6gOO　　　　O・0　　　　　700・Q
　　　　　　　　23．　　．qcO白60　　・　〇三〇3「≧1．，．－　9・C＿900＿．．．一．OyQ、．＿＿．＿．7＿qO旦Ω

　　　　　　　　24　　　　0．0420　　　　0．0388　　　　0・6900　　　　0・0　　　　　700．O

　　　　　　　　　　　　　　　　C＝　0．∩422　　　　　　　　　　⊂．H・AT三＿⊆し竺p＿4＿67　
＿＿＿一＿，一．

19681206　　1　　　　0．0470　　　　0．0381　　　　い．b900　　　　0・0　　　　　’00●0
　　　　　　　　　2　　　　0．0350　　　　0．0369　　　　0．690C．．　　　0・0・．　一．．ヱOO竺Q

　　　　　　　　　3　　　　0．0440　　　　0．0358　　　　0・6900　　　　0．0　　　　　700．0
　　　　　　　　　4　　　0．Q630　　　0旦Q35皇．，．　一，0竺Q，9．PQ＿　，q旦0　－…　一ヱCq・．q

　　　　　　　　　う一’・．0．0570　　　　0．0355　　　　0・6900　　　　0・0　　　　　700．0

　　　　　　　　　6　　　　　0，057g＿＿＿．一Ω一LQ旦57＿．＿．0」一皇但≧9＿＿　　　0．q　　　　　＿QΩQ』、　q

　　　　　　　　　〒”一’…’《「：τ∫5耳’6　　　　0・0442　　　　0・3040　　　　0．0　　　　　600．0

　　　　　　　　　8　　　　　　0、0830　　　　　　0．0621　　．一　，一Ω？3040　－．．　．q」－P，＿．，．一・．・＿＿皇QLΩ旦q

　　　　　　　　　9’　6．0籠o　’b．0797　。．〕角0。　o．0　　600・0
　　　　　　　　10　　　　0．0470　　　　0．0930　　　　0・3］．QC　－一．，＿＿9竺一q．．＿＿＿，　iLユ：qO」旦

　　　　　　　　11　　　0．b31『0　　…O：090－i－　　　o．33gu　　　　O．0　　　　1100・o

　　　　　　　　－1－？，一一…3：…≧7；一一3：8暑器一一一・－9－：≧；｝器一　廿吉一一一畳澄i｝晋

　　　　　　　　14　　　0．0330　　．　o．0735　 ．　．0●3ぼ〔戊．o．・．　．　Q・．o．，．ユユΩQ竺，Q

　　　　　　　　15　　　 6．oう1σ』＾ @　．b．6685－－　　o－－2、oo　　　 o・0　　　　1100・0

　　　　　　　　16　　　0．0500　　　0．0744　　　0・2300・一一＿－o．・o．　　1100，Q
　　　　　　　　17　　　　0．03うo　　　 o◆Ot81　　　　0・3230　　　　0・0　　　　1100・0
　　　　　　　　18　　　　　　0，0430　　　　　　0．0742　　　　　　0・3230　　　　　　0・0＿．＿＿＿110Ω」二」9

　　　　　　　　’』f㌃一一一一一6：－oT“9’C「”－9w百；67δデー』一←～－0：3ヌ頁て「’一一〇．0　　　1100・0

　　　　　　　　20　　　　0．0480　　　　0、0654　　　　0・388C　　－一・」P．．　，＿　Q＿，、一一一．↓1．qΩ，＿Q

　　　　　　　　21　　　　0●0450　　　　0．058”4　　　 －o『 E3880　　　　0．0　　　　1100・0
　　　　　　　　22　　　　0◆0450　　　　0・0537　　　　C●3．5｛…二q－．．，．．．CL20＿＿　．、」」LO⊆L竺＿g

　　　　　　　　23『　　　0．Ot＋60　　　　　0．05・2’9　　　　　0．3560　　　　　0．0　　　　　1100・0

　　　　　　　　24　　　　0．0420　　　　0・0513．　　　．∫≧≦｝」迩⊆L．　　　0●0　　
．－

@110q』」⊆≧

　　　　　　　　’一一一一’一一一㎜ご二”≡6二一〇482　　　　　　　　　　　　　（しHAT＝　　o・0614

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－248＿



　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table・・1－A－4

Da七e　　　T主me　　Cobs．　　　　Chat

19681207　1　　　　0．0370　　　　0，0497

（2｝

　　　　T

　O．3560

Ra工n　Re．　　　Z

　　O・0　　　　　⊥100・0
23

0・0420
0．0400

0・0480
0．0465

0．3560
0．3560

O．0
0．0

1100．0
1100．0

4．5 0・0410　　　　0．0455　　　　0・3560　　　　0．0
0．0400　　　　0・0450　　　　0，3560　　　　0．0

1100．0
1100．0

67
O．0390
0．0450

0・0448
0．0471

0．3100
U．0760
G．0760
0．1240
0．3100
0．3390

0．O
O．0

1100．0
1100．0

89，01　　11古

0．0710　　　　0．0616
0・0770　　　　0．0777

0・0930　　　　0●0924
0白0940　　　　0●0897

〔∠31占－

0．0830
0．1040

O・0847
0．0805

0．0　　　　　1100．0

0・0　　　　　1100．0

0●0　　　　　1100．0

0．0　　　　　1100・0

0・3390
0．3900

0．0
0．0

4．5
1▲－土

0．0950
0．1210

0．0733
0．0683

0・3900
0．2300

0．0
0．0

1100．0
1100．0
1100・0
1100．0

’◎7
1▲－占

0．1230
0．1220

0．0744
0．0781

0．2300
0．3230

0．O
O．0

18　　　　0・1050　　　　0．0741　　　　0・3230
ユー9＿＿＿＿＿旦竺Ω1巫と＿＿＿＿QユΩヱΩヱ．＿＿＿，＿9三旦80

　　　　　　0．0580　　　　0・06う4　　　　0．3880

O．0
0、0

01

1100⑨O
↓100．0

1100・0
11【）旦9、Ω

　　　　　　　　　　O．0　　　　　1100・0

－－038－1　　　　　　　22　　　　0●0430　　　　0・0536　　　　0・3560　　　　0．0　　　　1100．O
　　　　　　　Z3＿＿＿一．＿Ω⊥Ω皇．9．Q．＿＿．」Ω．10旦＿一＿　　Ω上身」堕Ω＿＿一＿」ユ，LQ＿一・＿．；．ILQQn＿Q

　　　　　　　24　　　　0・0390　　　　0．0513　　　　0・3560　　　　0・0　　　　1100．0
　　　　　　　、．．＿＿一＿一＿＿＿＿⊆三＿」⊇」！一．0⊆ヒ9ニハ＿＿一＿＿一一＿＿＿⊆旦AI三＿Q旦」Ω6L3L9＿＿一　　　　　．＿

19681210＿＿－1＿一．＿＿Q－LQ21Q－、一一．Q±022｝0．，．．，．ユ，．A．ヱ．｛LQ＿　＿一一P．皇q＿＿一＿－3．　Q．／Q　c．0

　　　　　　　　2　　　　0．0220　　　　0●0353　　　　1．4740　　　　0．0　　　　　300．0
　　　　　　　．a＿＿＿＿QaA2ZΩ＿＿＿．－Q．LQ3Hヱ．－4L－＿．＿ユ』AヱAQ＿　　＿Ω」」q＿＿＿＿＿一ユΩΩ」Q

　　　　　　　　4　　　　0．0270　　　　0．0381　　　　1．4740　　　　0．0　　　　　300．0
　　　　　　　＿5．＿一＿一．ΩLΩ＿029Q＿　．．一．＿α2、　Q．i∋．87．＿．＿．ユ．し4．7一金Q．．一．．＿　0乱Ω．・一．　　．30Ω⊥0

　　　　　　　　6　　　　0◆0320　　　　0．0392　　　　1．4740　　　　0．0　　　　　300・0
　　　　　　　＿ユー＿＿，．O、」．Q51Q＿．　＿．0亀Q白06．・　．．、．1．－AヱA〔L－，＿－　q・0＿．．＿．－3．0」〕一●．Ω

　　　　　　　　8　　　　0．0620　　　　0．0450　　　　1．4740　　　　0．0　　　　　300．0

　　　　　　　＿9L＿．＿＿」Ljユヱ9し．＿」Q』」ユ2ユA＿一＿＿1．↓一馳Ω＿．一一＿＿Ω」」）．＿，＿＿＿3、on⊥0．

　　　　　　　10　　　　0．0870　　　　0・0602　　　　0・2900　　　　0．0　　　　1100．0
　　　　　　　1ユ　．一．　　q．＿10うO　＿．、＿O．！Q6ヱ2＿．一一．－0．●．29ΩΩ．　＿．一．Ll＿し0、、『一．一　．1ユOO．－Q

　　　　　　　12　　　　0・0560　　　　0●0716　　　　0・2900　　　　0．0　　　　1100．0
　　　　　　　－1　3＿．＿＿，、＿⊆L・．09．ヱ0＿．、＿　．O－c．QZ坐2＿＿　．，．Ω負290Ω＿．一一Ω．金．0・＿．＿．1＿＿1－－QQ．足Q

　　　　　　　14　　　　0．0980　　　　0．0752　　　　0．2900　　　　0．0　　　　1100．0
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Table　l－A－6 MeteorOloqical　Da七a　（Wind　Speed，
Cloudiness）　and　ParameterZ

工nsOlation，

60‘clock （N＝16） 7 o’clock （N＝17）

W．V．

im／s）
cloudi－
獅?rS

Z（m）
W．V．

im／s）
cloudi－
獅?rS

Z（m）

1．25 4 580 1．42 3．2 406

1．83 10 440 2．87 10 397

1．65 8．2 630 1．28 2．8 393
1．74 10 455 1．42 8．6 443
1．26 3．7 760 2．09 10 340

2．51 10 382 1．16 4．4 485
3．2 9 394 3．16 9．6 376

1．83 0．7 470 3．75 8．8 323

2．71 5．7 390 1．57 1．6 425

Ll7 1 655 1．98 4．6 356
3．17 10 310 1．89 0．8 426
1．08 10 625 2．95 10 290
1．26 9．5 330 1．33 8．0 512
1．3 10 512 3．89 0 352
1．37 5 530 1．20 9．6 426

1．37 0 580 1．58 4．8 446
1．33 0 490

8 olclock （N＝17） 9 olclock （N＝18）

W．V．

im／s）
cloudi－
獅?rS

Z（m）
w．▽．

im／s）
Cloudi－
獅?rS

工nSO－
撃≠狽奄盾

Z（m）

1．59 3．8 350 1．95 4 12 426
3．00 10．0 367 3．33 10 0 335
1．37 2．6 372 2．21 2．4 13 520
1．61 8．6 414 1．51 8．6 7 432
2．Ol 10．0 290 2．56 10 2 313
1．41 5．0 522 2．08 5．0 12 673
2．93 10．0 395 2．98 10 4 340
3．85 9．0 343 3．98 7．6 10 410
1．61 1．4 456 1．71 3．6 8 465
1．52 4．6 362 1．71 1．2 9 480
1．32 0．8 293 1．40 6．6 10 374
2．85 10 340 1．34 1．2 11 320
1．43 9．8 406 2．72 10 2 490
3．61 0 396 1．27 8．8 8 460
1．64 10 362 3．38 0．5 9 437
1．55 6．0 340 1．57 10 4 315
1．44 0．2 380 1．70 10 11 360

1．76 4 3 345
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Table　l－A－6 （2）

1001clock （N＝18） 11 o‘clock （N＝18）

W．V．
im／s）

Cloudi－
獅?rS

InSO－
撃℃ｵion

Z（m）
W．V．
im／s）

Cloudi－
獅?rS

InSO－
撃≠箔�奄盾

Z（m）

2．39 4 31 524 2．49 4 57 572

2．25 10 1 252 2．72 10 5 356
1．39 2．4 33 775 2．16 2．4 57 834

1．54 8．6 21 457 1．24 8．6 41 546

2．56 10 9 286 3．02 10 21 354

2．67 5 29 796 2．44 5．0 49 840

3．17 10 5 326 3．21 10 9 338

3．79 7．6 33 510 3．41 7．6 40 542
2．05 3．6 14 385 2．32 3．6 21 363
2．26 1．2 29 500 2．69 1．2 57 512

2．71 6．6 26 386 2．88 6．6 50 440
1．14 1．2 24 382 1．04 1．2 44 510

2．24 10 6 540 1．6 10 12 570
1．］．3 8．8 26 616 1．70 8．8 48 686
4．19 0．5 28 410 4．57 0．5 56 383
1．35 10 ll 300 3．23 10 29 330
1．64 10 29 475 1．15 10 49 605
1．61 4 10 325 1．55 4．0 21 415

12，13　0，clock （N＝19）

W．V．

im／s）
Coudi－
獅?rS

InSO－
撃≠狽奄盾

Z（m）

2．1 1．4 149 625
1．65 1．4 149 600
2．0 9．4 141 860
2．04 9．4 141 850
3．88 8．0 98 493
3．41 8．0 98 525
2．96 8．0 138 510
3．56 6．2 138 345
3．18 6．2 170 430
3．57 2．6 170 361
1．Ol 5．4 120 620
1．88 5．4 120 574
1．44 9．2 53 610
1．94 9．2 53 610
5．31 1．2 185 362
4．72 1．2 185 350
L43 5．0 108 570
1．71 5．0 108 480
1．45 10．0 34 435
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Table　l－A－6 （3）

17－5 olclock （N＝41）

（wind direc七ion：7－14）

W．V．

im／s）
Z　（m）

W．V．

im／s）
Z　（m）

W．V．
im／s）

Z　（m）

1．09 680 2．50 400 Ll7 788
2．60 330 1．18 640 260 360
1．25 610 2．77 410 1．33 640
2．95 370 1．33 670 2．95 275
1．32 475 3．25 295 1．36 490
3．33 342 1．45 485 3．36 380
1．43 420 3．60 270 1．47 420
3．90 285 1．63 460 4．20 255
1．75 463 4．25 250 1．85 480
4．70 276 1．85 490 4．68 220
1．95 553 5．07 224 2．05 342
7．02 224 2．05 416 2．53 294
2．05 470 2．16 382 2．28 446
2．38 440 2．46 390

17－5 olclock （N＝93）

（wind direction：15，16，1－3）

W．V．
im／s）

Z　（m）
W．V．

im／s）
Z　（m）

W．V．

im／s）
Z　（m）

Ll7 1205 1．17 1010 1．13 970
1．20 950 1．35 923 1．43 890
1．15 840 1．70 830 1．12 800
1．25 800 1．30 806 1．42 810
1．23 782 1．44 790 1．20 765
1．12 740 1．26 743 1．42 740
1．80 750 1．43 720 1．21 702
1．30 705 1．57 700 4．14 330
2．08 570 1．30 682 1．40 680
1．47 685 1．70 680 1．25 670
1．10 640 1．10 660 1．47 662
1．50 660 1．32 640 1．37 635
1．48 640 1．50 630 L50 630
1．33 584 1．70 600 1．18 577
1．27 574 1．56 570 1．60 580
1．64 580 2．03 570 1．90 560
1．67 540 2．46 540 1．70 520
2．17 516 2．16 516 2．24 518
2．00 504 2．18 505 2．3つ 508
2．63 500 1．53 470 1．77 423
1．80 463 1．80 455 1．80 447
1．80 425 1．82 410 1．83 445
1．92 455 1．97 436 2．05 440
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2．07
2．12
2．22
2．33
2．53
2．73
3．00
3．63

422
470
425
475
440
445
450
320

053120131124582022222234 415
480
460
370
465
435
405
385

275757061124695022222234 413
473
453
392
407
370
430
340
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Table　1－A－7 Regression　Analysis　between　Parameter　Z　and
Meteoroloqical　Factors

6・‘・1・ck　Z－aO・・ICd／U＋a2／U

Var工anCe－COVarlance　Matrlx
　　　　　　ROW／COL，　　Cd／U　　　　l／U

　　　　　　　　Cd／U　　　l．0
　　　　　　　　　1／U　　　　O．336　　　　1．O

　　　　　　　　　　Z　　　　－0．042　　　0．648

RegressiOn　Coefficient
　　　　　　　　　　ao　　　　al　　　　a2

　　　　　　　　　268．0　　　　0　　　384．8

　　　　　　　　　282．8　　－13・7　443・0

　　Z

　l．O

Multi．　Corr．

　　　0．648

　　　0．704

7。’cl・ck　　Z＝aO＋a1Cd／U＋
　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　Varlance－covar工ance　Matr工x
　　　　　　　　ROW／COL，　　　Cd／U　　　　l／U

　　　　　　　　　　Cd／U　　　1・0

　　　　　　　　　　　’EU二。．、6、。1ラ1，

　　　Regression　Coefficient
　　　　　　　　　　　　ao　　　　al　　　a2

　　　　　　　　　　　　274．5　　　　0　　　　　228◆9

　　　　　　　　　　　　277．6　　－3・14　　　240●4

a2／U

　　　Z

　　1．O

　Multi．　Corr．

　　　　0．771

　　　　0．779

80’・1・ck　　Z・aO＋alCd／U＋
　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　Var工ance－coVarlance　Marlx
　　　　　　　　ROW／CO1、，　　　Cd／U　　　　1／U

　　　　　　　　　　Cd／U　　　1．0
　　　　　　　　　　　1／U　　　　O．078　　　　1．O

　　　　　　　　　　　　Z　　　　　O．Ol4　　　　0．16

　　　Reqression　Coefficien七
　　　　　　　　　　　　ao　　　　al　　　　a2

　　　　　　　　　　　　346・9　　　　0　　　　　51．96

　　　　　　　　　　　　346・8　　　0．040　　51・93

a2／U

　　　Z

　　1、．O

　Multi．　Corr．

　　　　0．160

　　　　0．160
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Table　1－A－7 （2）

9°’・1・ck　　Z＝aO＋・ICd／U＋a2q／U＋a3／U

　　Varlance－covar］．anCe　Matrlx
　　　　　　　　ROW／COL，　　　　Cd／U　　　　q／U　　　　l／U　　　　　Z

　　　　　　　　　　Cd／U　　　　l．O
　　　　　　　　　　　q／U　　　　　O．002　　　　1．O

　　　　　　　　　　　l／U　　　　　O．429　　　0．717　　　1．O

　　　　　　　　　　　　Z　　　　 －0．238　　　0．289　　0・049　　　1・O

　　ReqressiOn　Coefficient　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mult二i．　COrr．
　　　　　　ao　　　　　　al　　　　　　a2　　　　　　a3

　　　　347．0　　　　　0　　　　　　10．54　　　　0　　　　　　　0．289

　　　　469．9　　　　　0　　　　　　24．31　　　294．6　　　　0・467

　　　　469．5　　 －0．948　　 23．83　 －284．2　　　0．467

10°’・1°ck　Z＝aO＋alCd／U＋・2q／U＋a3／U

　　Variance－cOvariance　Matrix
　　　　　　　　ROW／COL，　　　　Cd／U　　　　q／U　　　　l／U　　　　　Z

　　　　　　　　　　Cd／U　　　　l．O
　　　　　　　　　　　q／U　　　　　　O．ll1　　　1．O

　　　　　　　　　　　l／U　　　　　　O．502　　0．712　　　1．O

　　　　　　　　　　　　Z　　　　　 －0．125　　0．580　　0．116　　：L．O

　　Reqression　Coefficient　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mu1七i．　Corr．
　　　　　　ao　　　　　　al　　　　　　a2　　　　　　a3

　　　　326・2　　　　　0　　　　　12．34　　　　　0　　　　　　　0．580

　　　　465●6　　　　　0　　　　　20．90　　　－443◆4　　　　0．710

　　　　466・5　　　　5・55　　　21．75　　　－497．8　　　　0．713

ll　otclock　　　　Z　＝　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　　yarian蔓e－COVarianCe　MatriX
　　　　　　　　ROW／COL，　　　　　Cd／U　　　q／U

　　　　　　　　　　Cd／U　　　　l．O
　　　　　　　　　　　q／U　　　　　　O．264　　　1．O

　　　　　　　　　　　l／U　　　　　　O．545　　0．766

　　　　　　　　　　　　Z　　　　　　　O．llO　　O．556

　　　Regression　Coefficient
　　　　　　ao　　　　　　al　　　　　　a2　　　　　　a3

　　　　381．6　　　　　0　　　　　　7．09　　　　　0

　　　　438．5　　　　0　　　　10．20　　－233．8
　　　　438・5　　　　7．61　　　10．73　　　－301．9

＋a撃bd／U＋a2q／U＋・3／U

1／U　　　Z

l．0

0・294　　1・O

　Multi．　Corr．

　　　0．556

　　　0．592

　　　0．599
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Table　l－A－7 （3）

12－13・’・1・ck　Z－aO＋alCd／U＋a2q／U＋a3／U
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　Varエance－covarlance　Matrエx
　　　　　　　　ROW／COL，　　　　Cd／U　　　　q／U　　　　l／U　　　　　Z

　　　　　　　　　　Cd／U　　　　1．O
　　　　　　　　　　　q／U　　　　　　O．053　　　1．O

　　　　　　　　　　　l／U　　　　　　O．720　　0．626　　　1．O

　　　　　　　　　　　　Z　　　　　　　O．509　　0．475　　0・477　　　1．O

　　　Reqressi・n　C・efficient　　　　Multi．　C。rr．
　　　　　　ao　　　　　　al　　　　　　a2　　　　　　a3

　　　　　　435・8　　　35●90　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0．509

　　　　　　297．2　　　34．20　　　2．66　　　　　0　　　　　　　0．678

　　　　　　303．8　　　89．30　　　6．61　　　－797．6　　　　0．795

17－5　01clock

　　　Sea　Breeze　：

　　　Land　Breeze：

Z　＝　132．4　＋　591．7／U

Z　＝　127．4　＋　779．1／U

Multi．　Corr．
＝　0．901

Multi．　Corr．
＝　0．805

一’－ Q　6　5一



Table　l－A－8　　Estimated　Values　of　Air　Pollution　Concentra七ion
　　　　　　　　　　　　by　the　Use　of　Meteorological　Factors　（Wind　Spged，
　　　　　　　　　　　　　Insolation，　Cloudiness）

19681203

　　Tlme

19681204

Sea

Conc・

Br．＝O　　Land　Br．＝O

　　　　Est　c．　　　r

0．063
0．051
0．060
0．062
0．048
0．038
0．041
0．060
0．076
0．131
0．178
0．157
0．108
0．051
0．040
0．035
0．035
0．034
0．039
0．026
0．041
0．025
0．040
0．027

0．063
0．042
0．037
0．038
0．031
0．035
0．042
0．058
0．078
0．109
0．121
0．ll3
0．065
0．039
0．030
0．033
0．038
0．045
0．047
0．051
0．047
0．046
0．045
0．041

　0．74
’0．80
　0．75
　0．83
　0．73
　0．59
　0．50
　0．41
　0．43
　0．52
　0．56
　1．Ol
　1．49
　1．85
　1．82
　1．65
　1．51
　1．39
　1．23
　1．03
　0．35
　0．77
　0．78
　0．79

Sea　Br．＝O　Land　Br．＝0

Rain　Re．　Height　W．V．

7　　　

1．34
1．58
1．76
1．46
1．89
1．34
1．34
1．06
0．85
1．35
1．26
1．33
2．70
4．Ol
4．66
4．32
4．21
4．03
3．49
2．90
2．22
1．70
1．58
1．66

0．040
0．039
0．Ol6
0．037
0．034
0．037
0．049
0．073
0．086
0．069
0．052
0．046
0．042
0．053
0．055
0．067
0．082
0．073
0．081
0．053
0．045
0．054
0．045
0．034

0．040
0．037
0．035
0．035
0．034
0．033
0．040
0．056
0．067
0．064
0．051
0．045
0．060
0．056
0．055
0．053
0．048
0．048
0．045
0．047
0．040
0．040
0．048
0．042

0．60
0．62
0．61
0．60
0．64
0．63
0．63
0．72
0．93
1．12
1．07
0．79
0．75
0．72
0．74
0．82
0．84
0．89
0．92
1．Ol
1．02
1．Ol
l．ll
1．11

麗器器2釜認器器器50⇔44㌶41

1．15
1．ll
l．17
1．13
1．11
1．25
1．41
1．59
1．94
2．39
2．49
2．10
1．64
1．49
1．51
1．54
1．87
1．82
2．06
2．11
2．46
2．40
2．74
2．71
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19681205
　　　　Tlme
　　　　　l

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　　　5

　　　　　6

　　　　　7

　　　　　8

　　　　　9

　　　　10
　　　　11

　　　　12

　　　　13
　　　　14

　　　　15

　　　　16

　　　　17

　　　　18
　　　　19

　　　　20
　　　　21

　　　　22

　　　　23

　　　　24

Sea　BR．＝o
　Conc．
　0．033
　0．029
　0．026
　0．026
　0．026
　0．024
　0．024
　0．037
　0．039
　0．038
　0．041
　0．038
　0．048
　0．065
　0．055
　D．054

　0．057
　0．060
　0．046
　0．057
　0．052
　0．049
　0．046
　0．042

Table　l－A－8 （2）

二and　BR．＝O
Estc．　　　r
0．033
0．038
0．036
0．033
0．037
0．036
0．036
0．038
0．047
0．Ol5
0．032
0．042
0．044
0．045
0．052
0．055
0．058
0．060
0．056
0．052
0．052
0．052
0．052
0．052

19681206　　Sea　Br．ニO　　Land　Br．＝0

Rain　Re．　Height　W．V．

0．0　　376
0．0　　　391
0．0　　　390
0．0　　　347
0．0　　　372
0．007　　375
0．352　　350
0．352　　347
3◆407　　381
1．292　　335
0・587　　375
0．352　　444
0・352　　450
0．0　　　477
0．0　　417
0．0　　　372
0．0　　　356
0．0　　　349
0．117　　360
0．0　　　358
0．0　　　370
0．0　　　367
0．0　　　343
0．0　　　353

0．047
0．035
0．044
0．063
0．057
0．057
0．054
0．083
0．082
0．047
0．031
0．035
0．037
0．033
0．051
0．050
0．035
0．043
0．048
0．048
0．045
0．045
0．046
0．042

0．047
0．047
0．046
0．048
0．050
0．052
0．051
0．063
0．066
0．061
0．051
0．045
0．052
0．048
0．048
0．053
0．052
0．050
0．049
0．049
0．045
0．039
0．041
0．041

…　
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1968：L207

Time

Table

Sea　Br．＝14　Land

Conc．

0．037
0．042
0．040
0．041
0．040
0．039
0．045
0．071
0．077
0．093
0．094
0．083
0．104
0．095
0．121
0．123
0．122
0．105
0．070
0．058
0．033
0．043
0．049
0．039

Es七C．

0．037
0．038
0．035
0．035
0．036
0．036
0．046
0．060
0．074
0．094
0．097
0．083
0．103
0．098
0．089
0．084
0．083
0．072
0．055
0．050
0．046
0．039
0．042
0．040

1－A－8　　 （3）

Br．＝0

r

19681210　　Sea　Br．＝6　　Land　Br．＝20

Rain　Re．　Heiqh七　W．V．

0．023
0．022
0．027
0．027
0．029
0．032
0．051
0．062
0．079
0．087
0．105
0．056
0．097
0．098
0．110
0．093
0．057
0．051
0．044
0．054
0．068
0．046
0．059
0．044

0．023
0．035
0．038
0．039
0．044
0．038
0．062
0．077
0．080
0．076
0．072
0．066
0．048
0．045
0．048
0．054
0．057
0．063
0．061
0．063
0．087
0．092
0．082
0．066
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19681211　Sea
　　Tlme　　Conc．

19681212

Br．＝0

0．035
0．037
0．030
0．023
0．032
0．026
0．038
0．059
0．054
0．031
0．028
0．028
0．027
0．027
0．029
0．032
0．045
0．046
0．061
0．058
0．062
0．056
0．058
0．060

Es七

Table　1－A－8

1、and　Br．＝O

　C．　　　r

0．035
0．063
0．049
0．040
0．037
0．038
0．044
0．058
0．066
0．061
0．050
0．048
0．037
0．031
0．031
0．035
0．040
0．045
0．046
0．048
0．043
0．041
0．041
0．039

Sea　Br．＝20　Land　Br．＝0

0．047
0．044
0．036
0．035
0．032
0．033
0．033
0．039
0．042
0．060
0．048
0．044
0．042
0．038
0．039
0．040
0．048
0．050
0．042
0066
0．063
0．047
0．045
0．053

0．038
0．037
0．035
0．037
0．034
0．028
0．029
0．041
0．050
0．044
0．043
0．036
0．040
0．024
0．019
0．023
0．027
0．031
0．021
0．025
0．037
0．036
0．044
0．042

（4）

Rain　Re．　Height　　W．V．

0．0

0．0

0．0

0．1175
0．3525
0．3525
0．1175
0．1175
0．3525
0．5875
0．5875
0．3525
1．5275
2．2325
1．52フ5

1．0575
0．5875
1．5275
0．5875
0．ll75
0．3525
0．1175
0．0

0．0

2．15
2．17
2．37
2．17
2．22
2．50
3．15
2．92
2．97
3．16
3．20
3．46
3．49
3．54
2．95
3．07
2．56
2．32
1．57
1．67
2．48
3．13
3．35
3．13
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Table　l－A－8 （5）

19681213　　Sea　Br．＝O　Land　Br．＝0

Tlme　　Conc．

0．042
0．036
0．034
0．034
0．032
0．036
0．033
0．045
0．042
0．039
0．029
0．034
0．034
0．028
0．039
0．052
0．032
0．032
0．041
0．039
0．036
0．035
0．025
0．038

Est　c．

0．042
0．038
0．045
0．041
0．036
0．035
0．034
0．040
0．046
0．038
0．033
0．034
0．036
0．033
0．037
0．041
C．041
0．049
0．049
0．053
0．050
0．045
0．043
0．039

Rain　Re．　Heiqht　　W．V．

●

19681214 Sea　Br．ニ21　1、and　Br．＝0

0．036
0．026
0．026
0．039
0．029
0．038
0．047
0．063
0．062
0．075
0．082
　．081

0．067
0．064
0．068
0．052
0．064
0．057
0．r、45

0．039
0．040
0．047
0．041
0．040

0．038
0．041
0．033
0．034
0．036
0．036
0．041
0．056
0．068
0．079
0．080
0．067
0．057
0．054
0．055
0．056
0．048
0．044
0．044
0．040
0．Ol8
0．025
0．027
0．035

0．0

0．0

0．0
0．0

0．0

0．0
0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．1175
0．1175
0．ll75
0．3525
1．0575
0．8225
0．5875
0．3525
0．3525
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Table　l－A－8

19681216　　Sea　Br．＝O　Land　Br．＝0

Time Conc．

0．029
0．024
0．023
0．024
0．028
0．033
0．027
0．047
0．063
0．060
0．054
0．044
0．041
0．043
0．040
0．034
0．027
0．034
0．042
0．035
0．032
0．048
0．042
0．039

ES七C．

0．029
0．042
0．039
0．046
0．040
0．038
0．037
0．050
0．065
0．073
0．055
0．041
0．032
0．026
0．026
0．032
0．036
0．042
0．050
0．056
0．050
0。047
0．051
0．047

r

●

（6）

Rain　Re．　Heiqh七W．V．

0．0　　　301
0．0　　　377

0．0　　345
0．0　　　469
0．0　　　455
0．0　　　459
0．0　　　370
0．0　　　383
0．0　　　425
0．0　　　537
0．0　　　571
0．0　　　568
0．0　　　561
0．0　　　501
0．0　　　414
0．0　　　372
0．0　　　312
0．0　　　251
0．0　　　246
0．0　　　256
0．0　　　270
0．0　　　269
0．ユ175　281
0．0　　　294

19681217　　Sea　Br．＝O　Land　Br．＝0

0．034
0．035
0．037
0．046
0．031
0．038
0．042
0．069
0．084
0．094
0．068
0．051
0．048
0．054
0．059
0．055
0．062
0．054
0．053
0．058
0．072
0．060
0．070
0．069

0．034
0．050
0．040
0．040
0．045
0．041
0．043
0．059
0．074
0．074
0．053
0．040
0．038
0．032
0．032
0．037
0．049
0．062
0．067
0．068
0．062
0．057
0．055
0．050
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19681218

Time

19681219

Table　l－A－8

Sea　Br．＝4　1、and　Br．＝8

Conc．

0．065
0．056
0．056
0．049
0．042
0．047
0．046
0．081
0．117
0．135
0．142
0．116
0．089
0．066
0．058
0．052
0．072
0．071
0．066
0．062
0．057
0．049
0．049
0．042

Est　c．

0．065
0．045
0．040
0．039
0．058
0．070
0．076
0．092
0．117
0．135
0．139
0．124
0．073
0．054
0．045
0．045
0．046
0．045
0．046
0．050
0．041
0．038
0．037
0．029

r

0．735
0．706
0．639
0．581
0．574
0．576
0．542
0．564
0．524
0．488
0．505
0．822
0．914
0．963
0．950
0．859
0．896
0．920
0．858
0．928
0．911
0．918
LOI2
1．044

Sea　Br．＝O　Land　Br．＝0

（7）

Rain　Re．　Height

0．0　　　591
0．0　　　677
0．0　　　684
0．0　　　646
0．0　　　611
0．0　　　643
0．0　　　473
0．0　　　453
0．0　　　449
0．0　　　516
0．0　　　655
0．0　　　939
0．0　　　669
0．0　　　642
0．0　　　581
0．0　　　571
0．0　　　567
0．0　　　505
0．0　　　506
0．0　　　563
0・ll75　483
0．ll75　524
0．3525　500
0・ll75　444

W．V．

0．031
0．032
0．038
0．035
0．031
0．029
0．034
0．043
0．050
0．049
0．049
0．060
0．052
0．Od3
0．047
0．049
0．042
0．057
0．044
0．045
0．047
0．046
0．056
0．052

0．031
0．035
0．029
0．030
0．032
0．032
0．022
0．036
0．050
0．061
0．092
0．1n4
0．081
0．059
0．047
0．047
0．049
0．049
0．048
0．052
0．053
0．051
0．051
0．044

1．103
1．291
1．476
1．513
1．340
1．211
1．109
1．068
0．981
0．712
0．599
0．778
1．062
1．266
L190
1．042
0．974
0．956
0．867
0．752
0．642
0．549
0．620
0．570

一272一

0．ll75
0．1175
0．1175
0．ll75
0．3525
1．0575
0．3525
0．1175
0．1175
0．0

0．0

0．0
0．0

0．0

0．0

0．0
0．0

0．0
0．0

0．0

0．0

0．0
0．0

0．0



：L968：L220

Tlrne

19681221

Table　1－A－8

Sea　Br．＝12　Land　Br．＝18

Conc．

0．043
0．033
0．038
0．040
0．042
0．045
0．048
0．061
0．085
0．085
0．070
0．045
0．085
0．087
0．103
0．086
0．077
0．060
0．100
0．084
0．070
0．079
0．075
0．067

Est．C．

0．043
0．047
0．047
0．045
0．047
0．048
0．052
0．063
0．079
0．105
0．092
0．079
0．129
0．139
0．lll
O．096
0．086
0．067
0．103
0．089
0．058
0．049
0．042
0．037

r

Sea　Br．＝　8　Land　Br．＝　0

0．052
0．058
0．066
0．062
0．066
0．077
0．077
0．083
0．111
0．143
0．138
0．108
0．074
0．064
0．085
0．066
0．081
0．046
0．035
0．040
0．041
0．038
0．039
0．035

0．040
0．040
0．038
0．038
0．037
0．034
0．039
0．048
0．079
0．133
0．139
0．095
0．052
0．040
0．042
0．040
0．035
0．062
0．055
0．050
0．043
0．043
0．044
0．042

（8）

Rain　Re．　Height　W．V．
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19681224

Time

Tab1色　1－A－8

Sea　Br．＝10　Land　Br．＝　0

Conc．

0．055
0．050
0．053
0．049
0．046
0．053
0．058
0．075
0．090
0．145
0．ll3
0．067
0．023
0．028
0．047
0．061
0．051
0．055
0．047
0．044
0．047
0．051
0．033
0．038

Est　c．

0．055
0．034
0．032
0．034
0．032
0．030
0．041
0．052
0．065
0．092
0．091
0．050
0．034
0．034
0．038
0．048
0。061
0．058
0．054
0．054
0．046
0．039
0．049
0．041

r

（9）

Rain　Re．　Height　W．V．

0．118　　757
0．118　　622
0．ll8　　587
0・ll8　　752
0．118　　768
0．118　　518
0．118　　451
0．ll8　　405
0・118　　3t4
0●353　　308
0．0　　　460
0．0　　　430
0．0　　　384
0．0　　　350
0．0　　　323
0．0　　　314
0．0　　　476
0．0　　　590
0．0　　　677
0．0　　　831
0．0　　　840
0．0　　　544
0．0　　　781
0．0　　　671

19681225　　Sea　Br．＝14　Land　Br．＝22

0．043
0．042
0．046
0．042
0．038
0．042
0．051
0．062
0．097
0．098
0．091
0．078
0．077
0．071
0．078
0．081
0．059
0．066
0．063
0．055
0．052
0．055
0．067
0．060

0．043
0．041
0．034
0．037
0．036
0．035
0．041
0．058
0．071
0．081
0．080
0．071
0．077
0．091
0．071
0．055
0．057
0．063
0．067
0．065
0．058
0．056
0．076
0．079
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第1編のイ寸録

南・KのPH値計箪例

Fiq・　2－A－1　　鋪乍広源制タρ戊セ壊ピィ分』

T・b1・2－A－1推鮫妊KM、観測値ノ腿．気追フ’ρフ・’レ

Tabl・2－A－2多重汚染源の雇戸繊’thAkそデ’レ

Table　2－A－3　穴形～戊也方の汚父物質」非広源に▲vaヲうデ；タ

Table　2－A－4…ス⇔の斑定度∂丁して求あたCγ

Table　2－A－5　KP反センター局の7ラ梁濃ノ室推定ρためのデt一タ

計醐7°0グラム

oCTを棄めうための7ρPプラムと言乙号説明

oパラメーターξヒγを推定了クためのフ・Pグ’ラ4とまZ号嵩ぎsg

o丈陵ぞニターノ局のロi｝間ごとの汚染濃度推2きのたあのフepグ‘ラA

　と言乙苦謎明

・庭ごヒリ排tll　taStlfope計算フtpクラムと記号説明

275

276

277

278

284

291

294

307

314

317

323



ts，KのPH値計算例：

　SO2　n”X　b〈’　300mの気柱’こ0・2PPm⇔波度で’珍ゴれている初と仮定すう．

　1日4間に降雨に」’フてその濃度ズk’0．lppm　／こなるとき，　）欠式から雨』トは

　　　　dC
　　　　EIV　＝－0．47wC　　　　　w－1．47㎜／hr

　　この輌諮解したS・2刀’スのれ濃度を纏初と，

気繊除励た・・，嚇廿…34…－7m・Z

　　・Zの雨柚こlal．34・10－7／1．47／10－1・103。0．91210－3m。Z／Z

　　　　。、S。3－H＋＋。S。5　轡多5pK、1エ・・78

　　　　HS・3－→H＋＋S・3－－　　6．99・　・0－6・99

　　　　・A』艦・B』蒜汗・W・［・。fi］［CH・］…一・4

∴CH＋＋CH2S・3＝C・・；一＋C・H－

・CH《（・・CH，。3／KA）・KBCHS。3・KW

・の3X・・…9・2・・－3　m・Z／Z…2・大部》が…3て・th・bとく・

CHS。3…9・2・・－3 ﾆ，・A－・・一”78’KB－・・－6・99をM・、て

　　　　CH＋－KA［鷲…iKW］一・・－5°・9－1’1；9S．gsig，｝g6×’°－5－・・3…一・

　　　　PH＝－Z°9CH＋＝一乙・97・3・5・・4・14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1．912
H2S°4ではK＝1・912’CH＋＋CH2・・4＝C・・i－＋C・・一’KA＝1°

　　　　CH．・CHII・・4－C、。4…一・4／CH・CH－・．・・35　pH≒・

　第1編引用丈玩え（45）にようと，南オくのPHぽ3．7－4．5　でかなリ；5　i疋さ↓れて

いることが、確認されていう。しかし疏酸ヒして洛解している割合ぱ3だ明ζかで

ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一275－一
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Table　2－A－2　　Multiple－source　Urban　Diffusion　Models

1．

1）

2）

　）

・　1

2

Turnerにようモデtレ　（1964）（13）

対象葡う市：ナシュビル市

字定度

風

対象とヲる汚梁今勿質と：う梁スケーノレ　：SO

数式モデ’）レ

　　をマイ戊レとするど，

x＝1609．347（s，sT；x．θ＋reosθ）

y＝1609．347（sO（フs∩－rsrinθ）

　　　（r，s）点の相茸波度ほ

C（ ｫ’s）一　　゜’…i3七一一（・y…2）－i巽｝

　　　七四掴Oは搬」額Ul掴速σ・煙・i軸方励似りL
　　ほ亜イ克ll竣ガ’スの辛ラ貝期で4hr

そ・他．・都市を辺翻lmil・の硲子Z割・分1ア東よ戊迦針劫り

　　に乙θをとう

，IS．　、　mi、。2ご・と∫て働砺広LLL－　P　402rn堵っ煙漉砿

　　　封ξ出高度IJ　20m　とすう．

、Turnerに」’る方法を便）1昆ε層高度諺えない。

：地上lOmでの16方位　　0．1m／sec3での風て’2時周

　にi）た　て麦動（・ないtのどして　2汐キ間ごとに4り用げゑ

　　　　　　　　　　　　　　　　2時間享均値を；？’めう．

・軸にr軸，廟北に・軸をとリX’yをノーFV　「’S

Ottら）てようモデル（1967）（18）

ヌす象郁育ラ：ワシントンD・C・

a）煙源　　：自動享排がスで排出、源葛さほ地表面とする　討算’fi”の9わ

　　　　　　　　りを　lkm，　4km，　10km，　の｝司ぺ‘円でL9、分」し　中八ごよリ

　　　　　　　　8方向に等放射区θ・し　．各区・介された扇形面を1っの面源

一278一



　　　　　　　　　と3る。

　b）宙定度・P・・lerか’7－　L　z　tf　）レてイ辱たσzの沢定法1・よう。

　　c）　ノ貝　　　　：　午間のt重々の方向に吋すう風1向の莞｝生頻度をワシン｝ン

　　　　　　　　　空；巷のE手間ごとの雀夏　ifiリテ’Lタから求めう。

3）　対象とする汚来物質ど汚梁Zケール：CO与間子均値

4）繊モデル・riを言輝∫輔からi番目の珂・酬区》の距離

．⊆＝

QA

9．2
0．55｛（・i．1＋100）

u

0．25
一（・i↓100）

0．25
｝

3．

1）

2）

3）

4）

4．

1）

2）

）3

Ulbrich　にょ《〉モデ」レ（1967）（16）

対象、秒市：コサンゼルズ市

a）　煙源　　　：市／蚊を7っ（り面源に屡・分1て棟用丁う。

b）字定度・逆輔の底のるさ睡一の尺度とすう。

c）風　　・7っの卸励こ・SNn　1・その境界でのntfi　，風蓮デLタをイ醐

　　　　　　　寸る。

ヌ寸象とする；5梁物質とララ蒙スケーノレ：自？力季男ドガ「スノてよう：ラ梁の1βテ月蜀値

　　の適庇予測を了う

数式モデル・初栗フっの完全混合イ甑、舳る。そのasの高さを逆鰯

　　の底の高さヒして．その槽間は断面に垂直方向の犬気流量で扉吉合す

　　る1£一中定数条モデルである。

Hilstlこよるモテ，L　（1968）（62）

ヌす魂2勇P酋ラ　　：コネ4カ・・ノ｝一）卜L

a）　煙源　　：格子状の面源に》けう。

b）　穿定度　：煙の拡散ハ゜ヲプーターσ　，σを図表から求めう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　　　Z
c）　ノ員［　　　　：チ明

押象とする汚梁4勿愛と汚蒙1スケール：　502，

一279一



　　　　　　Tik▽ert，てようそテ”ル　　（1968）（75）

井象，看β市　　tz　ト）レイス

a）　煙膓原　　　：点放出源を扱ラ

b）族夢　Pasquillの・分そ夏をイR）　；昆．合層鴫度を，麺アづ

C）　風　　　　：月みよ～ズ季節単イ立（つ戊凪⑳己

支像と栢：殻物㍗汚三紅ケー・レ・S・2・肪島季解伽彩随

　　　点の波度を圭めう

数式モデル

…47Dm－C－　×〔・・1一亮）

．0．47Dm＿C－2・55×F「eq×Q×（CX－Y）／CX
　　　　　　　　　　　　　　　　　uxDm

　　Freql詞み托’季節剃立によう風配の風伺頻度￥，Y／ゴ濃度討算

　　点から点，源とそれを通う鳳向放射区介のヂベ線間の距離，cXは放射区

　　》線間の距離，xは煙源と波度計算点間の距離，Dmぽ遅合層の高、

　　で・あう。

千の他　　拡散式は正規冷布の拡散公式に角π／8の放射己分の風向方位デ

一280一



6．

1）

2）

　　　一一ダを19Pt　15ため式を簡単イヒLて・・う。

JohnsOn，　Ludwiq，　MoOn　．’ようモデ’1レ（1969）（76）

対象看師

a）　煙源

D）宮定度

伝）・・。，（・－biう）（・i・・’〕一一「・

　　　　　　　0．8　：〆こ（1．LUL）

QAi〕　　　　　　　　　　　　　ri
　　　　　　　11

　　寸〔1』ソクスモデ’，L

C　　「i＋1－「i

　　≠1
　1〕

b，．＝l
　lコ

　式（1）みら　式（2）〈　モデ’レをS多すLきのrT　4）距蕩崖ぽ

　　　（0．8Dm／。＿）1／biゴ
T　　　　　　　　　l〕

　　　でOAは単イ靖積当　の一政イ破素排出5鍍・／コ1弦物励移

　㊨距離　添字iは濃度計算点からノ気上に数えた同パ円て・分割されアこ面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b一
源時号鰺ゴ喧鍍クラスを勧すσ　、，1〕であう

　　　　、まiとi・1の扇碗割の境昇線と言輝点との距巖である

一281一



7．

1）

2）a）

Robertsらによう・Eデ）レ　（1969）（14）

茸象抑市：シ、ηゴ’市

煙源

b）室定度

c）　風

、点源岨源。射，鞠煙鵠度を纐吐きkQ9・5／・

　　励ヲ頁のとき　商業工柔地咳でノ」90m∠主ε㌘坤て”f930mと

　了る。　1β㍉間単イ立の排出強ノ斐をイ吏用了る。

・P・・q・ill閣ぴな・，姻桔グ肝る・TIR25っ

　、こSK＃f責とていう，

：風向，風速σ1日テ周値を矛凋スrる、

3）喉ど3b：鐸物質と：豫、《ケー　・L・SO2・面励1∂澗ご垣・布

4ノ　数式主テiL　：ハ⇔フモデIL

C（x㌧y㌧z㌧t）＝
（Q（x1，y，，z’，t）
E・ヲ／2・。（・）σv（・）。。（，）exp［－7

－1｛麟｝2－》｛・詣’｝2］

　　　　a

　　　　　　21，X－U七一X’
　　　　　　｝
　　σx（t）

　　　　・こてσXニσy＝σnあ品σ。・・図表か欲卸る・・’・’WI」唖・

　　　　3日¶司前ゴで逆の13”ってパフを言埠すづ．　k・♂チ・蒙定クラ．て3て”

　　　　0．87、中立クラる4で0．354，宕定クラK5で0．22，ρ／♂子参

　　　　定クラ，て3　（二　〇’2．　中立フ5る4　て・　0．2，宴菱iクiR　て”　0．5。

　　　　（x’クy’，〉’）1ま：う蒙物質オ文∠8位置，（X，y，Z）　ぱ；綴ご壕尼。

　　　　ぱ固り豹籾チによ5点源の一単・（立　eチ　M当グリ放出熱w量（cal／sec）であク．

5）　その他　 ：：ラ琴『源の中て日是多ノ：よ（う1のノ9テのサ♪出5套度を．石＞5t・ど石油に・分

　　　　1ナて気温〃｝閲数として表わしている。

　　　　9問勅煙突高度ひ混、鰯高度と比紡て・」・ご・とさ㌔．動り竣

　　　　度で：妥度を言埠L，そ・うでソ㌃t）とき∫JDm→。。　と（て宇定タズ気家ブタ

　　　　で波度を言埠する。

一282一



8．Davidsonらによるモデ’レ，（1969）（15）

対勘蹄

a）煙源

：　＝コーヨークア日

　　、タラ原ど励源だノ会ソプ　1日き間星イ立の」非出多或度を便用’する

　　・日担嚇Qd排瞳醸・繊と・9・助細描昔
　　の閣数と1てt～’cわて1）i5　方㌻クノタ突、高ノ度は

　　　　　　　　　　0．58
　　・・一…47吾，
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　　　　　　Table　2－A－4

　Tlme　　　　Stabillty
　　　　　　　　　　Categories

Dec．4，68
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8　　　　　　　B
　　　9　　　　　　　B

　　lO　　　　　　　B
　　ll　　　　　　　B
　　12　　　　　　　B
　　l3　　　　　　　B
　　］4　　　　　　　B

　　l5　　　　　　　B
　　l6　　　　　　　B
　　l7　　　　　　　B
　　18　　　　　　　D
　　lg　　　　　　　D

　20　　　　　　　D
　21　　　　　　　D
　22　　　　　　　D
　23　　　　　　　D
　24　　　　　　　D

Est
W晶島
for　each
B

0．017
0．Ol5
0．009
0．007
0．Ol9
0．021
0．037
0．049
0．077
0．072
0．045
0．034
0．030
0．036
0．037
0．031
0．024
0．024
0．025
0．022
0．022
0．022
0．Ol8
0．OlO

for　Each　Category
　Va　1ues　of　SOx　Concentration
Stability　Category

　　C

O．038
0．033
0．Ol9
0．014
0．041
0．046
0．080
0．107
0．167
0．156
0．096
0．073
0．064
0．076
0．079
0．066
0．052
0．051
0．053
0．047
0．047
0．046
0．038
0．021

Dl

0．076
0．066
0．038
0．028
0．081
0．092
0．156
0．208
0．322
0．299
0．179
0．135
0．ll9
0．143
0．149
0．126
0．099
0．096
0．096
0．085
0．085
0．083
0．068
0．039

D2

0．100
0．087
0．051
0．038
0．107
0．121
0．200
0．270
0．415
0．388
0．227
0．171
0．151
0．181
0．191
0．164
0．130
0．122
0．119
0．105
0．103
0．100
0．084
0．048

　E

n．144
0．126
0．076
0．059
0．157
0．179
0．290
0．396
0．60∩

0．561
0．318
0．238
0．210
0．252
0．272
0．240
0．190
0．170
0．157
0．140
0．133
0．127
0．110
0．064

Dec．6，68
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　21
　22
　23
　24

EEEE

0．OlO
O．005
0．005
0．004
0．004
0．006
0．Ol2
0．Ol9
0．060
0．068
0．053
0．035
0．040
0．041
0．053
0．053
0．055
0．039
0．034
0．028
0．022
0．023
0．022
0．023

0．022
0．Ol2
0．Oll
O．OlO
O．OlO
O．Ol3
0．026
0．043
0．132
0．152
0．ll9
0．076
0．086
0．088
0．ll7
0．121
0．124
0．088
0．074
0．062
0．050
0．049
0．046
0．049

0．046
0．025
0．022
0．021
∩．021

0．028
0．055
0．091
0．277
0．320
0．250
0．154
0．170
0．176
0．241
0．255
0．257
0．181
0．150
0．129
0．103
0．097
0．089
0．092

0．059
0．033
0．029
0．028
0．027
0．036
0．071
0．118
0．355
0．411
0．323
0．192
0．210
0．217
0．306
0．333
0．333
0．234
0．189
0．165
0．132
0．ll9
0．105
0．109

0．090
0．050
0．045
0．043
0．042
0．056
0．110
0．181
0．547
0．635
0．495
0．279
0．299
0．310
0．457
0．501
0．485
0．329
0．264
0．244
0．195
0．166
0．140
0．141
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Tlme

Dec．13，68
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

Stabili七y
Categor工es

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ConcentrationEs七ima七ed　Values　of　SO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X
for　each　St二ability　Cat二eqory
　　　　　　　　　　　　　　　Dl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D2　　　　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　E　B

0．Oll
O．Oll
O．008
0．009
0．012
0．015
0．014
0．012
0．Ol3
0．Ol5
0．022
0．026
0．027
0．022
0．027
0．030
0．027
0．024
0．Ol9
0．020
0．021
0．Ol7
0．037
0．030

0．024
0．024
0．Ol9
0．021
0．028
0．034
0．031
0．026
0．028
0．033
0．048
0．057
0．058
0．049
0．058
0．065
0．060
0．054
0．042
0．044
0．047
0．037
0．078
0．063

0．050
0．049
0．038
0．042
0．057
0．070
0．064
0．054
0．058
0．070
0．101
0．115
0．ll6
0．C99
0．ll4
0．126
0．ll8
0．108
0．087
0．091
0．098
0．076
－．149

0．119

0．064
0．063
0．049
0．054
0．073
0．089
0．082
0．068
0．074
0．090
0．129
0．145
0．144
0．124
0．141
0．156
0．148
0．136
0．lll
O．ll7
0．126
0．097
0．180
0．142

0．090
0．087
0．068
0．075
0．101
0．123
0．115
0．096
0．106
0．136
0．194
0．208
0．200
0．172
0．188
0．209
0．204
0．193
0．166
0．172
0．184
0．143
0．244
0．185

Dec．25，68
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13
　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

DBBBBCCCCDD

0．027
0．032
0．Ol5
0．Ol9
0．Ol5
0．Ol7
0．029
0．055
0．062
0．071
0．076
0．079
0．071
0．058
0．049
0．034
0．026
0．Ol6
0．0121
0．026
0．028
0．032
0．004
0．019

0．059
0．070
0e∩33
0．042
0．033
0．039
0．061
0．ll7
0．133
0．153
0．163
0．167
0．154
0．133
0．ll4
0．081
0．061
0．037
0．018
0．064
0．071
0．080
0．Ol1
0．040

一一Q　9　2一

0．121
0．142
0．067
0．087
0．068
0．080
0．122
0．229
0．300
0．302
0．325
0．336
0．311
0．285
0．245
0．177
0．130
0．079
0．061
0．142
0．161
0．178
0．025
0．073

0．153
0．177
0．085
0．ll1
0．087
0．102
0．151
0．278
0．321
0．370
0．400
0．414
0．389
0．380
0．331
0．245
0．175
0．105
0．082
0．202
0．232
0．254
0．036
0．085

0．211
0．241
0．122
0．160
0．127
0．150
0．213
0．383
0．452
0．524
0．570
0．591
0．564
0．563
0．488
0．359
0．255
0．154
0．ll9
0．291
0．338
0．372
0．056
0．108



Time

Jan．21，69
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

Stability
Categories

D

Estimated　Values　Of　SO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Concentrat工on
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X

for　each　Stability　CateqOry
　B　　　　　C　　　　DI　　　　D2　　　　　E

0．Ol6
0．Ol3
0．Ol2
0．Ol2
0．Ol5
0．OlO
O．011
0．Ol7
0．041
0．044
0．049
0．069
0．083
0．086
0．064
0．034
0．Ol8
0．015
0．013
0．Ol3
0．Ol3
0．OlO
O．011
0．Ol1

0．036
0．028
0．027
0．027
0．034
0．022
0．024
0．038
0．090
0．097
0．108
0．159
0．200
0．206
0．149
0．073
0．039
0．032
0．029
0．028
0．029
0．022
0．025
0．025

0．072
0．057
0．053
0．055
0．067
0．043
0．048
0．074
0．178
0．193
0．205
0．332
0．430
0．437
0．307
0．139
0．079
0．065
0．058
0．057
0．058
0．045
0．050
0．049

0．099
0．078
0．073
0．075
0．092
0．058
0．064
0．099
0．242
0．262
0．292
0．465
0．614
0．619
0．424
0．179
0．105
0．090
0．076
0．076
0．077
0．059
0．066
0．066

0．153
0．121
0．113
0．115
0．142
0．090
0．098
0．152
0．370
0．400
0．448
0．700
0．913
0．904
0．620
0．256
0．155
0．127
0．113
0．111
0．112
0．087
0．097
0．094

Jan．23，69
　　　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

　　16

　　17

　　18

　　19

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

D

DCBBBBBCCCC

0．Ol9
0．024
0．029
0．026
0．022
0．023
0．022
0．024
0．017
0．Ol5
0．027
0．033
0．039
0．024
0．Ol6
0．008
0．Ol4
0．013
0．019
0．011
0．011
0．007
0．007
0．004

0．040
0．048
0．061
0．055
0．049
0．051
0．050
0．053
0．038
0．034
0．062
0．077
0．091
0．056
0．038
0．018
0．033
0．031
0．046
0．027
0．026
0．Ol5
0．016
0．OlO

0．073
0．083
0．112
0．104
0．100
0．106
0．103
0．105
0．076
0．069
0．126
0．159
0．189
0．ll7
0．077
0．035
0．068
0．063
0．097
0．056
0．055
0．030
0．032
0．022

0．089
0．096
0．136
0．130
0．137
0．145
0．141
0．145
0．105
0．096
0．174
0．220
0．263
0．162
0．106
0．048
0．093
0．087
0．137
0．078
0．077
0．040
0．045
0．031

0．115
0．llO
O．174
0．174
0．206
0．225
0．218
0．224
0．162
0．148
0．256
0．321
0．382
0．236
0．158
0．074
0．138
0．128
0．197
0．113
0．111
0．062
0．071
0．049
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Program　Name： AIR　POLLUT工ON　CT　（for　Horizontal
Transportation　of　Pollutants）

Program　Symbol Definition

Input：

QP（jt，n）

SO2（n）

XL（i）

AP

BP

EP，DP

H（n）

X（n）

HOOI（n）

QL（i，ゴ，ゴt）

　工DAY

　工、T

HUKOO

　HUO

　HC

　INDEX

Output∫

　QPT（m，ゴt）

N3

工DAY

Emission　intensity　of　the　poin七　source
No．　n　at　ゴt　o’clock　（n＝1，66），（ゴt＝1，24）

Sulphur　content　rate　of　the　point　source
No．　n　　（n＝1．66）

Reference　distance　of　a　area　source
（i＝1，2）

　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　v
Parameter　α　1n　σ　＝αx
　　　　　　　　　　　　　　　　Z
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　v
Parame七er　V　ln　σ　＝αx
　　　　　　　　　　　　　　　　z

Unavailable　parameter
Stack　height　of　七he　n一七h　point　source
（n＝1，66）

Distance　of　the　n－th　point　source
（n＝1，66）

Direction　of　the　n－th　point　source
（　16－sectors　）　　（n＝1，66）

Emission　intensity　of　the　i一七h　area
source　in　the　ゴーth　direc七ion　a七　ゴt
olclock　　（i＝1：　inside，　i＝2：　0utside）
（」＝1，16），（ゴt＝1，24）

Date

Time

Wind　direction

wind　speed

Observed　concentration　of　SO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X

Index　for　a　continuation　of　simulation

Total　emission　intensity　of　the　m－th
control　section　a七　ゴt　o　lclock

Number　of　a　estima七ion　point　of　the
pollutan七s　concentration
Date
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Output（continued）

LT

SUM（N3，ゴ七）

CPT（K3，工・T）

J

Tl（J，LTT）

UAVE　l（J，　LTT）

UAVE3（J）

Time　of　a　estimated　CT

Estimated　CT　of　th　N3－th　point　at　ゴt
o’clock　　（N3＝3：　The　Center　Station）
（ゴt＝1，24）

工f　l＜K3＜7t　concentration　by　the　poin七
sources　in　the　Iく3一七h　control　sectlon
emitted　at　LT　o’clock，
工f　8＜1く3≦14，　concentration　by　the　area
sσurces　in　the　Iく3－th　control　section
emitted　at　LT　o’clock，　（］；T＝LT2：　2－3
hours　before，　1．T＝LTI：　1－2　hours　before，
LTニLT：　　0－l　hours　before）

Predicted　or　Observed　value　of　wind
dlrectエon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　．

Frequeney　of　the　J－th　wind　direction　エn
七he　period　（LTT－1）　t二〇　LT「r　hours
　（］［、TT＝1，3），（ゴ＝1，16）

Mean　wind　speed　of　the　J－th　wind
direction　on　the　period　（LTT－1）　to　LTT
hours　　（LTT＝1r3），（Jニ1，16）

Mean　wind　speed　for　3　hours　blowinq　frOm
七h　J－th　direction　（J＝1，16）
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1

Pr⊃αraln　Nar’．e：　A工R　PC’LLUT：今N　CT

‘；1㍑㍑1㍑1、6・．，，。。1（、、・．、U、・、、・，．・66・．・U，。…，U（・・、・・q6，3・・

　　　　　1　　　T1《16，3），UAVa（16・3）・UAVヒ3（16）・XL（2）・OL（2・16・24）・CP《66）°
　　　　　2　　CL（2，1ω，NUMP（6b），NuHL（2・1ε）・CρT（20・24）・R（2U・2旬・H（6θ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Z2（16・3）．Z3（16．3）　　　　　3　．SUH（▲U．2硲）．OPT（7．24），Z1（16・3）

　　　　　　lNTEGER　HUKO，tiOOI●H1，HUO⑱HUKOO、“（
　　　　　　N5・10
　　　　　　ALHロ30．

　　　　　　N3■3

　　　　　　RεAD（う⑱10∪）　QP●SO2■XL■AP●bP●EP，DP，H
　　lUO　 FOkMAT《12｝　o．0）

　　　　　　EP．2．静AP曼AP
　　　　　　XL《1）■（1．－bP）⇔4125000・ノ《3う00・骨⇔（1・－8P）－200G・φ●（1・－bP））

　　　　　　XL（2）8（1．－bp）曼9000000・ノ（5う00・粍（1・－8P）－35U。・“（1・－8P））

　　　　　　DO　167　JT■1⑱74

　　　　　　DO　 167　　NH口1●7
　　167　QPT（NM⑱」「r）・n．

　　　　　　DO　323　JT■1⑱24
　　　　　　DO　 321　　トINN・1●6b
　　　　　　　　　了O　　（51．う1．う1⑱う1■う1，51■う1■う1．52⑱う3■う3●う1⑱う1●51⑱）1■三＞6⑱う6もう6，56、　　　　　　GO
　　　　　156，56・56．56．56．56・う4⑱）4s54．う4954、う4■540⑱54’54●う6，56，56⑱う6●う6●う6、う6⑱
　　　　　2う6，56，51．51，51，52，う2，52，52・52・52・52・5ムう4・・．52・b2・52・う1・51・う1・51・う7・

　　　　　3541ト・54⑱53、⑱「4NN

　　　51NH・1
　　　　　　GO　TO　166

　　　う2NH■2
　　　　　　GO　TO　166

　　　う3NH■3
　　　　　　G《）　Tn　166

　　　54NHs4
　　　　　　G（，T∩166

　　　ううt－Hts
　　　　　　GO　TO　166

　　　56NH■6
　　　　　　GO　TO　166

　　　57　NH・7
　　166　QPT（NM勺J†）nOP†《N卜“JT）◆⑲P（JT●NNN）

　　321　CONTINUE
　　323　CONTINUF
　　　　　　WRlTE《6●3ZZ）tOPT

　　322　F（⊃RHAT‘1H　・7F12・ク）
　　　　　　DO　710　K■▲●20
　　　　　　D《．・　710　Kls1¶24

　　710　R（K，K1）■1・
　　　　86　wRITF《6，107）　N3

　　　10’　FORMAT（1H　 ●！2）

　　　　　　READ‘r■103）　X

　　　103　FORMAT（12F6●0）
　　　　　　READ（う、10特）　HOOI

　　　104　FCRMAT（2413》
　　　　　　　READ《5，106）（《（QL（1・JgLT）⑱LTロ1、24）⑨1■1■2）●J■1も16）

　　　106　FORMAT（12卜6．0）

　　　　　1LTT■1
　　　　　7　READ（5◆10⊥）　1【ノAY

　　　101　FORMAT《18）
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89
90
91
92
q3
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103

　　　寛RITF（6■］．U2）　IDAY
・° G㌫；i｝9，；L！1．、，∪。．，・U，H鋼・D、X

105　FORト4AT（51b）
　　　　1F（L・r．EQ・0）　GQ　TO　1

7U5　B‘t．｝；三，：6Xlt9，、。，．。．…．骨傍・．3う

16うHuKO（H1）・HuKOO
　83　CC■FLOAT（r1C）骨U．01
　　　　D（♪　550　Jsi喝16
　　　　T1《．」，lTT）■0．

　　　　∪1（J⑱LTT）●t）．

　　　　UA∀E1（J、LTT）8U・4
　　　　　　uAVE3（J）ロ0・句

ううO　CUNTINUE
　　　　DO　　12　K■i■6

　　　　J■tttlピ0《K、

、。｝18鰐：，宝1、IP，ll．・．

　　　　U1（J，LTT）8U1（J，LTT）◆UCK）

　12　CONTINUF
　　　　DO　14　J完1，16
　　　　↓XCII｛ゴ：ヒ｛Tl：5～13：こ199／手？（6：Ll1・）

　1侍　C‘、NTTNUf
　　　　GO　TO　（6¶2⑱2，2，2）glNDヒX

　　6L「「T■LT「◇1
　　　　　1F（LT．E⑥・24）　（；O　TO　7

　　　　GoT∩8
　　　2　DO　　16　J●1●16
　　　　　101．T1（J・LTT－2）・T1（J・LTT－1）◆T1（J’LTT）

　　　　　㌫鴉3；｝．9P，lg，｝2，，（川一∪・（・・LTI））ハ。・

　　16　CUNTINUE
　　17　DO　560　N8・1，66
　　　　　CP（N8）●0・

　う60　CONTINUE
　　　　　DO　868　K3■1■20
　　　　　DO　888　K2●1，24

　886　CPT（K3●K2）エU・
　　　　　DO　570　J81、16
　　　　　DO　う80　1宜1，2
　　　　　CL（IgJ）ロ0・

　560　CONTINUE
　57U　CONT　I　NUF

　　65SS■0．
　　　　　J・1

　　，諾｝，・・1《。、．、，．、、・，・…6

　　　　　1F（LT－2）9Y3・994・99う

　　993　LT1ロ24
　　　　　LT2■23
　　　　　GO　TO　20

　　994　LT1■1
　　　　　LT2・24
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104
10う
to　6

107
108
109

110
111
112
113

890

143
144
145
146

147
148
149
150

　　　靱｝T∩　20

99う　L．T1●LT－1
　　　　LT2田L丁一2
　20　TLP■X（N）！UA∨E3（J》ノ3600・

　　　　IF（TLP’1．・）　　　　　　　　　　　　　　21⑱22■2Z　侍0
　21　（二P（N）■（T1（J，LTT）◆T1（J⑱LTT－1）◆『「1（J・LTT●2））！ユ8・唱Qp（L1‘⑱N）！（X（N）骨⇔

　　　1　（1．◇BP）魯しAVE3（J））■SO2（N）僑EXP（－H（N）・H（N）1LP／X（N）傍骨（2・骨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8P）》

　　　　LTK■LT

　　　　GO　TO　30

　22　1F（TLP－2．）　23■23・24
・3 A㌃P Y：出：i；1餐｛1∵こ亨亨三；摺麟｛三二｛灘；耀1ぱ：｛；．…））

　　　　LTK．LTl
　　　　GO　TO　30
　24　！F（TLP－3．）　25、2う⑱26

25 Ac?on：2e手ヒ1；；X’1（SIE9：；1漂：：糟｛；；1：i言浩織二Illl9・”

　　　　LT医■LT2

　　　　6∩T∩30
　30　GO　TO　　（91匂91勺91．91，91■91●91■91・9Z・93・93●り1、91，91●91●96，96，96，96¶
　　　196，96．96．，6，96．96．94．94，94、94，94，V4・q“・94・94・96・9b・96・96・96・96・96・
　　　296，96，91，91，91，92．92，92．92・92・92・v2・gZ・94・92・92・92・g1・91・91・91・97・

　　　394・94⑲93、・　N

　YI　NHP．1
　　　　G∩†∩19

　92NHPa2
　　　　60T∩19

　93NHP■3
　　　　GnT∩　19

　94NHP●4
　　　　GO　Tn　19

　9うNHP■5
　　　　GO　TO　19

　96NHP■6
　　　　GC　TO　19

　97　NHPロ7
　19　（PT（NHp⑱LIK）ロCPrN）●39う．ノAp◆CpT（NHp・LT医）

　26N■N◆1
　　　　1F（N－66）　70、70●S
　　＞　（二〇ヒF■0．02’

　　　　D《）　41　1■1，2

　　　　ALEX．EXp（－ALH祷AtH／EP！XL（1》傍◎（2・怜BPノ（1・◆8P）））
　　　　TLL■XL（1）僑喬（1・1（1・◆BP））！UAVE3（J）！3600・

　　　　IF《†LL－1・）　　　　　　　　　　　　　　　43’43，44　42
0CL（1，J）・QLq，J、LT》ノ（XL（D・uAVε3（」））・C°EF

　　　1骨（T1（J，LTT）・T1（J・LTτ一1）・τ1（J・LTT－2））ノ18・⇔ALEX

　　　　LTK■⑪▼

　　　　GO　IO　gO
　44　1F（Tしt－2・）　4う⑱45・46
　4う　CL（1、J）ロ㊤L．（：◎J■LT1）ノ（XL（1）φUAvE3（J））特⊂OEF骨（T1（J、しτT）

　　　1　　◆T1（J●t1T－1》◆T1（J，LTT－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2））ノ18．骨ALFX

　　　　LTK－LTl
　　　　G‘｝T∩う0
　　叫6　1F　tTしL－3．）　47．47●41
　　47　CLCI、J）●QL（1⑳J，L・r2）ノ（XL（1）骨UAVヒ3（J））任COfF
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151
1円2
153
1「亀

1円う

1うb

157
1うe

1う9

160

161

162

163

164

165

166

161

撚m曇霧窺…淵㌫…欝羅

　　1・（Tl（J・LrT）・Tt（J・口τ一1）・T・（J・LTT’2））！18・魯ALLX

　　　L†K■しT2
　うO　　tf（：1●」．）　　16U●168●169

168　1L●J
　　　G（ノ　T∩　 170
】、69　1L■J◆16
況i§1§1；i：；｝τ孝i沼1÷12；1：孝i…；宝1｝1て；圭て！il］：1；呈曾；i当、，7・．・・，7・・・・…

llllil；li；iiliilii；iiii‖iiii難iiiミi蓑i；il；1：；1：ll：；t：；1：；1：；1：；；：；；

、7、・ |7齋1：1？：］31］；：19：s：］▲：嬬1｝i㌧…7・・・・・・・・・・・…7・・71“3

1751 i3｝ス31；；：㌃：k：；：：；：：li　Z：；：：；ま：；麦：；£；砦72．77・72・72・72・71・71・71・73

、，6・ ｷ・潟3113：］琴儲溜：；lllll；ll・・．・・・…7・・77・77・77・77…

1771 ｱ；7iL　97；］1：］…i：］2：苓2：］；：写2：］2：］i～：；2：子2：；↓t　74●74・74⑨’4．7“．74，73，73，7う

1；llii璽iiii顯iiiii灘ii繕ii謬ii；｛1；：：；1：；1：；1：；1：；1：；1：；1：ll

、、。1 ｱ乙6÷；‘｝離：］2：苓2：］2：錦：離：｝乞1；と：…76・76・76・…76・76・76・76

　　　1，76，76●76，76⑱76●76，76●76，76》76¶7b■76》⑨IL

　71　NHt●負
　　　　GQ　TO　78

　72NHL●q
　　　　匂O†078
　　73　 NHL■10
　　　　0UTO78
　　74卜　NHし●11

　　　　VO　TO　78
　　7う　NHL・12

　　　　　0UTO78
　　76　 NHL官13
　　　　　0《）了078

謬9㍑、．L，、，．、L（1．・，・・9，．・A・・CP・・・…L…

　　句1　CONT！NUE
　　18　J■J◆1
　　　　　1F（．▲●16、3■3，36

　　38　CPTT1口0・
　　　　　oO　603ぼ～81・14
　　　　　DO　603　K　2●1，24

　603　（PTT1●CPT《K「⑱K，、⇔R《Kう．Kク）◆CPTT▲
　　　　　SUH（N3・LT）●cpTT1

，。。蒜手｛i呂゜？1，㌫llき灘二1；1、、・川…12・2X・3・C・・・・・…

・・2
A㌫li：bl｝・；・S・UR・9…、。・、、㌦3、3　“　、・・’6
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194

195
1q6
197
108

901

500

wf・　i・TE（6．9U1）LT2，（CpT（K3，LT2）・K3t1・14）・Ln・（CpT（K3・LT1）・K3・1・14）

1●LI、（CPT（K3，LT）gK3●1●i4）

FUHMAT（1HU，5HTIME●12，7Xg1郁F？・角）
DO　4　J●1●16
、RITE（6．5UO、J●（11《J令1TT）・LTTロ1⑱3）⑨（UA∀E1（∨、LTT）・LτT●1・3）．UAVE3（J）

FUHHAT（1H　⑱うX●5HHOOI812．2X●12HFUUKO　HINDO竈3F5・1、2X●
　　　16HUAVε▲■3Fb．2⑱2X●6HUAVE3■F6．2）
　叫8　DU　49　」■1も16

　　　　T1（J■1）・T1（J，2）
　　　　T1（J．2）●T1（J●3）
　　　　U1《．」・1）■U1（J、2、

　　　　∪1（J勺2）■∪1（J，3）

　　　　UAVE1（J¶1）■UAVEI（J●2）
　49　UAVE1（J，2）■UAVε1（J，3》
　　　　LTT■3

　　　　GO　TO　（9，e■7・8，999）⑱1NDFX

　　g　NJ●N、◆1
　　　　lF（N3．GT．N5）　（コO　To　g99

　　　　GO　TO　86

999STUP
　　　　εNし
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Program　Name： EST工MAT工ONS　OF　ξ　AND　Y

Proqram　Symbol Definition

工nput；

Qエ（1，J）

CO（工，1）

C工N（工，工丁）

Output∫

　JT

AO（L，JT，J）

A（3）

FT（J，JT）

FF（J）

A3

Al

A2

CO（1，JT）

Emission　intensity　of　a　arer　source　at
the　J－th　o　lclock　in　the　radius　2km　around
the　i－th　monitorina　station

Observed　concentra七ion　at　the　工一th
mOnitOring　StatiOn　（initial　VaIUe）

Es七imated　CT　value　at　工T　o’clock　at
七he　工一th　monitoring　station

Time

工fL＝1，　AO　shows　a　estimated　l／ξ　and
if　L＝2，　AO　shows　a　estimated　Y　in　the
七ime　interval　JT－l　to　JT十l

Value　of　z

Sum　of　square　of　errors　between　estimated
and　observed　concentrations　for　3　hours
（JT：　time，　JT＝1，22）

Sum　of　FT（J，JT）　（JT＝1，22）　at　the　J－th
　　　　　　　　　　　　　　　，mOnltOrlnq　S七atIOn

工nitial　value　of　estimated　concentrations

Second　value　of　estimated　concentrations

Third　value　of　estimated　concentrations

Observed　concentration　of　the　i－th
mOnitorinq　s七ation　at　JT　o’clock
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1

43

44

44444う

P：f（．r’r⊃．rl　Yar，、ε゜ 竺弓ごゴ4艮．丁二：1Nc〔FξA］7つY

　　　D｜MENSIOW　　　　　　　　F（▲OO）、（．1ト1（10‘30）、し0（1U，25）⑱（二（10●246）⑱（HAT（10●

　　　124）．　（日1（10⑱30）句A（3）⑱FF（50）■Aう（7）　　　　　⑱FT（う0，24）・AU（2●24⑱5∪）

　　　2　　　　，CI（10●24》●「CN（3，24）．b《7）

　　　CALL　DATAON
　　　READ（5．100）（（Q1（1，J）・J●1も24）も1■1，10）

100　FORMAT（12F6・0）
　　　N●10
　　　　KEAD（う、111）　（（二〇（r●1）ol■1●「1）

1il　FORHAT《10F7◆O）
　　　　READ（5，112）　（《ClN（：、lT》●1・1’N）●1T■1，24）

112　FORMAT（10F6．O、
　　　READC5も114）　（（Cq．IT）、：81－N）・lTS1，24）
114　FORMAT（10r7・0、
　　　し）0　3’　1T●1●24

　　　DO　 37　 1■：1，N

　　　ω（1・IT◆1）8C（1・IT）
　37　（91《1■IT）●Qltl，IT）ノ16●
　　　　1●3

　　　DO　6　しう■1，6

　　　　L6■L5◇24
　　　CIN《1■L6）・0，

　　　U（L6）■1．0
　　6　QI（1⑱L6）■100C・

　　7　DO　l　J●1も10
　　　　FF（J）●0．

　　　A（3）●0・OOOO4⇔FLOAT（J）
　　　Z■C・024！A《3）

　　　DO　36　JT■1●22
　　　DO　 4　 L1・1、6
　　　　L2●Ll◆JT◆1

　　4　CCN（L1■JT）■CIN（1，L2）
　　　　AMI「↓2ロ1001・
　　　　A（1》ロo・8

　　　　DO　1’　民0■1●11

　　　　AMINO■15●

　　　AHIPIロ100・
　　　　！F（CO（！⑨JT）．EO．O．0）　Go　TO　40

　　　CI（！●JT）●CO（1，JT）ノう．◎（3・8◆0・2各FLUAT（KO））

　　　GOTOlb
　40　（1（1●JT，ロO・00う債CFLOAT（KO）－1．0）

　16　DO　2　H■1、38
　　　　A《2）■U・5骨1・1⇔傍H

　　　　EN■EXP（－A《2）－XK）

　　　　LHAT《1，JT）●（A《1）◎A（∠）o（：」N（1，JT）◆U1（1もJ†）●A（3））1（A《2）◆Xκ）◆（CI（10JT

　　　1　　　　　）一（A‘1）◎A（2）●CIN（1■JT》◆01《1，JT）◎A《勺））ノ⊂A（2）◇XK》）oEN

　　　　（HAT（1⑱JT◆1）禽《A（1）■A《2）◎ClN（1もJT◆1）◆01（1●JT◆1）骨A（3））！（A（2）◆XK）◆

　　　1（CMAT（1⑱JT）一（A《1）⇔A（2）骨（1N《1■JT◆1）◆OI《1■jT◆1）●A《3》）ノ‘A《2）◆XK）》骨EN

　　　　PHA1ロ（（1《1⑱JT）－CO《：⑱JT））◎畳2◇《（HAT（1，JT》一（（i●JT）》⇔⇔2◆（CHAT（1●JT◆1）
　　　1　　　－C（1・JT◆1））書●2

　　　　LI《1⑱JT◆1）●CHAT（1，JT）
　　　　C1（1■JT◆2）●CMAT（1もJ†◆1》

　　　　F（H）■PHA　I

　　　　IF（F（H）．GT．AMIN）　GO　TO　2
　　　　示而■F（凶）

　　　　「．　2eM
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う7

58

5・

87

890良∨89

91

9999

　2　CONTINuピ
　　A（2）●O・う⇔1．1ひ価K2

　　EN■rXP（－A（2、－XK）
　　DO　3　」口1、3う

　　識：ll；浩1ぽ：、、2、・d，（い、，）・、1（M，・A・3））！・・・…XK…qq・J・

憲i懸欝‖i轍ii！撫iiiliilii羅iii；i熟1…n

　　1　　　－C（1匂JT◆1））骨廿2
　　　⊂↓（1、JT◆1）ロCHAT（1●JT）
　　　こ：（！．JT◆2）■⊂“AT（1，JT◆1）

　　　F（L）■PHA1
　　　1F《F（L）．GT・AMIN）　（コO　TO　3

　　　AMIN●F（L）

　　　r3●L

　3　CONTINUE
　　　A（1）■0・15骨1・08筒僑K3
　　　1F（AM：NO．［O．Aト11・↓）60　TO　39

　　　AM1NO8AHIN
　　　GO　TO　1ら

39　1F（AHlNO・GT．A柄1N2）　GO　TO　17
　　　Kう●K3

　　　r．4●K2

　　　K60KO
　　　AM！N2ロAMSNO

17CONT1r“UE
　　　AO（2⑱JT，J）●O．5骨1．1侍●K4
　　　AO《1・J’r・J）・0．1う⇔レ08⇔⇔K5
　　　1F（CO（1，JT）．EQ．0．0）　GO　TO　41
　　　C1“．JT）・CO目、JT）ノ5．骨（2・6・O・4⇔FしOAT（K6））

　　　GO　TO　42
41　CI（1，JT》■0．00うφ（FLOAT（K6）－1・0）

42　B1●AO（1■Jτ●J）

　　　82nAO（2●JT、J）
　　　83■A（3）

　　　：i：Uft6；2，Nq，J，・．．1・．、，・．B3・／・，・．Xρ・…一・・・・…C“q・JT・・

1A，．？6i：9；12亨：ll｛1！…；熾鴇1：機；…，・X・・・…一・・…2－1・…1

　　・｝；？；三S｝；：Xk，？，；ラ｛16｛！言；苧；：～：亨e手；？Z：『2，．・））“・ノ9．

　　　卜F（J）宇FF（J）◆FT（J●JT）
　　　wRITE（6，901）JT・A。（1・JT・J）・AO（2山T・J）・A（3）・FT（J・JT）・F卜（J）’A3’Al¶

，。、1 e。，瓢‖；：・；；1ξ81｛聯1；：9乏∴；1；：呂．・，5，．・HGA．．・・．・，5・，…F・A・…

　　　1・5■4X●2HF■［14．6、3X，3HFF■E14・6！2X、6E11．3▲

　36　⊂ONTINUE
　　l　CONTINUε
　　　STOP
　　　Eト↓D
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Proqram　Name： ESTIMATION　OF　HOURLY　AVERAGE
CONCENTRAT工ON　AT　THE　CENTER　STATION

Proqram　Symbol Definition

Input；

ALHA（工）

Q（1，J）

IDAY

JF，JTI，JT2

1Pl

工P2

1P3

工P4

工P5

工P6

IP7

1P8

工P9

IPlO

IPll

IP12

　1Pl3

0utput：

CNI（エ）

C（1）

w（工）

CエNS（工）

XK（1）

Parameter　nO　（工＝1’24）

Emission　intensi七y　of　a　area　source　エn
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

the　radius　2km　around　the　Center　Statlon
（工＝3，　the　Center　Station’s　number）
（J＝1，24）

Date

Unavailable　parameters
　ゆTlme

Mean　wind　direction　in　the　Osaka　district

Mean　wind　speed　in　七he　Osaka　district
　　ゆ　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

Raエn　intenslty

工ndex　for　a　continuation　of　simulation

Spacely　averaqed　value　of　observed
concentrations　in　the　Osaka　district
Insolation

Cloudiness

Observed　concentration　at　the　Center
　　　　，Statlon

Concentration　transpor七ed　inversely

Estimated　CT
Wind　speed　at　the　Center　Sta七ion

Estimated　Z　by　regression　equatエons

Estimated　CT　at　a　monitorinq　s七ation　at
I　O，clock
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　，
Observed　concentra七ion　at　a　monitorlng
StatiOn　at　I　O　tCIOCk

Mean　wind　speed　in　the　Osaka　district

Concentration　transported　inversely

Raln　lntenslty
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Output（continued）

AG（ll）

AG　5（エ）

u（1）

ZH（工）

AGZ（工）

CIN（工）

GZ（工）

1

ZZ

1、Ml

C（LM1）

CHAT（LMI）

GAMIl

LM2

LM3

ALHAl

A1、HA2

BARA
KT　，　K［lrT

GAM

工丁

ABA

AVER（1くPP）

BVAR（KPP）

Ventilation、rate　of　a　perfectly　mixed
zone　by　a　horizontal　wind　speed

A七erm　of　a　vertical　eddy　diffusivity

Wind　speed　at　the　Center　Station　at　工
o曹clock

Es七imated　Z　at　I　o．clock

Estimated↓鷹in　a　term　from　工一2　to　工

o，clock
CINS（工）＋CN工（1）

Estimated　ξ　in　a　term　from　I－2　to　I

o’clock

T工me

Parameter　z

T工me

Observed　concen七ration　a七　the
Station　at　LMI　o’clock

Estimated　concentration　at　the
Station　at　LMI　o°clock

Estimated　Y　at　LMI　o　l　clock

Lト41＋l　olclock

I」M1＋2　0’clock

Center

Center

Adaptive　parameter

Adaptive　parameter
Adap七ive　parame七er　n’

Time　of　prediction

Parameter　Y　for　a　prediction　of
concentratlon

Parameter　z　for　a　prediction　of
COnCentrat10n

Adaptive　parameter　n　for
　　　　　　　　　　　　　，of　concentratlon
Normalized

n　at　LMI－LM2　0’clock

η　at　LM2－LM3　0’clock

a　prediction

　　　　　　　　　　　s七andard　deviation　of　a

estima七ed　concentration　around　observed
value

Numbers　of　estlmatlons
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1

Program　Name： EST工MAT工ON　OF　HOURLY　A▽ERAGE
CONCENTRAT工ON　AT　THE　CENTER　STATION

c 　　　KVOぱll（HI　osF～　NC　YUSOU
　　　DlMFr；SlC，・　Ψ（10●24）⑱IH（30）o（（2う）・（1内（3し）．A〕（30）⑱AG∠《30）．AGう（30）

　　1●XK（33》⑱CHAT（2う）・（INS（33）gG7《24）．ZKH（」0）◆“（30）・ぐNl（30）　⑱U（jO）
　　3　　．A　しLA《150）⑱ALHA（24）●AしA（150》●ALH（1＞O）
　　4　　亀へVAR（2侍）、8VAP（？4）

　　　AP81・
　　　wT■1・

　　　lST81
　　　RεAD《う・1CO）　（ALHA（D　・1■1句Z4）
　　　PEAD《5・1CJ）　（（⑲（1、J）⑨J■1・24）⑱1■1⑱1n）

100　FORNA†《12卜6．0）
　　　rp弓■1

　　　N■10
　　　70■15．

　　　A3宕0．0241
　　　RET▲■0・A
　　　G白●70⇔●8ETA
　　　DO　lO　IT■1●2畠
　　　▲VAP（「T）●）．

　　　8V▲P（IT）●O．
　1U　Q《3，lT）■O（3⑱IT），16．
　31　RE▲「）（5●101）　IDA∀

　　　｜F‘！DA∀．E（）．0》　（iO　TO　34

101　FOP料▲T（18）

　　　IF《rP5．F6・5）　GO　TO　33
37　1AR■o

　　　IF‘1ρ9・’（v●100）　（sO　TO　28

　　　GO　†O　《28・33，28・28●33），Ipう

28　1AA■1
　　　DO　コン　　110■1・12

　　　READ（5●102）1ρ1・1ρ2⑱IP3●IP4⑱IP5■lp6・！P7，lpb●1ρ9■1ρ10●1レ11●1Pt？⑨lp13
102　FOPMAT（1316）
　　　lP【■1

　　　1・1ρ1
　　　1F《IP12．F⑲●O）　6n　TO　37

　　　1F《IP9●FQ・100）　1AA●O
　　　CNIζ1）■FLOAT（lp11）●0・0001
　　　ぐ（1》　■FLO▲T（IPg）昏　0．01

　　　U（1）●FLOAT（IP12）⇔O．1
　　　w（1）●FLO▲T（lp3》●0・001
　　　ZH‘1》●FLOAr《rp13）
　　　CINS《1》■FLOAT《IP10》⇔0．0001
　　　Xl【‘1）●FしOAT《IP4）ひ0●01鈴0．47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　’F‘IAA●F⑲．0》　G‘〕　↑0　37

　　　1AA●｜AA◆1
　　　1F《「AA・ECv・2）　IST■lp1

　27　11口1●1

　　　1F《！・Ee・1）　11■24
　　　ρG‘r1）■（U《11）◆U《1》》曇0．45

　　　AG5（11）●0．01040C．4魯3600．！　G4⇔AG《11）ノ0．9
　　　1F《1●2）　5，6⑱7

　　うLTI■23
　　　LT？n？4

　　　GO　TO　8
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51
52
53
54
5う

56
う7

5A
う9

60
61
62

3466

6LTI宝2ム
　　LT？tl
　　∩u†c　8
　7　LT1■1－2

　　L†281●1
8　・G7（i）・1・ノ（O・0りC276・（《Z・‘し†1）・Z・《L12）◆ZH（D），3・）刷・4）

　　　1F《IAe．F～・0》　AP富凸6Z（1）

　　　1AP■1
　　　1F（A6Z（1）・GT・1．う）　AGZ《1）■1．5

　　ぐIN《1）■CNI（1）oAGZ《1）◆（二IN～（1）

31㍑言ll｛；…1‘1《，q、，，、D、眠D，臼・Sd・．・K（1）．…ほ…G川・・…1）・

　　1　　7H（1）⑨AGZ《t｝●（！N（1）もG7（1》　、1

；；瓢漂。、、，P、，lp、．lp川・、，lp・dp6，・…1…1ρ9・lp・。・i・11・1・12

　　1　●Ip13
　　　J町Pl
　　　CNI（J》■FしOA†（IP11》僑0●0001
　　　　（《　J）ロFししA「r（1P9）骨　0・01

　　　w（J）tFLOAτ（1P3》傍0・0∩1
　　　1H（J）●FLOAT（IP13）
　　　XK《J）ロFtOAT（IP4）φO◆01⇔O．47

　　　CINSfJ）■FLeAT（1ρ10）oO．0001
　　　ヒ1NS（」》●O・

　　　U（J）tFLOA1（lp12》oO・1
　　　IF《1ρう●EQ．4）　JSTOP■24

　　　1F《1ρう．NF・ら）　JSTOP●60

16　1F‘1ST●23）　　26■16■17
2‘、　Lト｛1●IST

　　　LM？■IS↑◆1

　　　L柄3宕IST◆2

　　　GO†0　18
16　L営1■23
　　　L柄ク．？4

　　　LM3ロ1

　　　GO†018
17　し1鴇1■24
　　　し柄2・1

　　　LM3●2
18　8UNP，08‘C（LMI）◆C《LH2）◆C（LM3）》僑⇔2／9・n
　　　IF《L，43．EQ・24．AND．lP5．E⑲．4）　GO　TO　31

　　　1F《IP5．ε⑩・4）　GO　TO　3う

　　　J1・」－1

　　　1F（J．EO●1》　　J1■24
　　　1：161；：：1；ll：：；1え：；、8611、4。AG，J1…．・

　　　IF《J－2）　9●20，21

　gLT1ロ23
　　　LT2■24
　　　GOT「）？2
　20　LT1●24
　　　LT2．1

　　　GOT∩22
　21　LT18J－2
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10］

10“

10う
106
107

128

901234う623333333

137

138

139
140
141
142
143
144
145

22＞；；1；；：、．、、。．。。。276．・（Z・・L・…∠・・LT2・・…」）”3・M…

　　　GZ（J）81．、’AGZ（J》
　　　（tN（J）・ぐrJl（J）骨AGZ《J）◆ClN～（」）
　　　細TF（6，103）Cra　（J》・C（J）・・（J）・臼NSfJ）…（・）・A。（J1）’“G5（J1）’U（」）⑳

　　1　　ZH（J）●A6Z（J）》（1N（J）⑱GZ（J）⑱J
103　FORM凸丁（1】　も12F9．4，2貿●13）

　3う　ALP11■AG（LHI）ノG4，（1・◆8ETA）
　　　βLρ128AG『（LM1）
　　　凸Lρ1381080．
　　　AしP21ロAG（LM2）ノG4ノ（1・◆BETA）
　　　ALP22●AG5〈L門2）
　　　ALρ23・10内し．

　　　RITA・0．811
　　　　Z・0．169・骨BITA　⇔ZH（しM2）　　　　　　　　　　　　　．

　　　G・7●●8ETA
　　　百AMI・ALPlloG◆　ALP12●G’Z◆ALp13／Z／Z
　　　GAM？■▲しP21◎G◆ALp22◎G，Z◇ALp23／Z／Z

　　　　EX1■FXP（－6Aμ1－xr（LH1））
　　　　EX7RExP←6AM？－xK（しH2））
　　　　1GK1■Z傍‘ちρM1◆XK《LH1））

　　　　7Gr2・Z傍（6AM2◆XK《し岡2））

竃il蕊鶏i鷲i鷲蕊i鷲1繊；
　　　1、L．（；：；：濡三2｛1．、，．EX，，〆、⑩，3，L・、，．・3・A・・一・L…“bA…

　　　1　　　！（1●一セX2》OZGK2

　　　　CHAT（LH1）■（11
　　　　CHAT（し図2）■C22
　　　　ChAT（LM3、●ぐ33

　　　　GAMIt■G▲》1
　　　　GAM22●G▲ト42

　　　　ZZ■Z

…11lilii繰：ii；熾1馴こ11ミ：：聯耀蕊1こ二聯

1；iiliil；職撫：｛；：∴｛こ，｛：1ぽ鵠ll：鵠1識ば柄゜⑳

　　　2CrトIS（L・2）．GZ（LM2》・・．AM27・XK《LM2）・Z・（Lド2）・u（しト‘2）・LM3・C（LM3）・

、、。・ e。，二聯“1’；：㍑1錨？貿、X、・，・。．・．、・，・7．・州・．・・“5・2F・・…

　　　1うHLAMI・F7．3・うHLAM2・F7・3）
　　　　TF‘LM3．E　｛e．J～TOρ　）　GO　「rO　ク5

　　　　AしA（lPL）■ALHA▲

　　　　ALP（IPL◆1）■AしHA2
　　　　▲Lし▲《1Pし》8ALHA《L阿1）

　　　　ALLA‘IPL◆1）ロ亀LHA（L柄2）

1糧iiiilili黙ii呈・5認こ：宝；ll：1｛1：ヒ：n；蹴こ1｛㍑：こi＿

　　　　2・”．ムLL・（IPL》・（ALA（IPL）・ALb（IPL））・n・5・・T“ALP引PL◆i）特ALL＾qPL◆1））
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146
147
1A6
1白9

1弓0
151
1弓2

1う3
154
155
1う6
1う7
158
1う9

160
161
162
163
164
165

：　ζ二‡と：；三k：　：；’1，、，．．・．．，パLL川・い・…り

　　　wk1†F（6・114）　　PAkA
114FCkM・τ（1」・・7りX・5H8＾P△・F10・4）
　　　　Ct・AT（LM3）8（（LM’o）

　　　　Dし2⊇KP富i・8
　　　　rT■LM2◆rP
　　　　IF（rT．GT．2めK†＝し柄2・Kレー74
　　　　1F（LM2◆vP・GT・J～T∩ρ）　GO　T∩　25

　　　　7†．e．16弓“81TA・，H（KT）

　　　　GTs7T．“HFTA

）．．2．．T．．・・ALLAq・1一ン）・・…T・・3・ALLムqPI－－1）⇔

GAM．・G（，T）IG4！（1．・BET・）・e，T・AG5（xT）・（～T！ZT◇ALp13ノ・2†”T

　　：

113FORMAT（1”
　2⑱　CONTINuF
　　　ピTT3ぼT◆1
　　　　1F《ぱ▼T●Fり・2う）

　　　wRITF（6・112）

GZ仔†）81・ノAGZ（xT）
　FX1■EXP（一（コAM－XKtK†））

1鵠鵠：1二帯1）．，，、．，、．一一・・・…T・・A・・U…1）

1　　　●C，A伺）ノthAMtx貿（KT））ノZT　傍ARA

　lF（プT．FQ●Z4）　　C】直丁（1）8CHAτ（25）

w　fY■プT◆1

：F《K（“．εo．z5）刈・1

懸1；il欝ilii；i欝iぎ：1ぽ：：：

　　　　　　　　　　　　　　　　　Kτ†■1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　vTT・（《民TT）・ぐHA†（KT・1）

112FURM畠丁（1H・！5・2FIO・白）
　2う　1ST●IST◆1
　　　　｜P1．●IPL◆：

　　　　lF《1～T・Fr）・25）　IST81ST⇔24

23ちOTO《33・33・31・14・31川Pう
2句GO▼031
；：il⊇iilご；言1！v：漂翻、．1．1．・・

104　FORMAT（IH・5X・bF13・Aノも貝・角113ハ

127～10P
　　　　END

●Aρ曇Z1

）．　G1（L
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Program　Name： EMISS工ON　CONTROL

Prograrn　Symbol Definition

Input：

QA（1，J）

QAT（JT，1）

RR（工）

A3（J）

CO（J）

CAl（工，JT，J）

CA2（1，JT，J）

CA3（工，JT，J）

GAM（J，JT）

Emission　intensity　in　the　I　perfectly
mixed　zone　at　J　o，clock
（1＝1，7），（（丁＝1，24）

Total　emission　intensity　in　the　JT
emission　control　reqion　at　l　o’clock
（JT＝1，7），（1＝1，24）

Control　rate　（工＝1，3）

Coefficient　of　pararne七er　z　　（」＝1，7）

Observed　concentration　at　the　J
monitOrinq　sta七ion　（J＝1，7）

Estimated　CT　a七　the　J　station　by
in　七he　J　region　emit七ed　from　2－3

Estimated　CT　at　the　J　station　by
in　the　J　region　emit七ed　from　l－2

Estimated　CT　at　the　J　station　by
in　the　J　re●ion　emitted　from
（工＝1，7），（JT＝1t24）t（J＝1，7）

Parameter　Y　for　a　estimation　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■concentra七ion　at　the　J　statlon
otclock　　（J＝1，7），（JT＝1，24）

sources
before

sources
before

sources
0－l　before

at　JT

Output：

　工TO

CMO（工丁8，JX）

MAXI－MAX7
AMAX
R（1，JT，M）

CD（1，J）

Time

Estimated　concentration　at　the　JX
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ，monito「inq　station　a七　IT8　h6urs　ln
advance

Number　for　the　method　of　emission　contro

Contrdl．1ed　emission　intensity

Optimal　control　rate　of　the　I　control
reqion　at　JT　hours　in　advance，
M　showinq　a　method　of　cohtro1
（工＝・1，7），（JT＝1，6），（M＝1，13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロEstimated　concentration　of　I　hours　ln
advance　at　the　J　moni七〇ring　station　ln
case　of　assuminq　the　otpimal　control
　（1＝1，6），（J＝lt7）
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1

2

7822

29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
3y
40

Pr・qram　Name・ET4エS・SエfiN　eCNひROL

　　　R亡

　　　1

　　　2

10U　FJkMAτ（14《12Fら．0！）・3FIO・0／24（7F10・∪！）・7FIU・0）

　　　　聖TO■2侮

　　　　XK■0．

　　　CLIMロ○．2
　　　　R「r臼・0・062う

　　　　N．’

　　　　NN83

　　　　門，qXt13

　19　DU　17　Kl宰1・yAX
　　　　Dし　17　J1■1、6

　　　　∩し　17　J2エ1．7

17Rω2〕1・（柄）81．
　　　　DC　5　J垣1，N

　　　　DJ　6　JTR】．81⑱NN
　　　　DO　7　JIM●1■4
　　　　M■句・（JTR1●1）◆1◆JTM

　　　　OQ　8　JS†●1●う一JTM
　　　　J55■JST◆JTM◆1
　　　　R（J■JsS、M）■RR（JTR1）

　　8　CONTINUF
　　’t　（ONTINUE

　　6　cこ｝NT！NUE

　　う、識；i涜ε去；，llt3su；：〒：；1；；li～三iE今｝㍑言；：ゴ1；1；：；z；；1驚1品：L；；1：：：：

、。、2 C。L：111；；1：；1。、2・、7F，．、・・．・・7F6．…》、…7・8．・…7F・・・…6…

Dlr．1ENslON　kR（6）、GA柄（7、6）・A1（7・8）・CT（6・7・13）・C（6・7）・R《7・6・13）

；・・12Xf；？こ1；1↑；；：ぷ；3｛：1；…：1｝1㌫三：1：1；…全；；i瓢：｝21；「嶽1：；：；｛言1・・

ミ議ilζ6！ii藻癌ii；li襟ii霞i§iiiミ羅三1；iil羅i綱：

2　ε鵠・｛亨：：1｝貧と1：召i：：；；IRI～号今…識；；：：31；t；eEg2g：1；e｛；～9；⑱

8　、しT3（ti・臼）⑱C∨C（8、8）

　　、瓢i；｝？91，；艦鵠；ikA：ITI；；：こ；｝：ll；；1繍IRこ；：6a？1；，7・…T（1・1）

　　）．！3▲⑨24）　　　　、（A3（J）⑳J81，7）

3うREAD（う，102）（（（C＾1d・ら・J）・1・1・7）・（CA2（1・6・J川・1・7）’（CA3‘いし⑱J）’

　　　11・1．7））・J・1・7・・（A（」・6、・J小7）・（6AM（J・6）・Jsl’「）

1C2　FOisMA†（21（7F8・Cノ）¶7F6・0／7F6◆0）
　　　　1F（CA1（t■6、1）．LQ．100．》　GO　T（、　999

　　　「）Q　1う　JK■1令7

　　　（二2CJく）■（二〇（JX）

　　　　CSヒ●（2（JX）
　　　　「）∪　 15　 1T8＝1⑱ら

　　　　　AKKS）．

．1：、2、ぱ；1｛，T川。、、，、・，A、（・Ty・llb・JX・…川T・・IT・・・…

　　　　Cl3（1「U，JX、エAKr
　　　　漂165漂；1’lldl∴．．，，．一，．、、・，、、J，，1・・、・Cl・（IT・・JX・・…1T・・1・
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　　　1　　・●JX）◎P†R僑A3（」ノf）ノGAト角（，、【・IT只））

　1三》　（5fエ（門0《！Td、Jx）

　　　　w’イIT「‘。・い）llら・（（（M・・O（II8・JX）・ll8・1，6），JX．1．7）
104　　　　r・Jr《F¶▲T（1H　　　　　　　　　　　　　　■5X■15●7（6F12．ハノ11∀）ノ

　　　　1卜iエ2

　　　　1＾エユ

　　　　lJぺ■C

　　　「）し　 1e　 Mエユ　．図Ax

　　　「）U　18　J冒1・7

　　　DU　 18　　」了31、卜

　　　　！〆（F・4●E⑲●1）　30　 TO　 2U
　　　　IF（」1’◆GT・4）　GO　TC　26
　　　GC）　rO　（20・∠O●21●22）．J1

～O　DO　23　J5竃⊥令7
　　　R1‘Jう）竃1・O
　　　R2（Jう）・1．つ
22　 脅3（J5」・1．

　　　Gu　TC　2A
21　DO　24　Jう・1も7

　　　R1｜、J5）・1．

　　　R2（J5）81．
24　R3イJ5）●Q《Jb⑱JT　　■r吟）

　　　G（ノT∩　21t

？Z　DC　25　J5■1、7
　　　L～⊥（」う）81・

　　　R2〈J5）■LP（J5¶JT　　・M♪

2う　臼3《J5）■P（」う・JT　　⑱柄）

　　　Gり〔C　23
？も　DO　27　」5定1、7
　　　烏1（」う）竃R（J5■」T　　・柄）

　　　R2（J5）8R（Jう⑱JT　　、柄）
27　R3fJう）ロPfJう●JT　　¶M）

28　CA11‘JT，J、伺、＝（A1（1・JT，J）φk1（1）

　　　CA21「J「⑱JgM）8（A1（2勺JrgJ）得R1（2）
　　　⊂A31（JT，J●柄）．（ニパ1（3，JT、J、得H1（3）

　　　CA鉢1（Jr・J，M）tCAI（句⑱JT，J）錫k1（侍）

　　　CA）1（J了●J、，Y）8CA1（5●JT●J》◎R1（5》

　　　CA61《JT，J●H）■CA1（b●J了・J）骨R1（6）
　　　Cム71‘JT、J、M》sC．A1（7⑱JT◎」）曇k1《7）

　　　CA12（JT，J、同）8（A2（1●JT■J、るR2（1）
　　　eA22（JT，J・門）3（．A2（2句J↑⑳」）eR2《2）

　　　⊂A）2（J了●J，M）8CA2（3●JT¶」）骨R2（3）
　　　CA42（J了、J⑱ト¶》■（A2（4●」†⑨J）OR2（4）

　　　CAう2（J「「■J●M）■CA2（5，JT⑱J）綱R？（う》

　　　CAし2《J「1・J⑱H）■（二A2（6●JT・J）●R2（6》

　　　（A∫2《JT●J¶柄）●CA2（7●JT、J）錫‘～2（7）

　　　CA13（JT，JtM）．CA3（1、JT・J）任R3（1）

　　　（A23（JToJ●柄）●CA3（2，JT●J）鯵tt3（2）

　　　CAゴ3（JT●」、M）t（A3（3，Jr勺J）日H3（3）
　　　CA句3（JT，」．門）8CA3（侍¶JT，J》借R3（4）
　　　ぐA三）3（JT，J⑨岡）trA3（5，JT・J）書R3《ち）

　　　CA63（JT⑳J⑱同）＃CA3（6もJT，J）悟R3（6）
　　　CA73（JT、J．門）trA3（7⑱JT●J）鯵R「｝（7）

1b　CUN「1肉UE
　　　Mb尋1

一325一



c§……曲㍑擶摺継出摺m出ぽ携

1？2
123
124
1P5
126
12T

128
1つ9
130
131
132
133
134
13う
136
1’s7

138
139
140
1鳥1
142
143
1白4

　　AドAX－C．
　　　　　　　　　　　　　　　’　　DO　31　卜弓1＝1、同Aメ

　　M3■柄1
　　Mム■MS

　　DU　31　M2ε1、阿AX
　　M5・1・12

　　DO　88b　トA781●MbX
　　D）　32　J81、’
　　Gし　↑O　t51，52・う3，5句⑱うう・う6・う7）．J

う1　MT■Ml
　　CU　TO　吟0
う2　MT■LM2

　　GU　TO　40
う3M「田M3
　　信C　10　40
うA　1「「・Pl　4

　　　GU　TO　→0

55MISM5
　　　GO　TO　40
5《▲　Mr■同6

　　　GU　TC　40
う7　M↑・H7

侍O　DU　34　JTロ1、6
　　　JTH8J「「◆1TO
　　　lF（JTH．Lε．t4）　60　TO　つ7

　　　Jrh●J「「◆｜TO－24

∵竃i難灘iiiii難鶴ii量ilii輔i翼iliiilSl

　　　1トtJT，LE．2）　GO　TO　う8

　　R†丁富R（J■JT　　，MT）

　　GJ　TOう9
う8　RTTエ1・

う9　EN禽FXP（●G▲M（J、JT）－xr）
　　（（JT，J）●（2《J）φE
　　l　　Xγ）◆⑲A（」†H、」）鯵RT†◎RTR

　　　C2（J）■（（JlgJ）
　　　IF（JT．LF．2）　GO　TO　34
　　　1卜（（《」T－1・J）．LT・CLIM）GO　TO　3侍

　　　lF（C（JT・J）．LT．CL：M）GO　TO　34
　　　G‘）　TC　8S8

34　CON†liNUE
32　CONT　1NUE
　　　1F（Ml・6T・1）　Go　TO　61

　　　1F（M2．GT．1）　GO　TO　61
　　　！F（P7．GT．1）　G｛ノ　Tわ　61

　　　1卜1禽1

　　　GOτ0　67
6i　fO　t　v・

　　　DO　41」　J（C●1、4

・．（1．－E・）・（＾（J，JT》・（BSUM・GAM（J・JT），（GA柄（J・Jり◆

　　　　　　　　　　　骨A3（J）ノtSAM（J，JT）》

」†ImlTo◆JCC◆7
JCRsJ（二（二◆2

1fCJTT●LE・24）　（）O　TO　64
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145
14h

浩…部…婿驚恥…漂迦嵩搬…跳罵跳m搦

’

　　　J▼13JTT●20
6→　Qおw◆⑤ATfJTT，1）●烏（1・JC“⑱M！）◆QAT（JT1．2）●R（2■JCR、M2）

　　1　　　◆nAr（JTT，3，骨1～（3・JCR’M⑱）◆｛DA†（JTT’4）句日（4，JぐQ・M4）
　　2　　◆（VA†（JTI・5）■内（う⑱Jcp⑨門う）◆ω▲T（JTT》6）鈴R《6●J（二「～■M6》

　　3　　◆⑩ノド「（JT1，7）傍R《7，JCR⑱M7）

41　（しhTINUE
　　　lF（⑩・LT・A柄AX）　uO　τ0　 8bo
　　　OU　 ⑱8　J杉ぎ1■7

　　　DO　49　J†31’6
49　CI）（JT、JP）■C（JT．JP》

⑱8　CUNT！NUF
　　　AMANロ．s

　　　MAXI■Ml
　　　MAX2●M2
　　　MAス3．M3

　　　yAX4●柄4
　　　MAx5・NS
　　　図AX6田rlら

　　　MAX78N7
866　cUiY了INUF
　31　CO～TINuE
　　　　”【！ITE《ミ｝．！13）　ITO

113　FO員同AT（1H　，5HT　IME■13）
　　　剖Tε（6・103》M．aX1・柄AX2・MAX3・￥A＾4・柄AX5・柄AX°・・4a＾7・AMAx
　　　1　　●（R《1●JT．‘⑳AKユ）⑱R（2●J†、MAX2》g1《3，JT，HAX3）⑱Pr‘勺JTo卜1AX6、■Prう．JT．

　　　2　　　A×〉ノ、図（6・JT，M’、Xも》、岡（7⑱ヒ・T⑱MAX7、　　　　　■　J1．1，6、，（《L．D（1．J）・181⑱6）⑱

　　　侮　　、（yO（1・J）⑱【8‘・O）、」81．7）

103　F匂パHAτ‘1ト｝し⑱71《L⑱　εi句・6〆う／⑳6（7F1）・3／bx）’1X、7《6Fy◆3，6X句6F8・3ノうX））

　62　JTレ■！IO◆3

　　　　1F（JTし．LE・24）　GC　Tし　65
　　　　JTし■JTレ●24
　6三）　D】　4aら　J■1，7

　　　　（）CJ、■C（1，J）

　　　　DU　3内　JK●1⑱う

　　　　A（J●J民）oA（J■JK◆1》

　　　　GAM（J■JK）■6AM（J●JK◆1）
　　　　DO　 38　　1●1・7

　　　　（A1（1■J民oJ）●CAI《1，JK◇1，J）

　　　　（A2（1●JK・J）・（A2（1，JK◆1，J）

38　（二A3《1⑱JK⑱J》8CA3‘1，JK◆1・J）
　　　lF《IFI・E⑤●二）　G）　Tu　44

　　　CA⊥（1、4，J）ロ（A11（う■J■MAメ1）

　　　（A1（？⑱4，J》sCb21《5●J，MAX2）
　　　（二A▲（3●白●J）■CA31（5●J●MAX3）

　　　CA1《4，4，J）■C▲41（5，J●MAX4）
　　　CA1（5，4・J》●CAう1（う●J．MAX5、

　　　CA1（6、4・J）ロCA61（5，」，MAX6）
　　　CAI《7・侍．J）ロCA71《5》J“MAX7）

　　　CA2《1、3・J）sCA12（4●J■MAX1）
　　　こA2（2》3，J）・CA22（4■Jも伺AX2）

　　　CA2《3・⊃●J）aCA32《4・J、ドAλ3）
　　　CA2（4⑱3・J）ロCA42（4、J、MAxa）

　　　rA∠（5・3●J》8CAう2（4●J●MAス5）

　　　CA∠《‘⑱3・J♪sCA5？《4■J，MAX6）
　　　CA2（7，3・J）■CA72（4もJ■MAX　T、
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　　　　C〔づ（1，2■J）8CA：つ（3・J・MAX1）

　　　　／」4」（2●2■J）＝CA23fr｝・」．MAx2）

　　　　ρ、メ3・2・Jノ・CA・・）ζ3、J．MAXヲ）

　　　　CA，（4，2、」）■CA4’，（3・J・MAx4、

　　　　CAフ（5，2．J）■CA5）（3◆J■MAx5）
　　　　C内メ6・♪・」）・CA。3〈、．J．MAλe、

　　　　CA3（7●∠●J）■（A73（3，J⑱∨AX7、
　ム仏　Co（yTINtjE

　　　　rrJ＝TTO◆1
　　　　！ド．1TO・しε．t4）ω了Q　35
　　　　1TLtl

5しGo　1’t’：35
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